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Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）   



ト1 大気浮遊塵中の放射性核種濃度  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千枝子  

1．目的   

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性  

核種による環境レベルを把捉し、国民の被爆線量評価に資すること  

を目的として大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査する。  

2．方法  

（1）試料採取  

千葉市六川にある放医研構内の地上1～1．5 mの外気浮遊塵   

を試料とした。ハイポリュウムエアサンプラ一により捕集効率が   

0．9 5 5 以上のグラスファイバー濾紙（20．3c m X 2 5．   

4c m）に連続集塵するが、流量はマイクロコンピュータによつ   

て一定量を保つように制御されている。濾紙の目づまりは約2か   

月程度の集塵ではおこらなかったが、目づまりを生じて流量が下   

がった場合でも、積算流量は正しく表示されるように設計されて   

いる。  

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大きさ   

に折りたたんで、G e（Li）検出器によるガンマスペクトロ’｝   

トリを行った。ガンマ線放出核 種定量後、NaOHとHClに   

よりS rを抽出し、発煙硝酸法で精製した。S r－90はマイク   

ロコンピュータによる自動解析装置付きの低バックグラウンドベ   

ータ線スペクトロメータにより謹皇を行った。  

3．結果   

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中であるが、  

今回は1991年5月24日から1992年5月1日までの採取試料について  

の結果を報告する。義一1にr線放出核種の定量値を示した。また、  

表－2にS r－90の分析結果について示した。  

－1－   



表－1大気浮遊塵中のr線放射性核種濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10‾6Bq／m3）   

採取期間   m3（×103）   137cs   

1991 5／24～  6／28   37．2  

6／28ヘノ  7／26   32．9   1．7   

7／26「＼一  8／23   35．7   0．6   

8／23r＼一  9／27   35．9   2．5   

9／27「＼一 10／25   22．4  

10／25′～ 11／22   21．8  

11／22～ 12／26   14．7   5．8   

12／26′）19921／24   12．3  

1992 1／24′～  2／28   29．2  

2／28′～  3／26   19．7   4．8   

3／26…  4／2   9．0  

4／2′～  4／9   8．8  

4／9′～  5／1   24．5  

－一検出限界以下  

－2－   



義一2 大気浮遊塵中のストロンチウム濃度  

大気浮遊塵   通風皇   放射性核種濃度（×10■6Bq／m3）   

採取期間   m3（×103）   98sr   

1g86 6／2′～  6／9   13．2  

7／9「＼一  7／22   12．1   1．7   

g／25「＼一 10／16   17．8  

10／16「＼一 11／13   20．3  

1988 6／9′V  6／23   7．93  

6／23′～  7／7   6．93  

7／7r、J 7／21   7．93  

7／21「＼J 8／11   14．4   0．4   

8／11「＼一  9／1   12．3   1．4   

－一検出限界以下  

－3－   



Ⅰ－2  環境中の＝Cの濃度河童  

放射繕医学総合研究所・環境衛生研究部  

井上義和、岩倉哲男、エ農美和子   

（1）緒言   

核燃料サイクルに関連して環境に放出される＝Cは、線上宰は低  

いが、その半減期（5730年）長さの故に集団線上預託への寄与は無視  

出来ないと考えられている。施設から放出される＝Cの影甲を実測  

施設の影響のない自然環境における14c  に よ り 評価  は
 
 

め
 
 

た
 
 

る
 
 

す
 
 
 

レベルの長期間の時間推移と変勤および地域分布などに関するデー  

タが不可欠である。 このため19 6 0年代初頭よ り環在に至る まで、  

主に植物精油と莞辞アルコールを軌定試料と してそれらの14C濃度  

（比放射能、dpm／gC）を測定してきた。これらの試料の原料となる  

植物は、一年生であるか、その年に成長した部分であって、その体  

内中の炭素中のIJC濃度は、その植物が育った年の大気中の二酸化  

炭素中の＝C濃度を良く 反映する と考えられる。このこ とからこれ  

らの試料の測定値は、人体に摂取される食物中の1Jc濃度を推定し、  

緑土評価を行う際の有用なデータ と して使用出来る と考えられる。   

19 8 0年から19 8 9年までの10年間のデー タを解析する と、  

JCの比放射能は、ほぼ一定の年波少寧約0． 2 0 d p m／g Cで  

低下 し て き た と いえ る。  

（2）調査研究の概要   

今年度洲定 し た試料は、  

原料と して発酵醸造さ れた  

9 4 － 9 8 ％ の アル コ ー ル  

本 日 に 年 1   9  9   1  で収穫されたブド ウを  
種
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ウンド（B．G）計軌試料は、同士の合成アル  

した。この測定法では、1試料に導入できる炭   

測定効率は約6 0 ％、 B．G計数革は 約  
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4   



前後の一定レベルで推移しているように見える。  

（3）結語   

大気圏核実  ■嶋   少
 
 

減
 
 

度
 
 

濃
 
 

C
 
 

の
 
 

薄
 
 

志
 
 

験
 
 

傾向が停止した こ と は過去に  

最  時
 
 

続
 
 

継
 
 

の
 
 

レ
 
】
ノ
 
 

ベ
 
 

レ
 
 

定
 
 

の
 
 

近
 
 

り
郵
の
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の
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も
経
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的な現象かど う かは来年以  

る。 ま た こ の よ う な現象の  

いる炭酸ガスのリ ザバー と  

待
 
 

を
 
は
 
 

異
に
 
 

縮
め
 
 

定
た
 
 

ー
の
 
 

●
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の
 
 

料
 
 

燃
 
 

石
 
 

ヒ
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と
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 文に基づ く ＝C を含まない炭酸ガ  

効果の両者の影響について解析す  ス の大気中濃度の  釈
 
 

希
 
 

る
 
 

よ
 
 

加
 
 

増
 
 る必要がある。 この解析結果は、近年問題となっている地球温暖化  

の原因解明に役立つであろ う。   

一方、放射性廃棄物の土中埋設処分や核燃料サイクル施設の運転  

に伴う14Cが環境に放出され、局地的に環境濃度を上昇させる可能  

性があるので、今後は、施設周辺の環境試料を定苅的に採取し、そ  

のIJC濃度を測定し、経年変化に関するデータを集肯する必要があ  

表  日本の19 91年産ワイ ンのl－Cの比放射能  

＝C  比放射能  ±1S D  
（d p m／g C）  
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ト3 和歌山 のバ ック グラ ウ ンド空間放射線 レベルの再測定  

放射線医学盆合研究所  

森高和信、 古川 雅美、 松本雅紀  

1． 緒 言   

自 然放射線に よ る 体外被曝森泉量の国民全体に対する 寄与を明 ら か  

にする ため、 ま た原子力利用の進展に よ っ て生 じる環境問題の解決  

の ための資料 と する こ と を考慮 し、 全国 的なバ ック グラ ウ ンド空間  

放射線 レベルの測定を行 っ ている。 今回は和歌山 市に おけ る 測定結  

果 を報告す る。 測定時期 は 平成3年8月 であ る。  

2． 調 査研 究 の 概要  

（1）測 定地 と 測仁定 点   

測定地は和歌山 市の一部であ る が、 市全体を1測定地と して扱い、  

各サイト を1測定点 と して扱 う。 今回は典型的な地方都市と して和  

歌山 市を測定地 と し て選び、 市内の合計16 サイト に おいて測定 し  

た（但 し最終測定点1サイトは機器不調のため解析から除いた）。  

な お一つの サ イト 内 では 通 常 5 点 で測定 し、 そ の 平均 か ら サ イト の  

代表値を求め る 作業 を し て い る の で、 実際の デー タ 数は サ イト 数の  

数倍 あ る。  

（2）測 定器 と 測 定 方法   

測定器 と し て は1－さ Xl川NaI（Tl）シ ン チ レ ー シ ョ ン・サ ー ベイ メ ー  

タ お よ び直径200mⅢ、厚 さ3山mのプラ スチ ック 電稚箱、 損動容丑型電  

位計、 記録 計 を 組み 合わせた シ ス テ ム を用 い た。 こ れはサ ー ベ イ メ  

一 夕 の 読み取 り  準
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表1 各測定地点における線量率  

（大地、大気、宇宙線、フォールアウトからの寄与を含む）  

測定地  測定点  平均値（nGy／h）＋標準偏差  

和歌山市  長町公園  

砂山公園  

端ノ丁公園  

土佐町公園  

牛町公園  

河岸公園  

汀公園  

城北公園  

湊北公園  

本町公園  

大新公園  

城東公園  

中之島公園  

美浜公園  

尚之芝公園   

64   

73   

69   

81   

91   

73   

80  

100   

83   

98   

68   

66  

110   

59   

67  

24  

18  

20  

20  

21  

21  

18  

17  

21  

18  

22   

17   

17   

17   

14  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

5  

和歌山市平均  79  19  75  

（昭和48年の測定結果  78  4  10）  
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ト4  屋内外のラドン等による被曝線土讃重 くl）  

放射線 医学寵合研 究所  

藤高和信、 古川 雅美、 松本雅紀．、 阿部道子   

東 京理科大学  児 島  紘   

日 本 分析セ ン タ ー  阿部史 朗  

1．緒 言   

ラド ン（ト ロ ン を 含む）と そ の 娘核 種に よ る 日 本国 民へ の 繰∴量寄  

与を求める た めの調査研究を行 っ て い る。 親核種た る Rn－222の 濃度  

に つ い て は 昭和60年度 よ り 全国13県お よ ぴそ の 周 辺5県に お い て 測仁定  

済みであ る が、そ こ では 日 本全国の平均的被曝繰丑が近似的 に求ま る  

よ う に地理的配置、 地質的配置、 気象的配置等を考慮 してデー タ を  

得ている。 そのサーベイ では屋内濃度を求める と 同時に 同 じ家屋の  

屋外濃度を測定 してあ る が、 屋外濃度は場所に よ っ て特に大き な差  

がな い た め、 そ の 屋外デ ー タ を参照 し て屋 内 濃度測定値の 正 当 性を  

チ ェ ック でき る。 しか し被曝繰丑の推定に は単に ラド ン（＝～Rn ）  

の姐核種の濃度情報だけでな く、 その粒径サイ ズ分布、 そ れ ら の変  

動要因 の解析 も 重要で あ る。  

2．調査 研究の 概要   

今年度は屋内 ラド ン 姐核種濃度の変動を与え る要因 と してエアク  

リ ー ナーの影響を取 り 上げた。 エアクリ ー ナ ー が稼働す ろ と、 エア  

ロ ゾルに付着 した娘核種が遭遇さ れて濃度は減少する。 しか し気体  

であ る ラド ン濃度は視る ので、 結果的に非付着（フリ ー）娘核種の  

割合が増 して、む しろ線土増加の原因にな り得るため濾∴過効果は重  

要であ る。 そ こ で定常状態の屋内ラド ン娘核種濃度に関するPorst－  

endorfer（1978）のモデルを拡張 した新モデルを考え、 内容嶺180mユ  

の部屋にメ カニカル・フ ィ ルタ 内蔵のエアクリ ーナー と放射能・エ  

ア ロ ゾル測定装置を設置 した実測との比較で検証を試みた○  

ー8－   



3． 結 果  

エアクリ ー ナー の 屋 内 エ ア ロ ゾル濃度 に 対す る 効 果は、 エアクリ   

ー ナ ー 稼働時の 付着率 と 稼動 前の 付着率の 比で評価 で き ろ が、 そ の  

計算値は0・28、実験値は0－31土0・07でほぼ一致 した。   

ま た 図1に 平衡 比 と RaAの フリ ー 成 分 の 割 合 に 対す る エ アクリ ー   

ナ ー の 効 果 を 2 種類 の 濾 過率 に つ い て 示す（但 し 屋 内 に エ ア ロ ゾル   

発生源は無 く、 エアクリ ー ナ ー 稼動前の 付着率 と 屋外の 付着率は等   

し く、 放射性 と 非放射性エ ア ロ ゾルの濾過率の 差 も 無い と 仮∴定 し て   

あ る）。 エ アクリ ー ナ ー の 始動 と と も に フリ ー 成分の 割合は増加す   

る が平衡比は 減少 し、 4－5時間後 に ほ ぼ一定に な る。 国 中 の破線は   

幾つ かの 付着率 に 対す る モ デル計算値 を示す。 実験値 と 計算値は ほ  

ぼ一致す る の で、 こ こ で考 え た モ デルは 安 当 な も の と 考え ら れ る。  
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卜5  屋内外のラドン等による被囁繰王（2）  

放射線医学総合研究所  

小林定書、土居雅広、廉売憲三  

1．緒 言   
ドイツ製カップ型ラドン測定器（カールスルーエ原子力センター  

開発）を用いて、全国約6．300家屋について屋内ラドン濃度訴査を  

実施した結果、約0．5％の家屋が米国環境保護庁の介入レベル（150Bq  

／m3）を越えていることが明らかになった。本研究の目的は、（1）高  

濃度家屋に関して再調査を実施して、高濃度家屋の実態を解明する  

こと、（2）これまで、調査研究が十分に行われていない屋内トロン  

濃度の実態について、特に高ラドン濃度家屋に重点をおいて予備的  

な調査を実施すること、（3）この調査に使用するためにラドン濃度  

とトロン濃度を同時弁別測定できる測定器を新規に開発し、実環境  

での性能実証試験を実施すること、である。  

2．調査研究の概要   

新規に開発した測定器は、固体飛跡検出法によるα緑検出を基本  

的な原理と したパッシブ塑測定器である。この測定器は直径120ミリ  

の中空半球と直径75ミリの中空半球との底平面を張り合わせたU F O  

様の構造で、それぞれの平面中央にα線飛跡検知体としてのポリカ  

ーポネートフィルム（厚さ0．3ミリ）が装着されている。調査環境に  

約2ヶ月間放置したのち、それぞれのフィルムに特異的な条件で化  

学エッチング・電気化学エッチングすることによって、空気中ラド  

ン濃度とトロン濃度を弁別して同時に測定することができる。   

ラドン・トロン弁別測定器の実環境での性能実証試験は、滋賀医  

科大学及び名古屋大学によって十分に調査された伝統的な木造日本  

家屋の屋内（京都府精華町、名古屋市千種区）及び研究所敷地屋外  

（千裏市稲毛区）において実施した。屋内では璧からの距離、屋外  

では地面からの距＃を変えて測定器を配置し、測定器の性能を実証  

するとともに、屋内におけるラドン濃度及びトロン濃度それぞれの  

空間分布を測定した。さらに、全国屋内ラドン濃度調査で最も平均  

値の高かった広島県の21家産について、再調査を計画・実施した。   

新型測定器の伝統的な木造日本家屋の屋内（京都府精華町）にお  

ける性能実証試験結果及び研究所敷地屋外における性能実証試験結  

果の1例を図1に示す。ラドン濃度には、屋内・屋外ともに均一の空  

間分布を示したが、トロン濃度は屋内では璧からの距華に比例して、  

屋外では地面からの距離に比例して急激に減少することが明らかに  

なった。ラドン濃度測定結果はアクティブ法による滋賀医科大学、  
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名古屋大学の測定結果と長い一敦を示しており、ラドン・トロン弁  

別測定器が十分な性能を有することが確認された．   

ラドン・トロン弁別測定器を用いて、前回調査で最も平均ラドン  

濃度の高かった広島県の21家屋の42部屋についてラドン・トロン濃  

度予備調査を実施した結果を図2に示す．測定器は、最寄りの壁から  

20c皿の位置に設置した．測定の結果、ラドン濃度よりもトロン濃度  

が極端に高い家屋（部屋）が見いだされた．  

3．結 語   

屋内トロンは、壁材等の内装建築材料を放出源とすることが推定  

され、特に伝統的な木造家屋における土壁等が、壁際における高い  

トロン濃度をもたらしている可能性がある．トロンは半減期が短い  

ため、実際の居住空間におけるトロン濃度は充分に減衰するが、ト  

ロン娘核種は半減期が充分に長いため、居住空間にも高い濃度で存  

在する可能性がある．今回の調査結果から、自然放射線被曝源とし  

て屋内ラドン及びその始核種濃度のみならず屋内トロン及びその娘  

核種濃度を併せて考慮する必要があると考える．  
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研究発表  

（l）Doi．M，Kobayashi．S and Fuji皿OtO．K：International－LSytnposiutn  

On the NaturalRadiation Environtnent－Ⅴ，Austria，199l．9．  

（2）土居、小林、藤元：ラドン・シンポジウム、日本保健物理学会、  

熊取、1991．8．  

（3）土■居、小林、藤元：日本保健物理学全案26回研究発表会  

（4）Doi．M，Kobayashi．S and FujiJnOtO．K：Journalof Radiation  

Protection Dosi皿etry，37，5－12，1991．  
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Ⅰ－6  環境中のトリチウムの郭定評査  

放射線医学捻合研究所・環境衛生研究部  

井上義和、 宮本＃子、岩倉哲男、 エ藤美和子、積谷邦人   

（1）緒言   

施設から放出される3Hが周辺環境に及ぼす濃度上昇と線t寄与の  

評価に資する実測デー タを収集する と と もに、 3Hの環境学勤に関す  

る地域特性について調査研究することを目的とする。   

19 7 0年から19 8 0年の約10年間は、 日本全国の設置予定  

を含む原子力究t所周辺環境の水試料のり＝刑定調査を実施し、主と  

して核実験起源の3Hの挙動に関する 日本の地域特性を明らかにした。  

19 81年から19 91年の約10年間では、 種々の原子力施設が  

立地する茨城県東海相周辺において、 降水、 陸水、 海水、 地下水  

（井戸水）、 植物および土壌試料などの3Hを測定し、 3Hの挙動に  

関する地域特性を明かにしてきた。今回は、19 91年に実施した  

測定結果を報告する。  

（2）調査研究の概要   

19 91年に月毎に採取した試料は、河川水（茨城県3地点）、 沼  

水（東海村1地点）、 降水（千葉1、 東海村14地点）、井戸水  

（東海村7地点）である。 水道水（茨城県10地点）および海水  

（茨城県2地点）については、 不定期に採取 した。   

測定方法については、 解析上精度が要求されるか濃度が低い場合  

には電解濃縮を行った後、 Packard社製液体シンチレーショ ン洲定器  

TRICÅRB 2000によ り 部定した。 瀾＝蒙が高く、 水準鞠査の目的では直  

接Aloka社製 L Blによ り 測定した。 結果を以下に述べる。   

千葉市の降水の19 91年の年平均値は、 0． 5 9  士 0． 0 3  

B q／1であっ た。 昨年の平均値約0． 7 B q／1よ り さ ら に低下  

してお り、 最近10年間に濃度はほぼ半減している。 ま た、 4、 5 月  

の値が他の月 よ り 2倍以上高い顕著な季節変動が認め られた。   

茨城県久寒川と那珂川の19 91年前半の3H濃度の平均値は、 共  

に 0． 9 8 q／1であ り、19 9 0年の両河川の年平均億 1． 0  

8 q／1と同水準であった。 河川の濃度は、 最近10年間に1／3  

に低下して釆たが、 この減少傾向が続く かどうかは那珂台地の地下  

水の滞留時間と密接に関連しているので、今後の測定結果を持って  

解析する必要がある．   

東海村の降水の19 91年の3H濃度分布は、 日本原子力研究所と  

動力炉核燃料開発事業団の中間地城で自然レベルよ り 高い傾向を示  

したが、 年々減少傾向を示している。 年平均債の最大値  2． 6  

士1． 7 B q／1は、 原研の甫仰の施設境界付近の地点で牧刺され  
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た． この地域の降水濃度は、近年急速に自然環境レベルに近づきつ  
つあるが、 このことは施設からの3Hの大気放出串の伍下と杏凄に掃  
係している．   

某海相村松地区の19 91年の地下水の3H濃度の地域分布は、昨  

年と同様であり、年平均の最大価6． 4 B q／1は原研の南朝の地  
点で牧刺された。 この地域の地下水の濃よの年平均債は、19 8 4  
年から19 8 9年まで単純な減少傾向を示したが、19 8 9年から  

19 91年の間は同水準かまたは地点によ り漸増の傾向を示してい  

る。今後も測定を継続し、水溜と して利用されているこの地域の井  

戸水中の3Hの挙動を地下水文学的に明らかにする必要がある。   

茨城県の広域で採取した水道水の3H濃度は、1－2 3 q／1であ  
り、水源の河川水または地下水と同じレベルであった。19 91年  

7月に採取した大洋村と東海村の施設立地点との沿岸で採取した海  
水の3H濃度は、 0． 6およぴ1．1B q／1であり、一般環境と同  
じ レベルであっ た。   

以上概卸された全ての3H濃よは、法令償と比較して十分低い濃よ  
であっ た．  

（3）結守   

一般環境の3Hレヘー＝胃査については、降水および河川水のフォール  

アウト3H濃よはなお漸減傾向を示しているが、核実験以前の自然平  
衡レベルに近付きつつあることおよび成層圏起渡の特徴であった降  

水中の3Hの明確な季節変勤が近年牧劃されることが少なくなったの  
で、成層圏には核実験由来の3Hはほとんど残存していないと推定さ  

れる．新たに概卸され▼た季節変勤と思われる現象の機構を解明する  
ためには、今後は1桁高いレベルを維持している中国大陸や極東の  

原子力施設から放出される地上起源の3Hによる日本へ彰■を調査研  
究必要がある．   

施設形響評価に関しては、東海村村松で披謝した198 2年に大  
気放出された3Hが地表に沈着し、数カ月一致年後に周辺の井戸水  

（地下水）に観卸された。環境試料の中では、地下水中の3Hが長期  
間最も高いレベルを維持している．地下水中の3H濃度の時間推移を  

観測することは、この地域の土壌水の浸透速度や地下水の滞留時間  

を推定し線土評価に役立つので測定調査を今後も継続する必要があ  

る。   

今後は、今世紀宋に稼働が予定されている青森県六カ所村の再処  

理施設から大気放出される3Hによる環境・影響を評価するため、稼働  
前のレベルの変動調査に加え、核実験起源の3Hなどの漸定によ り現  

地の気象学的および水文学的地域特性を明らかにし、線量評価法や  

モニタリ ング法の質の向上に役立つ額査研究を実施する必要がある。  
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Ⅰ－7  高空における放射能■の測定  

防衛庁技術研究本部  茅1研究所  
松番手豊造  遠藤  拡  西山益夫  

加藤邁彦  寺川頼市  

1 籍号  

19 61年以来、 放射能による環境汚染訴童の一環 と して、 我   

が国上空の放射能浮遊塵に関する資料を得る ため航空機を用 いて   

試料を採取 し、全β放射能墳丘及び含有核種の分析を行ってきた。   

本稿では、 前報に引 き続いて平成 3年虔に得た平常時の測定結果   

につ いて 報告す る．  

2  調査研究の概要   

（1） 試料の採取  
北部（佐渡一弘前西方海上）、 中部（百里一新潟）及び  

西部（阿幸一見島）の 3 空域 にお いて航空機（ア4EJ Phan－  

－tO皿Jet）に裳著 した ろ紙式集塵器に よ り試料を採取 した。  

採取高度は、 中部空域の約半数回 で 6 Ⅹ m の他はすべて  

10 K m であ り、 ろ紙は、 東洋嬉某氏K・K製洋0．5A であ る。  

図1た使用 したろ紙式集塵器のr概・貫を示す。  

国1  ろ紙式集塵器の概要団  
（2）  測定方法  

試料の処宅、 測定方法は、 従来 と 同 じ であ る。 試料 ろ紙  

の半分は、 灰化 し全β 放射能測定用 と し、 残 り 半分は γ 韻  

機器分析用 と す る ため未処理 の ま ま、 6 0 m m 8 × 5．5  

m m h の 円商ぃ状 に正絹成形 し た。 全 β 放射能測定 にお け る  

比較象泉源 に は U 30 3を使用 し た。  

G e（L i）半導体検出器の ピ ーク 効率は寒天標準容積  
綿源 を用 い て 求め た。  

（3） 調査結果  
19 91年 4 月 か ら19 9 2 年 3 月 ま での間 にお け る 全  

β 放射能韻度の測定結果を 図 2 に示す． 本期間での高度  
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10 k m試料の全測定値の平均値は0．8 5 m B q／m 3で  

あ る。 平成1、 2 年虔はそれぞれ1．O m B q／m 3、1．3  

m B q／m 3であ り、 気象要因等によ る変動幅内の居である．  

ま た、 今期間中 に採取 した試料の γ 線スペクト ル分析か ら  

は人工的な放射性核種は検出されていない。 γ線スベクト  

ル分析で検出された字音韻生成核種 7B e は成層留 に多 く  

存在する も の と 考 え ら れる が、 その溝度の変動を 図 3 に示  

す。  
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Ⅰ－8  土壌及び米麦子実の放射能調査〈平成3年度）  

農林水産省農業環境技術研究所  
騎村美佐子 結田康一 小山放生   

1．緒言  

昭和32年以来ヾ農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産き   

れた米妻子実を対象に、降下放射性核種による汚染状況とそれら   

の近年変化を調査してきたが、今回は平成3年度に収穫採取した   
試料について13Tcsの核種分析を行なったのでその調査結果を報   

合する。  

2．調査研究の概要  

（1）試料採取と分析法  

前年度と同様、全国15ケ所の国公立農業試験研究機閲の特定  
国甥から、それぞれの収穫期に採取きれた水田・畑各作土及び  

そこに栽培きれた水稲・小麦子実を分析用に調製し供試した．   
137csの分析は、土壌は風乾細土40－60gを、米妻子実は玄麦   
・玄米1kg、白米3kgをそれぞれ 500℃で灰化後、測定容器に  

詰め、Ge（Li）高純度半群体積出器－マルチチャンネルアナライ  

ザーシステムでガンマ線計測を行ない．137cs含量を測定した。  

く2）調査結果  

① 農耕地土壌  
平成3年度の収穫期に、畑及び水田圃場からそれぞれ採取  
しな作土（探さ10－15cm）中の13Tcs含量を表1、2に示し  

た．これらの調査結果から、作土中の137cs含圭は、全国平  

均で畑土壌は13．18q／kg、1，581M8q／km2、水田土壌は14．6  

8qノkg、1，780MBq／km2の値を示した。前年度と比較する畑・  

水田両土壌とも僅かに減少した．採取地別には畑土壊6．4－  
28，58q／kg、水田土壌3．6－30．08q／kg と地域差が大きい。  

③ 米妻子実  

平成3年度に収穫した小麦〈玄麦）及び水稲（玄米・白米）  
中の137cs含量を表1、2に示した。これらの調査結果から、  

全国平均で玄麦は 0．020Bq／kg、玄米は 0．102Bq／kg、白米  

は 0．035Bq／kgの値を示した。前年度に比較すると米妻子実  
ともに僅かに減少した。採取地別には玄麦は0－0．0538q／kg、  

玄米は0．008－0．682Bg／kg、白米は 0→0．2068q／kg と著し  

い地域差が認められた。  

3．結語  

平成3年度に収穫採取した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子   
葉中の13Tcsの核種分析を行なった。  
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農耕地土壌及び米麦干実中の137csの連年推移は、僅かな減少傾  
向を示しながら推移していることが認められた。検出されない地  

点が玄妻に3ケ所白米に2ケ所あった。  

表1玄妻及び畑作土中のl訂Cs含土  

平 成 3 年 虔  

lさTCs  

試料採屯地         収穫日  玄 妻  畑 作 土  

品種名  8q／kg  8q／k名  M8q／血2   

札 幌（北浦逆）  7．18  月茶1号   H．D   10．5  l，242  
0．035  28．5  3，462  

7．1  ナンフ■コムキー  0．046  19．2  1，727  
H．D   9．5  l，598   6．26  ユキチ十手‾                    6．11  フク≠コムキー        空 

9．3   962  
6．4   800  

8．0  1，075  く引雇鄭  6．19  農林61号  0．053  11．9  1，157   6．20  農林61号  0．009        6．7  薫欝指  0．009       6．11   0．028  18．3  2，475   6．5  農林26号  0．021       6．7  シラサキ‾コム1‾  N．D  9．7  1，312   
平  均  0．020  13．1  1，581   

表2 玄米・白米及び水田作土中のほTCs含圭  

平 成 3 年 虔  

137c＄  

試料採取地  収穫日  玄米  白米  水田作土  
品種名  

的／k名  8q／kg  軸／kg  M8q／b2   

0．056  0．005   7．7   733  故習措清書主  9．10  ユキヒカリ           9．25  アキタコマチ  0．166  0．095  30．0  3，416   
大 曲く秋 田）  9．2（）  アキヒ椚   0．035  0．018  21．4  2，朗9   

蓋乳摺汽‡  9．17  キュヒかJ   0．089  0．034  23．0  2，429  
0，024  H．D   ll．1  1，533   

鳥 取（鳥 取）  9．9  コシヒ別   0．06l  0．006  18．7  2，94l   

・芸 蚕 室．．  10．15  アキタコマチ  0．191  0．090  20．9  1，665   10．4  ササニシキ  0．682  0．206  18．4  2，534   
水 戸（茨 城）  9．20  コシヒかJ   0．055  0．028  12．1  1，316   

8．8  ‘868   
立川東京）  
双葉山梨）  0．046  0．014   3．6  614  

5．3   594   
0．008  N．D   9．4  1，722  つくば（茨 城）  10．l  日本晴  0．035  0．008        羽曳野大祈）  10．17  マンケ■クモチ  0．038  0．009   0．021  0．015   9．8  1，046   

平  均  0．102  0．035  14．6  1，780   
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ト9：放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定量的把握  

農林水産省農業環境技縮研究所  

詰田康一・駒村美佐子・小山雄生  

1．緒 言   

核燃料再処理工場等から大気中へ放出されるおそ九がある1291（半減期  

1600万年）の土壌蓄積性と下層への浸透性を明らかにする．そのために、現   

在は低レベルで高度の分析技締を必要とする土壌中1291の分析法について   

より簡便な乗用的方法を確立する．田内各地の土壌における1271（非放射   

性）と129Ⅰの垂直感度分布等を明らかにし、解析する．   

チェルノフィリ原発事故時、式故知圃場に降下した131Ⅰは40日攻（この   

間200＝ 以上の降雨）においても57‡が 0一－1川の最表層に、残りd3‡も1   

、7．5川の浅い眉にとどまっていた．0、′1用 に100‡がとどまっていた  

134c sに比べると浸透しやすいことをうかがぁせた∴   

本年度は、127Ⅰの土壌深度別濃度の分析法果を、同じく大気起源である  

137c sと210pbの測定結果と対比させて考案した．  

2．調査研究の概賓  

1）土壌試料の採取法   

1271や129Ⅰの土壌青苗條や浸透性は、土壌の種類、気候、地形等に大   

きく支配されると考えられる．こ九らを考慮して全皿的に土壌を採取する計   

画であるが、初年度は茨城頗内の2地点で堤土した．2地点とも土壌のかく   

乱が少ない林地を選び、表層より50川まで17一－18層にわけて採土した．   

2）127l、137（：s、210pbの 分析法   

127Ⅰは放射化分析法によった．ポリ袋に封入した却土を原子炉で中性子   

照射後、筒硝酸分解・通気茹だを行い、留出したヨウ菜をヨウ化銀の沈てん   

とし、 128Ⅰのガンマスベタトロメトリーで分析した．   

137csと210pbは、土壌試料を測定容器につめ、高純度ゲルマニウム   

半導体検出器によるガンマスベタトロメトリーで測定した．   

3）分析結果   

1271、137c s、21qp bの土壌深度別濃度を表に示した．   

北筏の土壌は透水性の悪い埴壌土であるが、127Ⅰは0～31．5叩までは30  

、川■g／如上乾士ではぼ均一一に分布し、31．5、50cqにかけて大きく減少してい   

る．緑ヶ丘の土壌は透水性の長い砂壌土であるが、10、15川に90■g／kg前   

後の最高蓄積層が存在し、15、18c■で50■9／紬に減少するが、そ九以潔は＃   

滅するも46～51c■でも29●g／k9を雄斉しており、さらに下層まで浸透してい   

ることをうかがぁせる．  

127Ⅰと同じく有史以前より大気中から降下し掛ナた210pbは、 127Ⅰよ   

り浸透しがたくごく表層に大部分が蓄積している．137csは核実験以後の  
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降下であり、210pbと似た分布をしているが、210pbよりやや浅い層に   

とどまっている．  

ま．結 語   

非放射條の127Ⅰの土壌中の垂直分布を同じ大気点凛の137cs、2－Opb   

と対比させて明らかにした・127Ⅰは透水性の削、土壌で30－50c■まで、長   

い土壌では50c∫以深までかなりの割合で浸透し、137csや210pbに比べ   

ると蓄積しがたいことをうかがあせる．   

今後は、現在分析法を検討している土壌中129Ⅰの分析法を確立し、その  

深度分布を明らかにする．対象とする土壌の種類や編故地域を拡大し、蓄積  

佳や浸透性の実懲解析を深めていく．  

表 127Ⅰ、137cs、210pbの土壌深度別濃度  

勝 田 市 北’壌   文 両 村 緑 ヶ 丘   

表層腐植す黒ポク土（埴壌土）、   淡色恩ポタ土（砂壌土）、   

雑木林（赤松、クヌギ林）   罰木杯（赤な、スギ林）   

深 度 127I   137cs  210pb   深 度 127I   137c5  210pb   

C血   叫／ko乾  8q／紬乾  8q／如＝旺   川  叫／ko乾  89／如＝眩  89／栂＝紘   

落禦闇  0．91 －  2095   浦糞周  9．7  13．0  424   

トー1  31．5  109  1025   0・－1 44．7  83．0  521   

1、び  ∋6．9  96．7 46∋   トー25 47．2  80．4  436   

25・一道  36．6  64．8 361   25－d 58．7  92．2  356   

35、心  44．0  36．3 332   d、5 63．5  95．2  273   

d5一－6  29．5  17．8 334   5、6 77．1  68．5  125   

6・－8   33．7  8．2 －   6一－8 78．8  47．8  113   

8一－1∞ 30．1  0．82 10   8一一川 78．1 14．4  49   

10j・－1ひ 28．0  2．0  7   10一－12 89．4  6．7  51   

1ぴ、155 38．る  6   12－15 91．0  1．8  44   

1S5、185 35．0   15一－18 50．5  2．2  47   

185・－215 40．1   18一－2141．6  1．8  73   

215・－265  39．9   21、26 44．6  3．0  ∋9   

265・－315  34．9   26、3135．0  1．6  34   

ユ15・－365 17．1   31・－36 33．0  ∋4   

365・一利j lO．∋   38－4129．2  32   

れ5一－50  8．6   れ－4629．8   19  

46－5129．2  ∋1   
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Ⅰ－10  3年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試牧場（畜試）  

三梼俊彦・須藤まどか  

農水省北緯道農業試験場（北農試）  

山岸規昭・早坂文代史・田鎖直浸  

農水省九州農業試験場（九農試）  

寺田文典・村岡 誠  

1．緒言  

前年に引き続き，わが国の牛乳中の人為放射能レベルを知るため，全国9カ所につい   

て90Srおよぴl＝csの経常調査を実施し，地域別変化，季節別変化などを観察した．北緯   

蓮のIn Situ による牧草地のl＝cs定点測定は今回も実施し，前年との比較を行った．ま   

た．わが国の牛乳中l＝csの減衰バターンを解析し，減衰パラメータを決定し，将来の汚   

染濃度を推定することを検討してきたが，本年はいくつかの地域について推定値と実測   

値の比較を行った。北農試，九農試では緊急時に備え，例年どおりバックグラウンドと   

しての土鳩，牧草，牛乳の測定を行った．  

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の90srおよぴ1＝csの経常調査  

前年と同様，建常測定では道立新得畜試，岩手県畜試，秋田県畜試，福島県畜試，農   

水省畜試，静岡県富試，福井県畜試．香Jll県盲拭および福岡県農捻試の9カ所から測定拭   

料（原乳）を採取した。3年度における牛乳中の90srおよぴl＝csの測定結果を表1，2に   

示す．90srの結果ほ北緯道が一書高く，若手，秋田と続き，次いで高いのは福井，静岡   

の順であった。前年と比較すると各地域ともあまり減衰しておらす，むしろ全国平均値   

では僅かながら増加した。これほ年間10－20％減少してきた例年の傾向とバターンを異   

にした。137csでは北海道が一番高いのは90srと同様であるが，次いで高いのは静岡であ   

る。ただし前年のように突発的に異常に高くなった季節はなかった。全国的にみると予   

想に反し各地域とも前年に比べ減衰が速く，平均値で約50％の減少であった。  

（2）Ge半導体検出器による牧葦他のln Situ 測定  

ポータブル型半導体検出器を用いて，牧草地のl＝cs定点測定を行った。今回の測定   

地点は札幌．新得である。地上高1mにおけるl＝csの計数率（cpM・（）内前年）は札偵  

：7．37±0．30く12．07±0．47），新得：12．63±0．36（15．51±0．53）で札幌の減衰が速い．  

（3）わが国の牛乳中l＝cs汚染濃度の推定  

過去の測定値の傾向を解析して，いわゆる経験式によって求めた減衰モデルを第26回   

中国核燻発実験と旧ソ連原発事故にあてはめを試みた．比較的放射臆測度の高い北緯蓮   

と岩手に注目したが，両地域に限っては半年－1年の誤差で推定値，実測値は一致した．  

（4）北農試（札唄）における1＝csの測定  

原発事故，核燻発実験など緊急時に備え，バックグラウンドレベルを知るため，道内   

の4地域について牛乳，牧草預，また野菜郊としてジャガイモのl＝csを調査した。牛乳   

の測定結果（m8q／ヱ）は，札幌：82，天北：318，十勝：106，根釧：258 で全国平均より   

やや高めの値であった．牧草輯は種類，地域によって 0．526～4．020（8q／kgDM）の範囲で  
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ばらついており，はっきりした傾向はつかめなかった．  

（5）九虔試（熊本）における1＝csの測定  

九虔試では新たにγ練解析ソフトウエア（PC／GAMMA）を導入し，緊急時に備えた。バ   

ックグラウンド測定として，熊本，沖縄の土壌と牧草および牛乳について測定を行った．   

土壌（乾燥）の結果は平均値で，熊本が4．36±2．538q／k冨，沖縄は0．79±0．548qハgであ   

った。横木の乾享が0．70±0．31Bq／kg，牛乳は47．1±16．加8q／ヱ，沖縄の乾享が0．25±   

0・22Bq／kg，牛乳は54・9±49・Omβq／2といすれも榎準備善が大きく，統計的に有意なもの   

は年々少なくなっている。  

表1．平成3年度 牛乳中90sr  （m8q／£）  

北海道  

岩 手  
秋 田  
福 島  

茨 城  
静 岡  
福 井  
香 川  
福 岡  

88．9±11．1 63．0±11．1  

51．9± 7．4  59．3±11．1  

40．7± 7．4  44．4± 7．4  

22．2± 7．4 18．5± 7．4  

14．8± 7．4   3．7± 3．7  

33．3± 7．4  44．4± 7．4  

55．6± 7．4  33．3± 7．4  

22．2± 7．4 14．8± 7．4  

25．9± 7．4 14．8± 3．7  

70．4±11．1  

63．0± 7．4  

48．2± 7．4  

14．8± 7．4  

25．9± 7．4  

22．2± 7．4  

29．6± 7．4  

22．2± 7．4  

22．2± 7．4  

66．7±11．1  

70．4± 7．4  

44．4± 7．4  

18．5± 7．4   

7．4± 7．4  

33．3± 7．4  

33．3± 7．4  

25．9± 7．4  

22．2± 7．4  

72．3±11．1  

61．2± 8．3  

44．4± 7．4  

18．5± 7．4  

13．0± 6．5  

33．3± 7．4  

38．0± 7．4  

21．3± 7．4  

21．3± 6．5  

蓑2．平成3年度牛乳中l＝cs （m8q／2）  

北海道  

岩 手  
秋 田  
福 島  

茨 城  
静 間  

福 井  

香 川  
福 岡  

112．0±8．6  67．0±7．9  

31．8±7．1  37．8±7．9  

19．3±7．1  24．7±6．9  

37．9±7．4  26．5±7．3  

23．8±7．4  54．7±7．1  

43．7±6．9  27．9±7．1  

19．4±7．9  6．2±5．4  

25．4±6．2  6．9±6．5  

1．2±6．6  17．2±5．8  

34．9±7．0  

34．7±7．3  

31．5±6．4  

41．8±7．2  

41．2±6．9  

33．0±7．8  

11．7±6．7  

18．4±6．4  

10．8±6．4  

56．6±7．8  

14．8±6．6   

7．4±6．6  

26．2±6．8  

29．8±6．6  

57．9±7．9  

21．1±6．6  

7．0±7．0  

3．5±5．6  

67．6±7．8  

29．8±7．2  

20．7±6．8  

33．1±7．2  

37．4±7．0  

40．6±7．4  

14．6±6．7  

14．4±6．5  

8．2±6．1  

3． 結 語  

従来から牛乳中の90srと1＝csを調査し，季節的変化，地域差などを観察し考案してき   

たが，以前と比べ汚染の様相が変化してきた．その主な硯象と・して，牛乳でもスプリン   

グマキシマムが観察できたが最近は現れない。また．地域差も以前は北海道が一番高く   

次いで東北で，関東以西はかなり低い値であった。だが，この傾向も最近は，平均値と   

して様子がわかる程度となった。反面，従来低い値であった地域に単発的ではあるが，   

他に比べ高い値がしばしば観察きれるようになった。この原因については不明なところ   

が多いが，全体的に汚染レベルが下がってきて，しかも，飼料涜通が多様化した今日で   

は，汚染レベルの高い飼料が一時的に導入きれれば，忽ちこのような現象は現れよう．  

将来の牛乳中の1＝csを推定するための減衰パラメータは，何らかのアクシデントで汚   

染がピークとなった後の予測が目的だが，引き続き検討する必要がある．  

北農試，九農試では緊急時に対処するために，γ抜計測を主体とした測定体制を整備   

しているが，最近は検出限界以下となる試料が多くなった．今後は試料の濃縮など比放   

射能を上げることと，毎低レベルに合ったデータ処理用ソフトウエアが要求きれる。  

－21－   



1－11   家畜の骨中98sr濃度調査（1991年度）  

農林水産省家書衛生試験場北海道支甥  

第2研究室 加藤意夫、村田英堆、近山之堆  

1 緒言   

1957年以来、家畜飼養環餞に於ける放射能汚染を、家畜の骨中90sr濃度測定により継  

続調査している。馬、牛等の草食家畜はフォールアウトにより汚染された飼料を直接摂取  

するため、骨90srを測定することは汚染状況を知る良い指標となる。今年度も前年度と同  

様に馬及び牛の骨の90sr濃度の測定を行った。  

2 調査研究の概要  

（1）材料と方法  

測定試料は1991年5月から10月の間に、北海道各地から採取した馬28例、牛26例の中  

手骨である。測定方法は試料を乾式灰化後、ジー（2－エチルヘキシル）－リン軌こよる  

90Yの溶媒抽出法によった。  

（2）測定結果  

馬の骨では6．51‡3．93pCi／g・Ca（0．241±0．145Bq／g・Ca）、 牛の骨では2．43‡  

1．33pCi／g・Ca（0．0899±0．0492Bq／g・Ca）であった（裏1、2）。これらの値を前年度  

と比較すると有意な変化は見られなかった（図1）。また、例年同様、牛よりも馬で高い  

値が得られた。  

3 結語   

骨の90srは1965年を頂点として次第に減少し、ここ数年は低い水準を維持している。  

gOsr濃度は概ね馬、牛共加齢と共に増加する傾向があるが、  若齢馬でも高い値を示す  

（H－2、3）が検出されることは、高濃度の汚染土壊の存在を示唆している。馬が牛よ  

りも高いのほ、飼料の違い（馬ほ牧草が多く、牛は濃厚飼料が多い）を反映していると思  

われる。  
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き2 年の分析欄爛 く26¶）  

さ号  年lさ   〆i／t・C■  

C－1   2  4．1S  

C－2   2  l．3S  

C－3   2  2．56  

C－ 8．用  

C－5   2  0．さ2  

C－6   2  0．92  

C一丁   2  1．28  

C－ 8   3  2．50  

C－9   3  2．40  

C－10   3  1．58  

C－11  3  3．40 

C－12   3  0．50  

C－13   3  1．81  

C－14   3  2．02  

C－15   5  1．55  

C－16   6  6．20  

C－17   6  3．25  

C－18   6  乙銅  

C－19   T  3．61  

C－20   丁  4．62  

C－21   T  2．33  

C－22   7  1．3T  

C－23   さ  3．5さ  

C－2d    さ  2．50  

C－25   8  2．丁9  

C－26   9  3．3丁  

（2．43土1．33pCi／t・h）  

衰1■の分析ヰ共（28卯）  

寺号  年■   〆i／■・b   

E－1 1カ月  4．49   

ユー2  6カ月   10．94  

．巳－3  6カ月  さ．12   

E－4  1  3．27   

庄一5  1  3．34   

ロー6   1  4．11  

l一T Z  3．23   

ロー！   2  9．丁6   

打－9   2  2．3丁   

ロー10   2  5．53   

は一11  2  5．41   

正一12   2  5．12   

R－13   2  6．丁4   

正一14   2  5．89   

H－15   3  2．13  

1ト16   3  5．36   

托一17   3  4．56   

u－1！   4  8．97   

E－19   4  5．ユ3   

n－20   5  7．丁3  

Ⅰト21   5  2．47  

1ト22   9  6．92   

E－23   9  7．04  

1l－24  10  21．丁6  

1卜25  11  8．0T   

u・26  12  6．69   

fトZT  15  3．91   

8－28  16  13．21  

（6．51土3．93pCi／g・Cさ）  
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Ⅰ－12  日本における人工放射性核種の降下土  

気象研究所  

五十嵐腰人、広瀬勝己、野木 養史  

緑川貴、井上久幸  

1．緒言  

195 7年から気象研究所の地球化学研究部では降水・降下塵  

をあわせて採取し、これに含まれる人工の放射性核種（＝s r．＝－  

C s、トリチウム（196 3年より））での量を測定してきた。そ  

して、主に核実験により大気中に放出された放射性核種の大気中の  

輸送や滞留時間に関する知見を得てきた。今回は、19 86年4月  

に起きたチェルノブイリ原子力発電所事故の後の放射性核種の降下  

土の特徴について報告する。  

2．調査結果の概要  

毎月頭初に気象研 く茨城県つくば市）符場に設置した2mI及び  

4m，の大型水盤で降水・降下塵を採取している。蒸発凛縮した各月  

試料についてG e半導体検出器で＝，c sを、放射化学分離一口ーパ  

・yタグラウンドβ線カウンタで＝s rを定■している。  

19 80年10月に行われた第2 6回中国核実験の結果、19  

81年には比較的高い降下土を観測した。その後、大気圏内核実験  

は行われていないので、降下土は指数関数的に減少し19 85年に  

最低値となった。19 86年4月26日に発生したチェルノブイリ  

原子力発電所事故は、＝s rとl＝c sの年間降下量の増加をもたら  

した。両核種の中では1＝c sの増加が覇者であった。198 6年の  

年間降下土は、Il’c sについては135B．q／m，．＝s rについ  

ては1．8B q／m，であった。  

19 5 8年以降のl＝c sと＝s rの年間降下tを図1に示す。  

チェルノブイリ発電所事故に由来する放射能の対流圏滞留時間は短  

く、1987年以降については事故由来の対流圏降下量は無視でき  

る。198 7年と19 88年のI‥c sの年間降下tは核実験由来と  

して計算される推定土より大きい。また、1987年と1988年  

にはl＝c sが検出された。さらに19 87年以降の降下1の変動は  

成層畷降下と一致することから、チェルノブイリ事故由来の放射能  

の一部は成層電にも輸送されたことが分かった。   

降下1日体は19 8 8年には両核種とも19 8 5年に柁録したレ  

ベルを下回り現在の分析法では検出限界をようやく上回るレベルと  

なっている。図2に1989年の＝s rとl＝c sの月間降下1の様  

子を示す。丙核種についていわゆるスプリングビータが観測された  
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ことから成層老よりの降下が引き扶いていることが分かる○  しかし、  

年聞降下暮の変動の′リーンは成層君降下のみでは説明できないよ  

うになってきている。特に＝s rの大部分は成層智よりの降下上り  

もむしろ表層土の舞い上がりなどの他の機構を考虔する必要がある  

と思われる。  

3．結持   

1987年以降では1＝c5と＝s rの年間降下暮はともにかな  

り低いレベルに低下し、従来考えられてきた成層電フォールアウト  

とは異なったバターンを示すようになってきた。従って、他の機構  

（舞い上がりなど）を考まする必要があるo  

Annu81d¢POS州0n O†S卜90 8nd Cs・137   

10●  

●l  

∈  

言102   

【；  

の  
且100  
1ひ  

凸  

10・2    ■ 

1955  1965  1975  1985  1995  
Yモ且r   

図1 気象研における＝s r，l17c sの年間降下土  

MonthIy deposition of Sr－90and Cs－137  
in 1989 
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図2 つくば市における＝s r，l＝c sの月間降下量  
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Ⅰ－13  最近の 日本の大気中の放射性クリ プト ン濃度  

気象研究所  地球化学研究部  

鈴木  歎  

1． 緒音  

大気中の放・射性クリ プト ン（Ⅹr－85）‘は、 原子力施設等（発電所、  
′  核燃料再処理施設な ど）か ら放出 さ れる． 放射性クリ プト ンは、  

空気の移流拡散に伴っ て全地球的規模で拡が り、 そ の濃度は増加  

の一途を た どっ て い る（19 5 0 年に はゼロ、19 8 9 年に は 0．  

9 3 3 q／m3）． 当研究部では、19 7 9 年以降、 日 本の各地（札幌、  

仙台、 筑波、 水戸、 大阪、 福岡）の地表大気中の放射性クリ プト  

ン の濃度 を 測定 し て い る． 木研究の 目 的は、 放射性クリ プト ンの  

大気中に お ける環境汚染の現状を訴巨査 し、 移流拡散及び蓄積の機  

溝の解明 に あ る．  

2． 調査研究の概要  

大気試料は小型の コ ンプッ サー を 用 い て、14 し の鉄製シリ ン  

ダー 中 に10 0 気．圧で空気を封入 し、 研究室に て、 液体窒素で冷  

却 し た活性炭上にクリ プト ン を捕集す る． 低温蒸留及びガスク ロ  

マト ゲラ フ故に よ り 精製 し、 POPO含有ト ルエ ン液体シ ンテ レ ー タ  

一 にクリ プト ン を溶解す る． 放射性クリ プト ン（Ⅹr－85）の放射能  

（ベー タ ー線）は低バ ック グラ ンドの液体シ ンチ レ ー シ ョ ン カ ウ  

ン タ ー を 用 いて朝定 し た．   表に19 7 9 年か ら19 9 2 年（2  
月）ま での 日 本の地表大気中の放射性クリ プト ン浪度の親和結果  

を 示 し た． 19 9 0 年10 月 の 5 地点に お け る 平均値は1．019  

Bq／m3で前年に比べる と、 0．0 2 2 Bq／n3の増加であ っ たが、19  

91年10 月 及び19 9 2 年 2 月 にお ける平均値はそれぞれ、1．  

0 2 5、1．0 3 2 Bq／m3で、 その増加tは 0．0 0 6 及び 0．0 0  

7 Bq／m3と 小さ い． ま た札幌か ら福岡 ま での甫北間の濃度差は著 し  

く 小さ い．  
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3．籍誇  

大気中の放射性クリ プト ン（半減期、10．5 7 年）濃よは僅か  

ではあるが依然と して増加を している．放射性クリ プト ン濃度の  

大気中での増加は、弟一義的には原子力施設からの放出tに依存  

して いる． この増加が地球の大気及び生態系に どのよ う に影響を  

与える かは、 ま だ長 く わかつ て いな い． 今後と も、 原子力政兼の  

柱の一つ と し て、 引き続書研究を行っ て い く 必要があ る．  

表  日本の地表大気中の放射性クリ プト ン濃度  

Bq m－3  

Year Sapporo  Sendai  Mit0  0saka  Fukuoka Avera9e  

1979  0．634   

1980   

1981   

1982  0．870   

1983  0．860   

1984  0．897   

1985  0．904   

1986  0．911   

1987  0．919   

1988  0．944   

1989  1．033   

1990  1．045   

1991  

1992′2 1．041  

0．608  0．597  

0．682  

0．726  0．700   

0．782  0．748   

0．874  0．882   

0．886  0．889   

0．889  0．897   

0．900  0．904   

0．922  0．930   

0．989  1．015   

1．015  1．026  

0．597   

0．693   

0．748  

0．830   

0．852   

0．882   

0．897   

0．911   

0．919   

0．998   

1．015   

1．023  

0．594   

0．685   

0．715  

0．726   

0．845   

0．867   

0．882   

0．889   

0．900   

0．911   

0．967   

1．000   

1．026  

0．678   

0．685   

0．734  

0．756   

0．811   

0．874   

0．886   

0．8つ7   

0．908   

0．926   

0．997   

1．019   

1．025   

1．032  1．030  1．026  

（F：perCentlt0 3）  
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l－14  茨故におけるプルト ニウムの降下暮について  

気象研究所  

広瀬勝己、五十上虎人  

緒言   

核実験等に由来する放舞＝生降下物のう ち、プルト ニウムは長寿命  

であり、また毒性が高い事から環境中の挙動を明かにすることは重  

要である。大気中に放出されたプルトニウムは降水等により地上に  

降下する。降下物中のプルト ニウムの含土の珪時変化や地域特性を  

知る こ とが、その起源や降下の機構を解明する上で重要である。今  

回は、筑波における最近のプルトニウム降下tの琶時変化の特徴に  

ついて述べる。  

研究の概要   

筑波の気象研究所耳場で月間の大気降下物を採取した。降下物試  

料は蒸発乾薗後、酸に溶解し陰イ オ ン交換法によ り分＃輔製後、α  

－ スベタト ロ メトリ で定t した。   

図1に1g86年から1990年までの茨故におけるプルト ニウムの月間  

降下」とを示す。春期に高い降下tがみられる ものの季節変化は一様  

ではない。従って、この季節変化を単純にスプリ ングビータ と云う  

事はできない。また、1986年5月以降比較的高い238pu／239・2■Opu放  

射能比がみられた。 この高い放射能比はチェルノ ブイリ原子炉事  

故の影響が現れたものである。但し、この現象は翌年以降見られな  

か っ た。   

図2 に1980年から1g90年までのプルト ニウ ムの年間降下tの珪時  

変化を示す。1984年以降成層圏滞留時間から予想された降下tよ り  

高く なり1g85年から1988年までははとんど同じ レベルであった。1g  

さ9年はやや減少したものの、依然と して成層匿＝準下物から期待され  

る償より高い。従って、現在戦利される降下物中のプルト ニウムの  

大部分は成層密由来のものではないこ とが分かる。   

この原因を明かにするために、図3 に1g86年から1g90年までの月  

間降下主について残謹中のプルト ニウ ム含土を求めた結果を示す。  

変動が大き く、この結果から単純に結論をだすことほできないが、  

浅海中のプルトニウムレベルは土壌（0．0い0．85血8q g‾l：茨城県公害  

技術セ ンター）とはぼ同じ レベルである○  

ま と め   

最近の降下物中のプルトニウムは、従来考えられてきた成層圏フ  

ォ ールア ウト のみでは説明で き：な く な ってきていろ。  
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■
一
っ
一
っ
嶋
卜
一
＿
∈
コ
■
u
〇
一
⊃
；
－
○
亡
○
≡
叫
O
d
O
凸
一
■
⊃
U
u
V
 
 

1
 
 

O
 
 

0
 
 

∈
b
已
 
 

．
 
 

0．001  
1955 1960 1965 1970 19751980 1985 1990199555555555555 

Yoar  

図2、筑波におけるプルトニウム年間降下王の鍾時変化  

〇
 
 
 

三
一
P
－
苫
u
 
u
O
≡
芸
d
O
凸
－
ニ
ー
＝
三
一
；
U
 
 1

 
 
0
 
 

0
 
 

三
っ
一
〓
〇
一
っ
；
 
 

9
 
 

0
 
 

9
 
 

9
 
 

8
 
 

87   8B  

Y●ir  
85   ら6  

図3、降下物浅葱に含まれるプルト ニウ ムの謹時変化  

－29－   



度  

粕  

棚 

松 

し 

由 
1  

○  

1985 

1988 
198。 
199。  

勒  摘  

-30- 



☆ 

‥ 

瑞 

※ 

水 

沫 

十 

胡 

十 

七 

H 

♯ 

一 

十｛小 

トトート 

十い 

トト■小 

汁十叶■｛ 

滴 

渋小 

小｝い㌦ 

汁十山∴ 

l〟山巾lい 

カ 

ヤ小 

ぷ 

ポ 

小トト… 

■－‥●   



ト16：福井県における環境水中のトリチウム濃度調査く1991年度）  

福井県衛生研究所  徳山秀樹、泉 昭夫  
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第1表 海水中のトリチウム濃度  単位：8q／l  
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は、今年度は両者の試料ともl－58q／tのレベルが検出きれた。白木地区  
を除いた美浜・大飯・高浜の3地区はいずれも関西毒力の原子力発電所  
（PUR）が設置されており、3～58q／lのトリチウムが検出きれている時期がある。  
これらの地点では施設からの影響が考えられる。  

第2表 水道水中のトリチウム濃度  単位：8q／l  

地区  採取地点   6月   9月   12月   3月   

0．8   1．4  
白木   1．0  
敦賀   浦底            白木  2．5  
大飯   宮留  0．8  
高浜   苦海  
福井   衡研  

第3表 大気中水分のトリチウム濃度  単位：Bq／l  

地区  地点    4    5    6    7    8    9   10  四  12    6   2  3  

1．7！－    1．1  1．0  1．9  1．8  l．5   1．9  2．5  2．8  2．2  
1．1  1．0  0．8   
2．6  2．3  1．4  3．1  
3．6  2．4   
2．1  0．9  

0，8  

1．0    1．2  

注）敦賀と福井地区以外ば、三ケ月毎に採取した。  

第4表 雨水のトリチウム濃度  単位：8q／l  

地区  極点   4≦ 5   6  ‖  7  u  8  9  10  四  12 ‖  6  2  3   

広  1．1    1．5  1．6  1．1  1．2  3．1  3．0  4．3  4．4  3．0  4．8   
1．8  

1．4  1．2  1．4  1．5   
1．1  2．7   
4．2  0．9  4．6   2．6  

注）敦賀と福井地区以外は、三ケ月毎に採取した。   
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Ⅰ－17 ウラン凛縮施缶周辺における環境等試料中のウラン同位体組成について  

岡山県環境保健センター  

杉山広和、運廣憲秀、清水光郎、  

片岡敏夫、柏木英二、蕪 忠無  

緒言  

岡山県苫田郡上斎原村人形峠にある動力炉・核燃料開発事業団人形時事某所ではウラ  
ン濃縮が行なわれており、近年、再処理ウランを主な濃縮原料とする計画がある。   

我々は、このウラン纏綿施設が操業を開始して以来、環境試料中のウラン同位体組成  

に影響を与えたかどうかについて着目して来た。この事について最近5年間の測定結果  

を報告する。  

2 調査の概要   

調査期間は’87年4月から’92年1月までの期間である。事業所周辺から、河底  

土、水田土、畑土、未耕土、事業所排水、陸水等の試料を採取した。   

土壌試料は採取後乾燥し、2Ⅱ＝mメッシュのふるいを通過したものを分析に供した。  

分析法は硝酸浸出・TBP抽出・電着・α緑スベクトロメトリとした。   

水試料は採水時に試料5Lにつき硝酸10mLを繚加し、メンブランフィルタで蕗遺  

徳、ます、キレート樹脂吸着■アルセナゾⅢ直接発色吸光光度による半定i的スクリー  
ニング行ない、濾度が2／Jg／L以上であった試料のみを分析に供した。分析法は、キ  

レート樹脂吸着・炭酸アンモニウムによる溶敵・電着・α祷スベクトロメトリとした。   

結果を責1に示す。  
3 結語   

本調査に供したすべてのサンプルにおいて、U－234、U－235、U－238の  

同位体組成比は、天然ウランのそれと変わり無い値であった。前回および今回の結果か  

ら、人形峠のウラン濃縮施設は操業を開始して以来現在まで、環境試料中のウラン同位  

体組成に影響を与えていないと結論された。  

蓑 1  ウラン同位体測定結果  

測定結果暮（平均値）  

試料区分  瓦 ■  
U－238濾度（単位）  U－235／U－238 －■  U－234／U－238 －暮   

河 底 土  50  1．99±1．02（lg／g乾）  0．039±0．005   1．01±8．07   

水 田 土  20  3．28±1．03（／′  ）  0．040±8．003   1．01±0．06   

畑  ．1．00±0．05   

未 耕 土  田  3．91±1．66（′′ ）  0．039±0．005   0．96±0．04   

0．g6±0．07   土  20  2．39±0．55（′′ ） 0．038±0．004                  事業所排水  15  8．61±5．79（川／L）  0．040±0．005    河 川 水  5  3．09±0．77（′／）  0．042±0．00g   1．05±0．12   

飲 料 水  巴  2．10±0．09（／／ ）  0．042±0．001   1．04±0．03   

＊ 誤差表示は最確値の標準偏差（1す）  

＊＊放射能比  

－34－   



卜18 環境中Pu及びAmの濃度水準に関する萌査  

動力炉・核燃料開発事業団 東海事業所 安全管理部  

森澤正人 渡辺 均，鈴木 猛．飛田和則．倉林美稚  

1．緒 言   

プルトニウム（‖，・＝pu）及びアメリシウム（ト＝血）等の7クチニド核種は、長半減  

期のα綿放出核種であり核燃料サイクルにおける環境影響評価上重要な核種である。   

現在、環境中で検出される＝・＝ pu及び＝仙ま、主として大気圏内核増発実験に起  

因するフォールアウトの影響によるものである。比較的短半減期なβ綿放出核種である   

川れ（Tt／t＝l．44×10年）から生成される…肋Iま、さらに長半減期のα棟放出核種であ   

るt＝Np（Tレ，＝2．14×10■年）に壊変することから、＝＝＝伽と同様に長期的な観点に  

立った環境調査が必要である。このため、各種環境試料中が】＝＝pu及び＝一山の測定  

調査を行いデータの蓄積を図ってきた。   

本報告では、1979年から1990年までの東海村周辺環境における＝，・l一O pu及び＝加の  

濃度水準について述べる。  

2．調査研究の概要  

（1）対象拭料  

各種環境試料（降下物，義士．潅水）は、東海村施設周辺における定常モニタリン   

グで採取したものである。  

（2）分析・測定法  

各種環境拭料は、それぞれの拭料に合った前処理を行った後に分析に供した。試料   

中の＝＝り pu及び…Amの分析は、それぞれトレーサとして tJIpu又は ＝pu並び   

に＝血又はl一‘伽を扉加した後、硝酸で浸出し、イオン交換法により系統的に分離絹   

製してステンレス坂上に電着した。電着したPu及び血は、裏面紳壁型シリコン半導体   

検出器を用いたα綿スベクトロメトリーにより定圭した。  

（3）水準調査結果   

a）降下物  

19丁9年－1989年までの降下物中  

ト＝・＝ pu及び…仙の年間降下量  

を図lに示す。  

1970年代後半の＝＝＝ 恥の年  

間降下量は、大気圏内核熔尭実額  

のフォールアウトの影響を残しつ  

つ減少傾向にあり、1984年以降は  

ほぼ横道い状態になっている。   

一方、川Amの年間降下量は、  

t】I・I41 puのような顕著な減少傾  

向は観察されなかった。   

一
り
 
 

〇
 
 

言
盲
富
者
ヒ
讐
旨
 
 
 

丁8   80   82   84   86   88   00年   

図l降下物中のhr239．240及びhr2引の年間降下t  
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b）表 土   

1983年～1990年までの表土中   

壬＝●！11 pu及び！ll血の濃度並びに   

王一l血／＝＝ ＝餌放射能比（血／餌   

放射能比と時す）を図2に示す。  

表土中の！＝・！＝pu及び川血   

の濃度は、採取場所の義士中の   

＝＝＝ 
餌及び＝l血の分布の不均   

一性を反映して、大きな変動が見   

られたが、血／Pu放射能比につい   

ては0．23～0．38の範囲で、平均   

0．30であり、他の地点のデータ＝   

と同レベルであった。  

国2 表土中のPu－239．240及びA爪－241  

濃度の程年変化並びに放射能比  

10・1  

c）清 水   

1982年～1990年までの蔦水中の  

＝・＝ p＝及び…加の年平均濃度 ど10・5  

－・・○－Pu・239．240 ∵Am・241  

《コ‘  

【D 百  

当10・‘  

の経年変化を図3に示す。   

海水中の＝I●：り Pu及び川加の  

濃度はほぼ一定に推移している。   

また、血／Pu放射能比は0．18～  

0．35の範囲であり、他の地点のデ  

ータ‖と同レベルであった。  
10・丁  84 85 86 87 88 89 90年  82  83  

国3 清水中のPu－239．240及び  

Åm－241濃度の経年変化   3．緒 言  

各種環境試料中の＝＝▲O pu及び…血を程読的に分析・測定することにより、フォ  

ールアウトの影響であることが分かった。今後は、引き続き環境中＝＝＝pu及び川血  

のデータの蓄積を図るとともに、これら核種の環境中での挙動について調査する。  

参考文献  

‖軋Y8mamOtO．et al‥R∂diochimica Acta‥51（1990）85  

2）Y．MiYake．et d．．Proc．6thlCRR，Tokyo．May13～19．（19丁9）940  
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Ⅰ－19  環境駄科中の＝S r及びl】†cs放射細長の推移  

財団法人 日本分析センター  

中山一成  

1．緒  言  

日本分析センターは．昭和49年の創立以来．科学技術庁委託による環境放射能水準調   

査の一環として．環境及び各種食品試料中の＝sr及びl＝csの放射化学分析を行ってい   

る。昭和49年度から平成2年度までの17年間の分析結果に基づいて，放射能レベルの推   

移及び＝srとl＝csの相関について報告する。  

2．調査結果の概要   

各都道府県の衛生研究所等で採取された環境及び各種食品のうちの主な試料の＝sr及   

び1＝cs放射能濃度の全国平均値について，その推移を図1に，また，＝srとl＝csの   

相関を図2に示す。なお，検出レベルを下回っている（＜3ク）ものでも放射能濃度の   

傾向がつかめることから，それらも含めて平均値を算出した。   

昭和49年以降に行われた中国の大気圏内核爆発実験（昭和49，51．52，53．及び55年）の   

際には．降下物，大気浮遊じん，茶葉等に放射能レベルの多少の上昇が見られたが，他   

の試料は比較的小さな変動であった。昭和56年以降，これらの試料中の放射能レベルは   

減少傾向にあったが，チェルノブイル原子力発電所事故の際には．核爆発実験と異なっ   

た核種組成の放射能汚染が発生したことから．＝srの放射能レベルの変動はわずかであ   

ったのに対して，l＝csは全ての試料で事故以前のレベルに比べ多少の上昇が認められ   

た。しかしながら，これも1－2年で元のレベルに戻り，その後は引き続きゆるやかな  

減少傾向で推移している。最近の陸水．土壌，海水．海産生物等の…sr．1＝cs放射能レ  

ベルは，昭和50年頓に比べて■1／2程度に，日常食，牛乳．野菜．滞米等は1／3以下に減  

少している。また．近年の降下物及び大気浮遊じん中の＝sr．1＝csは大部分の試料で検   

出レベルを下回っている。   

一方，放射能レベルが低下している中でも降下物．陸水．海水．日常食．牛乳等の試  

料の…sl・と ＝Tcsの問には非常に良い相関が見られる。土壌．精米．野菜．茶葉等の地  

理的条件．栽培条件等の遠いのある試料でも比較的良い相関があるのに対して．海産生  

物，淡水魚等の種別，処理法（全体または可食部）等の異なる試料では相関が悪いか，  

全く相関が見られない。  

3．結  …吾   

現在．大気圏内核嬢発案験が中止されていることから．チェルノブイル原子力発電所   

事故のような環境への大規模な放射能の放出がない限り，環境放射能レベルはさらに減   

少傾向で推移していくと思われる。全国平均値としての観点から．＝srとl＝csの間に   

は比較的良い相関のある試料が多いが．地域毎に見た場合には，種々の地域特性の速い   

（地理的．栽培条件，品種等）から相関に善が見られる試料も多い。  
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ト20 降下物、陸水、海水、土壌および各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

福嶋 清人、中山 一成  

1．緒  

科学技術庁放射能靖査委託に基づく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試料   

中の放射能調査の一環として、平成3年度に採取された降下物、陸水、海水、土壌、各   

種食品などの環境忍料についてMsr及びl＝csの分析を行ったので、その弼査腐臭   

を報告する。  

2．謂査の概要   

平成3年度に47都道府県の各衛生研究所などで採取され、所定の前処理を施した後に  

送付を受けた各種環境雷料について、平成3年8月から平成4年9月までに＝sr及び   

t＝csの核種分析を行った。  

（1）分析対象試料  

分析対象試料は、降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、柵米、   

牛乳、ドライミルク、野菜、茶、海産生物及び淡水産生物である。  

（2）分析方法  

「放射性ストロンチウム分析法」（科学技術庁、昭和58年改訂）及び「放射性セシ   

ウム分析法」（科学技術庁、昭和51年改訂）に準じた方法で行った。  

3．調査結果   

平成3年4月から平成4年3月までに採取された試料について、河童結果の概要を種   

類別に示す。なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間平均降下王の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

lOs r：0．026（0．0000～ 0．40）鵬q・k皿‾2（n＝563）  

1＝cs：0．031（0．0000～1．2）MBq・加‾2（n＝563）  

（2）浮遊じん  

34府県で四半期毎に採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

Iqs r：0．00034（0．00000～0．0018）mBq・m‾一（n＝133）  

l＝cs：0．00026（0．00000～0．0017）皿8q・m‾才（n＝133）  

（3）陸  水  

上水（蛇口水、扉水）は47都道府県で年1－4回、淡水については9道府県で年1   

回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

上 水  川S r：2．1（0．000 ～5．5）皿8q・ゼー1（n＝108）  

1＝cs：0．091（0．000 ～0．45）m8q・ゼーl（n＝108）  

淡 水 Iqsr：2．7 （0．036 －5．9）鵬q・ゼ‾1（n＝ 9）  

1＝cs：0．67 く0．000 ～2．9）皿8q・ゼ‾l（n＝ 9）  
ノ  
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（4）海水、海底土  

海水は12道府県、海底土については13道府県で年1－2回採取した試料の平均慮お   

よぴtり＼七大慮は次の通りである。  

海 水 lOs r：2．4 （1．6 －2．9）嘘q・g‾l （n＝12）  

l＝cs：3．1（1．2 ～3．9）嘘q・g‾l （n三12）  

海底土 ＝sr：0．093（0．000－0．別） Bq・kg‾l乾土（n＝14）  

l＝cs：2．4 （0．25 －7．2） Bq・kg‾l乾土（n＝14）  

（5）土  壌   

46都道府県で年1画採取した試料（深さ0～5皿、5－20皿の2種類苫各1試料）   

の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

0～5皿 ＝S r：130 （8．1 － 560）M8q・k皿●2 （n＝46）  

4．0（0．18 － 22）  

＝‖cs：750 （17  －2600）  

22 （0．37 ～100）  

5・－20皿 ＝s r：340 （14  －1100）  

2．9（0．12 ～  11）  

l＝c s：950 （5．3 －6500）  

7．5（0．052～ 48）  

Bq・kg●l乾士  

別8q・km‾丁 （n＝46）  

8q・短●1乾土・  

MBq・km－2 （n＝46）  

Bq・短‾l乾士  

朗8q・km‾2 （n＝46）  

8q・kg－1乾土  

（6）日 常 食  

4丁都道府県で年2～4回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りであ   

る。  

＝S r：0．066（0．0078－0．28）  

0．12 （0．017 －0．45）  

l＝c5：0．064（0．011－0．28）  

0．033（0．0067－0．13）  

＝s r：0．064（0．0078～0．28）  

l＝c5：0．061（0．015 ～0．28）  

＝s r：0．070（0．020 ～0．16）  

t＝c＄：0．069（0．011～0．19）  

8q・人‾】・日‾1（n＝182）  

8q・（g・Ca）‾t  

Bq・人‾l・日‾l（n＝182）  

Bq・（g・K）●1  

8q・人‾‡・日‾l（n＝126）  

Bq・人‾t・日●l（n＝126）  

8q・人●t・日‾1（n三≡… 56）  

Bq・人‾t・日‾l（n＝ 56）  

（7）精  米   

46都道府県で年1－2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りであ   

る。  

lOsr：0．0075（0．0000－0．025）8q・kg●一生 （n＝51）  

0．20 （0．000 －0．62）8q・（g・Ca）‾1  

1＝cs：0．025（0．0000－0．20）8q・kg‾1生 （n＝51）  

0．031（0．0000－0．25）8q・（g・X）●Ⅰ  
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（8）牛乳（原乳．市乳）  

46都道府県で年1－2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りであ   

る。  

＝S r：0，033（0．0042 ～0．15）8q・j‾l（n＝131）  

0．030（0．0038 －0．15）Bq・（g・Ca）‾l  

l＝cs：0．043（0．0000 ～0．50）8q・ゼ‾l（n＝131）  

0．028（0．0000 ～0．34）8q・（g・K）‾l  

（9）ドライミルク  

ドライミルク、スキムミルクは12試料で、その平均値および最小、最大値は次の通   

りである。  

00s r：0．24（0．044－0．74 ）8q・kg‾1粉乳（n＝12）  

0．030（0．013～0．061）Bq・（g・Ca）‾1  

13Tcs：0．75（0．071～3．8 ）Bq・kg‾l粉乳（n＝12）  

0．059（0．011～0．22 ）Bq・（g・K）‾1  

qO）野  菜  

45都道府県で根菜類（主にダイコン）、葉菜類（主にホウレンソウ）について生産   

期に合わせ採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

根菜類  ＝s r：0．097（0．010 ～0．28）Bq・kg‾l生（n＝45）  

（主にダイコン）  0．45 （0．038 ～1．2 ）Bq・（g・Ca）‾Ⅰ  

1＝cs：0．010（0．0000 ～0．065）  

0．0048（0．0000 ～0．030）  

葉菜類  90s r：0．12 （0．0086 ～0．50）  

（主にホウレンソウ） 0．19 （0．011 ～0．97）  

1＝cs：0．033（0．0000 ～0．23）  

0．0089（0．00000～0．099）  

Bq・kg‾l生（n＝45）  

Bq・（g・K）‾1  

8q・kg‾一生（n＝44）  

Bq・（g・Ca）‾1  

8q・kg‾l生（nコ44）  

8q・（g・K）‾l  

qD 茶  

8府県で年2回採取した試料の平均値および最小、  

＝s r：0．85（0．29 ～ 2．5）  

0．30（0．095・－ 0．77）  

137cs：0．86（0．044 ～ 3．3）  

0．044（0．0022～ 0．16）  

最大値は次の通りである。   

Bq・kg‾l乾物（n＝14）   

8q・（g・Ca）●I   

Bq・kg‾l乾物（n＝14）   

Bq・（g・K）‾l   
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柑編雇生物  

33都道府県で年1－5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値および最′j＼  

最大値は次の通りである。  

魚 類  ＝S r：0．0081（0．0000－0．030）  

0．0048（0．0000～0．040）  

1＝cs：0．15 （0．047 －0．32）  

0．045（0．018 ～0．088）  

貝 類  ＝s r：0．0085（0．0000～0．020）  

0．015（0．0000・－0．034）  

131cs：0．032（0．010・｝0．060）  

0．012（0．0028～0．018）   

海藻類  ＝s r：0．024（0．006 ～0．046）  

0．030（0．008・｝0．065）  

l＝cs：0．027（0．0095－0．041）  

0．0048（0．0021－0．0072）  

Bq・kg■l生（n＝30）  

8q・（g・Ca）‾l  

Bq・kg‾l生（n＝30）  

8q・（g・K）‾1  

8q・kg●l生（n＝ 8）  

8q・（g・Ca）‾l  

Bq・kg‾l生（n＝ 8）  

8q・（g・K）‾1  

Bq・kg‾l生（n＝ 8）  

8q・（g・Ca）●l  

Bq・kg‾t生（n＝ 8）  

8q・（g・K）●l  

q3 淡水産生物  

8道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ）の平均値および最小、最   

大値は次の通りである。  

00s r：0．82 （0．055 －2．6）  

0．15 （0．021 －0．40）  

l＝cs：0．16 （0．042 －0．27）  

0．054（0．016 ～0．092）  

8q・kg●l生（n＝8）  

8q・（g・Ca）‾1  

8q・kg‾1生（n＝8）  

8q・（g・K）‾l  

M その他   

1県で年2回採取した試料（松葉）の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

lOs r：7．1 （2．1  －12 ）  

3．6 （1．1 ・－ 6．0 ）  

1＝cs：0．12 （0．092■ ～ 0．15）  

0．067（0．053 ・－ 0．081）  

8q・kg‾l生（n＝2）  

8q・（g・Ca）‾1  

Bq・kg●1生（n＝2）  

Bq・（g・K）‾1  

4．結  書吾   

平成3年度に採取された各種環境試料についての種類別の平均値は、調査した全ての   

種類について90s r、13Tcsともに平成2年度の値と同程度またはやや低い値であり、   

年々減少する傾向が続いている。   

また、日常食については、平成2年度の珂査から都市部と農（漁）村部の比較が行え   

るようになった。平成3年度の調査結果においては、都市部と農（漁）村部の＝s r、  

l＝csについてのそれぞれの平均値、最大値及び最小値は同程度であり、平成2年虔   

と同様有為の差は認められなかった。  
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Ⅱ．環境に関する調査研究  

（海洋）   



Ⅱ－1   外洋の解析詞査  

放射線医学捻合研究所  

中村 清、長星 裕  

成田尚更、山田正俊   

1．緒言  

外洋の海水・海中慧濁物、海底堆積物の放射性核種濃度を明  

らかにすると ともに、その経年変化と水平および鉛直方向の分  

布の様相から、海洋におけるこれら核種の挙動の解明に資する  

デー タを得ることを目的と して詞重している．今年度は相模清  

の海底堆積物についてl＝Cs．＝，・＝OPuを分析した．  

2．調査所究の概要  
1991年の東京大字海洋研究所「淡言丸」のK T－91－  
3次航海に降し、相模清において堆積物柱状試料（5点）を採  

取し、l，7Cs．＝9・＝OPuを分析した．  

3．結果と考案  
図1に試料採取地点を示す．図2にSt．8（35●04．8’Ⅳ．13g●   

16．2′E．水深1329れ）、図3にSt．P（34●59．1’N．13g●18．4‘E．  

水深1424m）、図4にS亡．g（34●52．1′N．13g●27．1’E．水深1684m）  

の堆積物中の＝7Cs およぴ＝○・ 2■OPu 濃度の鉛直分布を示す．  

相模清は海底地形が複雑なので、堆揖速度は地点によって善が  

あることが知られているが、放射性核種濃度もかなりの善がみ  

とめられる。S亡．9は砂質の堆構物であり、特に放射性核種圭が  

少ない．Pu／Cs 比は、太平洋の他の海域や損戸内海にく らペて  

大きく、相模清にはPuの堆積しやすい条件があるものと思われ  

る．  

50139●ElO′ 20′ 30′ 40′ 50′140・E  

図1試料採取地点  
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Ⅱ－2  沿岸海域試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  

山田正俊・中村 清・平野茂樹  

1．緒言  

前年度に引き続き、日本沿岸における放射性核種の動向を知る  

ために、茨城県沿岸、瀬戸内海、青森県太平洋沿岸などから海  

洋試料を採取して、137cs， 239・2■OPuなどを分析した．  

2．調査研究の概要  

茨城県沿岸から海水、海底唯楓物、海産生物、青森県太平洋  

沿岸から海産生物、瀬戸内海から海水および海底堆積物を採取  

した。現在までに得られた結果を報告する。分析方法は前年度  

と同じである。  

3．結果  

表1に平成3年10月採取の茨城県沿岸の魚額の－＝Cs．  

2：，g・Z■OPu濃度を表2に平成3年9月採取の青森県太平洋沿岸  

の魚類、軟体頬のl，7cs． ＝9・ 2‘■Opu濃度を示す．サケの  

Z39・2■Opu 濃度は筋肉や皮に較べ生殖巣に高い傾向にある．ま  

た表3に茨城県沿岸および青森県太平洋岸より採取した同一種  
の137cs を示す．同一生物中のl＝Cs 濃度に地域による菱は認  

め られない．  
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表1．茨城県沿岸魚類の1＝Cs．t＝・＝O Pu濃度  

種  部 位  1＝Cs  モ＝・モ■O Pu  

肉
 
こ
内
 
 
 

皮
ら
 
皮
卵
 
 

筋
 
し
筋
 
 

8．1±0．l  

73± 4  0．2±0．1  

102± 6  0．2±0．1  

178± 5  0．1±0．1  

77± 5  

51± 3  2．8±0．2  

306±20  0．1±0．1  タ
 
 

〃
 
‖
〟
 
〃
”
〃
〝
 
〃
ナ
 
 

イ
 
 

ス
 
 

〃
 
〃
 
 
 
〃
 
〃
 
 

メ
 
 

（平成3年10月採取、単位 mB〟kg－Wet）  

表2．青森県沿岸魚頸軟体頬の1＝Cs．＝9・＝O Pu濃度  

魚 種  郡 位  l＝Cs  239・2■O Pu  

サ ケ  オ ス  筋 肉  14．5± 4  0．1±0．1   

83± 4  0．2±ロ．1  

134±13  1．9±0．2   

89± 2  0．1±0．1   

73± 4  0．2±8．1   

50± 3  0．4±0．1  

270± 7  0．2±0．1   

91± 3  軋D．   

57± 2  0．4±0．1   

53± 3  0．7±0．l  

〝  

〝  

〝  

〝   

〝   

イナダ  

マコガレイ  

スルメイカ  
〝  

ス
 
 

〃
 
〃
 
 
 
〃
 
〃
 
 

メ
 
 

こ
肉
 
 

ら
 
皮
卵
 
 

し
筋
 
 

筋 肉  

筋 肉  
筋 肉   

足  

（平成3年9月採取、単位 m8q／kg－We亡）  

表3．茨城県沿岸、青森県沿岸魚規・軟体顎のl＝Cs濃度  

魚 種  部 位  茨城県沿岸  青森県沿岸   

サ ケ  オ ス  内 臓  
〝  〝  エ ラ  

〝  メ ス  内 臓  

〝  〝  エ ラ   

イナダ  内 臓  
マコガレイ  内 臓  
ホッキガイ  軟体部  

103± 7  105±6  
102±10  77±7  

146± 8  121±6  
銅± 8  69±5  
278± 7  238±6  

57±9  

77± 4  56±3  

（平成3年9月．川月．王2月採取、単位 爪8q／kg－■et）  
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Ⅰ－3  沿岸海域試料の解析珂査（2）  

放射線医学総合研究所  

中村良一、平野茂樹、中原元和  

石井紀明、松葉清江、鈴木 諜  

1．緒言  

原子力施設周辺の沿岸海域に生息する海産生物の放射能汚染  

機構を究明するため、当研究所のRI実験室を用いたト レーサ  

実験によって、海洋汚染の時間的変動に対応しうる生物漉柿を  

明らかにする研究を行っているが、本年も青森県沿岸で採取し  

たクロソイおよぴヒラメの＝＝Ru．＝＝cs蓄積に関する各種濃縮  

パラメータを求めた。  

2．調査研究の概要  

青森県沿岸で採取したクロソイの成魚（体重約350g）と幼魚  

（約6g）およびヒラメの幼魚（約10g）を用いて核種の生物濃  

縮を網ペた．  

2生物種の幼魚、各25尾を＝＝Ru およぴ■＝cs 各370KBq添加  

した40月 の濾過海水中で12日間、水温（15℃）、水質、RI濃  

度を一定に保ち、十分給気しながら飼育した．その後、非汚染  

海水中に移して10～51日間海水を頻繁に交換しながら飼い、連  

続的に各幼魚全身の放射能をGe半導体検出器で測定し、デー タ  

を理論式にあてはめて近似曲線を決定し各種のバラメータを求  

めた．  

クロソイ成魚にはtO3Ru またはl”csでラベルした餌を経口  

的に強制投与し、投与直後に魚体をホールボディ・カウンタで  

測った値を108Ⅹと して、経日的にRIの体内残留率を求め、対  

数近似曲線からRIの消化管吸収率や排出定数などのパラメー  

タ考求め、さらに、自然の海においてクロソイが捕食する生物  

のC F と日間摂餌率を求めて理論式にあてはめ、餌からの浪桁  

係数を計算した．  

表1および表2にクロソイおよびヒラメ幼魚全身に対する海  

水からの濃柿バラメータを示した．表3にクロソイ幼魚のパラ  

メータを示した．これらの結果から計算によって 

イ全身に対する餌からのC FはRu．Csに対してそれぞれ0．02と  

20であ り、Ruの極めて低いC Fが注目された．  

3．結語  

今後も引き続き、海域と して重要な青森県沿岸の生物を対象  

と してRIト レーサー実験を行い、海洋放射能汚染の予測に不  

可欠の様々な生物溝桁パラメータの収集に努める。  
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Ⅰ－4 伊豆小五匿海虞局辺海頓におけa霹海嶺ソコダラ煮の分布と放射能  

水皇庁中央水産研究所  

青 田 さ き  

1．緒言   

深海牲ソコダラ煮を策海生羞系を代表する緒轡生物として、B点及び日本列舶いの海  

生、海溝の数海域を選定してその分布圭と放射能調査を、昭和62年虔から開始した．本年  

度はその4年目であり、伊豆小笠貫海手に沿って、水深5，仙－6，00hの3海域（北から  

南へ、王b点：封●47‘軋143●罰′E．8t点；罰●12′ N．143●罰′E．Ie点：別●15′  

N，144●47′E．）を綱査海葛として、辣海佐ソコダラ頑の分布と放射藍綱査を行った．   

2．礪査研究の概要  

（1欄壬航海：平成2年6月12日から7月11日まで水産庁鋼査船蒼償丸を用いて行った．  

（2）拭科採取：深海儀ソコダラ類を定量的に採集しその生物音を海域毎に比較する為の採  

集法として、径1批■、冨さ10000の大型カゴ5佃を「連とし、署長時間  

を朗吟聞とする「切り離し方式によるカゴ網法」を行った．  

（3）拭料保管：拭科は全て船上で体長・体重等の汁糟を行った後、一足ずつビニール袋に  

入れて－20●以下で凍結した．  

（4）放射鳶分析：1．前処理：ソコダラ類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは灰化  

てきないので、肝厩を含めて内最を取り除いた全体、および筋肉につ  

いて、乾羞・炭化・次化を行い分析試料を綱整した．  

2．分析：ソコダラ類を槻別・体長別七分けて、ゲルマニウム半導件  

検出墨によるガンマー線スベタトロメトリーによって行った．   

（5）結 果   

1．分布について：Ib点から8t点までの相対的分布習虻、卸尾数／篭、101g／撮、前後  

であり、前年ままてに調査した日本海溝近傍東側海域の相対的分布宝と良く一女した  

が、緯よで約5虔、南下したIe点では急激に減少し約一桁小さくなる．表1．参照  

北緯30ま線に沿って、B点からTr点までのソコブラ類の相対的分布壬を表2．に  

示した．Bt点の相対的分布暑が同繊度で昧圧倒的に大きいことがわかる．ソコダラ類  

の分布壬は海生頓に比較して梅漬遮音頓に大きい事が明らかになった．  

星坤茎143～145度）におけるソコダラ類   
海域  水深（m）延べ範数 披見数 絵壬卓 見数／乾 生重宝／菟（g）  

Ib（封－5H，143－31E）5500一弘00  2  36 21，529 18．0   10，7鋸  

Bt（瓢1卸，143一別E）封00～500  5 100 53，か5 20．0   10，防9  

1eほ右15軋144－47E）5300一別00   9   1611，¶0 1．8   1，3明  

真2． 北緯30度線におけるソコダラ環   

海増  水喪（m）延べ乾数 総見数 捻土卓 見敦／乾 生重量／篭（g）  

B（罰●N．147●E）6100ー6200  27  3510．㈱ 1．3  訂2  

8t（30－1乱143一別E）封00ー5500   5 100 53，カ5 却．0   10，随9  

Tr（30－01N，141一別E）4㈱～41（氾  5  616，100 1．2  3．芸氾  
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2．放射能i虔：1”csiよは前年度までに報告した黒＃反詮賃のせと大ヰで長く一  

女したが、Ie点で採集された、C．yaquinaeのうち1k以上の大空僧体の11－Csさ度   

は例外的に古く、0．カ7～0．4！迫恥／kg．繊t（8．0～13．5〆：i／kg．峨t．）であった．この  

せは現在までに得られせのうち最も菖いものである．小笠眉舟状海生で採集されたら  

ar鵬tuSからも比較的菖いせを検出されたこともあるので、Ie点周辺海域から小笠展  

丹状海生にかけての闊査を行う必要があると思われる．去3．参罠  

l”c5以外のr縁故出接書は今までと同様、全く検出されなかった‘  

表3． 深海性ソコダラ類の大きさと放射詫  

試料名   藻裏年月日   ざ：二「・Jニ   採集水窪  体長  
（m）   （T．L．■）   

I  平成2年q璧ゆ  Bt点   
口  C． uinae  罰●1g N  

5，400－5，5∞  罰5虻泊  0．8飢±0．009   
4鵬－4刀  0．（好7±0．町7   

3   Ⅲ  143●∬ E  44ト4一打  0．α茹±0．町7   
4   Ⅳ  481－4！迫  0．（部±0．（X方   
5   V  知1－5認  0．102±0．010   
6   Ⅵ  瓢茄2  0．12±0．011   

Ⅶ  651一別  0．148±0．010   
8   Ⅶ  711  0．159±0．011   
9   Ⅸ  ¶5  0．3佗±0．012   
10   X  沿5  0．1蘭±0．町7   

XI  防7  0．1鋸±0．006   

12  全体（陵内）Ⅱ  411－4方  0．㈱±0．∝B   
Ⅲ  462  0．101±0．010   

14   Ⅳ  491－4父  0．（土石±0．α丁7   
15   V  5防  0．（X迫±0．011   

別一蕩1  0．100±0．011   

6記－655  0．2打±0．0は   

¶4  0．偲±0．015   

g花－3繋  0．（好7±0．011   

412－4刃  0．α茹±0．010   

4朝一465  0．肪±0．011   

510－519  0．111±0．011   
5カー5刃  0．149±0．0は   

随一便迂  0．1飢±0．∝B   

4，㈱－4，1（氾  4鉱一5孤   

0．1刀±0．014   

3  C．ar■atl椅 Ⅸ  把5  0．240±0．∝8   
4   筋肉XⅡ  942  0．訂4±0．007   

3．結語   

深海怯ソコダラ類二覆を深海生惑系を代表する指琶生物として、日本列島弧に沿って分  

布と放射能について調査を繕模する．当面は北太平洋西部の日本近海に綱査海域は取定さ  

れるが、将来は北太平洋東部（アメリカ大陸側）に比べて、調査の究めて少ない北太平洋  

西部溝眉全体を綱雇できるような調査を行いたい．  

－50－   



Ⅱ－5  海底土中の人工放射性核種の平及び鉛直分布  

に関する謂査  

中央水産研究所  

鈴大嶺介  

1．猪  首   

日大周辺の話一海域の海底土に蓄積された人工放射性核種の分布及  

び変動傾向を明 らかにする ために、昭和 6 0 年度か ら 日大周辺の沿  

岸、近海及び外洋域の海底土を席次績敬 して調査を行っ ている．今  

回は 日大海側における各地点から戎取した試料の分析結果を報告す  

る。  

2．三男杢研究の概要   

海底土試料の凍取は、中央水産研究所所属調査船蒼鷹九（494 ト  

ン）に よ っ て、昭和 6 3 年度に京都府沖か ら軟田東沖までの海域の  

8地点から柱状境泥景を用レ「て行った．試料は表厚から2 cれlごと  

に切断 して、2 m m以下の魁鐘区分について G e 検出書に よ る γ線  

核種分析を行 っ た．  

3．籍  果   

γ線スベクト ロメトリ ー に よ っ て着意に換出 された人工核種はこ  

れまでの他海域での籍果と 同様に lコアc s と 20，Biの 2 核種で、  

太平洋側で場所に よ っ ては微量で存在 していた80C o や1＝S b、  

ま た昭和 61年度及び 6 2年度の東京湾及び相模湾の一部の表居海  

底土に認め られたチ ェ ルノ ブイリ 由来と 思われる 13■C s などは検  

出 されなか っ た．   

図1に採取地点と 鉛直分布か ら え られたその採取地点における  

1＝C 5 の蓄積量（B q／mま）を示 した．採取地点によ り かな り  

の羞が認め られ、秋田沖の最大値 605 Bq か ら京都府沖の最小億63  

8qまで10 倍近 く の開き があ っ た．なお、表居海底土における適度  

では最大が薪潟県沖（佐渡港盆）の16．？Bq／kg、最小が富山汚汚臭  

の6．4 8q／kg で あ っ た．これらの億はこれまでの太■州太平洋側沿岸  

域の億と大差はない．   

図 2 に新潟東沖（佐渡海盆）の地点において検出された ＝TC s  

と 20，Biの鉛直分布を示した．1＝csでは表居城に適度の最大が  

あ り、深層に向かう につれ猿度は急激に減少 している．  20丁8iに£  

いても 13TC s ほど顕著ではないが、似たよ う な分布傾向にある．  

こ のよ う な鉛直プロ フ ァ イ ルのバタ ー ンは今回の顔工取点に共通 して  

認め られ、東京湾な どにある よ う な堆積居の強い混合は見られなか  

っ た． 207Biの書初巨象はほぼ ＝TC s の1／10あるいそれ以下の範  

囲にあ っ た．  
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Ⅱ－8 深海の海水 一 海底土打司菓  

海上保安庁水持郁海洋調査課海洋汚染零王室  
峯 正之、小嶋哲哉  

三j柑幸広、茂木由夫  

1．緒 言  

本調査は、放射性箇体廃棄物の試験的海洋処分に先立ち、  

処分候補海域の放射能パックブランドを把浸することを目的  
として海上保安庁では、昭和4T－49年度に∧．B．C，Dの  
4海域、52～54年直にA，Bの2海域、55－58年皮B海域、  
更に59年度からはB海域及びその周辺海域において放射能  
弱査を実施して幸た。  

今回の報告は、平成2年調査分について報告する0  

2．調査研究の概要  
試料の採取は、海上保安庁所属利生船「昭群」により実施し  
採取した試料は水鞍部において放射化学分析法により放射能   
測定を行った。分析核稽＝ま、海水については、 23gt240puの   

137c s、90s rの3綾種、海底土については更た88coを加  
えた4核種である。放射能測定結果を表1及び表2に示す。   
（1）海 水  

B海域における 137cs及び90s rは表層（Om～ 500m）  
ではそれぞれ、3．500 及び1、‖0 〟8q／‘程度のはば一定  
の億であり、中層（500m～l．‖川m）で急激に減少し、底層   
（l，500m～海底）では表層に比べ137c sでは30分のlから   
150分l、90s rでは‖分のlから 川0分のlの一定レベルで  
あるという鉛直分布が得られ、従来の網査とはぼ同様の傾向を  
示した。  

また、239・240p uは、表面から 2．800mの間でT50 m付近  
で覇者な極大を持ち（41〝8q／β）、 2．OMm－海底で10～20   
〟8q／β．のほぼ一定の僅となっている0 137c s及び90s rと  
比較すると、表面では18〝8q／β 以下でこれらの教官分の1  
程度と著しく低いが、 2．800皿以深でははぼ同様なレベル  
であり、また、極大を示す層が 500mはど深いという特徴が  

みられ、従来の調査と同様な結果であった。  

B海域南方の測点6は、はばB海域と同様な頼向にある○   

（2）海底土  

B海域の海底土の表面川～2 00）における放射能議定は、   
137c sが他の核種と比べると一桁ほど高くなっており従来の  

調査と同様の比を示していろ。  

各核種とも各年毎の変動ほあるものの、長期的にははぼ一定  
の状態が続いている。海底土中の鉛直分布は、 239・い川pu、  

90s r、60c oの各核種は来さとともに減少している。   

3．結 語  

次年度も引き続き、同深海域及びその周辺市域において満水  
及び海底土中の・人工放射1生核種の靖圭を実施し、その立体分布  
及び経年変動を把塩する。  
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表1 北太平洋西部海域の放射能調査結果一海 水（平成2年）  

嵐点  水深  

寺号   抑年月日   （皿）   ℃   l扉l   曲   

凹  l＝l  l‖－M  l川．18．6  i．！‖  口  ！l．l  】l．I用  tIl  l11  l．M  u  与．1±l．l  l川±il  l11はIt  
ll．1】  】l．＝I      l．‖    l．はl．！  ＝‖±ll  ltll±！モ  

！‖  16．1‡  旺l＝  t＝    皿  ロ  l．I±l．8  ＝‖±ll  l‖l士！！  
川  ll、l王  11．ユ68．  t‖    l．11  n  15 土l  M】±ll  l川±！S  
＝l  i．1I  ユ4．15l  ＝l  l．11  と‖  銅  ll±！  1日±り  ！51±川  
‖1  ユ．！i  汀M  1‖  †．H  1‖  ＝i  11±！  りl±4t  ‖†±l】  
1．之り  1‖  】l．川i  ！．＝  l．与】  l．1i    ！ユ 土！  llはユi  ‖±18  
l．川  ！．il  ユ1．＝！  と41  丁．1丁  1、15  lり  ‖ 土l  11！土】2  lt±！  
l．9！l  l，！i  11．川  t．04  l．1も  ！．1l    l．！±t．l  11土日  iユ±l  
t．MO  l．5l  ‖．‖  ユ．11  丁．Il  ！．5！    ll±！  ＝±■川  H±l  
I．1川  1．Iユ  ‖．川  tl！  l．Ii  ！．1】  l川  用 土！  り±】】  川±！  
l．！川  1．‘2  ユ4．‡‖  tll  T．†○  ！．り  同  川．±2  ‖±‖  ＝±】   

u  汁朋  1＝－1l  1日0．10．！  5．＝！  山  王l．l．  】l．川  tT！  盲．I5  l．1l  u  l．！士0．l  ＝l±I】  lT＝土！l  
！l．1l  1l．‖l  i．tl  1．！l  l．糾    1．1±l．i  liil±11・  lTiはIl  

18．1i  Jl．丁一I  L‖  I．1I  l．】王    11土！  】‖l±I7  ‖＝±‖  
l0．書l  11．！‖  t‖  ‡．1l  l．！l    川 ±l  汀廿±‖  t‖I±！5  
5．1l  ユl．11丁    1．71  ！．†！    汀 ±！   1＝±lt  川±14  
l．Jt  ユl．＝  l．郎  丁．＝  】．1l    川 ±！  Il±ll  ・‖±】  

t．川  ！．M  ユl．川  王．‡5  †．1l  l．1l  l川  17 ±！  ！l±‡1  l！士！  
1．り丁  ！．り  】1．S‖  L，‖  l．I4  】．0～  lり  li±l  11けIl  t】±I  
l、M  l．1l  ユ4．‖l  l．1l  l．1t  l．！l    】．1±l．！  ＝土！，  、H±！  
l．川○  l．1l  14，‘‖  l．1l  †．Il  I．1王    I．1±l．l  lは 
5．T50  l．‖  ユl．‘‖    丁．II  ！．】l    Ⅰ5 ±王   丁±ユi  之丁±I  

i．15l  】．Sl  ユ1．8日  ‡．‖  T．！1  ！．4l  m  18 ±！  †l±】l  H±I   

表2 北太平洋西部海域の放射能調査結果一海底土（平成2年）  

測点  水孫  放 射 旭 濃 度 （8q／由一岨土）  

寺号   
捉取年月日  

（皿）   仰い   川s－   川cl   

3  ◆ユト00．3  lり一仙0  l，，0．．10．5  6．2S2  ○－！  0．1t ±0．8l  l．‖±0．桐  0．10 ±0．0l  l．‖1±0．803  

2～S  0．1ユ ±＝l  l．81土0．05  0．1日±0．005  l．0川±＝M  

i～l  0．11±0．1l  ！．0‘±0．0T  8．191±0．0‖  l．018±0．017  

l～11  ■0．1‖±0．川5  0．Tl±0．‖  0．02！±0．804  0．川丁±＝M   
4  門一川．8  lパーi！．！  1990．10．丁  6．L8l  ¢～2  ¢．016±＝肌  l．10±0．0†  0．1‘ユ±＝胴  0．818±0．08丁   

5  ‖－川．Z  1り－5！．S  け旺l0．書  5．5さ，  ○～2  0．0‘2±0．川i  l．†i士0．1‡  ¢．0＝±0．805  l，M6±0．00T   

6  ＝－82．l  11卜0l．4  l‖0．川，！  5．！TI  ○■－！  ¢．0川±0．川～  l．‖±一．05  0．021±0．004  l．¢ll±0．088  

！－5  0．110±0．川4  l．†○±l．04  0．181±l．11l  l．0川±0．MT  

5～8  ○，llS土¢．㈹王  l．暮丁±l．粥  0．014±l．104  0．0l5±0．別け   

7  ＝－‖．2  11ト8l．3  lg90．川．川  l．L8l  ○一－2  0．11±軋‖  ユ．1‘士l．8l  0．1丁 土l．川  l．0曇1±0．桐8  

2一－5  0．18 ±0．11  l．！l±l．8了  0．0り±0．003  ¢．014±0．‖T  

ト・i  l．t】±0．1l  l．1！土l．1l  8．0‖±0．113  ○，川○士0．11丁  

暮～11  l，15 ±軋11  1．1I土l．‖  0．11！±l．川ユ  0．11i±○，lOT．   

8  ‖一日．I  11卜川．！  l‖l．10．15  l．Z7丁  lγ2  l．！丁 士＝1  】．4王士l．0丁  0．‖±0．1l  l．0‘4±0．Mき   

全測点の最■【¢－！川Iの平均値  l．川  l．‖  8．11  ＝】S  

（瞞域（測点1り表層の平均値）   “．11）   （1．川  用．1川  （‖‖）  

－54－   



好一7  日太近海の海水及び海底土の放射柁粥査  

海上保安庁水路部海洋調査課海洋汚染調査室  

峯 正之、小嶋哲哉  

三浦幸広、茂木由夫  

1．緒 言  

木調査は、 

分布及びその経年変化を明らかにすることを目的とし、海水に  

ついては昭和34年に、海底土については昭和48年に調査を開始  

し、以降毎年継続して実施している。  

今回の報告ほ、平成2年調査分について報告する。  

2．調査研究の概要  

試料の旗取は海上保安庁水路部並びに各管区海上保安本部が  

担当し、海水は黒潮域、親潮域、日本海の各海域で年4回表面  

海水を、海底土は沿岸域で年1匡Ⅰ表層堆積物を採取している。  

試料の放射能測定は、水路部において放射化学分析法により   

行い、海水については137c s、90s r、 ＝＝Ru、及び   
l＝c eの4核種、海底土については137cs、90s r、   
60co、 ＝＝ c e及び239・240 puの5核種の調査を実施した。  
平成2年の海底土及び海水の放射能測定結果をそれぞれ裳1  

及び表2に示す。  

3．結 語  

我が国周辺海域の海水及び海底土中の放射能は長期的減少  

傾向にある。今後も引き続き白木近海における海水及び海底土  

中の人工放射性核種を調査し、その分布及び経年変化を把撞  

する。  

去1 日木近海放射能調査結果一海底土（平成2年）  

試料  水深  放 射 柁 濃 度 （lq／k一乾土】  

番号   
綾取年月白  

（■）  l】Tい   
川亡l   川c亡   

ロ  3ト汀】  l】卜i！．i  lI90．1．‘  皿  ¢．‖±軋椚  】．1±0．1  l．川 ±l．0ユ  0．Qユl±l．川！  0．¢書±軋‖   

2  】ト＝．l  山一川．0  ‖‖．l．15    0．‖±れ‖  J．I±l」  l．1！l士¢．M5  l．Ml±l．川丁  0．02±l．‖   

3  】ト5l．0  ‖ト‖．l  1，！0．i．‖    ○、01±＝1  l．10土l．1】  l．01！士8．01ユ  l．111±l．川†  l．21士0．1！   

ユ5－ユl．6  13卜S2．丁  ‖‖．，．l    0∴‖±0．0l  】．†±丸l  0．1丁 ±0．8！  0．1！！士0．00！  l．‖±0．12   

ユ1－‖」  l汀刊＝  1‖0．】．T    l．丁±8．l  l．1土l．l  0．0日土0．I16  I．0暮6士l．日暮  0．11±0．1ヱ   

6  ‖－i】．0  抽H■さ．i  ‖川．！．！1    0．51±l．0！  】．1士l．l  l．10士0．01  l．0】！±I．18丁  l．0‡±8．1l   

口  jト12．0  川－1‖  l‖0．，．2l  H  ¢．iは‖！  1．1±l．1  l．01は0．Mユ  ＝肌±＝肌  －○，OT±0．11   

田  ＝・廿○  ‖卜川．I  1M．圧‖  田  8．！はl．1】  】．1±l．1  l．11±0．0！  0．川±l．川丁  ーl．01±0．8†   

9  汀丑＝  lユトOT．ユ  ‖‖．12．2    0．‡はl．1王  ！．5土l．1  ＝朋±い州  0．0】i±＝削  ＝1±l．M   

平 均      8．6t   ！．i   0．014   0．03l   ‖4   
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表2 日本近海放射能調査結果一海 水（平成2年）  

採 取 比 定  放 射 能 濃 度（皿8q／g）   
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1－8 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能諷査  

（財）豊水養魚開発協会  

千原 到 高橋正弘  

床嶋耗華 中野良志  

1．緒言  

前年度にひきつづき、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等   

の紀合評価に賛するため、原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物の放射   

能調査を実施した．  

2．調査研究の概要   

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事  

業所において実施した．試験池は12面（720mヱ）を使用し、温排水等は日本  

原子力発電・（抹）東海発電所から18m3／分を取水して任用した。  

また、福井県敦賀市浦底地先の日本原子力発電（株）敦賀発電所から放水される  

温排水拡散海域に設置した桐生帯を使用した．   

（2）飼育海産生物  

飼育海産生物の種類はクロタイ、マタイ、スズキ、クロソイ、ヒラメ、イシガレ  

イ、メジナ、クルマエビ、アワビの9種類である．このうち、前年度よりマタイ、  

スズキ、クロソイ、ヒラメ、イシガレイを継続飼育したほか、メジナ、クルマエビ  

、アワビを補充して飼育した．また、マタイ、ヒラメの種苗を生産し幼魚まで飼育  

した。さらに、浦底地先海域でも、メジナを新たに飼育した。   

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、塩排水拡散海域で飼育したもの  

、試験池で育成した幼魚を含めて飼育海産生物の全種類および別途、温排水で長  

期飼育しているウナギ（ヨーロッパウナギ）を、餌飼料としてはアウビの餌科のア  

オノリ、魚用及クルマエビ用の配合飼料を、砂泥は試験池外の排水錆の定点に沈殿  

したものを採取し、（財）日本分析センターへ送付し放射能を測定した．  

分析方法は、γ緑スベクトロメトリーにより実施し、分析核種はtユ7 Cs、  

L■■ Ce、5■Mn、＝Coの4核種とした．  

放射性核種分析結果は、真のとおりである．   

（4）飼育水の放射能測定  

試験他の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（シンチレイション  

10‾TllCi／ml検出可能）によって常時放射能を測定記録した．通常の値39～  

54cpsの範囲であった．  

3．結言吾  

飼育海産生物、餌飼料、砂泥等の放射性核種分析の結果、分析核種のうち検出表示さ   

れたものは、l＝ csのみであり、その値は．魚種、飼育期間、飼育場所等に関係なく  

、異常は認められなかった．  

また、飼育水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異常は認められなかっ   

た．  
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郭定  ●■Mn  
試 科 名  年月日   l＝ C5   ●OCo  珂育耶  備 考   

l■■Ce   くkg）   （g）  

タロタイ   4．2．1丁   ＊   ＊  5．3   660  5．58．了．26  

へ欄．3．11．Zl  

マタイ   4．Z．20   0．1丁±0．038   ＊  5．0   250  軋2．5．Z2  

へ欄．4．l．8  

スズキ   4．2．1了   0．18±8．033   ：書  5．7  1430  S．60．5．Z7  

ーヰl．3．1Z．21  

タロソイ   4．2．18   0．16±0．033   ＊  5．0   630  S．61．10．1了  

（」1．3．1ヱ．4  

メジナ   4．2．18   ＊「   ＊  5，3   310  H．コ．4．4  放集時   

メジナ   4．2．ZO   0．18±0．031   ＊  5．1   106  H．3．4．4  

ーH．4．1．8  

メジナ   4．2．19   0．18±0．035   ＊  5．3   122  H．3．4．1  

■・・・墨．4．1．8   

イシガレイ   4．2．17   0．18土0．033   ＊  5．0   500  乱2．2．16  

ーH．3．12．28  

ヒラメ（親魚J   4．2．17   ＊   ＊  5．1   850  5．63．6．15  

～H．3．12．5  

ヒラメ（2年魚）   4．2．19   0．14±0，03Z   ＊  5．0   357  軋2．8．2Z  

へ・甘」．1．8   

ヒラメ（幼魚）   ヰ．2．19   ＊   ＊  5．0   69  H．3．4．11  〟   
・一札4．1．8  

クルマエビ   4．2．20   0．1了士0．042   ＊  5．0   9．3  H．3．6．25  

一札4．1．7  

アワビ①（筋肉）   4．2．18   ＊   ＊  4．9   350  軋 つ．9．25  放糞時   
ノ′  （内応）   〟   ＊   ＊   

アワビ㈲（崩肉）   4．2．19   ＊   ＊  5．0   263  H．3．9．25  
ノ′  （内応）   ノ′   ＊   ＊  ーH．4．1．1さ   

ウナギ   4．2．17  0．088 ±0．024   ＊  5．3   660  S．6Z．2．6  
へ欄．ユ．12．3  

7オノリ   4．2．1る   ＊   ＊  5．0  H．3．き．23  屋外池自生   

配合珂科（争用）   4．2．20   ＊   ＊  5．0  購入配合珂  
科   

配合何科（エビ用）  4．2．21   ＊   ＊  5．0  研入配合珂  
料   

抄泥   4，Z．21   2，5 ±8．S4   ＊  5．0  H．4．1．8   排水蹄定点   

（注）1．放射性柁積分析個の風位は∴沙羅以外はBq／kg生、砂泥はBq／kg乾土である．  
2．分析掩奥の票赤心、汁致傾が、その計政談整の3倍を超えるものについて有効故字2椚．それ以外のものに  
ついては＊で表示し、誤差はま閻羞のみを示した．  
3．分析結果は試料採取日に耕した．  
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1－9平成3年度原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

（財） 海洋生物環境研究所  

上田泰司、山田餅司、石川雄介  

野中信博、丸茂恵右、笠松不二男   

1．緒言  

科学技術庁の委託を受けて、同庁が行う海洋環境放射青巨の総合評価に   

資するため、原子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとそ   

の変動傾向を調べた。   

2．調査研究の概要  

北海道、宮城、福島第1・第2、茨城、新潟、石川、福井第1・第2、   

静岡、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島海域の各海域4測点で、海水112   

試料（表面水・下層水）、海底土 56 試料（海底土表面から探さ3mま   

での表層土）を5～7月に採取した。海産生物試料は当該海域で漁獲量   

が多く、定着性が強い魚種を各海域3種類ずつ年2回（5月前後と10月   

前後）、合計 84 試料購入した。  

海水試料の 90S r は放射化学分析に、また海水、海底土及び海産生   

物試料（筋肉部）のγ線放出核種はγ線分光分析により測定した。   

3．結語  

海水、海底土及び海産生物の分析結果は、それぞれ表1、2、3に示   

した。これらの値は前年度の調査結果と同程度であった。  
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表1 平成3年度海水試料の ＝Sr、IlTcs濃度範囲  

北 海 道  表 面  
下 層  

宮城、福島1・2 表 面  
安城、静岡  下 層  

新潟、石川  表 面  
福井1・2、島根 下 層  

愛  媛  表 面  
下 層  

佐実、鹿児島  表 面  
下 層  

2．7  3．0  

1．6  2．2  

2．1  2．8  

1．5  2．8  

2．2  3．1  

1．5  2．8  

2．5  2．9  

2．3  ．2．9  

2．3  2．8  
2．2  2．7  

沿岸全域平均  2．5 ± 0．2  

2．4 ± 0．3  
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蓑2 平成3年度海底土試料のl】Tcs 濃度範眉  

単位 Bq／短乾使土  

最大値  調査海域  最大値  調査海域  最小値   最小値   

北 海 道  2．3  8．5   

宮  城  1．2  1．6   

福島1・2  2．4   

茨  城  1．4  2．5   

静  岡  2．1  5．2   

新  潟  4．0  11  

石  川   1．9  4．7   

福井1・2  2．2  8．4   

島  根  2．4   

愛  媛  2．4   

佐  賀   

鹿 児 島  2．3  

－：検出下限値未満を示す。  
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表3 平成3年度海産生物試料のIITCs 温度  

単位 Bq／短生鉢物  

ス ズ キ 科  5  0．35 ± 0．09   

タ  イ  科  5  0．19 ± 0．02   

カ サ ゴ 科  4  0．26 ± 0．05   

ア イ ナ メ 科  4  0．28 ± 0．04   

ヒ ラ メ 科  7  0．22 ± 0．05   

カ レ イ 科  12  0．17 ± 0．06   

タ  ラ  科  7  0．31± 0．04  

硬骨魚全試料平均 66  0．22 ± 0．08  

2  0．43 ± 0   

4  0．052± 0．013   

8   

4  0．070± 0．026  

7 カ エ イ   

イ  カ  類   

タ  コ  類   

エ  ビ  類  

－：検出下限値未満を示す。  
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Ⅰ－10 核燃料サイクル施設海洋放射能調査  

晰海洋生物環境研究所  

富澤 利、前田 頚、  

斉藤良司、大久保勝夫   

1．緒言  

本調査は現在、青森県六ヶ所村において建設が進められている核燃料サイ   

クル施設の沖合漁場を中心に海洋環境放射能調査を実施し、当該海域におけ   

る放射能レベルとその変動傾向を調査し、科学技術庁が行う海洋環境放射能   

の総合的評価に資することを目的とする。   

2．調査の概要  

（1）調査方法  

平成3年度は、施設沖合に16測点を定め海水試料（表面水と下層水）と  

海底土試料（表面から深さ約3皿までの表層土）を2回（第1回は8月下  

旬から9月初め、第2回は10月下旬から11月初め）採取した。海産生物試  

料は当該海域で水産業上重要で、当該海域に生活する期間の長い魚種を10  

種類ずつ2回、計20試料を購入した。  

海水試料については 3H、＝Sr、2＝◆2＝ Pu、γ線放出核種を、海底  

土及び海産生物試料については ＝Sr、2＝◆＝O Pu、γ線放出核種を分析  

した。  

（2）調査結果  

① 海水  

調査した表面水と下層水、それぞれ計32試料が示した放射性核種（γ  

線放出核種のうち検出された人工放射性核種はl＝Csのみであった）  

の濃度範囲は、．表1に示す。  

下層水については、3H、 ＝Sr及び L37Cs濃度は深度数100m以深  

で検出下限値未満であった。  
2＝◆＝O Pu濃度は深度数100mの所に最高値があった。   

② 海底土  

調査した計32試料の放射性核種（γ線放出核種のうち検出された人工  

放射性核種は 暮3†Csのみであった）の漫度範囲は表2に示す。l＝cs  

濃度はシルト成分が多いほど高い値を示す傾向が認められた。gOSr及  

び 23，◆2」＝Puについてもl＝Cs と同様の傾向がみられた。   

③ 海産生物  

魚類16試料、イカ類2試料及びタコ顆2試料の筋肉部の放射性核種  

（γ線放出核種のうち検出された人工放射性核種は1ユーCsのみであっ  

た）の濃度範囲は表3に示す。   

3．経書吾   

平成3年度の本調査は当該海域における最初の海洋放射能調査である。今   

後、当該海域における放射能レベル及びその変動傾向を把握するために、引   

き続きデータの蓄積を図ることが必要である。  
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表1 平成3年度海水試料の放射能濃度範眉  

（単位：mBq／ゼ）  

試料名  試料数   3H   ＝Sr   2】，◆王一O Pu   ＝Tcs   

表面水  32   N8■・－470   2」一－3．0  ND－0．013  3．0・－4．0  

＊ND：検出下限値未清を示す。  

重2 平成3年度海底土試料の放射能義度範囲  

（単位：Bq／短乾燥土）  

i＝Cs  

・‘’類  IOSr  ＝I◆2＝Pu   ‖  32  ND－一－1．4  0．4～4．5  ND 一－9．7   
＊ND：検出下限値未満を示す。  

蓑3 平成3年度海産生物試料の放射能濃度範囲  

（単位：Bq／短生鮮物）  

l】7Cs   

試 料 名  試料致  】OSr  2II◆2＝Pu    鳥   類  田  ND●一－0．010  ND・－0．0004  0．10一－0．33  
＊ND：検出下限値未満を示す。  
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Ⅱ－117カガレイの成長段階におけるl】Tcs壱度と安定Cs濃度  

（財）海洋生物環境研究所  

上田泰司、山田辞司、石川雄介  

野中信博、丸茂青石、笠松不二男  

1．緒言   

海洋環境放射能調査において、海産生物試料の放射能濃度は、環境水中の放射  

能濃度のほか、生物種、成長段階、雌雄など、生物自体の原因によっても変動を  

示すものと考えられる。ここでは、アカガレイの成長にともなう人工放射性核  

種137Cs濃度の変化について検討するため、1ユ1Csとその安定同位体である  

133Cs（以下、安定Cs という。）の両者を測定し、それらの濃度と体長の   

関係を比較した結果について述べる。またCs以外の数種の安定元素について   

も検討した。  

2．調査研究の概要   

1991年3月、島根県吾曇漁協で水揚げされたアカガレイを、体長により9群に  

分けるとともに、各群から5個体ずつ、計45個体を抽出し、前者を群別分析試料、  

後者を個体別分析試料とした。群別分析試料では、9群の筋肉部をそれぞれ、  

1050cで乾燥後、4500Cで48時間灰化、粉砕、．混合して測定試料とし、ガン   

マ線スベトロメトリーで137csを、中性子放射化分析で安定Csを測定した。  

個体別分析試料では、1個体ごとの筋肉を1050Cで乾燥後、450●Cで24時   

間灰化、粉砕、混合して測定試料とし、中性子放射化分析によって安定Csの  

測定を行った。また、各個体の耳石島紋数により年令査定を行い、成長曲線の検   

討を行った。  

（1）7カガレイの成長曲線：年令査定の結果から、恵曇産アカガレイの成長は次   

の Bertalanffy式  
Lt；37．55（1－eXP（一0．1033（t＋1．85）））   

で表すことができる。ここで t は年令（耳石給紋）、Ltは年令 t に   

おける体長を意味する。ただし、雌雄の区別はしていない。  

（2）群別分析結果（137Csおよび安定Cs）：図1と図2に、それぞれ、9   
群の平均体長と137Csおよび安定Cs濃度との関係を示す。平均体長の大   

きいほど、137Csおよび安定Cs濃度が低下する傾向がみら‘れた。比放射   

能は、平均体長にかかわらず、約0．012×108 Bq／kg元素で、ほぼ一定であ  

った。  

（3）個体別分析結果（安定Cs）：図3に、45個体の体長と安定Cs濃度と   

の関係を示す。体長の大きい個体ほ・ど、安定Cs濃度が低下するごとが顕著   

に認められた。  

3．結語   

上記結果から、アカガレイでは筋肉部の安定Cs濃度およぴ137Csは成長   

にともなって低下するものとみることができる。なお、安定Csのほか、Mn、   

Fe、Co、Zn、Rbの安定元素についても部定を行ったが、いずれも成長に   

ともなう濃度低下の傾向がみられた。今後、他の生物種についても調査すること   

が必要である。  
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図1アカガレイ体長群別のl＝cs濃度  
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図2 7カガレイ体長群別の安定Cs濃度  
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図3 アカガレイ個体別の安定Cs強度  
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∬一12  沖縄県那覇港におけろバックグラウンド調査  

財団法人 日本分析センター  
書清水 克己、真田 哲也   

1．緒言  
沖縄県那覇港におけるバックグラウンド謂査（科学技術庁放射能珂査委託）として   
昭和49年度一平成 2年度に引き続き、平成 3年10月同港内で採取した海底土及び海産   
生物について■Oco、＝znl＝cs及びl＝ceの分析を行った。この分折結果を報告する   
と共に、18年間の調査結果の取りまとめについてもふれる。  
2．調査研究の概要  
現地調査には、科学技術庁、沖縄県及び第11管区海上保安本部の協力を得て、  
㈲日本分析センターが那覇港内の海底土（1～15地点 図1）及び海産生物（カニ  
テレビア、ポラ、貝）を採取した。  

採取した試料は、それぞれ前処理を行った後、γ線スベクトロメトリー（＝co、  
＝紬、l＝cs、l＝ce）を行い、さらに海底土試料については百Ocoの放射化学分析  
を行った。  

3．結果  

海底土、海産生物のγ線スベタトロメトリーの結果及び80coの放射化学分析の結果   
を表1、表 2に示した。γ線スベタトロメトリーの結果では、l＝cs以外は検出され   
ず、昨年度と比較して特に異常は認められなかった。60coの放射化学分析の結果では   
第12地点で0．21±0．043Bq／kg乾土が検出された他は全て不検出であった。  
第12地点の¢Oco放射化学分析の結果から、同試料の保存試料を分取して再分析を行   
ったところ、＝coは検出されなかった。なお、この様な60coの偏在については、過去   
昭和49年、50年、52年、56年、57年及び平成2年の各年度にも確認している。  
4．緒言吾  

那覇港内の放射能調査結果は放射能水準調査における平常の変動幅内であった。  

なお、18年間のγ線スベクトロメトリーによる海底土の調査結果（図 2）について   
取りまとめたところ、以下の通りであった。   

① 80co、1＝ce の測定値については、大気圏内核爆発実験が行われていた謂査初期   
に、ホットパーティクル等による影響で検出されることもあるが、一般的にはバック   
グラウンドレベルである。   

②1＝cs の測定値については、大きな変動もなく、見かけ上の半減期は約20年と推   
測されるが、これは物理学的半減期（30．17年）及び底生生物による取り込み等の影   
響を受けているものと考えられる。  

′く－ス  ∧－J   

国1海 底 土 の 浣 取 地 点 1～15……・ 抜取地点  
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蓑1．海底土の核種分析結果  

単位 8q／kg乾土  

分析方法   γ線スベクトロメトリー  放射化学分析  

llco   ‘3ヱn   ＝＝cs  l＝ce  ＝co   

1地点   ＊  ＊   ＊  ＊   2．5 ±0．41  ＊  ＊  ＊   

2地点   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊   

3地点   ＊  ＊   ＊  ＊   2．8 ±0．45  ＊   ＊  ＊   

4地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．2 ±0．49  ＊  ＊  ＊   

5地点   ＊  ＊   ＊  ＊   2．7 ±0．50  ＊  ＊  ＊   

6地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．2 ±0．51  ＊  ＊  ＊   

7地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．6 ±0．50  ＊  ＊  ＊   

8地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．7 ±0．89  ＊  ＊  ＊   

9地点   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊   

10地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．9 ±0．51  ＊  ＊  ＊   

11地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．8 ±0．86  ＊  ＊  ＊   

12地点   ＊  ＊   ＊   ＊   3．5 ±0．62  ＊  ＊  0．21± 0．043   

13地点   ＊  ＊   ＊  ＊   5．1±0．53  ＊  ＊  ＊   

14地点   ＊  ＊   ＊  ：k   2．5 ±0．48  ＊  ；l  ＊   

15地点   ＊  ＊   ＊  ＊   3．7 ±0．63  ＊  ＊  ＊   

義一2 海産生物の核種分析結果  
単位 8q／kg生  

試 料 名  ＝co   ‘3zn   l】Tcs   l＝ce   

ポ ラ   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   

ガザミガニ   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   

テレビア   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   ＊  ＊   

具   ＊  ＊   ＊  ＊   0．033± 0．011  ＊  ＊   

備考   
分析結果の表示は、その結果がおのおのの分析目標値以上のもの、計数値がその  
計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2桁で放ぎ己した。それ以下のものに  
ついては7線スベクトロメトリーの場合は＊＊印で、放射化学分析の場合は＊で示  
した。測定結果は試料採取日に換算した。誤差Iま計数誤差のみを示した。  
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HI．食品及び人に関する調査研究   



Ⅲ－1 人 骨 中 の ＝S r・古こ つ しヽ て  
放射線医学結合研究所  

河村日佐男・白石久二拉  

1．緒言   

人骨中の＝Srは、環境中に放出された放射性核種からの体内被囁  

繚圭推定上の指標核種として重要であるとともに、超ウラン元素の  

環境から人体への移行機作の解明のための参照核種としても重要性  

を持っている。日本における人骨中のOqS一法度の分析測定は1962年  

より継続して行い、その年齢別濾度水準の年次変化などに加えて、  

最近では骨組織の吸収繚iについても報告してきた。今回は、前回  

に引き続き得られた結果を述べる。  

2．調査研究の概要   

（試料の収集および放射能分析）骨試料は、現在では主として東  

京地区および北海道地区において関係各機関の協力のもとに、脊椎  

骨を中心に可能な限り長骨、助骨、骨盤骨なども含め、多骨種サン  

プリングの方針で収集しているが、今回も脊椎骨が大部分であった。  

今年度は、1989年の一部と1991年の死亡例につき分析を行った。   

9¢Srの放射化学分析は、骨試料のCa含有率が高いため、発煙硝酸  

法を用い、測定には、ICH一丁racerlab社製の0州Ⅰ／GUARD型低パックグ  

ランド・ベータカウンタを使用した。   

（分析測定の結果と考察）分析測定結果をまとめて蓑1に示した。  

1989年の追加分析を含めた成人群の平均骨中＝Sr濾度は14．0±4．5  

力Bq gOSr／gCaであった。1g91年には、5～19才群で13．7±2．7および  

成人群では13．8±2．7 bBq ＝Sr／g Caであった。0～4才群は測定中で  

あり後ほど報告したい。   

UHSCEAR（1982年）のP‥を標準日本人に適用して、骨中の＝Srから  

の成人の骨髄および骨表面に対する吸収緑量を推定した。その結果  

は19gO年とほぼ同一で赤色骨髄および骨表面に対してそれぞれ約 7  

およぴ15〟Gy a◆tであった。なお、参考のため、骨中の～～●Raおよび  

娘核種によるアルファ線による線量等量の推定値は、赤色骨髄およ  

び骨表面に対してそれぞれ10およぴ145〟Sv a－1であった。   

3．結語   

人骨中＝sr濃度は積憤に減少し続けており、この傾向は変わって  

いない．1986年のチェルノブイリ事故の影響は明瞭には認められな  

かったが、1988年では、平均法度がごくわすか高い傾向があった。   

今後、国民繚圭（集日‖察量）、Pu等超ウラン元素との関連および  

天然放射性核種による骨線量との比較の観点専から検討を行う。  
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蓑1 年齢別人書中の＝Sr濾度  
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ヰ）合併後の試料数に相当する  ■）残部測定中   

表2 骨中の221Raおよび娘核種のアルファ線線量当i（〃Sv －1）  

228R a  22●R aおよび娘核種  

赤色骨髄  骨表面  赤色骨髄  骨表面  

3．9  53  10  145  
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Ⅲ－2  人体臓器中の 239■242pu 濃度  

湯川雅枝・佐藤愛子  

＊阿部享・＊滝澤行雄  

放射線医学総合研究所  

＊秋田大学  

1．緒言   

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は  

広範囲に大気圏内に拡散し、徐々に地球上に降下蓄積されている。  

また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素濃度  

が増加するおそれがある。国民の健康安全の面から環境試料、人  

体臓器中のプルトニウムなどの超ウラン元素濃度を測定し、その  

循環系を把握する。  

2．調査研究の概要  

（1）試料の前処理  

プルトニウムなどの分離定量に際し、臓器試料は湿重量を測   

った後、凍結乾燥して乾重量を測り水分含有量を求めた。凍結   

乾燥した試料は硝酸により湿式灰化した。  

（2）プルトニウムの分離定量  

239■248puは化学技術庁編の「プルトニウム分析法」に従っ   

て、灰化試料から陰イオン交換樹脂（DovexlX8）をもちいて   

分離し、ステンレス板上に電着した。プルトニウム量の定量は   

α線スペクトロメーターにより実施した。  

（3）結果  

今年度は昨年度に引き続き、五体分の主要臓器についてプル  

トニウムの定量を行った。結果を義一1に示す。臓器中のプル  

トニウム濃度は試料の保存時や解凍時に失われる組織水を考慮   

して乾燥重量当りとした。また、湿重量当りへの換算を可能に   

するため水分含有量も併記した。  

4．結語   

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続す  

る。また、環境から生体への移行を把達するために、大気浮遊塵、  

食品等の分析と、他元素との相関関係などについても検討してい  

く。  
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蓑－1 人体緻器中のプルトニウムホ度  

検体；男 ？ナ  採取日：？  

湿重■（g）  乾重1（g）  水分（l）  23g－2日puBq／g・dry   

肺   69．6   13．8   80．2   未処理   
肝 臓  172．6   47．8   72．3   7．05×10▼～   

腎 丑  48．7   10．1   7g．3   23．5 ×10‾5   

膵 織  36．5   12．5  65．8  8．55×10▼5   

：i＝ 卜  34．1  ■5．26×1り‾5   

筋 肉  130．4  53．8  58．7  7．68×1U‾5   

骨   58．9   28．5   51．7   未処理   
生殖器  32．0   11．6   63．8   11．4 ×1り‾5   

阻のう   8．3  ＊13．8 ×10▼5   

検体：男 64ナ  採取日：S59．12．28  

湿重1（g）  乾重▲（g）  水分（‡）  239‘2用pu Bq′′g・dry   
肺  215．5   未処理   
肝 隋  322．6  123，4   81．5  5．41×1り‾5   

腎 隈  73．1   16．8   78．0   4．71×1り5   

輝 帆  53－ 4   15．0   71．3   5．98×1り‾5   

脾 臓  41，3   8．12   80．0   g．10×10‾5   

筋 肉  133，7   34．2   74．5   1．80×10－5   

骨   78．5   34，3   56．3   未処理   
生殖器  17．1   4．53   73．0   10．9 ×10‾5   

阻のう   7．00   3．20   54．3   21．6 ×10▼5   

検体；男 67ナ（85－78）  採取日：‘～  

湿重1（g）  乾重1（g）  水分り）  2？9248 puBq′g・dry   

肺  244．0   67．8   72－2   未処理   
肝 臓  165．1   43．1   73．9   42．2 ×】0一～   

腎臓  171   7g．5   2．45×1〔）一5  

膵臓  
j一＝＝†二  6．47   78．4   18．6×1‖～  

筋肉  
骨  93．7  未処理  
生殖器  
胆のう   ■8．31×10‾5   

検体；女 72ナ（85－102）  採取日：？  

湿重1（g）  乾il（g）  水分（l）  239－2りpu8q／／g・dry   

肺   81．0   18．7   78．9   未処理   
肝 臓  82．9   21．8   73．9   11．1×1り‾5   

腎覿  10．4  77．3  12．8×1り一5  

挿丑  
韓鵬  

筋肉   22．1  71．6  

骨  117．9  52．2  55．7   未処理  
生殖器  
旭のう  7．0  
検体；男 67ナ（85－67）  採取日：？  

湿重1（g）  乾重■（g）  水分り）  239■2＝pu8 q′′g・dry   

肺   124．4   29．2   78．3   未処理   
肝 織  200．8   58．3   72．0   7．86×1（1‾5   

腎臓  15．6   80．6   5．00×10‾5  

膵片  
井丑   g．76   74．5   7．78×1り5   

斯 内  56．2   12．4   77．g   計測中   
骨  62．5  未処理   
生鶏器  
胆のう  

＝；検出限界以下 ■； 湿圭1当り  
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Ⅲ一3  原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関す  

る調査研究  

放射線医学組合研究所  

村松康行、住谷みさ子、柳沢啓  

（1）緒言  

放射性物質の蓮口摂取量を予測するためのパラメータを得ることを  

目的として、地域住民の食品摂取量、及び、食品中に含まれる放射性核  

種と安定元素の濃度に関する研究を続けてきた。今年度は、日本人の食  

事の中で重要な意味をもつ米に着目し、その中に含まれる微量元素濃度  

に関する研究を行ったのでここで報告する。  

（2） 調査研究の概要  

水稲試料は、茨城県内でサンプリンした。また一部は放医研東海施  

設においてポット栽培した水稲を用いた。主として精白米を重点に分析  

を行ったが、それ以外にも玄米や糠についても元素濃度の測定をし、白  

米と比戟した。用いた分析法および分析対象元素は以下の通りである。   

中性子放射化分析法（NAA）：As，Br，Co，Cs，Fe，Hg，X，Rb，Se，Zn   

誘導結合プラズマ発光分析（lCP－AES）：Ba，Ca，Cu，Fe，X，Kg，P，Sr，Zn   

アノードストリッビングポルタメトリー（ASY）：Cd，Cu，Pb，Zn  

（3） 結語  

白米、玄米、糠の分析結果を表1に示す。約20元素に関する分析  

値が得られた。白米中の元素濃度は野菜などに比べ全般的に低い借を示  

した。しかし、我が国の米の消費量は1人1日当たり約209gと他の食品と  

比べ多いので、元素摂取量として米からの寄与率が高い可能性もある。  

今後、米および他の食品の分析データを増やし、地域住民の元素摂取量  

を精度良く推定して行く予定である。   

白米と玄米中の元素濃度を比べると、玄米中の濃度のほうが明らかに  

高い傾向にあった。このことは、玄米を食べることにより、種々なミネ  

ラルの摂取量は増え栄養学的に良い面もある。しかし、汚染があった場  

合を考えると、玄米のほうが汚染物質の濃度は高くなる。その場合は、  

精白米にすることにより、汚染レベルを減らすことが可能である。表1  

から分かるように、白米／玄米比は元素により異なる。玄米に比べ白米  

中の元素濃度が特に低い元素は、F e，Ⅹ，Mg，Mn，P，Rb等で  

あった。  
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表1 白米、玄米、犠の元素分析篇果（平均値）および白米／玄米比   

白米  玄米  糠  

（n＝20）  （n＝10）  （n＝4）   白米／玄米比  

平均 ±STD  平均±STD  平均±STD  

0．73 ±0．36  0．62  0．13  ±0．066  

≦0．5 ±0．3  

2．6  ±1．7  

120  ±10  

As O．081 ± 0．034  

Ba  ≦0．2  

Br l．7  ±1．5  

Ca 84  ±33  

Cd （0．1）  

Co O．0059 ±0．0025  

Cr （0．04）  

Cs O．011 ±0．010  

Cu  2．2  ±0．5  

Fe  3．9  ±1．5  

Hg （0．01）  

X  810  ±110  

晦 370   ±69  

撼n ll  ±3  

P  1200  ±200  

Pb  ≦0．5  

Eb 3．2  ±1．7  

Se O．046  ±0．032  

Sr  ≦0．2  

Zn 18  ±4  

0．063 ±0．014  0．45  0．013 ±0．008  

（0．04）  

0．021 ±0．020  

2．3  ±0．4  

11   ±1．9  

（0．02）  

2500  ±140  

1200  ±71  

28  ±8  

3100  ±300  

0．13  ±0．12  0．52  

0．96  

90  ±11  0．35  

0．32  

0．31  

0．39  

0．39  

52  ±26  0．32  

0．14 ±0．07  0．69  

10  ±6．1  

0．067 ±0．039  

≦0．3  

24  ±3  93  ±23  0．75  

［注］ 分析法：放射化分析（As，Br，Co，Cs，Fe．Hg，K，Rb．Se andZn）；  
ICP－AES法（Ba，Ca，Cu，Fe，X，ug，un，P，Sr andZn）；  

ASV法（Cd，Cu，Pb and Zn）．  

n：サンプル数  

STD：標準偏差  
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Ⅲ－4 環境から食品への放射性セシウムの移行に関する調査研究  

国立公衆衛生院  

杉山 英男・岩島  清‡  

1． 緒  言   

環境から食品への長寿命放射性核種の移行特性を把掘するため、  

と く にキ ノコを対象と して放射性セシウムに関する調査研究を行っ  

ている。 キノ コ中の放射性セシウム凛度は野菜などに比べ高い傾向  

がみられ、 近年、 国内産キノ コについては、 杉山らおよび村松らを  

は じめい く つかの知見が示きれているい4）。こ こでは、 国内の野生  

キ ノコ中の放射性セシウムの凛度分布および栽培実験による ヒ ラタ  

ケ中の137cs凛度の分析結果の一郎について和合する。   

2． 調査研究の概要  

（1）方  法  

①野生キ ノ コ：富士山山腹ならびに国内数地点で採取したキ ノコを  

採取量に応じ生あ るいは凍結詑浸 し、 粉砕し た後、 円筒状スチロー  

ル容器に充填 しGe半導体検出器を用いて γ韻スヘクト ロメトリ を行  

っ た。 一郎、 キ ノ コ と生息基質の中性子放射化分析法を行っ た。  

②栽培実験：培養基（鍔クス＋米ヌカ）に13了Csを琉加i昆合した後、  

種蘭をほ惜し′ ヒ ラ タケを培養し、 子実体の7・線スべクト ロメトリ を  

行 っ た。  

（2）結 果  

①野生キノコ：全80試料のキ ノコ中13Tcsの平均点度ほ87．5Bq／kg（  

生）、 中央値は43．OBrlハくg（生）であ った。 木材園朽性キ ノ コの値  

は菌根性キ ノ コに比べて ほ く、108q／kg（生）を担え る ものは検出  

されなかった。 国1に‡采取地別のキ ノコ中の137cs濃度を示す。 富  

士山山階を除き他地点は比較的低い レベルにあ り、 全体的に標高と  

と もに137cs凛度＿が高 く なる傾向がみ られた。 安定Csのキ ノ コ と生  

息基質との濃度比（生／柁）は0．07・38と範囲は広いが、 多 く のキノ  
コ で必須と きれる Fe（0．0015－0．30）やCo（0．0033－0．29）よ り 高い  

値を示した。 また、 安定Csと137（：sの濃度比（15試料）には両対数  

で良い相関（「＝0．74）が認め られた。  

②栽培実験：ヒ ラ タケ子実体中の137cs凛度を培養基に添加混合 し  

た137cs濃度で除 した値は、 それぞれ増蓑基中の漢度120Bq／kg、100  

08q／lくg、100008q／kgに対 して2．6、3．2、1．8と いすれも1桁であ っ  

た。 また、培養基中に137cs濃度100pBq／kgとともに、それぞれ安定  

Cs濁度100nlg／kgおよぴ1000mg／kgを添加し た場合では、 7．3およぴ1．  

3でさ きの安定Csを添加し ない実験と同様に1柿の値を示し た。  
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3． 結  語   

標高の高い富士山山腰では、キノコ中の＝7cs濃度が高い傾向に  

あるが他地点では比較的低いレベルにあることが示唆された．ヒラ  

タケの栽培実験は逮週途中であるが、キノコと培養基との137cs凛  

度比は1朽にあり、これまで野生キノコを対象に算出してきた濃度  

比とほぼ同様な値を示すものとみられた。安定Csおよぴl＝csの濃  

度比 〈キノコ／生息基質）には相関が認められており、今後、安定  

Csをはじめ他の安定元素等の挙動把堰をふまえ、データの充実を回  

り縫合的に環境からキノコへの放射性セシウムの移行時性を評価す  

る こ とが必要であ る。   

本調査研究にご協力いただいた（財）環境科学技術研究所榎田祥文  

民および山梨県林業技術センター柴田 尚氏に深謝致します。  
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Ⅲ－5  ヒト永久歯中の90S rに関する研究  

国立予防衛生研究所 口腔科学部  

樋出守世、 山本 実、 井上一彦、 今井 奨   

1 緒言  

核分裂によって生成される放射性核種の一つに90S rがある。   

本核種は骨や歯に蓄積きれる。  

歯は形成が完7すると、それ以後は代謝がほとんど行なわれな   

いので、形成時に取り込まれた90s rは歯牙中にそのまま蓄積き   

れるといわれている。従って、歯が形成された時期に環境が   

90s rで汚染されていると、歯牙にはそれに比例した真の90s r   

が蓄積きれているものと考えられる。この事から歯牙は環境の   

90s r汚染の指標物質として利用が可能であると考えられる。そ   

れを検討する目的で、我々はヒトの第三大白歯中の90s rの経年   

的変化を調べて来た。  

2  研究の概要  

昨年度までは、ヒトの抜歯第三大日菌（全歯牙）を試料とし、   

ドナーの生年別に分けた試料について90s rの蓄積量を測定して   

来た。  

本年度からは90s rの年々の変化をより鮮明にきせる目的で、   

生後1ユ ～12才のほぼ一年間に形成された部分と考えられる歯   

牙の一部分を切り出したものを試料とした。90s rの測定には、   

生年ごとに一群10～20本の歯牙を一まとめにしたものを試料   

とした。これを5500Cで灰化後、粉砕した試料を発煙硝酸法で   

9Os rの分離を行った。計測にはにはB E CIくMA N WID E   

B E T A Ⅲを用いた。検出限界は2m B qである。  

現在までに得られた結果では、全歯牙を試料とした前年度まで   

のデータ比較して、よ り鮮明な経年推移が得られつつある。その   

一部を囲1に示す。1953年生まれのドナーの歯牙に最も多重   

の90s rが冨積されている事は確実と思われる（図1）。これは、   

90S rの環境汚染の最も著しかった1964年頃の日常食汚染に   

対応しているものと考えられる。  

3  結語  

歯牙の一部分を用いる事によって、より鮮明な90s rの経年推   

移が得られつつある。  

今後データの蓄積を急ぎ、過去のフォールアウト中の90s rの   

経年推移や日常食汚染との関係を検討する予定である。  
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Ⅲ－8  食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

津吹知代、新藤勝盛、虻川成司  

1．緒言  

日本分析センターでは、科学技術庁の委託を受け、平成元年度より環境放射能水準調  

査の強化拡充の一環として、流通食品について放射能レベルの妃漣、国内の原子力施設  

からの影響の確認及び食物摂取による年間預托線量当主の推定評価に貸するデータを得  

ることを目的とした放射能調査を実施している。   

今回は、平成3年度に行ったγ線スベクトロメトリー及び放射化学分析（＝sr、1＝c5）  

による調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

平成3年度は、平成2年度までに行った摂取t20位までの食品群に続き、21位以  

下の食品群について、γ繰スベタトロメトリーによる調査を行った。また平成2年度に   

7線スベクトロメトリーでl＝csが検出された食品群について、年間預結線量当主評価  

上重要な＝srの放射化学分析も行った。  

2．1試料の選定と入手  

（1）γ線スベタトロメトリー用試料：平成3年度は、北海道、太平洋側、日本海側及び  

九州からそれぞれ1地域を選び、各地域の摂取量順位21～58位までの46食品  

群の中から1つの食品を選定し、合計150試料を調査した。試料は、原子力施設  

からの影響も確認できるように、2地域では原子力施設の近くで、残り2地域では  

原子力施設から離れた場所で生産・流通している食品を購入した。   

（2）放射化学分析用試料：平成2年度の調査済試料から、l＝csが検出された10食品群  

より54食品を選び、放射化学分析に供した。  

2．2 分析方法  

（1）γ線スベクトロメトリー  

購入した食品は、可全部のみを細斬してマリネリ容器に詰め、ゲルマニウム半導  

体検出器を用いて測定を行った。  

（2）放射化学分析  

試料を磁製皿に移して乾燥・灰化した後、放射化学分析を行った。  
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3．謂査結果  

3．17線スベタトロメトリー：l＝csが検出された食品とその放射能濃度を蓑1に示す。  

調査した46食品群（150試料）の内、12食品群（32試料）について13Tcsが  

検出され、その放射能凛度は0．092～328q／kgであった。その内、干ししいたけにつ  

いては、チェルノブイル原発事故の影響で、4試料中2試料から131c5（0．75及び  

0．878q／短）が、また、4試料全部に他の食品に比べて高濃度の137csが検出され  

た。魚類については、海水魚はl＝csが検出され、淡水魚は検出されなかった。また、  

大型魚のまぐろの13Tcs濃度は、他の海水魚より高い結果であった。  

天然放射性核種の＝Kが43食品群（138試料）から検出され、その放射能濃  

度は、1．8～1300Bq／kgであった。＝K以外の天然放射性核種は、208Tl（2食品群  

4試料：0．13～0．218q／kg）、＝Bi（1食品群3試料：0．98－3．98q／kg）、27さAc  

（4食品群5試料：0．30－0．55Bq／kg）、2J4mpa（1食品群1試料：208q／kg）が  

検出された。グラニュー塘、植物油及び洋酒（ウイスト）からは放射性核種は検出され  

なかった。  

3．2放射化学分析：80sr及びt＝csが検出された食品とその放射能濃度を表2に示す。  

調査した10食品群（54試料）中、6食品群（27試料）から90srが検出され、  

その放射能濃度は0．021～0．38Bq／kgであった。また、l＝csは調査した全食品群  

（42試料）から検出され、その放射能濃度は0．019－0．75Bq／kgであった。  

4．結語  

平成3年度に行った調査結果において、干ししいたけを除き、食品中のl＝cs放射能  

濃度は、フォールアウトの影響と考えられるレベルであり、国内の原子力施設からの影響  

はま忍められなかった。 干ししいたけの放射能濃度は、生重丑当たりに換算すると、他  

の研究●で報告されているものとはぼ同程度であった。摂取王の少ない食品なので、13－cs   

経口摂取による年間預託線量当主への寄与は小さいと考えられた。  

●杉山英男、岩島清：「キノコ頬とその生息基質中における放射性セシウムの分布」、  

第32回環境放射能謁査研究成果論文抄録集、p．87、1989  
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表1平成3年度調査結果（ガンマ線スベクトロメトリー）  

放射能濃度（B q／k g）  
食  品  群」l食 品 名         名   備  考  

lいCs   l”cs   りK   

さ つ ま い も  さつまいも2  南九州  ＊  ＊   0．21±0．糾4  110 ±1  

さつまいも3  北海i王  ＊ ＊   0．13±0．038  95 ±1．6  

薫 頚 つ け も の  はくさいつけもの2  南九州  ＊ ＊   0．16±0，0封  80 ±1．1  

さ  の  こ  頬  しいたけ・干1  北 陸  ＊ ＊  20  ±0．4  630 ±8  乾物  

しいたけ・干2  南九州  0．75±0．23  32  ±0．5  570 ±9  乾物  

しいたけ・千3  北海道  ＊ ＊  31 ±0．4  580 ±7  幸三物  

しいたけ・千4  関東Ⅰ  0．87±0．20  29  ±0．5  580 ±8  辛乞物   

さ け 、 ま す  さ  け 1  北  陸  ＊ ＊   0．21±0．038  110 ±1  可食部  

さ  け  2  北海道  ＊ ＊   0．12±0，035  120 ±1  可食郡   

ま  ぐ  ろ  顆  ま ぐ ろ1  北 陸  ＊ ＊   0．53±0．047  138 ±2  可会郡  

ま ぐ ろ 2  南九州  ＊  ＊   0．71±0．050  130 ±2  可食郡  

ま ぐ ろ 3  北海道  ＊ ＊   0．77 ±0．047  140 ±1  可食郡  

ま ぐ ろ 4  朗上策Ⅰ   ＊  ＊   0．35 ±0．038  140 ±1  可食部   

た い、かれ い 頬  ま だ い 1  北  陸  ＊  ＊   0．33 ±0．048  158 ±2  可全部  

ま だ い 2  南九州  ＊ ＊   0．17 ±0．035  130 ±2  可全部  

ま だ い 3  北海道  ＊  ＊   0．31士0．04T  138 ±2  可食郡  

ま だ い 4  ㈲某l   ＊ ＊   0．16±0．朗3  140 ±1  可食部   

あ じ、い わ し類  ま あ じ 1  北 陸  ＊ ＊   0，封±0．041  120 ±1  可食部  

ま あ じ 2  南九州  ＊  ＊  0．23±0．035  110 ±1  可全部  

ま あ じ 3  北海道  ＊  ＊   0．35±0．037  110 ±1  可食部  

ま あ じ 4  関東Ⅰ   ＊ ＊   0．31±0．042  130 ±1  可食郡   

いか、たこ、かに  いか・生 4  関東Ⅰ   ＊ ＊   0．15±0．035  110 ±1  可食部   

魚 （ 塩 蔵 ）  塩 さ け1  北 陸  ＊ ＊   0．13±0．032  76 ±1．0  可全部  

塩 さ け 3  北海道  ＊ ＊   0．14 ±0．033  110 ±1  可食部  

壇 さ け 4  関東Ⅰ   ＊ ＊   0．16±0．041  1∞ ±1  可全部   

魚介（生干し、乾物）  干 しあ じ1  北 態  ＊  ＊   0．17±0．鋸3  80 ±1．3  可食郡  

干しあ じ 2  南九州  ＊ ＊   0．26±0．036  92 ±1．1  可食部  

干 しあ じ 3  北海道  ＊ ＊   0．34 ±0．040  96 ±1．2  可全部  

干しあ じ 4  関東Ⅰ   ＊ ＊   0．29±0．036  95 ±1．2  可全部   

そ の他の乳製品  練  乳  3  北海道  ＊ ＊  0．092±0．030  110 ±1  

そ の 他 の 食 品  カレールー3  北海道  ＊  ＊   0．16±0．036  74 ±1．1  

カレールー4  関東Ⅰ   ＊ ＊   0．14±0．033  72 ±1．0  

注1）結果は、有効数字2桁で示し、計数値がその汁致誤差の3倍以下のものについては＊＊で示した。   
2）誤差は、計数誤差のみを示した。   
3）結果は、購入日に清正された値である。   
4）上記以外に調査した118試料については、…Cs及びt＝Csは検出されなかった。  
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Ⅳ．分析法、測定法に関する調査研究   



Ⅳ－1   陸上試料の璃】巨研究  

項堵中におけるテクネチウム等長半減期核種の挙動L＝関する研究  

放婁‖線医学総合研究所  

田上 恵子、涙部 輝久＊、横須突 節子  

＊環境科学技術研究所  

1． 緒言  

本調査研究は、 日本の主要な地域におけるテクネチウム等長半   

減期核種の放射能レベルを調査研究し、 その昔積状況を把遺する   

こ と を 目的と している。 さ ら に、 得られた諸データを放射生態学   

的に解析し、 人体被曝線iの算定に資するこ とを最終の 目的とす   

る ものである。  

テクネチウムー99は、物理学的半減期が2．14×105年と長く、 原   

子燃料サイクル諸施設からの放出や99nTcの医学利用にと もない、   

環境中へ移行・蓄積していく 核種と して重要である。 そのため、   

この核種に着日 して調査研究を実施 している。  

2． 調査研究の概要  

本調査研究は、陸上試料において99Tcの蓄積の可能性のある土   

項に着 日 し、燃焼裳茸を用いた分磐法について検討した。  

（1）方法 燃焼装置は、試料を詰めた石英管を電気炉に挿入し、そ   

の石英管内に気体を通して試料中の目的の拝散成分を捕集液にト   

ラ ップする仕組みになっている。 これは、描集条件や燃虎温度、   

気体の種類などを考慮するこ と によ り、 幾つかの元素については   

効率よ く 分離することができるという特徴がある。 この燃焼方式  

は、 Tcの化学的性質か ら、 土雪  

中のTcの分離に関 しても、有効  

な手法の一つと考えられる。 本  

年度の調査研究では、土零中の  

Tc抽出にこの燃焼分離方式を適  

用 した場合における①灰化条件、  

②燃焼操作の改良、③捕集溶液  

の種謂、 の 3項目 について検討  

した。使用 した土専は、うS■Tcを  

添加して 6 カ月 間実験室内で保  

管 した黒ぼく 土である。  

（2）結果  然虎巷置の温度を上  

昇させて土壌中のTc拝散開始温  

度について実験したと ころ（図1）、  

炉内温度（●c）  

図1土壌中のTcの揮散開始温点  
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表1 燃焼装正による土壌中のTcの捕義美験の結果  

寸教卒  禰 集 率しB）   
禰 集 液  訣科中  

（A）  1最百  三段日  暮童専・   計   残留率  

2N NaOH   78   
5，  1  14  74   

（0．75）（0．02）  （0．18）  （0．95）   
22  

輿 水   7ヱ   

‘3  0  ‘  6，   
（0．88）  （0）  

（0．08） （0．96）   28  

燃焼温度：950℃  

鰹幾層眉気：ち流下  

燃焼時間：3時間（スキャニング速度：1眈m／h）  
試科t：風範士50g（‾取添加後橿物裁層土壌、‘ケ月岡Aかg）  
輔集串：（各絹業餞のR捕集t／紳中のRt）×1∞  

カツコ内は、輔集率申）／誘致率い）  
＊：帯登等を涜博した汲を朝定   

20  

16   

∈12  
a  
O   

8  

4  

0  

500℃における捕集溶液中に、土  

壌中9らnTc浪長の約1～2％が捕集  

されていた。 同時に、 それ以下  

の温度ではTcが拝敬 しないこ と  

を確認した。 そこで、 Tcの捕集  

実験には、 450℃で灰化 した土壌  

を使用 した。 その結果を表1に  

示す。前年度は、拝敬したTcの  

約60％までが蕃璧に付着してい  

たが、燃焼操作を改良するこ と  

で、 捕集溶液1段目 の捕美事が  

向上した。 また、 捕集溶液の効  

0  1  2  3  4  5  
起過時間  

図2 95ロCにおけるTcの澤散量の遣時変化  

黒を調べるため、2N 水酸化ナト   

リ ウムおよび純水を任用して捕集率について比較検討した。その   

結果、両者の捕集率に差がなかった。 さ らに、950℃でのTcの拝散   

王の珪時変化についても検討した。図2（縦軸は積算値）に示すよう   

に、 0～2時間までにTcのほとんどが拝赦している。すなわち、   

3時間程度燃焼する と、 拝散可能なTcは、 ほとんど土壌中から拝   

敬する こ とが分かる。  

3． 結語  

環境試料中の99Tcの分析測定に関しては、軸定の妨害となる β   

核種の除去が必要である。燃焼裳置による土壌中のTcの分離法を   

検討した結果、70X以上の回収率が求められることがわかった。   

今後の網査・研究では、原子燃料サイクルの安全評価上問題とな   

る種々の環境試料について、燃焼葺覆での分離と有披溶媒抽出法   

を組み合わせる方法を用いて99Tcの分析を試み、わが国のバック   

グラウ ンドレベルの情報を縛ること に重点を置く。  
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Ⅳ－2  自然放射線の擬似実効エネルギー調査  

一 束似実効エネルギーの国内分布 －  

放射線医学総合研究所  

中島 敏行  

（1） 緒言   

自然放射線に関する理学的基礎データの収集、調査を行い、国民線量、異常時の線量評  

価に資することを目標としている。  

（2） 調査研究の概要  

自然放射線にはエネルギーおょび線量などの物理的な因子が含まれている。しかし、  

これらは地域における地学的な条件の違いに上って変わる。前年度までは自然放射線の線  

量率と擬似実効エネルギーを測定する方法を開発し、その応用として各県にある衛生研究  

所、公害研究所などが管理しいる野外のモニタリングポイントにおける自然放射線の線量  

率と擬似実効エネルギーを測定してきた。また、それらの間には相関関係があることを理  

論的にも、また実験的にも証明てきた。さらに、得られた実験式（双曲親閲数）の係数の  

物理的意味につ論じ、その必然性を明らかにした。即ち、日本における自然放射線の照射  

線量率と擬似実効エネルギーとの相関関係式は  

4．27  
9 ）トC・旬‾l・が】  

（1）  
ズ冒＝2．58×（4・60＋   

中一0．67  

で表せた。   

本年度は、我々が導出した実験式（1）と既報のデータを使い、国内各地の自然放射線  

の擬似実効エネルギーを求めた。   

既に、公表されている全国の自然放射線主宰データを上の関係式導出時の条件と付合さ  

せるために組み変え、擬似実効エネルギーを算定した。なお、字富親展圭は自然放射線主  

宰データの場合同様全国で一定と仮定した。  

この組み変えデータを上式に入れ、全国76gケ所のモニタリングポイントの自然放射線  

の擬似実効エネルギーを求めた。  

（3） 結語   

表一1は公表されている日本の各地の自然放射線主宰データから（1）式を使って求  

めたその地点の擬似実効エネルギーである。   

表－1が示すょうに、擬似実効エネルギーは地点、地域に上って明白に違いがみられ  

る。特に、地域的観点に立ってみると、関東以北と以西とでは大きな相違がみられた。こ  
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れはこれらの地域の地質的特教、例えば、関東地方はローム層が、関西ではかこう岩層上  

り成り立っているという特教が大きく作用しているものと考えられる。   

これらの自然放射線の疑似実効エネルギーとその頻度分布から次のょうなことに利用、  

応用が考えられる。  

（1）これによって自然放射線の線  蓑－1各県の自然放射線の平均擬似実効エネルギー   

量校正線源としは、エネルギ   

ー的にコバルト60が適して   

いる（半減期はセシウム137   

上り数段短い）。  

（2）自然放射線の生体影響を考察   

する上で必要なエネルギー情   

報が此れに上り入手できる。  

（3）擬似実効エネルギーは異常時   

における放出核種のエネルギー   

の影響を受ける、そのため放   

出核種の平均エネルギーと親   

王評価に使用出来る。  

（4）年代推定する際の校正線源の   

選択に利用できる。  

地方名   県名   モニタリング   軍政実効  
ポイント歓   エネルギー（撫V）   

北権道  北浦逆   57   l．Og  ± 0．15   

東北  86   l．03   1 027  
書斎   16   1．3了  ！ 0．49  

岩手   14   l．14  土 0．23  

宮城   1．02   土 0．11  

秋田   0．99   ± 0．04  

山形   13   1．03   土 0．11  
福島  2l   0．9S   土 0．06  

北陸  
福井  

65   0．94   土 0．10  
12   0．88  ！ 0．08  

石川   13   0．97   土 0．10  

吉山   10   0．96   ！ 0．07  
新潟  30   0．94  ！ 0．09  

開票  132   1．17  ！ 0．2了  
茨城  19   －0．98  土 0．08  

栃木   12   0．97  ！ 0．10  

群馬   14   1．18  ！ 0．21  

埼玉   24   1．13  ！ 0．15  

千葉   27   1．20  土 0．11  

東京   19   1．14  ！ 0．24  
神奈川  17   1．56  ！ 0．45  

乗場  105   0．98  土  0．16  

山梨  8   1．16  i O．18  
長野   22   1．01   ！ 0．13  
愛知   30   0．92  土  0．05  
静岡   26   1．07  土 0．21  

岐阜  19   0．由   ！ 0．03  

近畿  9l   0．94  ！ 0．06  

和歌山  10   0．93  土  0．04  

奈良   9   0．93  土  0．08  

兵凍   21   0．93  ！ 0．05  

大坂   17   0．93  土  0．04  

京都   10   0．97  ！ 0．06  

坦貨   7   0．89  ！ 0．06  

三i  7   0．95  ！ 0．08  

中国  66   0．98  士  0．10  

山口  16   l．00  土  0．15  

広島   16   0．95  土  0．03  
岡山   12   0．94  ！ 0．05  

島根   l．04  i O．08  
鳥取  9   0．95  ！ 0．08  

四国  33   0．93  ±  0．07  

徳島  6   0．99  ！ 0．Og  
高知   9   0．93  ！ 0．08  

愛媛   13   0．91   ！ ■0．06  

香川  5   0．88  i O．02  
九州  95   0．98  士  0．08  

福岡  17   0．93  土  0．05  

佐賞   6   0．93  ！ 0．04  

具甥   9   0．99  土  0．06  

熊本   16   1．01  士  0．07  
大分   13   0．96  ±  0．05  

宮崎   15   0．97  ！ 0．10  

鹿児島  19   l．02  ！ 0．10  
鹿児島  
島  13   l．17  ！ 0．31  
沖縄   25   1．04  土 0．12   
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Ⅳ一3  星内外のラドン専による被■線」‖河童（3）  

一間易望ラドン・トロン濃度弁別測定善の開発一  

放射線医学総合研究所  

小林 定芋、土居 光広、妻元 憲三   

1． 緒 言 〔開発の経隷］   

環境に存在する天然の放射性ガスにはウラン系列のラドンー222（222Rn，通称ラドン）  

とトリウム系列のラドンー220（220Rn．通称トロン）とがある。このいずれも、それらの  

娘核種ともどもに、針線を放出するので、呼吸により肺に入って肺が被曝することになり、  

もしそれらが高濃度であれば肺がんのリスク潰となる。ラドンは半減期が3．82Eであり、  

トロンは半減期55．6秒と短いが、それらの娘核種も含めての肺への線量寄与は、同一濃度  

で比較するとトロンの方が大きい（UNSCEARの井定によると、屋内濃度1Bq／tA3（平衡等価  

強度）当り、ラドンは8．7xlO‾8nsv，トロンは4．O xlO‾5皿Svである）。   

故医研の安全解析研究組織（総括安全解析研究官付）では国連科学委員会1982年報告を契  

機として、リスク評価の立場から屋内ラドン濃度の全国調査を1986年から1991年にかけ  

て実施して来た。その調査で用いた測定器はドイツのカールスルエ原子力センターの開発に  

よるパッシブ方式カップ型の固体α線飛跡検知測定器（XfKカップ測定器）である。これは  

屋外のような低いラドン濃度を測ることはできないが屋内濃度は3－6ケ月の暴耳で測定できる  

感度を有し、構造が簡単で取扱いが容易な上に安価（1個1200円程度）であって一般家屋を  

対貴にした大数の調査に適しており、ドイツ、オランダなどの欧州諸国での屋内ラドン濾度  

全国調査で広く採用された実接がある。この測定器はラドンのα綾のみならず、もしトロン  

が測定器の近辺に存在すればその爪繰も同時に計数し、しかし、その弁別は出来ない設計構  

造となっている。従って、ラドン、トロンを併せて高濃度、高リスクの家屋がもし存在すれ  

ばその家屋を同定できるが、その家屋におけるラドン、トロンそれぞれの寄与の割合を知る  

ことはできない。この全国調査により、平均的な屋内ラドン濃度は、欧州各国や米国カナダ  

等と比較するとかなり低く、一般家屋における浪度は特段の低減対策を要とするようなレベ  

ルではないこと、全国的な濃度分布はウラン・トリウム含有iの高い岩石の分布にほぼ従っ  

ていること等が明らかとなった。一方、予想されなかった知見として、伝統的な和風工法で  

建築された木造日本家屋で、見通しがよいにも拘らず濃度が高いことがあり、その際の濃度  

が土壁の近傍ほど高くなっている場合があることが示された。ごく一般的な傾向として通常  

の住宅屋内ではラドンが卓越していてトロンは殆ど存在しないと考えられていたが、この現  

卓は、半減期の短いトロンが内裳建材（主に土壁）から屋内空気中に発散している可能性を  

示唆している。   

このような結果を踏まえて、1）屋内ラドン（222Rn）濃度を低濱度まで感度、及び精度  

よく測定でき．、2）星内トロン（220Rn）強度を同時弁別測定でき、更に3）簡便・比較的  

に安価で大規模な調査研究に使用できる簡易型ラドン・トロン濃度弁別測定器を開発するこ  

ととした。これによりラドン・トロンが混在する高濃度の家屋において、それぞれの寄与  

がどの程度あるかを明らかにすることができ、さらには天然のα縁渡による国民の被曝繰量  

についてのより精度の高い算定に役立つことが期待される。  

2． 測定蕃開発の概要   

ラドントロン分別測定の基本原矧まKfKカップ測定器で用いられている「ポリカーポネ  

イトフィルムとα線飛跡可視化処理儀（化学エッチング＋電気化学エッチング）との組み合  

わせ」の発展であり、ポリカーポネイトフィルムの中に生ずるα繰飛跡の深さがα緩のエネ  
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ルギ一により、即ち、ラドン、トロンの別により、異なることを利用している．開発検討開  

始は1988年、実用著聞発完了は1992年である．   

開発された実用器の外観と構造を下に示す．検出器にはポリカーポネートフィルム（三菱  

瓦斯化学製Ⅰ叩ilon，直径50m皿、厚さ300〟m）、測定器本体の材質は導電性カーボンブ  

ラック混入ポリカーポネイト樹脂（ライオン（珠）艶 オランダKetjenblack社との提携によ  

る炭素素材Ketjenblackを6鴬含有）である．この材質の採用により充分な導電性が得られ  

（体積抵抗率102nc皿）、部分帯電による精度低下を防止している。また射出成形による大  

量生産方式を採用したことにより、品質が均一で比較的安価な測定器を一括して多数製作で  

き、全国調査等の大規模調査に対応することができる．換気孔に（よ 防水処理をしたガラス  

械雉濾紙を装着し、塵（エアロゾル）や水分の容器内部への侵入を防止している。換気孔に  

は、流線形の風防を装着し換気率の安定化を図っている．トロンを主として計測する半球の  

半径は120m皿であり、ラドンを主として計測する半球の半径は35mⅢとなっており、それ  

ぞれの半球は直径1皿の換気孔で接続されている．2ケ月間覆度の測定期間後、それぞれ  

の半球に装着されたポリカーポネートフィルムに、それぞれ異なる時間だけ化学エッチング  

を施した後、電気化学エッチングを施すことにより、ラドン濃度測定における感度及び精度  

の向上と、トロン濃度とラドン濃度の弁別効率の向上を同時に達成している。  

3．結 果 ［簡易型ラドン・トロン濃度弁別測定器の性能評価］   

測定器の基本性能は、原型試作器（真簸製）および実証試作器（ステンレス製）を用いて  

国内（名古屋大学工学部原子核工学教室池辺研究室、早稲田大学理工学研究所黒澤研究室）  

及び国外（米国環境保護庁等）における較正実験、ならびにさまぎまな実環境における測定  

試験等によって、繰i」返し実証されている。これらの経験をふまえて全国調査に使用するた  

めの実用器が新規に設計製作された。この実用器は実証試作器（ステンレス製）との相互比  

較実験によってその性能の評価を行っている．この相互比較実験は、1）較正実験（名古屋  

大学、早稲田大学、動力炉・核燃料開発事業団人形峠事業所、米国エネルギー省環境測定研  

究所）、2）実環境における比較測定試験（千葉県周辺地域の35家屋）である．  
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Ⅳ－4  緊急時被ぼく線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所  

中島敏行  

（1） 緒言   

一般の人々が被曝する放射線被曝事故が時にある。この上うな被曝事故や緊急時におけ  

る被曝患者の治療には患者の被曝線量情報が必要不可決な因子の一つである。本調査研究  

は一般の人々の被曝線量情報を得る手段を開発し、緊急時、異常時における一般人の被曝  

線量評価法を確立することを目標としている。  

（2） 調査研究の概要  

（2－1） 謀取試料   

ソ連側共同研究者に上って、事故後空家となったプリビアチ市内の家屋からESR測定  

試料用の砂糖が採取された。この試料は1990年の日・ソ シンポジウムの際にソ連側研究  

者により持参され、提供された（二地点の砂糖）。この試料を用いてESR法に上る屋内  

線量謹定を行った。なお、コントロール用の試料として捷供試料とほほ同時期にエアロフ  

ロート横内で採取した砂糖を用いた。これらの砂糖はともにグラニュー糖のような徴結晶  

であった。  

（2－2） 測定方法   

使用したESR測定装置は日本電子製R王－2Ⅹ型の装置であり、室温で測定した。その  

測定条件は次の通り、変調巾1mT、磁場掃引巾25mT，マイクロ波出力1－2mW、  

信号積算回数は約30臥試料重量は5∞mg。 斉塘の線量評価には線量付加法を用いて行  

った。 更に、本年度は薫梧ESR線量計の線量計としての質的特性を明確にするため、  

これまでに収集、測定したデータと旧ソ連7●リビアチ市から採集した砂糖の線量評価デー  

タとから次の事柄について検討した。1．感度の一棟性の確認。2．線量－ESR吸収  

量との比例性の確認。 これらの測定には、上述の測定条件とほとんど同様である。  

（3） 結語  

3－1 芙証例：プリピアチ市の違薙住民の線量推定   

プリビアチ市屋内に放置されていた砂糖から屋内での被曝線圭を推定した。この値と共  

に公表されている事故当時の屋外線量卒と建物の壁材とその厚さなどの情報とから、事故  

時当初より避差するまでの間に受けたブリビアチ市民の被曝線量について推定した。   

二試料の測定した希果、屋内にあった砂糖の被曝線量は 68．2±5．6mGyと  

55．1±1．1mGyであった。 チェルノブイリ事故の住民の線量について、ソ連は  
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IAEAに報告している。しかし、これらについての検証はほとんどなされていない。砂  

帝の測定詰黒から、その検証を試みた。検討にあたって引用した文献とデータは次のもの  

である0 1．引用文献： H血血弧d邑肌セonm亡n血Co鮎叩mCeSOf山e  

ChcrunObuylNuclearPowerPLantAccidcnt．DOE嘔RJ332UC－41and48，  

（1987）。2．全ソ放射親医科学センター教授リヒタリオフ氏からの私信。  

3．プリビアチ市内空家から収集した砂糖の被曝親王。   

これらのデータ類をもとに、試料採取家屋外の凍土咋SR測定までの集積親王）を推定  

した。 一方、プリビアチ市民の避難直前（’86年4月27日12時）に計られた屋外親王率  

と同年5月29日の同地域の線量牢（80－1∞mR伽から短寿命核種と長寿命核種の線量比を  

求め、砂糖から求めた事故時からESR測定時までの期間における屋外での集積綴雇と比  

較した。これらの結果が一致する長短寿命核種の線量比から建物の遮蔽効果を配慮し、ま  

た、事故直後の短寿命核種は市民が避護した短期間内では（36時間）減衰しなかったと仮  

定し、避難住民の被爆線量を推雇した。 屋外滞在時間は住民の被曝線量を大きく左右す  

る。ここでは日本人の生活行動調査の報告書である稔理府競計局発行の「社会生活基本調  

査報告」を参考にし、事故が発生した4月26日（土）午前1時23分から避難までの36時間  

のうち屋内滞在時間は27－31時間位でると推定し、被曝線量を求めた。その着果は旧ソ連  

がIAEAに報告した結果と良い一致をみた。  

（3－2） ESR特性試験   

その対象項目は線量－ESR吸収量の比例関係を示す相関係数、感度のロット効果、測  

定精度として変動係数を7●リビアチ市と国産の砂糖を使い求めた。   

その結果を表1に示した。 表1にあるように、単位線量当りのESR吸収量は試料違  

いにも係わらずほほ一定していた。更に、線量との比例性を表す相関係数は日本と旧ソ連  

の薦裾全体で0．99以上であった。  この結果は測定器おょびESR線量計開発にあた  

って、線量校正曲線は薦糖の産地別、ロット別などの条件にほとんど左右されないこと、  

また、薦糖に生成する単位線量当りのラジカル濃度はほほ一定であることを示す。   

これはまた事故地より収集した薫糖の線量算定にあたってESR測定地の線量校正曲線  

がそのまま利用できることを示す。 この上うなESR斎糖線量計の特徴のもとで、次年  

度は小型化、高感化したESR装置を検討する。   

チェルノブイリ事故に立通した薦糖の線量評価を通じ、緊急時における一般人の被曝線  

量の測定材料として家庭に常備している薫糖が被曝線量推定に有効であることが立証でき  

た。  
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表1 プリビアチ市で採取した煮糖と国産煮楯の親王・ESR  
関係の相関係数、感度と測定の変動係数  

庶溝試料No．   相関係敦   ESR／Gy  変動係数（％）   

011   0．9938   0．397   5．3   
旧 014   0．9998   0．376   8．4   
ソ 015   0．9 9 99   0．356   6．1   
連 016   0．9 99 9   0．3 51   2．8   
廣 002   0．9884   0．353   2．3   
糖 003   0．9 9 9 9   0．4 24   1．4   

0．9976  
国  0．9991  
産   0．9915   
斎   0．9 894   
糖   0．9 96 5   

相関係数の平均  0．9960 ± 0．0045   

感度の平均  0．3762 ± 0．0293ESR／Gy   
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Ⅳ－5  放射能迅速評価システム（E R E N S）   

（Environe†ltalRadiation Estiq）ation NetYOrk Syste4））  

放射根医学捻合研究所  

木耳昭三 竹下 洋 内田滋夫 岩倉哲男 今閑 等  

1．緒言   

チェルノフィリ原子力事故以来、放射能調査においても、核種分析が不可欠と  

なってきており、一試料のデータ土も従来の測定法から比べると、格段に増大し  

ており、データの管翌、保存、相互比較、相互解析が容易ではなくなった。 幸  

い、近年、 コンピュータ及びそれらのネットワーク化技術の普及は目覚しく、こ  

れを利用することにより、迅速なデータの収集、交換、解析、多重解析、評価、  

データおよび解析用ソフトウエア等の資源の共有化、長期保存が可能になること  

が期待される．   これらの観点から、昭和63年度から5ケ年計画で、放射線医  

学捻合研究所（放医研）内にコンピュータ・ネットワーク：放射能迅速評価システ  

ム（E R E N S：Enviro佃entalradiation Estimation Netvork Systeql）の関  

頭入を行ってきた。 平成3年度は機器整備の最終年度であり、衛星通信、電話  

回線あるいは無線により、遠隔地の測定器から直接E R E N Sにデータを送信す  

る方法について検討した。  

2．研究開発の概要   

図1に現在のE R E N Sの概念国、固2遠隔地通信の概念図にを示した。  E  

R E N Sはエンジニアリ ング・ワークステショ ン（EW S）を主として、新設の  

パーソナル・コンピュータ（P C）を統合する、分散処理型の電算機ネットワー  

ク（ローカル・エリア・ネットワーク：L A N）であり、主に仮想ドライブ機能  

を用いて測定機や解析用のワークステション（P Cを含む）が接続されている。   

これにより、計測終了後どのワークステーションからも計測データを処理、解  

析が可能である． 遠隔地の測定器からの通信についは、計郭器につながれた小  

型のP Cが計測終了時にデータを受取り、無線を利用する場合はそれをパケット  

にして送信する。 電話回棉を利用する場合は自動的にE R E N Sにダイアリン  

グし回線がつながったらデータを送信し回線を切断する．  E R E N Sにつなが  

れた受信局では、仮想ドライブ機能を用いてファイルサーバにデータを書込む。   

同様に、無線、電話回線を直列につかって無線＋電話回様によるデータ転送も  

可能となる。 シンチレーション検出器からの信号は波高値として送信用P Cに  

入り128チャンネル波高分析がなされ 一定の間隔で無線モデムに出力される．   

計測器、送信用P Cには3 0c m平方程度の太陽電池により電源が供給される。  

3．結果  
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現在は、小出力の構内無線および所内のt話回韻を用いて、実験が行なわれて  

おり、データの誤送信も殆どなく通信できるようになってきている・ 衛生通信  

については、残念ながら、国内許可がおりす、まだ、実験には至っていない。  

今後の課題としては、情報土を減らすことなく、通信データ土を減らす方法の検  

討、E R EN S側からの測定機のコントロールなどがある・ E REN Sの積器  

整備はひとます終了した。 導入当初は、分散処理型の電算機ネットワークも普  

及しておらす大変苦労したが、ほぼ、設計どうりに構築することができた。  今  

後、再設計すべき点としては、所外との通信、連係である。 無防備な通信機能  

を採用した場合には、不特定のユーザが、放医研のすべてのLA Nにも侵入でき  

る可能性がある。  この種に通信機能はE R E N Sだけでは解決できない問題と  

なっている。E R E N Sを含む放医研のL A Nのネットワーク・アドレスは国際  

的にも交信できる正式なアドレスを配付してもらっている。 適切な通信機能、  

方法を設計して、国内関連機関、国外とのつながりを作る必要があろう。 第二  

次E R E N Sは放医研内外の聞達のなかで役割を果たすものとして設計する必要  

があると考える。  

呈呈享     ー  盟盟豊  ー   ±   こ－－－   

正≡□昆⊃  

室±妄  
旦旦 旦皇 旦旦   放射能測定器  

℡ 那珂湊支所  
℡ 東海五段  

三皇三  
放射能測定器  

増設部分   匡萱］  

遠隔地測定雀 □  

固I ERENS概  

衛生十電話  

サテライト篇捜タイレクト  

無姥中蠍  

呈  
／   ∈≡≡∃   

無∧データロガー 中柑局  

図2 遠隔地通信概念図  

巨∃  

ERENS－BASE   
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Ⅳ－6 海洋放射能モニタリ ングシステムの開発一水槽実験一  

日木原子力研究所  

朝＝鞍信之、上野隆、 関根敬一、 小林養成  

1． 緒言   

Ge検出器を用いる海洋における放射能モニタリ ングシステムの開  

発を目的と して、水槽実験を行った。Ge検出器及び〃al検出器の海水  

中での7 繰スペクト ルの比較、及びGe検出器の海一水中での検出感度  

並びに検出限界放射能濃度を検討した。 これらの値をこれまでに報  

告されている海水中‥Tcs及び＝coの放射能濃度と比較し、本Ge検出  

器の海水中での性能を評価 した。  

2． 調査研究の概要  

く1）実験方法   

実験に使用 した検出器は、 相対効率10％のGe検出器と 3■x3■Ⅳa日陰  

出器であ る。 測定系のブロ ック ダイ ア グ ラ ム を図1に示す。 水槽は、  

直径1．3 m、深さ1．8 n（体穏2．4 nI）の円柱状であ る。 その中心部  

に検出器を吊り下げ、 水槽が①空の場合、水槽に②水道水及び③海  

7Kを充満 し た場合、 さ ら に④海水に＝coと ＝，c5を加えた場合につい  

て 7 繰ス ペクト ルを測定 し た。 ＝coと ＝▼c5の放射能濾＝更はそ れぞれ  

約0．3 nBq／mlと した。 ま た、 それぞれの検出器を鉛10 cnの遮蔽体に  

入れ検出器自身の放射能を測定した。 なお、 今回実験に使用 した積  

器は、 検出器及び信号処理機器を耐圧  

容器 に収納すればそ のま ま 海洋実験が  

行え る も の であ る。  

（2）Ge検出器 と NaI検出器の比較   

Ge検出器 によ る 4 つの場合の γ 繰ス  

ペクト ルを斑 2 に示す。 Ge検出器の ピ  

ーク 計数率はNal検出器よ り 約1桁小さ  

か っ た。 こ れはGe検出器のⅣal検出器に  

対す る効率が10％であ る ため と考え ら  

れる。 本実験で ＝▼cs及び＝coを海水に  

添加 し た場合、 Ge検出器で はそ れぞれ  

の核種の ピーク が認め ら れ ろ が、 NaI検  

出器では認め られな い。 Ge検出器の方  

が〃al検出器よ り 検出感度が悪いのに検  

出限界が良いの は、 分解能、 ビー タ コ  

ン プト ン比、 ＝I＝こよ る 自 己汚染が原因  

と考え ら れ る。  

チータqlち■鑑1  

∈≡ヨ一向  

…如 糊ケーナ…；〉ト＝川†  

（3）検出感度と検出限界濃度  図1 水槽及び測定 シ ス テ ム   
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今回の水槽実験が実際の海水中を どの程度模葦で き る かについて  

7 緯の減衰と無限厚みの観点で検討 した。 図 2 か ら水汚が空の場合、  

コ ンクリ ート 璧か ら の 7 綴が覇者に見られ、 水道水ま た は海水が充  

満す る と水の吸収に よ り璧か らの 7 縁の強度が減る。 そ こで、 Ge検  

出器につ いての ど－ク 計数率の減衰率と 7 綴の滅まの式か ら、 こ の  

7k槽の検出器系に対す る水の実効厚みを計算す る と約90 cnと な っ た。  

しか し、 実際の海洋放射能モ ニ タリ ン グでは無限厚みの海水に対す  

る検出感度を求め る必要があ る。 そ こ で、 検出器か ら90 clよ り 遠い  

領域か ら水を透過 し て入射す る 7 簸の寄与を検討 した と こ ろ、 無視  

で き る程度に少な く 考慮 し な く て も よ い こ と が分か っ た。   

海水を水槽に充満 した場合の計数か ら、 水∴道水充満時の ど－ク 計  

数を差 し引 いて、 ＝xの1462 keVに対す るGe検出器の検出感度を求め  

る と19 cps／（photon／s・nl）と な っ た。 ＝Kの場合と 同様に、l＝cs及  

び－Ocoのそ れぞれ662、1332 keV7 線につ いての検出感度を求め る と、  

それぞれ19、17 cps／（photon／s・nl）と な る。 ま た、 Ge検出器につ い  

て検出限界凛度を求め る と、l＝cs及び＝coにつ いてそれぞれ、  

0．14及び0．09 mBq／mlと な る。 最近の 日本近海の海7K中l＝cs及び  

＝co濃度は、 こ のGe検出器の検出限界濃度よ り 約 2 － 3 桁以上低い  

ので、 海水中l＝cs及び＝coをGe検出器で直接測定する こ と は困難で  

あ る と考え られる。 しか し、 チ ェ ルノ ブ イリ 原発事故当時は、 英国  

の ア イリ ッ シ ュ 海の海水で、 0．37  
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Ⅳ－7 海洋モニタリングシステム整備調査  

日本原子力研究所  

」、林義威、柳瀬信之、中井茂喜  

海洋科学技術セン タ ー  

服部睦男、阿部美平  

1．緒言   

我が国の原子力施設の周辺では、施設設置者及び地方自治体に よ  

り環境放射線（能）モニタリ ングが実施され、その一環と して、海  

洋環境においても海水・海底土・海産物の放射能調査が行われてい  

る。しかし、海洋でのモニタリ ングは、陸上の環境モニタリ ングと  

比べて、リ アルタイ ムに調査結果が得られず、迅速性の観点から問  

題が残っている。そこで本調査の目的は、海水中及び海底土の放射  

能を迅速に把撞するための水深200mまで運用可能な海洋放射能測  

定システム を製作し、海洋実験を通して原子力施設周辺の海洋モニ  

タリ ングの充実に資するこ と である。本報告では、現在製作中の海  

洋放射能測定システムの概要を鋭明する。   

なお、本調査は電源開発特別会計によ る科学技術庁からの受託研  

究と して実施している ものである。  

2．調査研究の概要   

本システ ムは、水中放射能検出装置等の調査観測積器を搭載する  

無人潜水桟（以下「R O V」という）、船上の制御室やケーブルハ  

ンドリ ング装置等から構成さ れている。R O V と船上部は光電力複  

合ケーブルで結ばれ、R O V の操縦は送られて く る映像を見ながら  

別御重内で行う。また放射能の情報は映像の中で知るこ とができ る。  
l】   



図1にR O Vの側面図を示し、製作中のR O Vの性能、主要嶺器、  

水中放射能測定器について以下に記す。  

（1）R O Vの性能   

O R O V方式   

○本体寸法  

○重量   

○最大潜航深度   

○信号伝送方式  

（2）主要模器  

○耐圧フ ロート  

○供給電源系  

○ケーブル  

○推進系  

○航海通信系  

○調査観測系  

可袈式有索自戒式無人潜水横  

長さ1．9m X帽1．3m X高さ1．2m  

約500kg（水中）、約・5kgf（空中）  

200m  

双方向光波長多重方式  

：約≠480×1400L（2組）  
：AC440V及びAC220V  
：光電力複合ケーブル  

：上下スラ ス タ1組、前後ス ラスタ2組  

：深度計、音響測位（レスボンダ）  

：カ ラ ーT Vカメ ラ、白黒T Vカメ ラ、水中ス チ  

ルカメ ラ、C T Dセンサ、流向流速計、採水器、探泥器、水中  

放射能検出装置  

（3）水中放射能検出装置   

本装置は、3‖球形NaI（Tl）検出器によ り、海水中及び海底土の  

放射能レベルを直接測定し、測定内容を船上の どデオテープレコ ー  

ダに収録する と と も にグラ フ と して映像と重畳 させカ ラーT Vモニ  

タ に表示す る ものである。囲 2 に本装置の機器間系統図を示す。  

ぼ
号
ほ
遥
川
“
圧
 
 

1   

ト ー ーーー ー ーー ー ーー1  

I信号′三ユシスナムl  
】  
」   

RO Vモ慧  TVカメラ  

D⊂●1三∨   扶「三信サ  

水粥  

囲2 機器間系統図  

3．結書吾   

本システ ムは平成4年度に完成予定である。また、本システム を  

用いた海洋実験は、平成5－ 6年度に実施する予定である。  
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Ⅳ－8 「放射能分析確認調査の概要と変遷」  

財圧＝蛮人 日本分析センター  

詫津 弘子、平野 見明  

1．緒言  

日本全国の衛生研究所等の分析機関において、環境放射線（能）モニタリ   

ングが実施されているが、各機関で実施される環境放射線（能〉 の分析・測   

定結果の信頼性の確認とその技術の向上を目的と して、日本分析センターは   

国の委託を受けて、昭和50年度より放射能分析確認調査を実施している。調   

査は昨年度で17年目となり、参加分析積関数も日本全国47都道府県となった   

のを機会に、これまでの調査の成果及び内容の変遷についてまとめた。  

2．調査の概要及び成果  

原子力施設設置15道府県とは、7線スペクト ロメトリー、トリ チウム分析、   

放射化学分析（う8sr．弓8co．23g◆2dQpu）、元素分析、積算線量測定及び連続モ   

ニタによる環境γ線量率測定について、その他の都道府県とは、γ線スペク   

ト ロメトリーについて、それぞれ調査を実施している。（図1参照）  

調査方法は、各分析機関で採取し、分割した試料を分析機関と日本分析セ   

ンターの双方で分析し、前処理を含めて比較検討する「試料分割法」と、放   

射性核種の既知王を添加した分析比較試料を各分析積関に配布し、名分折積   

関で測定し、校正、解析の方法を確認する「標準試料法」とを組み合わせて   

実施し、問題点があればその原因について相互に調査検討している。また、   

分析機関の分析担当者を対象に分析・測定に関する技術上の検討、研修等の   

甥を設け、分析・測定技術の維持・向上を因っている。  

これまでの調査で、計算違い等の単純な問題以外に、分析・測定上の種々   

の問題点を明ら．かにして相互に検討し、改善してきた。一例と して、施設設   

置県の分析積関による7線スペクトロメトリーにおける検討の内容とその件   

数の変遷を図2 に示す。分割、前処理、測定、効率、解析等に種々の問題が   

あり、年度によって問題の発生する項目、件数は変動しているが、昭和61年   

度にはチェルノブイル原発事故の影響によって業務量が増加したにもかかわ   

らず、前年度より問題の発生件数が少なく なって分析確認調査の成果がみら   

れた。しかし、その後問題の発生件数が増加しているのは、人事移動等によ   

る影響も考えられるが、問題点の検討内容が詳細になり、より丁寧に検討す   

る よ うになってきているためでもある。  

損準試料法の寒天試料はど－ク効率の妥当性を、U・T h系列の核種を添   

加した模擬土壌は目的核種に対する妨害核種の補正の妥当性を検討すること   

を、それぞれ目的と し、測定結果を添加値と比較検討する事によって、効率   

及び解析の妥当性を評価する。平成3年度の全分析積関の寒天中の5dMnの測   

定結果／添加値を図3に、横＃土壌中の5‘Hnの測定結果／添加値を図4に、   

それぞれ示す。一部の分析積関で検討基準よりはずれた結果がみられ、検討   

した結果、妨害核種である228Acの解析方法に問題があることが判明した。  

3．結語  

チェルノブイル原発事故時の環境放射能調査結果の評価経験を基に日本全   

国47都道府県の分析積関で放射能分析調査が実施されるようになったが、そ  
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の調査結果の質の保証がますます重要となり、放射能分析確控詞書内容の一  

層の充実を図りたい。  

参加機関数  

■γ繰スベクトロメトリー   

坤 トリチウム分析   

…… 放射化学分析  

室 元素分析   

樽 穣算線丘測定   

口 達続モニタ   

ー 参加機関数  
平成   昭和  

50  55  60  元 4年度   

図1放射能分析陀ま忍調査試料致  

tl  
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図2 γ繰スベクトロメトリー  
に．おける検討件数  

－101－   



Ⅳ－9 連続モニタによる環境丁線1率測定に関する相互比較  

一低線i率比較法一  
財団法人 日本分析センター  

長岡和則、平野見明  

1．緒言   

現在、原子力施設周辺の環境モニタリングとして、自治体の分析棲関等では連続  

モニタによる環境7繰主宰測定を行っている。日本分析センター は、科学技術庁の  

委託を受け、放射能分析確詑事業の一環として r連続モニタによる環境7線量率測  

定に関する相互比較」について専門部会を設け検討書無し、平成2年度から相互比  

較を実施している。この相互比較は NaI（Tl）＋DBM測定装正を対象とする低線量率  

比較法と加圧型電離箱線量計を対象とする高線量率比較法とからなる。両装置の測  

定可能線量率範囲を図1に示す。本報では低線量率比較法について報告する。  

加圧型電離箱  
NaI（Tl）シンルーション検出器 3■打球形   

く  ＞屋内BG  
く→ 野外BG  

10nGy／h  
（1〟R／h）  

1JJGy／h  100′JGy／h  lOmGy／h  
（100／JR／h） （10mR／h）  （1R／h）  

囲1各測定装置の測定可能穐曇率レベル  

草地  
2．概要   

NaI（Tl）＋D8日測定装置は、通  

常の日本の野外環境放射線長率レ  

ベルでも十分な精度で削定出来る  

と考えられ、相互比較測定も環境  

放射線を利用して行った。広い平  

坦な地形で、放射線畳率の場所に  

よる変動が少ない損ならば、相互  

の検出器をある距離をおいて偵に  

並べて相互比較測定を行うことが  

可能であるが、分析積関の検出器  

が設置されている場は通常、局舎  

上あるいは局舎の脇等で、線量率   

箱
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．：測定ポイント  

の分布が一様であるとは言えないミ40・0  

状況下にある。また呑分析機関の 篭 ）  

削定装置は実際にモニタリングし 隠  

ている装置のため移動は出来ない。芸35ル  
そこで分析積関の検出器の周囲20  

～30地点で日本分析センターが刺  30．0  

定して、分析積関の検出器が設置  

されている場所の放射線量率を柁  

定
．
．
．
i
．
…
；
 
 

2．0  4．  
距離（m）  

図2 測定ポイントと北西一南東方向の線量率分布図  
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定し、分析機関測定値と比較した。日  

本分析センターの測定ポイントと線量  

率分布の一例を図2に示す。   

相互比較の結果を図3に示す。分析1・3  
桟開削定値は11～32％、差で 4～ 9nGl．2  

y／h、推定7線量率より高い値となっ1．1  

た。この原因は、推定値がその場所の1．0  

卜  

壬  

Ⅶ  壬  
円  至 R  至  

土   也  ！  

‡  

A   B   C   D   E   F   

7線量率のみを推定した値であるのに  

対して、分析械開削定値には、宇古根  

寄与と自己照射寄与が含まれ、また円  

筒形の検出器による方向特性が影響し  

ているためである。   

次に、この珂査は測定データの信頼  

性を確托する事を目的としていること  

から、各分析桟関と同仕様の装置を便  

図3 相互比較結果   

○：分析機関値／推定γ組長率   

●：分析積関値／比較換算値  

って同じ測定条件で測定を行った場合、  

得られるであろう想定値を算出して比較を行った。この想定値を比較換算値とする。   

比較換算値＝（指定店×方向特性×遮蔽効果）＋宇古根寄与＋自己照射寄与  

なお、算出に使用した数値及び係数を蓑1に示す。比較換算値と各分析械関測定値  

は5％以内で一致した（図3）。  

蓑1 補正のための数値及び係数  

環境での方向特性  2－×2’円筒形：1．10、3■×3■円筒形：1．06   

遮蔽効果   温度制御装置（断熱カバー、ヒーター等）による遮蔽効果：0．96   

宇古紙寄与   3hleV以下の領域への寄与：3んIeV以上の計数率から評価（約2nGy／h）  
3MeV以上の領域への寄与：3MeV付近のど－ク計数率から評価（約3nGy／h）   

自己照射寄与   鉛相中のピーク計数率、或いは検出器構成硝子から評価（0．04～2nCy／h）   

3．緒言吉   

相互比較測定によって、Nat（Tl）＋D鋸l測定装置の環境測定での信頼性を十分に  

裏付ける結果が得られたが、この結果は各分析機関の測定評価が必ずしも統一され  

たものではないことを明らかにした。このことは、このようなデータを全国レベル  

で活用する場合には、個々のデータの測定・解析条件を把握した上で使用する必要  

のあることを示唆している。  
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Ⅳ－10 放射性核種分析法の基準化に関する対策研究  

一放射性炭素分折法一  

財団法人 日本分析センター  

放射性炭素分折法検討委員会＊ 

1．緒言   

現在行われている環境試料中の放射性炭素分折法を調査し、核燃料サイクル施設  

周辺環境モニタリング調査に適用する放射性炭素分折法マニュアルく案）を作成し  

た。   

なお、本研究は科学技術庁放射性核種分析法の基準化に関する対策研究の一環と  

して、平成2－3年度の2年間に実施された。  

2．調香研究の把＝碧   

現在行われている放射性炭素分折法としては、①液体シンチレーション則定法（  

二蛍化炭素吸収法、ベンゼン合成法）、②気体計数法及び③加速器質量分析法があ  

るが、衛生公害研究所等の一般的な分析機関で実施する環境モニタリング調査に適  

する分析法として、既にトリチウム分析等で用いられている液体シンチレーション  

測定装置を用いた分析法①を選択した。また、その装置が一般的でないことから、  

②及び③は参考資料に記載した。   

珂査対象試料としては、公衆への被曝径路を考慮し、大気、陸水、土壌及び生物  

を選択した。試料採取法、及び、これらの環境試料から炭素を取り出し炭酸カルシ  

ウムの形で回収するまでの試料調製法を対象試料毎に記載し、炭酸カルシウム以降  

の分析操作、測定は一指して記載した。   

本分折法マニュアル（真）の作成にあたり、  

（1）大気中の二酸化炭素捕巽法   

アルカリ溶液中に大気を直接導入する方法  

（2）水試料中の有機形炭素捕乗法   

炭素の化学形態（無機、有様）毎の分別捕乗法  

（3〉損準試料ⅣlSTシュウ酸の湿式及び乾式分解法   

ⅣISTシュウ酸の定立的な分解法  

（4）二酸化炭素吸収法における計数効率補正法   

則定試料のクエンテング補正法  

（5）ベンゼン合成法   

ガラス製真空ラインとSUS製低圧反応槽で構成されるベンゼン合成装置を用いて   

ベンゼンを合成する際の、操作上の注意点及び回収率  

について実験的検討を行った。  

＊（委員長）浜田達ニ   （委鼻）小川弘道、片桐裕実、鎌田 博、小村和久、  

中村俊夫、平井保夫、囲尾好宏   

（事務局）平野見明、深津弘子、綱田博史、磯貝啓介  
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（6〉相互比較分析   

本分折法マニュアル（真）の妥当性を確認するため、①、②及び③の方法によ   

り、米、砂糖、粉乳及びすり身を分析試料として相互比較分析を行った。結果  

を真一1に示す。  

旦L結語   

核燃料サイクル施設周辺の環境モニタリング調査のためには、少なくとも10一三  

Bq／g炭素程度の比放射能の変動の検出が必要と考えられる。本分折法マニュアル  

（案）では、液体シンテレーシぎン測定法による放射性炭素分折法として、二酸化  

炭素吸収法を簡易分析法、ベンゼン合成法を精密分析法と位置づけて併記し、分析  

自損レベルによって選択できるようにした。  

表－1 相互比較分析の結果（単位：Bq／g炭素）   

試料  

＼  米   砂糖   粉乳   すり身   

実施権関  

A（二酸化炭素  0．266   0．255   0．254   0．243   

吸収法）   ±0．0081   ±0．0081   ±0．0081   ±0．0080   

B（へ■ソセ‘ン合成  0．2531   0．2686   0．2215   0．2334   

法〉   ±0．0024   ±0．0820   ±0．0038   ±0．0025   

C（へ■ンセ‘ン合成  0．252   8．260   0．255   0．231   

法）   ±0．002   ±0．002   ±0．002   ±0．002   

D（気体計数法）  0．261   0．265   0．259   0．244  

±0．002   ±0．002   ±0．002   ±0．002   

E（加速器質量  0．255   0．261   0．258   0．239   

分析法〉   ±0．003   ±0．003   ±0．002   ±0．003   

相互比較分析には次の分析機関の協力を得た。   

金沢大学僅レベル放射能実験施設、動力炉・核燃料開発事業団東海事業所、   

名古屋大字年代測定資料研究センター、社団法人 日本アイソトープ協会  
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Ⅳ－11放射線計動機等の規格化に関する対策研究  

一 昔光ガラス線土計の再生式験  －  

（財）放射線計測協会   大井義弘1と三原明、田村務、  
望月 民三、沼宮内 弼雄、吉田 芳和  

1．緒 言  

現在、環境における7・線積算＃王の削定には、主としてT L Dが使用されていろ。T   

L Dは、簡便に広範囲のデータが取得できる利点があり、環境γ線量測定法についての   

マニュアルも整備されている。一方、重光ガラス線量計は、最近レーザー光を利用した   

読取装置の開発により、測定精度、安定性とも飛躍的に向上し、環境γ線モニタリング   

への適用が試みられている2）0平成元年度には、基本性能について試験研究を行い、第   

3 2回研究発表会において報告した。   

平成2年度およぴ3年度は、環境モニタリング測定器の規格化に資することを目頓に、   

糞光ガラス錬士計を環境γ線積算線主副定器として使用する場合の適用性を調べるとと   

もに、線量評価の精度の向上に必要な諾特性試験を実施した。   

2．調査研究の概要   

平成2年度は、蛍光ガラス線量計素子に対して、再生処理反復性試験、温度特性試験、   

湿度特性試験、光に対する安定性試験、謹時変化特性試験およぴフィールド予備試験を、  

リーダに対して、電源電圧・温度・湿度および光に対する安定性試験を実施した。   

平成3年度は、手首繰に対する感度特性および線量計自体のバックグラウンドを調べ、   

その補正方法を検討した。   

試験に用いた蛍光ガラス線丑計は、前年度同様にS C－1聖、リーダは同一メーカの   

F G D－20聖である。練主計は、捷用前に再生処理（400●Cの雰囲気で1時間加熱）   

を行い、プレドーズを測定した。照射後には、原則として熱処理（100●Cの雰囲気で  

10分間加熱）を施し、指示値（蛍光壬）の読取りを行った。  

試験は、日本原子力研究所の放射線榛準施設梗等において実施した。  

2－1 線量計の基本性能試験として、前年度に引き続き実施した試験結果は以下のと  

おりである。  

（1）再生処理反復性試験においては、照射および読取りを繰り返し試験した結果、最大   

約90回の再生処理に対しても感度への影響は認められず、T L D同様に長期にわた  

って精度の維持を必要とする剥定に適している。  

（2）温度に対する安定性試験においては、照射時の環境温度0●Cから・40●Cの範囲で、   

読取り前に素子に熱処理を施すことにより精度点く測定できること、また、湿度、光   

に対する安定性試験においても極めて点好な特性を有していることが分かった。  

（3）経時変化特性試験においては、フェーディングは認められなかった。  

（4）リーダに対する安定性においては、各試験項目において、JIS Z 432Tに定めら  

れる規定値を十分満足した。  

（5）フィールド予備試験では、環境γ線積算凍土測定に用いられているT L Dと並行し  
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て、4箇所において約3 ヶ月間比較軋定をした結果、各刺定地点とも削定データが点   

く一致した。  

2－2 手首縁補正線量および親王計固有のバックグラウンド親王を評価するために実  

施した特性試験結果は以下のとおりである。  

（1）手首線補正線量の試験結果  

環境の空間譲量をA（主に大地からの放射線及び空気中のラドンとその娘核種によ   

る放射線）、検出器固有のバックグラウンドをB、手首線による線量をC、遮蔽体内   

における手首経線まをC′ とすると、一般に、検出器固有のバックグラウンドの補正   

は、次式のように行われる。  

（A＋B＋C） －  （B＋C′）  A＋（C－C′ 〉  
環境中線王  遮蔽体内線量  

上式で（C－C′）は遮蔽体により減衰した字音縁の軟エネルギー成分からの線量  

である。この値は、Aが極めて小さな場所、すなわち、大きな淡水湖の中央または海  

上において、測定器を遮蔽しない場合と遮蔽した場合とについてそれぞれ積算繰王を  

測定し、両者の差、すなわち（B＋C）－（B＋C′）＝（C－C′）として求める。  

この値を宇富繰補正線立として評価すれば、Aのみの線量を評価することができる。  

宇富綿補正線王を評価するため、湖（茨城県、潤沼）中央において約1ヶ月間にわ  

たってポートを係留し、遮蔽体外と遮蔽体内に蛍光ガラス繰主計を配置して宇言誤線  

量測定を実施した結果、手首線補正線量は5．2〟G y／90日であり、通常の環境γ諌  

線重Aに比較して無視でき得る値であることが明らかとなった。  

（Z）蛍光ガラス練主計の自己照射線量動定結果  

自己照射線量を評価するため、宇首線成分の寄与を十分無視できる地下洞（福島県、  

阿武屑洞）において、約3 ヶ月間にわたって蛍光ガラス線量計を設置し、線量計自体  

の自己照射線圭を測定した結果、90日換算値としては2 2．8〟G yであった。  

これらの値を、現在積算綿王測定器として一般に用いられているT L D（UD－200S）と   

比較すると、宇富線補正線量、自己照射線量いずれについても、約2 0％低い値である。   

3．結 語  

平成2年度およぴ3年皮に実施した各特性試験結果から、蛍光ガラス線量計が環境γ   

練積算韻王測定器として適用でき得る十分な性能を有していることが分かった。また、   

より精度の高い評価に用いるための線量計固有のバックグラウンド線王および手首縁補   

正線量等、有益なデータを得ることができた。今後は、さらにフィールド試験等による   

性能の安定性の確認と、T L D同様の環境7線量測定マニュアルの整備を行う予定であ   

る。  

1）現在、日本原子力研究所  

2）植松、息、尾沢、長谷川、宮野．ガラス凍土計を用いた環境γ線王朝定．第29回   

理工学における同位元素研究発表会要旨某1992年．P13  
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Ⅴ．都道府県における放射能調査   



Ⅴ－1 ヨヒき毎道とこ睾うlナ る放身寸台巨調査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射能科  

福田 一義、奥井 普代、小林 智  

1．緒 言  

前年に引き横き、科学技術庁委託による平成3年度の北海道における環境放   

射能水準調査の概要を報告する。降水試料を除き、全ベータ放射能の測定から   

Ge半導体検出器によるガンマ線核種分析に変わった。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

降水については全ベータ放射能の測定、降下物・陸水・海水・海底土・土  

壌・農畜水産物・日常食についてはGeガンマ繚スペクトロメータによる核種  

分析を行なった。あわせて、牛乳の131Ⅰならびに牛乳・野菜・海産生物の  

90srおよび137csの核種分析を行なった。また、空間放射線蜃率調査を行なっ  

た。  

（2） 測定方法  

測定は、科学技術庁綜「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等  

を用いた機器分析法j、「放射性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析  

法」、「放射性セシウム分析法」に準拠して行った。なお、重岡放射繚量率は、  

モニタリングポストによる連続測定およびシンチレーションサーベイメータ  

による月に一度の測定を行った。   

（3） 測定装置  

GN計数装置； アロカ TDC－103（GH－HLB－2501）  

Geガンマ繚スペクトロメータ； ORTEC GEH－25柑5P  

HaI波高分析器； コロナ 505  

低バックグラウンド放射能自動測定装産； アロカ LBC－451  

モニタリングポスト； アロカ HAR－11  

シンチレーションサーベイメータ； アロカ TCS－121C  

原子吸光分光光度計； 日立180－50  

（4） 調査結果  

月毎の定時降水の全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、90sr及び137csの放射  

化学分析枯葉を表ⅠⅠ、牛乳の131Ⅰ分析結果を表Il【、Ge半導体検出器による一核  

種分析測定枯果を表Ⅳ、空間放射緯量李測定椿果を表Vに示す。牛乳の90sr  

およぴ137csの測定値には従前と同様な地域差が経められた。   

3．結語  

本年度の調査において、牛乳の137csにやや高い値が検出きれたが、他の測   

定値は平常の場合と同等のレベルであった。  
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Ⅰ 定時降水試刑中の全ベータ放射能調査結果  

採取年月   降水圭  

（■■）   最低借  最高値   （椎q／kn2）  

平成ユ年4月   8g．5   g   m   m   FD   

5月   27．0   5   m   m   ーD   

6月   18．5   g   m   m   輝D   

7月   8g．5   13   甘D   m   ーD   

8月   g8．5   7   m   ⅣD   ーD   

9月   62．5   10   甘D   m   鱒D   

10月   83．5   10   m   m   ND   

11月   45．5   ND   m   粁D   

12月   78．5   m   ND   ND   

平成4年1月   47．0   18   抑   m   ND   

2月   26．5   14   m   m   ND   

3月   1g．0   12   m   ⅣD   ND   

年間饅   665．5   12g   m   m   ND ■－ ND   

前年度慮で過去時間の債  424   m   4．7   ND ■－ 11   

lt 放射化学分析結果  

試 科 名  抹嘲  90Sr  137cs  単 位  

年月  数                最低  最高  ♯過去の債  最低  最高  ♯過去の債   

野扶こ 相  平3 8  口  0．22  0．21－0．83  0．糾4  0．020－0．051  恥／kg生   

莱はうれん  平3 8  口  0．18  0．080－0．12  0．糾0  和 一0．055  恥／kg生   

牛 乳   平3 6  4  0．052  0．14  0．031－0．22  0．084  1．85  0．038－1．8  叫／l生   

対ロ  Ⅲ）－ ND  0．28  0．2g －0．55  叫／kg生   

産 ヒ寄貝  平3 7  対ロ  椚）－ ND  0．052  0．030－0．10  恥／kg生   タテ貝  平3 9     ND  川）一対口    0 
．032  0．041－0．048  叫／kg生  

海l＃  平41  ロ                                         生  

♯前年度まで過去3年間の債  

Il1年乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   札 幌 市  睾 過去の債   

鎌取年月日  35．22  坪37．10  坪39．12  陣311．6  坪41．21  陣43．4  最低饅  最高   

131Ⅰ（8q／1生）  ーD   FD   ND   ND   m   甘口   粁D   m   

■’卓l － ・   書 手 町T  ♯ 過去の債  

鎌取年月日  35・23坪37・11坪39・13    坪311・7坪41・2   陣43・3  最低値  最高   

131Ⅰ（8q／1生）  FD   ND   ND   ーD   ⅣD   ND   甘D   ND   

事前年度まで過去3年間の饅  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出揚仁よる機疇分析測定結果  

試料名  敬弔  採取年月   機体  ＊過去の債  単 位  

数   

降下物  札幌市  毎  月   12  桝D  0．25  川）－0．39  陥q／km2   

睡  ND  ■8q／l  

蛇口水   2  ⅣD  ⅣD   ⅣD  ■Bq／l  

水   石狩町  平3 7月   0．8g   1．0  ■8q／1   

土  
札幌市  平3 8月   38   46   叫几g乾土  

口                 1．6  1．1  G8q／kn2  
額   g．8   10   8q／k只野十  

l．5   1．6  G8q／km2   

糟  m   甘口  恥／kg精米  

米   和   ND  馳／k只精米   

野  石狩町  平3 8月   19   3g   血Bq／kg生  

莱   ⅣD   30   mBq／kg生   

牛  生産地・Ⅶ0  札幌市  5，8，＝，2月   4  0．080  0．19  0．16－0．30  叫／l   

乳  消費地   札幌市  平38月，平42月  2  0．082  0．12   0．13  軸／l   

淡水産生物庸   石狩町  平3 7月   0．20   0．10  恥／k8生   

日常食l都市部   札幌市  平3 6，12月   2  0．鵬5  0．23   0．18  叫／人・日   

漁村部   岩内町  平3 6，12月   2  0．086  0．24   0．16  恥／人・日   

海 水  余市町l  平3 7月   ND   ⅣD  mBq／l   

海底土  余市町  平3 7月   Im   0．85  軸／kg乾土   

海産生射 鮭   浦河町  平3 9月  口    0．15  0．36  叫／kg生   
＊前年度まで過去3年間の債  

V 空間放射線豊年棚定結果  

鄭巨蔚 年 月 ▼ⅥlI▲「‾■r′‾l  て一■－7ソ／ノ発＼′＼「 ll‾’＼1ス‾1  ＼じPbノ  ーー   

最低値王最高値⊇平均饅  （nGy／h）   

平成 3年 4月   9．1 14．7  10．3   4g   

5月   9．4   16．3   10．5   51   

6月   g．6   14．2   10．7   50   

7月   g．6   15．8   10．8   52   

8月   9．3   12．8   10．4   48   

9月   10．0   14．5   10．8   4g   

10月   9．g   23．2   11．l   49   

11月   9．7   24．8   11．1   47   

12月   8．1   20．8   10．7   45   

平成 4年1月   8．3   16．7   9．8   50   

2月   8．2   18．9   g．5   46   

3月   8．3   15．1   9．9   47   

年間せ   8・1   24・8   10・4   45■一 52   

前年度まで週去3年間の饅  6．7   27．8   10．3   40■一53   
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Ⅴ－2 書森県における放射能胸糞  

書森県環壌保健センター  

腹膜愕博、関野正義●、阿部征裕、木村秀樹  

外崎久美子、竹ケ原亡、安達大介、工膝俊明  

●規六ヶ所放射線監視局  

1．緒 言 前年度に引き続き、平成3年4月から平成4年3月までに科学技術庁の委託により実施した放射能調査の概要  

を報告する．   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土壌、首常食、農畜産物、海水、海底土、海産生物、空間線上率．  

2）測定方法  

試料の前処理虐よび測定は、科学技術庁娼「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」、「放射性ヨウ素分析法（昭  

和52年改訂版）」、rゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成2年改訂版＝、I放射性セシウム分析法（昭和  

51年改訂版＝、r放射性ストロンチウム分析法（昭和58年3訂版）」に準拠して行なった．また、空間繰王事および計  

数串は、r放射能湘定隅査委託実施計画書（平成3年度）パこより測定した．  

3）測定装t   

①β線の計測  低バックグラウンド放射能自動測定差覆  

（アロカ製 Ll】C－481Q型・472P型）   

ゲルマニウム半導体検出器  

（セイコー EG＆G製）   

NaI汀1）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－121C型）   

モニタリングポスト  

（アロカ製 MAR－R42型）  

（∋丁繊スベタトロメトリー  

③空間嬢1串  

4）調査培果   

①書森市における降水（定時採耶）中の全ベータ放射能調査捨果をⅠに示す。  

②農産物、海産生物中の●OSrもよぴl＝臨の分析揺果をnに示す。  

③原乳中の1－1Ⅰの分析結果をⅢに示す．  

④各種試料中のゲルマニウム半濱休機出署引こよる核種分析調査桔果をⅣに示す。   

⑤書森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの賀査結果をVに示す．  

3．結 語  

調査培果は、全般的に例年と同程度であり、特に異常は認められなかった．  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採Ⅲ  

降水土  放射能濃度（恥／射  月間降下量  

年月  （軌2）   （他l／1h2）  

測定敷  最低値  最高値   

H 3年 4月  56．0   8   ND   3．1   

年 5月  28．0   N D   0．97   

年 6月  92．5   ND   0．34   g．5  

年 7月  180．0   10   NI）   ND   ⅣD  

年 8月  120．0   N D   0．44   1．2  

年 9月  89．5   8   ND   0．56   0．9  

年10月  76．0   ND   1．7   9．1  

年11月  87．5   ND   2．5   57  

年12月  75．5   ND   2．4   124  

H 4年 1月  62．5   13   0．48   2．1   82  

年 2月  106．0   ND   2．5   104  

年 3月  32．0   0．13   6．5   37  

年  間  値  1005．5  135   ND   6．5  ND、124  

前年度まで過去3年間の値   3g4   ND   7．4  ND～74  

H 放射化学分析結果  

採取  00Sr  l＝cs  

試  科  名  検体致  単 位  
年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

野  H3，11  0．22  0．Og4 ｛一月．25    0，030  N…．037   
恥／相生  

菜   0．28  0．23へ〃．27    0．12  0．069へ勺．17   

海  NDND へ刊D    0．058  N伊・－0．10   
産  

生  H3．11  NDND ～ND    0．18  0．13 ～勺．1 
物   

過去の値は、前年度までの過去3年間の値。   

Ⅲ 牛乳中のIl」Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  青森市  〟   〝   ／／   ′／   〝   前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H3．6．25  7．5   8．8   g．9  10．g  11．22  最低値   最高値   

放射能濃度（恥／ゼ）  ND   ND   ND   ND   ND   ND  ND   
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Ⅳゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定窮査結果  

I＝c8  前年度まで  

過去3年間の値  
試 科 名  採 取 場 所  採取年月  検体  人工放射性  

致  

降 下 物  書森市   H3．4－H4．3    ND  0．OTO  ND  0．055  胞l／／bl   

陸水・上水（蛇口水）   す森市   H3．6．12  2    ND    ND  l曲レ月   

青森市   H3．5   3．4  恥／kg乾土  

130  軌l  
0－5cm  

土  むつ市   H3．8   20  輌乾土  
740  ⊥；ll  

青森市   H3．5   ND  肋乾土  
壌  ND  仙－  
5－20cm  

むつ市   H3．8   2．6  肋乾土  
320  軌t   

精  米  弘前市   H4．1   ND  輌精米   

ジャガイモ  むつ市   H3．7   0．15  

野  むつ市   H3．10   0．069  
キ ャ ベ ツ  

菜  三戸町   H3．11   
恥／／k生  

0．11    0．Og4  

大  根  三戸町   H3．11   0．041    ND  

牛 乳  書森市   H3．8，H4．3  2  ND  0．083    ND  恥／月   

書森市   H3．6，1Z  2  0．060  0．OT8    0．003  

日 常 食  町人・日  
捲ケ沢町   H3．6，12    0．057  0．072    0，08g  

むつ市関根浜沖  H3．5   ND  
海  水  鵬ノβ  

陸奥湾   lI3．8   ND  

むつ市関根浜沖  H3．5   1    ND  
海  底  土  

H3．8   
輌乾土  

陸奥湾  8．3  

むつ市関根浜沖  H3．5   ND  
海  

深浦町   H3．5   ND  
産  

ムラサキイガイ  むつ市関根浜沖  H3．6   0．032  
生  

恥／他生  

カ レ イ  陸奥湾   H3．11   0．15    0．Og9  
物   

ホ タ テ  陸奥湾   H3．11   0．047    0．054  

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析は、平成2年度より開始した。  
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V空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cp8）  サーベイメータ  

湘 定 年 月  
最低値  最高値  平均値  （㊥州   

H3年 4月   7．0   14．0   8．0   37   

5月   7．0   13．0   8．0   39   

6月   7．0   13．0   8．0   40   

7月   7．0   16．0   8．0   41   

8月   8．0   13．0   9．0   39   

9月   8．0   13．0   8．0   39   

10月   7．0   12．0   8，0   40   

11月   7．0   16．0   9．0   39   

12月   7．0   17．0   9．0   38   

H4年1月   7．0   20．0   8．0   35   

2月   5．0   15，0   7．0   29   

3月   6．0   11．0   8．0   29   

年 間 値   5．0   20．0   8．8   29～41   

前年度までの過去3年間の値  5．0   22．0   8．3   28～46   
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l 全ベータ放射能調査結果  

放射能凛度（含K）   前年度まで過去3年間の値  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体赦 単拉  

最低値  最高値  最低値   最高値   

大気浮遊じん  鵬q／m∋   

降下物  ㈹q／km2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  
水  

恥／I  

淡 水  

的／g乾土  

0－ 5c¶  

土  卜旧q／k†【之  

鳩  軸／g乾土  

5－20cl【  

卜旧q／k†れ2  

精米  
；  

軸／g精米   

野  
勘／g生  

菜   

茶  ！恥／g生 ≠   
Ⅶ」   

牛乳  
I 

軸／l   

「表産生物  裾g生  

F  】  ！日常食  町人・日】   ‾ 
r海水  声  嘲〃 1  

仙」   

E  

勒／縄土J   
【 1  

弓的場】  海底土     r    ；    l l  
ロ 大型水盤による月間降下物試料及び定時瞳水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による降下物  
採 取  降水量  

放 射 能 濃 度（81】／り    月間降下量  
年 月  （mm）  （MBq／k¶エ）   （卜傲I／kMり  

測定敦  最低値  最高値   

平成 3 年 4月  70．7   6   N．D   1．7   49．1  

5月  68．4   8   N．0   1．5   4．9  

6月  12臥4   N．D   0．39   14．2  

7月  332．l   19  N・U  2．6   59．1  

8月  232．4   H．D   0．3l   11．0  H   

9月  13G．0   10   H．い   l．0   25．7  

10月  雫 174．0   16  ト・D  l．2   9．3  

11月  79．2   9  …  0．9   11．5  

12月  74．9   9  H．D  0．8   10．9  
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平成 4 年 1月  39．4   7   N．D   0．84   7．2  

2月  17．4   8   N．D   2．0   11．2  

3月  45．0   8   N．D   N．D   H．D  

年間値1397．9  N．D  2．6  H．D一－59．1  

前年度までの過去3年間の値  N．D  4．6  H．D一－140  

Ⅲ 放射能化学分析結果  

1采取  つOSr  l＝cs  
試 料 名  検体数  単  位  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

時下物  MBq／kl㌦   

陸水（上 水）  哺q／l   

-r 
Bq／kg柁土  

。＿5叩   

土  MBq八川2  

堵  Bq／kg幸三土  
5－20em  

MBq／k¶2   

校規（精米）  Bq／kg精米   

野菜相  

u  

Bり几g生   

茶  Bq／kg指物   

牛乳  Bqハ   

」■  

淡水産生物  Bq／Lg生   

日常食  Bq／人・目   

海水  M8q／l   

滴  
1  

産  
Bq／kg生  

生  

物  

過去の値は，前年度までの過去3ケ年間の値。  

Ⅳ 牛乳中の1う1I分析結果  

採 取 場 所  前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日  最低値  最高値   

放射能濃度（8q／t）  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
1う7cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   盛岡市  四半期毎  ロ  N．D  N．D  N．D   N．D   なし   MBq／m∋   

降下物  盛岡市  毎月  12  N．D  N．U  N．D   0．22   なし  MBq／k叩ヱ   

上水 帽 水  

N．U   

き炎 水  水  

開  65  なし  
0－ 5el【  滝沢村  2．8   

榊」  
2200  1500  陸                       i m酬【  弓    蛇口水  盛岡市  2．6・12  2  N．U  N．U  H．D    なし            l         土  

鳩  3．4  4．3  なし  ；8q／kg陀土i  

5－20eⅧ  滝沢村  2．8   
300  350  1100  MBq／k¶ユ   

精米  滝沢村  2．11   0．18  0．37  0．49   なし   

野  玉山村  2．10   N．【）  … 0．026  なし   
Bq／kg精米  

菜   玉山村  2，10   N．U  N．0   0．033   なし   声  

茶  Bq／kg柁物   

牛乳  滝沢村  2．8・2  2  N．D   O．12   N．D   0．14   なし   Bq／l   

ト 淡水産生物  1Bq／kg生  
ト一山  

日常食  盛岡市   2．6・12  
岩泉町   2．6・l】  

0．17   

海水  ”  

海底土  

”   u  N．D   0．078   ㌔嘲′・                弓 Bq／kg托土   

海 ホ夕子貝  ‘  
IBq／kg生  ‖   

生  

物  山田町  3．2   1   0．0〔；l        u   
Ⅵウラン分析結果  

試 料 名  採取場所  ほ取年月日  ウラン凛度  過去の値  単 位   

河 川 水  
／Jg／l   

海   水  

土   鳩  

河 底 土  

海 底 土  

海産生物  
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Ⅶ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値   （鵬y／h）   

平 成 3 年  4月   7．4   13．3   8．5   35   

5月   7．8   12，8   8．7   33   

6月   7．8   12．4   8．6   35   

7月   7．l   13．0   8．5   36   

8月   7．1   13．2   8．1   35   

9月   7．2   11．1   8．3   36   

10月   7．2   11．4   8．3   36   

11月  1 7・l   12．2   8．5   34   

12月   7．O  12．8  8．l   33   

平 成 4 年 1月   7・3 13・7  8．4   36   

2月   7．l   lト4   8．2   35   

3月   7．1   10．4   8．l   38   

年   間   値   7・0  13・7 8・4  33・～ 38   

前年度までの過去3年間の値   6・7 弓 柑・2、8・6  30・～ 38   
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Ⅴ－4 宮城県らこおらナる放身寸骨巨専用「査  

宮城県原子力センター  

相野光永  村上 弘   

1 緒  言  

前年度に引き続き、平成3年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環境   
放射能水準開査」の括果を報告する．   

2 蛸査の概要   

（1）調査の対象  

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、  
海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。   
また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1固、モニタリングポストによる空間線  
量率を周年連続で珊定した．   

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁鮨「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、抜擢分  
析は同庁絹「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、サー   
ベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量串は「放射能測定調査委耗実施計画書  
（平成3年度）」に基づいて行った．   

（3）珊定装置  

（》全ベータ放射能   

②核種分析  

オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  
（アロカ製JDC－163）  

プリンストンガンマテックGe半導体検出器  

オルテックGe半導体検出器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置  

⑧サーベイメータによる空間線量率  
NaI（Tl）シンチレーシタン式サーベイメータ  

（アロカ製TCS－131）  
④モニタリングポストによる空間輪生率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－11）   

（4）蛸査結果   

表－Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。  
真一Ⅱに牛乳（原乳）の1311の分析結果を示す．  

真一Ⅲに降下物、陸水、土  
真一Ⅳにサーベイメータ及  警 

、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す．  
モニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す．  

3 措  繕  

平成3年度に実施した全ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベルで   
あった．また、昭和63年度から開始した核種分析括具についても、特に異常な値は托め   
られなかった．  
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衰一l定時降水拭料中の全ベータ放射能測定枯黒  

採 取  

年 月   （mm）   

平成3年 4月   51．2   4   N D   0．74   

5月   79．1   5   0．14  5．3   

6月  141．1   9   N D   0．71   

7月  228．9   N D   0．16   

8月  217．3   8   N D   N D   

9月  281．2   N D   1．2   

10月  320．6   10   N D   0．97   

11月   68．5   4   N D   0．22   

12月   17．9   0．70  0．70   

平成4年 1月   33．0   7   N D   2．3   

2月   23．2   0．75  0．75   

3月  187．9   9   N D   2．4   

年  間  値  1649．8   83   N D   5．3   

前年度までの過去3年間の償   243   N D  16   

真一Ⅱ 牛丸（原乳）中かれⅠ分析結果  

採 取 場 所   宮 城 県 畜 産 拭 験 壌 （岩出山町）  前年よ量て過去3年間の儒   

採 取 年 月 日  3．5．劫  3．6．20  3．7．24  3．8．26  3．9．11  3．10．17  暮 低 値  暮 高 値   

放射能濃度（8q／1）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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真一Ⅳ 空間放射線貴幸測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

洲 定 年 月 日  
最低値   最高値   平均値   （nGy／い   

平成3年  4月   8．8   13．0   9．5   50   

5月   8．7   13．7   9．5   51   

6月   8．7   16．0   9．6   50   

7月   8．3   15．5   9．5   56   

8月   8．6   12．4   9．3   53   

9月   8．7   12．3   9．6   48   

10月   8．9   11．9   9．7   53   

11月   8．9   14．9   9．7   51   

12月   8．8   17．0   9．8   51   

平成4年  1月   8．9   17．0   9．7   46   

2月   8．7   13．1   9．7   48   

3月   8．3   14．7   9．6   51   

年  間  値   8．3   17．0   9．6   46 ～ 56   

前年度主での過去3年間の値   7．2  20．2   9．4   44 ・｝ 56   
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Ⅴ－5  秋日∃県‘こおらナ・る放射台巨諷圃査  

秋田県衛生科学研究所  

村上恭子 武藤倫子 佐々木貴子  

1．緒 言  

平成3年度（平成3年4月～4年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県におけ   

る環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水（蛇口水、淡水）、土壌（今年度から採取地を変更）、農  

畜産物（精米、ダイコン、キャベツ、牛乳）、水産生物（コイ、タイ）、日常食及び  

空間線量率（モニタリングポスト、サーベイメータによる）。   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成3  

年度）」、「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」、「放射性ストロンチウム分  

析法（昭和52年）」、「ゲルマニウム半導休検出器を用いた機器分析法（平成2年  

改定）」等に準じた。   

（3）測定装置  

①低バックグランド自動測定装置 ：Alo k a L B C－451型  

（ヨシンチレpションサーベイメp夕：Alo k a TC S－121型  

（診モニタリングポスト  ：Alo k a MAR－R－42型  
④ゲルマニウム半導休検出器付波高分析装置：SEIKO EG＆G MCA －7800型  

O R T E C G EM－15180－P   
（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の降水量は2208．3mm、定時採水  

の測定回数が166回、1月当りの全β放射能濃度は N．D～6．8Bqで、昨年とほぼ同  

じであった。しかし、年間捻放射性降下量は1km2 当り2893．5日Bq と、昨年度の約  

2．8倍であった。これは、梅雨が長く降水量も多かったことに加え、年間を通じて  

月平均の降下量が増加したためと思わる。  

②放射化学分析による90Srとゲルマニウム検出器による1＝c sの測定結果を表Ⅲ、  

表Ⅳに示した。各試料に於いて異常値を示したものはなかった。  

③牛乳中の ■＝Ⅰの分析結果を表Ⅲに示した。6回の測定に於いてすべて検出限界以  

下であった。  

④空間線量率の結果を表Vに示した。年間を通じてモニタリングポスト、サーベイメ  

ータによる測定で異常値は記録されなかった。  

3．結語  

放射性降下量が昨年より高い値を示した以外は、各試料全般について異常値は認められ  

ず、前年とはぼ同様の低レベルで推移した。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の 定時採取  （定時降水）  
採 取  

降水t  放射能濃度（叫／β）  月間降下土  
年 月  

（¶■）              （HBq／kt㍉）    測定致  最低値  最高値   

平成3年 4月  122．2   M．D   6．8   220   

5月  126．3   N．D   5．2   170   

6月  174．0   Ⅳ．D   3．7   340   

7月  451．9   17   N．D   4．6   470   

8月  164．8   10   軋D   6．7   180   

9月  157．4   軋D   4．8   110   

10月  239．4   19   軋D   4．6   310   

11月  260．2   14   N．D   4．3   330   

12月  1Z7．Z   18   N．D   3．7   260   

平成3年 1月  154．6   15   N．D   4．3   210   

2月  1Z3．6   17   N．D   5．7   210   

3月  106．7   14   Ⅳ．D   3．1   

年   間  値  ZZO8．3  166   N．D   6．8   61′・－′ 470   

前年度主での過去3年間の値   449   N．D   8．0   N．tン〉 310   

□ 放射化学分析括果  

採取  90Sr  
試 料 名  検 体鞍  単 位  

年月  最 低 値  最 高 値  過去の値   

12．8  5．5 ′｝53．0  Bq／kg乾土  
土  

0．37  0．Z ～ 2．1  G8q／k■lt  

9．20  7．7 ～Z5．0  8q／kg乾土  
増   

1．38  1．1～ 2．7  G8q／k■2   

穀類（精米）   3年11月   0．05  N．D ～ 0．08  Bq／kg精米   

野  大  根  3年10 月   0．27  0．Z8′〉 0．36   

8q／kg生   
菜  キャベツ  3年10 月   0．33  0．28′｝ 0．48   

牛   乳   3年8，12月   2   0．057   0．07Z   N，D ′、ノ 0．06  Bq／丘   

淡水産生物（コイ）   3年 8月   2．48  1．2 ～ 2．8  Bq／kg生   

日  3年7，11月   2   0．09   0、12   N．D ～ 0．24   
常  8q／人・日  
食   3年7，11月   2   0．06   0．11   N．D ′、ノ 0．20   

海産生物けイ）   3年 8 月   0．07  N．D   Bq／kg生   

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値  

皿 牛乳中の11■Ⅰ分析結果  

採  取  場  所  秋 田 市  秋 田 市  秋 田 市  秋 田 市  秋 田 市  秋 田 市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  3、4、18  3、8、18  3、8、ZZ  3、10、Zg  3、12、11  4、Z、4  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／月）  N．D   N．D   N．D   N．p   N，D   N．D   N．D   N．D   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

検  前年度まで  
117Cs  過去3年間の値   その他の検出された   単 位  

試 科 名   採取場所  採 取 年 月   体  
人工放射性接種  

致                    最∵低 値  最 高 値  最 低値  最 高値   

降 下 物   秋 田 市  4月～3 月   N．D   0．014  N．D   0．14  HBq／kl㍉   

陸  蛇：□ 水  秋 田 市  3年 7月12月  2   N，D  N．D  

mBq／月   

水  淡  水  秋 田 市  3年 7月12月  ロ   0．65  0．55   

63  41  120  Bq／kg章乞土  
0－ 5cl■  河 辺 町  3年 9月  ロ  

土  1．6  1．5  3．7  GBq／kl12  

壌  42  16  120  Bq／kg乾土  
5－20c11   〝   3年 9日  

8．0  2．3   15  G8q／kl㍉   

相  米   秋 田 市  3年11月  N．D  M．D   0．09  8q／kg精米   

野  大  根  秋 田 市  3年11月  N．D  0．04  0．36  

Bq／kg生   
菜  キャベツ   〝   3年11月  0．06  0．05  0．33   

牛  乳   秋 田 市  3年8月12月  2  0．05  0．06   N．D   0．30  8q／ゼ   

湧水産生物（コイ）   秋 田 市  3年 7月  0．23  0．40  0．90  Bq／kg生   

秋 田 市  3年7月11月  2  0．08  0．28   0．11  0．34  
日 常 食  Bq／人・日  

大 曲 市  3年 7月11月  2  0．13  0．17   N．D   0．10   

海産生物（，イ）   男 鹿市  3年8月  ロ   0．18  0．23  0．23  8q／kg生   

V 空間放射綿量率測定結果  

モニタリ ングポスト （cps）    サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／吊   

平成3年  4月   13．6   15．6   14．3   66．3   

5月   13．5   15．9   14．5   64．3   

6月   13．7   16．0   14．5   55．0   

7月   13．7   16．1   14．5   65．3   

8月   13．8   15．7   14．5   6Z．7   

9月   13．9   15．5   14，5   59．9   

10月   13．8   16．5   14，7   61．5   

11月   13．9   17．4   15．0   68．1   

12月   13．8   16．7   14．8   88．2   

4年  1月   13．7   16．5   14．7   6l．7   

2月   12．8   15．9   13．8   65．6   

3月   13．7   15．9   14．5   55．0   

年  間  値   12．8   17．4   15．0   55，0～ 68．2   

前年度重での過去3年間の値  10．5   35．0   14．5   54．レー 88．7   
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Ⅴ－6 山 ヲ診 県iこ おiナ る 放 射 骨旨 調 査  

山形県祉生研究所  

笠原 義正  

1 緒言  

平成3年皮に山形県が実施した科学技術庁委託環墳放射能水準調査結果   

の概要を報告する．  

2 調査の概要  

（1）納査対象  

降水の全β放射能および降下物，陸水（上水），土軋 滞米，野菜，牛   

乳，日常食，海産生物（魚慰し．貝類，海藻煎）の各々γ放射他，並びに   

サーベイメータ，モニタリングポストによる空間‖泉皇串を測定した．  

（2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測薙及び空洞‖泉羞串の制定は，科学   

技術庁綿『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和   

51年）』，F ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年）』   

及び平成3年度放射能測定調査委耗実施計画書により行った．  

（3）測定装置  

各種試料の全P放射能の測定はGM計数装置（Alokan，TDC－103），   

γ線の軋定はGe半導体検出器（セイコーEG＆G臥 ORTEC GEM15180），   

空間線量の刺走はシンチレーションサーベイメータ（Aloka臥 TCS－131）   

及びモニタリングポスト川loka軌 MAR－11）を使用した．   

（4）調査結果  

全β放射能測定轄果を表Ⅰに示した．定時降水試料申の全β放射能   

調査結果を表Ⅱに示し．た．Ge半導体検出辞による核種分析調査結果を   

表Ⅴに示した．空間織豊串紺定結束を表Ⅶに示した．  

3 結括  
平成3年度の山形県の環境放射能レベルは的年度の本県における放射能   

レベルと同程度であった．  
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l全ベータ放射抽綱査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで遇去3年間の協  
試  料  名   採取場所  採取年月  体敷  単 位  

最高せ   

大気浮遊じん  舶q／■J   

降下物  山形市  【．D   33   【的／k■～   

上水 源 水  
塵  

蛇口水  山形市  N．D   H．D  Bq／1  
水  

淡 水  

0．74  8q／g乾土  

0・－5cIl   山形市  
土  Z70DO  H8q／k■2  

■  0．52  Bq／g乾土  
5～20cq  山形市  

69000  【8q／k■2   

精米  山形市  0．022  Bq／g精米   

野  山形市  0．059   
8q／g生  

菜   0．14   

茶  8q／古生   

牛乳  山形市  48   8q／1   

淡水産生物  8q／g生   

日鹿央  山形市  35   Bq／人・日   

海水  れBq／1   

瀬庭土  Bq／g乾土   

淘  酒田市  0．14   
産  

生  酒田市  Bq／g生  
物   
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時陣水試料中の全β放射能掬査結果  

降 水 の 荏 時 採 取  （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

陣水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）    月間降下量  
年月  （MBq／kn～）   （MBq／k爪2）  

（爪m）  測定敷  最低値  最高値   

平成3年 4月   18．Z   7   N．D   N．D   N．D  

5月   6Z．5   M．D   M．D   N．D  

6月  102．9   N．D   N．D   N．D  

7月  31Z．8   M．D   N．D   N．D  

8月  192．6   N．D   N．D   N．D  

9月  108．Z   N．D   N．D   N，D  

10月  273．2   10   N．D   N．D   N．D  

11月   76．9   9   N．D   N．D   N．D  

12月   28．1   7 N．D   M．D   M．D  

平成4年1月   57．9   N．D   N．D   N．D  

2月   36．1   N．D   N．D   N．D  

3月   79．6   8   M．D   N．D   N．D  

年 間 鳩  1349．0   116   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の個   360   N．D   N．D  N．D  N．D ～33   
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Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  ＝sr  IIIc5  単  位  
試 料 名  検体数  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

降下物  H8qルn才   

陸7k（上7k）  mbq／‘   

Bq／kg乾土  

土  
H8q／km才  

BqルE乾土  
壊   

lt8q／血2   

穀類（精米）  8q／kg精米   

野菜類  Bq／kg生   

茶  8q／kg乾物   

牛乳  的／ゼ   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  Bq／人・日   

海水  m8q／ゼ   

海  

産  
Bq／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ヶ年間の偵。  

Ⅳ 牛乳中の‖1】分析桔果  

’ ：l－  ＿ニ  ・  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  最低値  最高値   

放射能凛度（8q／‘）  
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V ゲルマニウム半導体娩出腑による機種分析測定柵査結果  

＝Hc＄  前年度まで   モの他検川きれた  

就  科  名   採取場所  採取年月  検体歎  過去3年Ⅷの値    人工放射性核種  単 位  

最低値  最高値  最低値  最＃憾   

大気浮遊じん   山形市  3．4′｝4．3  M，D  0．018  N．D  0．020  Rllq／血？   

陣下物  山形市  3．4～4．3  N．D  0．080  N．D  0．20  【nq／k■2   

上水 疏 水  
陸  

舵u水  山形市  3．5，12    M．D   M．D   M．D   N．D  鴫uq／1  

水  

淡 水  

25   27   37  Bq／kよ範士  

0～5cll  山形市  3．7   
土  1000  1500  1800  MDq八川と  

登  2．5   2．6   6．7  8q／kg乾土  

5′〉20cll  山形市  3．7   
260   ZgO   870  Mllq／k12   

精米  山形市  3．11   M．D   M．D   M．D  Bq／kg精米   

野  山形市  3．10   0．031  N．D   N．D  
Bq／kg生  

粟   N．D   M．D   N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  山形市  3．8，4．2  2   M．D   N．D   M．D   M．D  Bq／1   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  山形市  3．6，11  4  0．039  0．098  H．D  0．12  Bq／人・日   

海水  mbq／1   

海底土  Bq／kg乾土   

淘  酒田市  3．6   0．079  M．D  0．081  
虔  

生  酒田市  3．6   M．D・  0．078  0．11  的／kg生  
物   

Ⅵ ウラン分析結果  

拭 科 名  採取場所  採取年月日  ウラン凛庇    舶の値単位   

河 川 水  

海   水  

土   壌  

河 鹿 土  噂／k8乾土  

海 底 土  

海産生物          ‥・ 叩／kg生  
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Ⅶ 空間放射株主草刈走結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  
測  連  年  月  

最低個  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 3 年 4月   11．5   16．5   1Z．5   63．84   

5月   11．5   16．5   1Z．6   64．97   

8月   11．5   17．5   12．6   82．53   

7月   11．5   18．5   12．6   67．35   

8月   10．5   15．0   12．4   64．50   

9月   11．5   15．0   12．6   65．31   

10月   11．5   22．5   12．6   61．54   

11月   11．5   18．0   12．9   64．57   

12月   11．5   21．5   13．0   63，38   

平成 4年1月   11．5   19．0   1Z．9   60．60   

2月   10．5   18．5   12．7   64．84   

3月   11．0   16．0   1Z．6   65．73   

年  間  値   10．5   22．5   1Z．7   60．60′・・■ 67．35   

前年度までの過去3年間の値  10．0   25．5   12．7   51．80 ～ 75．68   
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Ⅴ－7 福島県Iこおlナ■る放射曾巨肺亜  

福島県原子力センター  

佐霹 魁鑓 愛慕 連泊 柳沼 和文  

持ち守 良彦 蛭田 真史 小迫ゆかり  

1．藷書   

中戌3年度に霜鳥県が乗馬した科学技術庁委託環儀放射能水準加重堵兼を報告する。  

2．桝査の概要  

（1）偶査対♯   

①核種分析‥・大気浮遊じん、降下物、陸水（上水、洪水）、土壌（陸士）、精白米、野菜（大境、ほうれん革）  

牛乳（市販乳）、淡水産生物（蛙）、日常食、海水、海底土、海産生物（アイナメ）。  

［福島市、相馬市、大熊町］   

②＝‖Ⅰ分析‥牛乳（原乳）［大熊町］   

③全β放射能‥定時降水［大熊町］   

⑥垂間線量申．．モニタリングポスト、サーベイメータ［大熊町】  

（2）測定方法   

①核種分析は、直接、または450℃で灰化し、ゲルマニウム半導体検出需で測虔した．   

⑧牛乳申のlきlI分析は、直接ゲルマニウム半導体検出需で劃尭した．   

③全β放射能測定は、科学技術庁マニュアルに従った．   

⑥空間練磨＃は、垂紀綱査実施要領に従った。  

（3）所査結果  

①環境試料申の核種濃度については、＝＝cきが、大気浮遊じん、挿下物、淡水、陸士、牛乳（市販乳）、鰹、日常食、   

海底土、アイナメから検出された。  

⑧牛乳（原乳）中の＝＝Ⅰについては、検出きれなかった．  

⑧雨水申の全β放射能濃度にっては、検出されなかった．  

㊨空脚線i率については、モニタリンボストが33～55nGy／h（年間平均償41nGy／b）の艇囲で、サーベ   

イメータが43．3－51．5nGy／b（年間平均傭47．3nGy／h）の範囲で、前年度と同程度であった。  

a．結語   

平成3年虔の福島県の環境放射能濃度、空間線量串欄例年と河程度であった。  
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義一1ゲルマニウム半導体検出需による機種分析測定結果  

採取  検  137cs  前年度まで過去  

試 料 名  取  体  2年何の価  検出され  単 位  

年  数  た人工放  

場所   射性核種          最低憎  最1債  最低値  最萬債   

大丸浮避じん   大熊町  四半期  4  0．007  mBq／m3   

降下物  大熊町  毎月  12  0．11  0．22  MBq／Km2   

陸  
（蛇口水）   3．12  2  mBq／£  

水   1．0   0．34  0．82  mBq／タ   

土  22．0   5．7  14．2  Bq／Kg寧乞土  
1  

（0～5q）   720   177   313  MBq／Ⅹm2  

犠   7．3  3．86  Bq／Ⅹg事乞土  
1  

（5～20q■）   462  164  MBq／Ⅹm2   

菅   米   福島市  3．12  1  Bq／Ⅹg精米   

野  B（l／Ⅹg生  

兼   Bq／Ⅹ畠生   

牛 乳  
（市販乳）  4．2  2  0．04  Bq／ク   

淡水産生物  
（鮭）  福島市  3．g  1  0．12   0．18  0．21  Bq／Ⅹg生   

福島市  3．6  
3．12  2  0．07  0．33   0．05  0．105  

日 常 食  Bq／人・日  

大熊町  3．6  
3．12  2  0．13  0．14   0．03  0．08  

海   水   相馬市  3．8  1  mBq／靂   

海 底 土   相席市  3．8  1  0．㌘   0．04  0．44  Bq／Ⅹg乾土   

海産生物  
（アイナメ）   相鳥市  3．8  1  0．28   0．158  0．17  Bq／Ⅹg生  

（注）「－」は検出きれす。  

義一2年乳の＝‖Ⅰ分析結集  

採取場所   大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  前年度まで  
大 野  大 野  大 野  大 野  大 野  大 野  過去3年間の債   

採敢年月日  3．4．18  3．6．20  3．8．29  3．10．30  4．2．20  4．3．11  最低償   最萬債   

放射線濃度  
（Bq／ク）  

（注）「－」は検出きれす．  
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義一3建時降水掛申の全β放射能測走結兼  

採  東   降水量   
降水の走時採取（定時降水）  

放射他ホよ（Bq／‖   
月間降下量  

年  月   （mm）  
測定数   ・一事 ＝二   ．一・三   

（MBq／Km2）  

平成3年4月   59   7  

5月   35   8  

6月   256   12  

7月   308   18  

8月   498   15  

9月   550   13  

10月   587   13  

11月   59   4  

12月   19   2  

平成4年1月   36   6  

2月   20   4  

3月   181   11  

年 間 価   2608   113  

前年度までの過去3年間の億  

（注）「－」は検出きれず。   

義一4空間放出線土中紺建結果  

測定 年 月   
モ言タリングポスト（nGy／b）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成3年 4月   40   51   41   49．6   

5月   40   51   42   51．5   

6月   39   49   41   47．5   

7月   39   53   41   44．8   

8月   39   52   41   44．0   

9月   40   49   42   48．7   

10月   40   50   42   45．7   

11月   39   49   42   48．2   

12月   40   55   41   43．3   

平成4年 1月   40   54   41   47．2   

2月   33   53   40   49．6   

3月   40   54   42   47．5   

年   間   せ   33   55   41   43，3 ～・  51．5   

前年度までの過去3年仰の債  30  67  43  48．0 ′〉 63．7  
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Ⅴ－8  茨城県における放射能調査  

茨城県公害技硝センター  

平井保夫 田辺芳次 絹本和子  

三好隆 江博一弘 市村雄一  

高橋武夫 江原孝  

1 緒 書   

平成三年度に茨城県で実施した科学技硝庁委託の環境放射能鍋査の結果について報告する．  

2 鯛査結果の概要  

1）調査の対鎮   

定時降水，降下物，大気浮遊じん，陸水（蛇口水，淡水），農畜産物（精米，大根，ホウレン   

草，原乳，市版乳），日常食，土壌，水産生物（コイ，シラス），海水，海底土及び空間線虫犀   

2）測定方法   

試料の前処理，全β放射能測建及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアルに従って実   

施した．   

使用した測定串は，全β放射能はGM計数儲眉，核種の測走は低バッググラウンドガスフロー   

型β線計数装置，及びゲルマニウム半導体検出群，空間線量嘩は車載エリアモニター（NaI   

（Tl））である。   

3）測定結果  

（1）建時降水の全β放射能をⅠに示す．特に異常値は舐められない。  

（2）90Sr及び137csの放射化学分析将兵をⅢに示す。いずれも例年とほぼ同様のレベルであっ  

た。  

（3）原乳申の131Ⅰの分析結束をⅢに示す。全訳料検出限界以下である。  

（4）ゲルマニウム半導体検出捌こよる核種分析結果をⅣに示す。137csはほとんど検出限界以下   

であり，検出された降下物，水産生物，日常食及び海底土は前年度とほぼ同レベルである。   

土壌は前年度と比較して減少している。また，その他の人工放射性核種は検出されなかった。  

（5）空間放射線真率をⅤに示す。特に異常値は踏められない。  

3 楷 綺   

平成三年度の環境中の放射能濃度は，例年とほぼ同じレベルである。  
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」牒 （採叔場所：水戸市）   

採淑年月  降水量  放射能濁度（Bq／夏）   月間降下量  

（mm）  測走数 最低値 最高値 （MBq／Km2）  
平成3年 4月  70．5  

5月  85．0  

6月 191．5  

7月   89．0  

8月 185．0  

9月  450．0  

10月  444．0  

11月 101．0  

12月  28．0  
平成4年1月  75．0  

2月  1．5  

3月 156．0  

6  N．D N．D  N．D  

lO  N．D N．D  N．D  

9  N．D M．D  N．D  

12  

10  

13  

10  

3  

6  

7  

3  

18  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．D   3．3  4．O  

N．D N．D  N．D  

M．D l．8  14．2  

年  間  値1，876．5   107  N．D  3．3   N．D～14．2  
前年度までの過去3年間の偵  311  N．D  2．3  N．D～28  

Ⅲ 放射化学分析結果  

試料名採取検体数  90S r  137cs  単 位  

年月  最低最高 過去の偶  最低 最高  過去の惜   

大 根 3．11  

ホウレン草 ／／  

0．110．093～0．24  M．D O．008～0．038 Bq／Kg生  

0．20 0．14～0．24  N．D O．042′～0．073  ／／  

市版乳8・2月  2 0．OZ90．0340．028～0．064 N．D O．022 0．015～0．068 Bq／夏  

コ イ 3．4 1  0．0300．017～0．040  0．72 0．30～0．85 Bq／Kg生  

シ ラ ス 3．5 1  N．D N．D ～0．019  0．11 0．098～0．12   ／／  

海 水 3．7 1  4．1 2．7 ～6．9  N・D l．2～3．Z mBq／史  

過去の偲は、前年度までの過去3カ年間の侶。  

Ⅲ即  

採取場所  水 戸 市 見 川  過去3年間の侶  

採取年月日 3．4．16 3．7．25 3．9．24 3．10．23 4．1．13 4．3．31最低値最高偶  

放射能濃度  

（Bq／9）   N．D N．D N．D  N．D N．D N．D N．D M．D  
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Ⅳ‡ゲルマニウム半導体娩出掛こよる核種分析測定調査結果  
採取 検  137cs  前年度まで その他検出 単 位  

試料名 採取場所  体  過去3年間の催された人工  

年月 数 最低値 最高値最低値 最高値放射性核種  

大気浮遊じん水戸市1回／3カ月 4  N．D N．D N．D  N．D  mBq／m3  

N．D O．11 N．D O．10  〃Bq／k爪2  降 下 物   ／／ 1回／月12  

陸 蛇口水   ／／ 6月，12月 2  N．D N．D M．D  N．D  mBq／史  

水 淡 水 詔ケ淵 3．5 1  N．D N．D  l．5  

47  56  120  Bq／kg乾  0－5cm 東海村  ／／   1  

2，700 2，300 5，600  MBq／km2  土  

3．8  5．7  22  8q／kg乾  墳 5－20cm   ／／   
／／  1  

220  660 1，600  MBq／km2  

精  米  水戸市 3．10  2  

大  根   ／／   3．11 1  

ホウレン草   ／／   
／／  1  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D O．060  

Bq／kg生  

N．D  

N．D  

原  乳   ／／ 8月，2月 Z  N．D N．D  N．D  

N．D N．D  M．D   

Bq／夏  

市版乳   ／／   ／／   2  

コ  イ  霞ケ浦 3．4  1  0．78 0．32  0．86  Bq／kg生  

シ ラ ス 大洗町沖 3．5  1  0．12 0．11 0．14  

日 常 食 水戸市 6月，12月 2 0．022 0．026  N．D O．12  Bq／人・日  

′′  東海村  ′′  2 0．024 0．OZ5  N．D N．D  

海  水 東淘村沖 3．7  1  N．D N．D  N．D  m的／史  

海 底 土   ′′  〝   1  0．35  N．D  N．D  Bq／kg乾  

y 空間放射線真率測定結束 

測定 年 月 モニタリングステーション（nGy／h） サーベイメータ  

最低値  最高値  平均個  （nGy／h）  

平成3年4月  39．5  

5月  39．4  

6月  39．4  

7月  40．2  

8月  40．8  

9月  40．5  

10月  40．9  

11月  41．2  

12月  41．3  

平成4年1月  41．0  

2月   35．7  

3月   40．8  

45  

45  

48  

45  

48  

48  

59  

55  

56  

57  

55  

56  

58．5  

59．9  

57．4  

66．5  

58．8  

50．2  

54．9  

52．7  

62．3  

66．1  

58．2  

60，0  

41．1  

41．4  

41．7  

43．4  

4Z．7  

42．4  

43．2  

42．9  

43．Z  

43．0  

42．2  

42．7  

年 間 偲  35．7  68．5  42．5  45～59  

過去3年間の偲  43～57  

測定地点：水戸市  
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Ⅴ－9 栃木県iこ おlナ る 放貞寸禽巳胴 査  

栃木県公嘗研究所  

大気瀬音部 吉沢朋子  

渡辺美知子  

1．緒 言  

平成3年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査について、その括果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

大気浮遊塵、降下物（定時降水及び月間降下物）、上水（蛇口水）、農作物（米、大損、白菜）、  

牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線量率測定である。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「平成3年度放射能調査委託計画書」に基づき行った。全β放射能、γ   

繰核種分析、空間線呈率は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルに準じて行った。  

（3）測定装置   

a 全β放射能   

b γ線核種分析  

全βGM自動測定装置（アロカJDC－163型）  

Ge半導体核種分析装置（キャンベラGC1518型 Hp－Ge検出器シ7）－  

ズ95MCA8Ⅹch）   

c 空別線塁率  NaI（Tl）シンチレ→シt7ンサーベイメータ（アロカTCS－131型）  

モニタリングポスト（アロカMAR－11型）  

（4）調査結果   

a 全β放射能調査  定時降水の全β放射能調査枯乗を表Ⅲに示した。年間78検体申の6検体か  

ら検出された。   

b γ線核種分析調査 測定結果を表Vに示した。降下物、土壌、白菜からl”c sが検出されたが、  

いずれも前年度と同程度で異常値はなかった。   

c 空間線呈率調査  測定括果を表Ⅶに示した。サーベイメータ、モニタリングポストの結果とも  

はぼ一定の水準で推移した。  

3．括 酒   

客槌環境試料中の放射能洩度は、前年度までの調査結果とほぼ同程度で、全般に低レベルで推移して   

おり異常は舐められなかった。  
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能鋼査結果（平成3年度）  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 降 水）  

採 取 年 月  降 水 皇（＝）  射  能  濃  月間降下最  
（MBq／k12）  

測  定  歎  最  低  値  最  高  値   

3年 4月   75．5   5（ 0）   N．D   N．D   N．D   

5月   71．8   8（1）   〃   2．43   8．02   

6月   226．8   12（2）   0．18   8．42   

7月   207．6   12（1）   1．74   3．48   

8月   825．1   11（ 0）   〃   N．D   N．D   

8月   328．9   11（1）   0．21   1．38   

10月   320．4   8（ 0）   N．D   N．D   

11月   74．6   4（ 0）   N．D   N．D   

12月   22．9   1（ 0）   〃   N．D   N．D   

4年 1月   40．9   5（1）   〃   0．21   1．14   

2月   0．1   0（ 0）  

3月   134．7   13（1）   〝   0．18   0．50   

年  間  値  1828．3   78（ 6）   〝   2．43   N．D～8．4   

前年度までの過去3年間値   298（36）   3．48   N．D～184   

Ⅶ 空 間 放 射 鞍 皇 革 測 定 括 果（平成3年度）  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト（nGy／又はcps）  
採   取   年   月  サーベイメータ   

最   低   値  最   高   値  平   均   値   （nGy／h）  

3年 4月   12．6   17．4   13．6   58   

5月   12．6   18．0   13．5   49   

6月   12．6   20．7   13．7   44   

7月   12．3   20．4   13．5   55   

8月   12．6   18．5   13．4   48   

8月   12一．3   16．2   13．6   49   

10月   12．6   16．2   13．2   49   

11月   12．6   18．2   14．0   50   

12月   12．8   18．0   14．2   45   

4年 1月   12．8   18．5   14．1   52   

2月   12．6   17．1   13．8   50   

3月   12．6   1g．2   13．9   50   

年  間  値   12．3   20．7   13．7   44－58   

前年度までの過去3年間の値   11．7   23．7   18．8   50～5g   
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V ゲルマニウム半導体検出掛こよる核租分析測定調査措果（平成3年庇）  

採  
拭 科 名   採取場所   取  即  位  

年  
月   ・1・ 朋■■睦  ！i一  ‘  l  最 低 値  症■■■に．  ！   

大気浮遮個   宇都宮市  さ、4  4   N．D   N．D   N．D  （l．4士0．28）   
■－4、さ  ×10■）   

降 下 物   〃   3、3  N．D  0．16士0．04   N．D  0．16士0．037  H8q／k■2   
～4、2   

陸水蛇口水  〝   3、6．12  2   N．D   N．D   N．D  0．28士0．056  ■8q／1   

土  89土5．6   26士1．4   45士l．3  8q／一書乾土  

（2．2土0．14）   900士2（；   H8q／k■2  
×10l   

22士l．8  4．1士0．81   14士0，39  8q／k書陀土  
5－20叩   〃   3、7   

（1．8土0．13）   290土19   

域   
H8qパ■2   

×103   

摺   米   宇都宮印  3、11   N．D   N．D  0．19土0．027  Dq／k■捕米   

野  〃   3、1l   N．D   N．D   N．D  8qパ■鑓  

粟   3、11   0．0仙士0．012  N．D   N．D   

年   乳   西郷視野町  3、8  2  N．D   N．D   N．D  0．12士0．026  Bq／1   
4、2  

日 常 食   宇都宮市他  8、8．12  4  N．D   N．D   N．D  0．18士0．016  8q／人・目   
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Ⅴ－10 群．鴇県iこおIナ る放射令旨脚査  

群馬県衛生環境研究所  

石村典元  村山幾代  

叫田好孝   秋山重太郎  

1．経 書  

群馬県では、平成2年度後期より科学技術庁委託による環境放射能加套を脚始した．  

平成3年度に群点県で実施した紳査の結果について報告する。  

2．荊査の概要  

（1） 綿査対象  

ア 定時降水の全β放射能  

イ 大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（上水）・精米・牛乳・野菜難（大根・ほうれん草）  

日常食のG e核種分析  

ウ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量申  

（2） 測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測建榊査委託実施計画書（平成3年）」に基づき行った。  

全β放射能及びγ線核種分析は、科学技楠庁放射能測定法マニュアルに準じて行った。  

（3） 測連装青   

ア 全β放射能   

イ  γ線核種分析  

り 空間線量串  

GM自動測定装置（アロカ JDC－183）  

G e半導体核種分析♯置（東芝 IGC1819S）  

モニタリングポスト（アロカ 【AR－15）  

NaI（Tl）シンルーシコントヘーり－，（アロカ TCS－151）  

（4） 析査轄果   

ア 全β放射純   

イ  γ線核種分析   

り 空間線量串  

定時降水申の全β放射能測定結果を1に示す。  

測定楷果をⅢに示す。  

測定結果をⅢに示す。  

3．桔 縛  

各種環境試料申の放射能濃度は前年度とほぼ同程度で、とくに異常な値は隠められなかった。  
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Ⅰ 定時降水試料申の全β放射能爛査結果  

降水の定時採取 （走時挿水）  

採取年月   降水量  放射能濃度 （8q／¢）  月間降下羞  

（mm）  湘建敷   最低値   最高値   （MBq／kれ2）   

平成 3年 4月   9 9．5   5  N．D   N．D   

5月   5 2．0   4  M．D   N．D   

「】】一】 H  

6月   111．5   10   N．D   2．5   7．0   

7月   119．0   12  M．D   N．D   

∃  

8月   316．5   12  【．D   N．D   

9月   20 5．0   11  M．D   N．D   

10月   312．0   11  M．D   M．D   

11月   3 0．5   2  N．D   N．D   

12月   16．5   1  【．D   M．D   

平成 4年1月  21．0   3  N．D   M．D   

【            2月   10．5   1  
N．D   M．D   

L  

3月  121．5  8  M．D   M．D   

年間偶  1415・5  8 0  H 】   

前年度までの過去3年間の他  12  M．D  M．D         N．D  臼  N．D   
N．D：検出されず（計数値がその計数紋差の3倍未満）  
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打 ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定細萱結集  

検  tうTCs  齢年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採取年月   体 数  
過去3年間の偲    検出された  

人工放射性  

最低値  最高値  最低値  二ご三．1主   核種   

吾凱ん   前橋市  3．4～ 4．3  ロ  N．D  N．D  n恥／m℡   

彗降下物   前橋市  3．4′｝  N．D  0．20±  【Bq／k爪2   

4．3   0．021  0．024  

陵  M．D  N．D  れBq／e   

水   4．3   

0～ 5cll  前橋市  3．る  2．2±0．27  3．4±0．33  Bq／kg乾土  

土  1ZZ±14．8  176±17．4  MBq／k¶2  

執  Z．1±0．29  2．2±0．31  土  

282±38．1  308±43．3  

精 米  
前橋市  3．11  N．D  M．D  B。／kg精米  

大  根  前橋市  3．11  0．018±  M．D  

0．0047  

Bq／kg生  

ホウレン草  前絹市  3．11  0．Og7±  0．071±  

0．015  0．0095  

乳   官士見村  3．8  M，D  N．D  Bq／聖   

4．2   

日常食  前橋市  3．7，12  ロ  0．033±  0．083±  0．044±  0．11±  Bq／人・日  

中之条町  0．0056  0．0088  0．0084  0．013   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍兼袖）  
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Ⅲ 空間放射線真申測建結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

動産年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 3年 4月   9． 6   14．1   10． 3   5 5．1   

5月   9．6   14．1   10．2   6 0．0   

6月   9． 6   18． 8   10． 5   5 5．7   

7月   9． 6   17． 5   10． 5   5 6．8   

8月   9．1   15．1   10．2   54．3   

9月   9．4   13． 7   10． 3   5 9． 2   

「 1。月   9． 5   13． 5   10．4   5 5． 6   

「11月 ”   9．9   13．6   10． 6   5 0．1   

12月   10．0   14．9   10．8   5 3．7   

4年 1月   9． 9   14．0   10．8   5 2．4   

2月   9．8   15．5   10．6   5 2．4   

1  

3月   9．8   15． 5   10． 6   5・1．4   

年間伯   9．1   18．8   10．5   50．1～60．0   

前年度までの  

過去3年間の侶   9．8   15．9   10．7   54．1～5 7．3   
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Ⅴ－11 埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 三宅定明 白石葉子 小澤消明  

1緒 言   

平成3年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、日常食、農畜産物、海水魚、空間線量。  
（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976，改訂）」、「放射   

性セシウム分析法（1976，改訂）」、「放射性ス川ンチウム分析法（1983，改訂）」、「Nal（Tl）シンチレーションスイ   

クトロメータ機器分析法（1974）」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメ   

トリー（1990）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  GM計数装置：Aloka TDC－103，Aloka TDC－105  

核種分析  ローハ一ツクダランド姉ンクー：Aloka LBC－451  

NaI（Tl）シンチいションスイク川メータ：hンへ‘ラ製シリース′20  

Ge検出器：Ⅲ＆G ORTEC GEM－151別トP  

波高分析器：SE川0臨G MCA7800  

シンチレーションサイィメイ：Aloka TCS－121C  空間線量  

モニタリングポスト：MAR－15  

（4）調査結果   

イ 全ベータ測定結果  

（イ）上水・土壌・食品については、異常値は認められなかった（表Ⅰ）。   

（ロ）定時降水については、異常傾は認められなかった（表11）。また、大型水盤によ  

る月間降下物は全て検出限界以下であった（表1り。   

ロ 放射化学分析結果  

（イ）月間降下物の分析結果については、異常値は認められなかった（蓑III）。  

（ロ）その他の試料についても異常値は認められなかった（表ⅠⅠⅠ）。   

ハ 牛乳のヨウ素－131分析結果  

全試料（6検体）が検出限界以下であった（表Ⅳ）。   

ニ ゲルマニウム半導イ本検出器による核種分析結果  

降下物及び上水について分析を行った。セシウムー137は検出されなかった（表V）。   

ホ 空間放射線皇軍の測定結果  

サーベイメータによる空間放射線量牽は前年とほとんど同じで、異常値はなかった（  

表Ⅵ）。また、本年度からモニタリングポストによる測定を開始した。  

3 結語   

調査結果は前年度とほほ同程度の値を示し、とくに異常値は認められなかった。  
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l食べ一夕放射能調査結果  

放射餞捕虜（含I【）   前年度まで遇去3年間の値  

組名  採取場所   採取年月   検体数  単 位  
最低値  最高値   最低†卓   点高値   

大気浮遊じん  ■Bq／■〕   

時下物  浦和市   3．4～3．12   ND   ND   31．5  ㈹q／血2   

源 水  浦打l市   ND   ND   

蛇口水  浦和市   Nt）   8q／1  

汲 水  

0．2コ   0．27  Bq／g乾土  

0－5c帽  浦和硝   3．6  口    ND    0．13  
3．6，3．12    ND  ND  

7990   4100   7400  【Bq／h2  

l  

0．29   0．22   内座乾土  

陸 水  浦和市   3．8   l  
l  27880   11700   286DO  H8q／b2   

柑  米  浦和市   3．12   0．024   0．021   0．826  陶／g精米   

3．12   ロ  巨   0．029   0．047   0．867   

恥／g生  

3．12   0．22   8．15   0．20   

抒 菜  大 根  浦和市 淋【I市 円  3．6   0．56   D．58   0．47   0．63  B扉g蜘   

牛  乳  浦和市   3．8，4．2   45   恥／1   

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  浦種市   3．6．3．12   田  ⊇  57  」  46   75  Bq／人・日   

海水  

山       ■的／1 的／g乾土  ［垂   u u n           篭萱    浦和市  3．12  l  0．081   0．065  0．072  陶／g生  
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ll大型水盤による矧間降下物試料及び定時問水試料中の全β放射能調査結尾  

降水の定時採取（定時硝水）  大型水盤による月間時下物  

採取年月   放肘能濾度（8q／1）  

降水量 （m）               矧間降下量  月間時下璽       （㈹q／血2）  （脚研㌦）    損体数  最低値  最高値   平成3年4日  123．7   ロ ‖   皿  ND  ND   3．0   15．8   

7日   96．5   ND   2．6   5．0   ND   

8日   235．2   12   ND   Nt）   Nt）   ND   

9月   396．1   NP   ND   ND   Nl）   

四   

ー・【－一 」  

10月   4【臥4   ND   ND  ND  

11月   66．3   ND   2．0   3．5   

12日   14．6   Nt）   ND   N【）   り0 ；  

平成4年1月   37．7   ND   ND  

2日   48．5  ND   ND  

3月   176，1  ND  3．1  7．8  

年間個 1814．7  3．l  ND～15．8  Nt）   

前年度までの遇去3年間の値  5．3  ND一し30．g  ND－31．5  
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採取  ウ8Sr  

試料名  検体数  単 位  
年月  最低僧  最高値  過去の値   最僧侶  最高値  遇去の値   

降下物  3．4一－3．12  9  ND  0．12   ND～0．07  ND  0．04   ND～0．15  冊q／】Ⅶ2   

陸水（上水）   3．8，3．12  2．1   ND～2．8   ND   ND～0．33  mB扉1   

2．1一－2．6  7．9   9．9～11．8  

35～69  160～323  

1．ト1，3 0．8   0．38～1．5  

5－20c樗   3．8   

39．2～82  ㈹q／b2   

粒規（招米）  q．015～0．023  0．025   

ロ                      65 1．8      四           ロ       H ！           田   68～116   田  
0．014～0．028  Bq／短相米   

0．01～q．27   ND  ND   ND～0．019  Bq／也生   

巴  0．6  1－0   1．0 ～1．9   0．29  0．5丁   q．3（‡一－3．03  Bq′／短乾物   土 鳩  0－5（凛  3．8                                                                            3．12  l    ND           野菜翔   3．12  巴  0．01  0．13            ∴＋＋＋   3．6  
1▲乳  3．8，4．2    0．021  0．050   0．024～0．077  0．016  0．021  0．022一－0．12  Bq／1   

淡水産生物  mDq／短生   

日常食  

海水  糧8q／1   

海  

産  

恥佃生  

物   3．6  6  0．039  0．068  0．059～0．19  ND  ND  0．032～0．093  Bq／人・日                         】生   あじ  3．12  ロ    ND  ND～0．845   0．19  0．16～0．25  
N D  

ー150－   



V ゲJレマニウム半導体織出器による核種分析測定調査結果  

穐  前年度まで過去3年間の値   その他の検出された  

試料名  採取嘲所  採取年月   体  人工放射性核種   単 位  
数   最低値  最高値   

大気浮遊じん  中8q／■？   

降下物  浦相弔  4．1、4．3  ロ    ND  【8q／km2   

源 水  浦和市  3．12   Nl）  

陸  

蛇口水  mRq／1  

水  汲水  

Bq／g乾土  

土  
HBq／b2  

8q／g乾土  

壌   

憫q／b2  

米  的／g精米   

野  

莱   

茶  

牛  乳  

淡水産生物  

日常食  

H   

円  
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Ⅵ 空間放射辣毛筆測定結果  

モニタリングポスト（耶）  サーーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値   （鵬yル）  

平成3年 4月  

5月  

6日  

7日  

8日  

9日  

10日  

」  

平成4年1月  田   

2月   u   

3月  16．2   11．1   12，0   53   

年 間  偵   16．2   11．l   12．0   49～56   

前年度までの遇去3年例の値  50～64   
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Ⅴ－12 千 葉 県‘こお‘ナる放舅寸肯巨訂司査  

千葉県環境研究所   

井村 正之  

水上 稚義  

吉成 靖彦  

1．緒 言   

千葉県では、前年度にひさ続き平成3年度科学技術庁委託の環境放射能水準調査を実施したので、その   
結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源7K、蛇口水）・精米・牛乳・野菜類（   

大根、ホウレン草）・日常食・海水・海底土及び海産生物（ゴマサバ）の核種分析、サーベイメータ及び   
モニタリングポストによる空間繰塵率の判定。  

（2）測定方法   

試料の採取及び前処理は、「平成3年皮放射能測定調査委託実施計画書」に基づき行った。測定方法は  

科学技術庁絹の各種放射能測定法シリーズに基づいて行った。  

（3）測定装置   

a．全β放射能  GM式全β自動測定装置： アロカ JDC－163型   
b．γ繰核種分析  G e半導体検出器： ORTE C G EM－15180P  

波高分析装置 ： S EKO EG＆G MCA－7800型   
c．空間繰塵率  モニタリングポスト： アロカ MAR－15  

シンチレーショ．ン式サーベイメータ： アロカ T C S－151   

（4）調査結果   

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を真一1に示した。   

b．γ線核種分析調査 測定結果を表∵2に示した。   

c．空間線量率調査  測定結果を義一3に示した。  

3．結 語   

平成3年度の千葉県における調査結果は、いずれの項目とも低レベルで全ベータ放射能、空間放射線塁   
率について異常値はばめられず、ガンマ線核稲分析において、土壌・海底土・牛乳・海産生物からC s－  

137がわずかに検出されたが、特に異常値は認められなかった。  
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真一1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水量  放射能凛度（Bq／ク）  月間降下量  
年月  （¶M）  （HBq／km2）  

測定敷  最低値  最高値   

平成3年 4月   168．5   N．D   N．D   N．D   

5月   75．0   軋D   N．D   軋D   

6月   300．0   N．D   N．D   N．D   

7月   102．3   軋D   N．D   N．D   

8月  193・1 N．D  †しD  N．D   

9月   360．3   N．D  N．D  …  

10月   729．2   N．D   N．D   N．D   

11月   173．1   N．D   N．D   Ⅳ．D   

12月   48．5   N．D   N．D   N．D   

平成4年 1月   82．2   軋D  N・D  N．D   

2月   67．7   N．D   N．D   N．D   

3月   238．8   N．D   2．3   l．l   

年   間   値  2512．7   N．D   2，3   Ⅳ．D・－4．4   

前年度までの過去6ケ月間の値  N．D   N．D   N．D   
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
採取  t37cs  前年度まで  その他の検出された  

試 料 名   採取場所  体  過去6ケ月間の値    人工放射性核種   単 位  
年月  

歎                     最低個  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊しん   市原市  H3．ト4．3  ロ  N．D  軋D  N．D  N．D  円Bq／血1   

降下物  市原市  1t3．4－4．3    N．D  N．D  N．D  0．OgO  HBq／km2   

陸  N．D  

7k   蛇口水  市原市  胴．8．12  ロ  N．D  N．D  N．D  

0～ 5cM  市原市  H3．8   ‖ 2．4     2．T  
弓土  

ロ  N．D  N．D        ⅥBq／⊇ 持  
壌  N．D  1．3  Bq／kg乾土  

5一－20cll  市原市  H3．8   
N．D  180  HBq／k門2  

精米  千葉市  H3．9   N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  千葉市  H3．11   N．D  N．D  

Bq／kg生  

菜   N．D  N．D  

牛乳  八街市  H3．8．4．Z    N．D   0．08T   W．D  Bq／仝   

市原市  H3．6．12    N．D  N．D   0．07T  

。常食  Bq／人・目  

千倉町  H3．8．11    N．D  N．D  1  0．080  

海水  市原市  H3．8   軋D  N．D  nBq／史   

海底土  市原市  H3．8   4．0  4．4  Bq／kg乾土   

海産生物（］－マナハ’）   千倉町  H4．2   0．26  0．10  Bq／kg生   
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表一3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcp＄）    サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値  最高値  平均l値  （nGy／h）   

平成 3年  4 月   9．4   13．3   9．8   

5 月   9．3   13．8   9．g   

6 月   g，3   13．9   g．8   

7 月   9．2   13．5   9．8   

8 月   g．1   13．7   9．ち   

9 月   9．1   13．ち   g．7   

10 月   9．3   13．5   10．0   

11 月   9．3   14．ち   10．0   

12 月   9．4   16．5   10．1   

平成 4年  1 月   g．4   14．7   10．l   

2 月   9．3   18．0   g．8   

3 月   g．3   16．6   10．2   

年  間  値   9．1   18．8   g．g   50 ′〉 61   

前年度までの過去6ケ月間の値  9．4   19．6   10．2   51へ′ 61   
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Ⅰ 全ベータ放射絶調査結果  

検  前年度まで過去3年間の値 

試 料 名  採取場所  採取年月   体  単 位  

歎   最低値   最高値   

大気浮遊じん  】  mBq／m】   

降下物  新宿区  H．3／04～ 4／03  四  N．D   N．D   N．D   41   MBq／Kn盲   

陸 水  水 源 水  葛飾区  03／06，03／12  田  N．D   
N．D   N．D   

03／06，03／12  田  M，D  N．D  N．D   JBq／夏  

淡水   

0－ 5cm   葛飾区  03／06   0．57  0．41   0．42  bq／g乾土  

土  41，000  27，000   29，000  【Bq／K汀i  

萌  葛飾区  03／06   0．55  0．30  0．60  

，000  66，000   117，000   HBq／Kポ  

精 米  新宿区  03／10   0．020  0．02   0．03  Bq／g精米   

野  大 根   新宿区  03／11   0，06   0．10  Bq／g生  

菜  ホウレン草  森  03／11  ：，毒  0．16   0．23   

茶  

牛  八丈島  03／05，03／08  

03／12，04／02  田  旧  】 1   Bq／g生  

田  岳  田  乳  l   

淡水産生物  しBq／g生   

日常食  新宿区  03／06，03／12  田  43 ∃ 52  58  王Bq／人・日   

海水  

i毎底土  】Bq／g乾土   

海  0・09  0●11 

産  B。′g生  

生   

‖     M  

仁」0・107  札  

物  
j  
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能訴査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採菓  

降水量  放射能濃度（Bq／ク）  月間降下量  月間降下量  

年月  （MBq／K汀F）  （HBq／Kn子）  

（mm）                              測定歎  最低値  最高値   

平成3年   4月   107．1   N．D   N．D   N．D   N．D   

5月   79．2   N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   140．5   N．D   N．D   N．D   N．D   

7月   102．2   N．D   N．D   N．D   N．D   

8月   289．4   N．D   N．D   N．D   帖D   

9月   513．4   15  N．D   N．D   N．D   N．D   

10月   487．1   M．D   N．D   N．D   N．D   

11月   92．4   3  N．D   N．D   N．D   N．D   

12月   41．8   N．D   N．D   N．D   N．D   

平成4年  1月   81．0   5  N．D   N．D   N．D   N．D   

2月   9．6   M・D   N．D   N．D   N，D   

3月   ZO7．0   1．5N．D  N．D   N．D   N．D   

年  間  値   2150．7    N．D   N．D  N．D～M．D   N．D～N．D   

前年度まで3年間の侶   284  N．D   N．D  M．D～N．D   M．D～ 41   
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Ⅲ 放射化学分析結果  

試 料 名  採取年月  検体歎   9口Sr  1〇7cs  単 位  

最低値  最高値  過去の侶  最低値  最高値  過去の値   

降下物  3／4′〉4／3  MBq／Kn†   

陸水（上 水）   3／6，3／12   Bq／9   

0－ 5cm  3／6   Bq／g乾土  

土  HBq川ポ  

頑  

3／6  】 1  

Bq／g乾土  

【Bq／Kポ  

穀類 精 米   3／10   Bq／g精米   

野 菜  3／11   Bq／g生   

茶  Bq／g生   

3／5，3／8  

牛 乳  3／12，4／2  6  Bq／2   

3／8，4／2  

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  3／6，3／12   Bq／人・日   

海水  mBq／9   

淘  3／09   

産  Bq／g生  

生  

物   

Ⅳ牛乳申のl訓Ⅰ分析結果  

採取場所   八丈島  新宿  八丈島  八丈島  新宿  八丈島  l年度まで3年間の値   

採取年月日   H．3／05  H．3／08  H．3／08  H．3／11  H．4／02  H．4／02  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／9）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  N．D  N．D．  N．D．   

－160－   



V ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定諷査結果  

前年度ま  

換  137cs  過去3年   

試 料 名  採取場所  採取年月   体  人工放射性核種  単位   

歎  

大気浮遊じん  

降下物  新宿区  H．3／04～ 4／03    N・D 

陸水源水   

蛇口示  

水  淡水  

と0－ 5cm  葛飾区  03／06   

土  

壌  葛飾区  03／06   2．20  

一 
区  03／10   口  L N・D  N．D   N．D  減／kg精米   

新宿区  03／11   ロ  上り  N．D   N．D  Bq／Kg生  

米  面高                   野  大 根  ロ  ∃ N・D  

茶  

牛  八丈島  
】  

03／12，04／02  

乳  森岳区   

淡水産生物  

N．D  H．D  
Bq／Kg生   

海水  
海底土  一⊥   

ト1  

jO・17 1  

】  

生  

海 産  物  むろあじ  F宅ア t ‖  ∃甲二′甲 I 

u 2 u  

u  
1  

Ⅵ ウラン分析結果  

試料名  採取場所醍取年月日   ウラン濃度  過去の偵  単位   

川水  〟g／夏  

河 海哀‾     ” ”   

mg／kg範士  

海虹  河底土  
海産生物  】  mg／kg生   
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Ⅶ空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  最低値   最高値   平均侶   八丈島   新宿区   

平成元年  4月   13．9   20．9   14．4  55．2   68．5   

5月   13．8   17．8   14．3  。1．6  ∃ 77．2   
6月   13．8   438．4   14．9  

7月   13．8   18．3   
L  

14．4     42．1L 47．5   
弓 

8月   13．7  ．  21．4   14．Z  。2．1 。。．。   

∃  
9月  13．8j  16．6  14．3  L          2  35．1 戸  50・3   
1  1革・9  l  

17．3弓  14．6  50．7   

13．8  17．0  14．5  39．6   60．0   
1            12月  ≦  1。．9弓 29．2   ト  14．7  35．8   52．1   

平成 2 年  1月   69．5   

2月  18．6  
13．8‘17．。1。．6    50．7             14 

．2   1 42・3 】 65・0   

3月   13．7   20．9   14．5  39．4  i 51．2   

！  l  

年 間 憎   12、3  ∴∵十．∴  戸  14．5     【35・1～55．8f47・5～77．2   

リ年度までの過去3年間の値   14．0  19，Oi 
l  

14．6   33．3 ～ 66．3  38．3 ～ 79．2   
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Ⅴ－14 神奈ノIl県Iこおiナる放射骨巨鯛査  
1991年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城裕之 飯島育代 桑原千雅子  

1 緒言 1991年度に神奈川県内において行った放射能濃度，壁間放射線豊率および  
ウラン濃度の謝査結果を報告する．  

2 訴査の概要   

（1） 翻査対象  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，海水魚，海水，海底土  
等について放射能濃度，県内2カ所における空間放射線豊率測定及び河川水，  

河底土，海水，海底土，海産物，土壌についてウラン濃度の謝査を行った．   

（2） 測定方法  

全ベータ放射能測定並びに核種分析及び空間放射線豊率測定は放射能調査委  

託計画書（平成3年度）に準じておこなった．  

ウラン分析は，河川水，海水はウランを水酸化アルミニウムで共沈捕集した．  

沈澱を希硝酸で溶解し，酢酸エチルで抽出後，アルカリ融解し，固体けい光光  

度法により定量した．土壌は1050Cで乾燥後0．297mのふるいを通過したもの  
を，河川底質，海底堆積物は0．297mmのふるいを通した後，凍結乾燥したものを  

試料とし，硝酸により抽出した．抽出溶液を河川水等と同様に分析した．   

（3）測定装置  
①全ベータ放射能：ニュークレアス製システム5000計数装置  

⑧核種分析   ：アップテック社製Ge検出希をニュークリア・データ社製ND－  

66波高分析者に接続した．  

③空間放射線皇率：アロカ製TCS－121C型シンチレーションサーベイメータ  

⑥ウラン分析 ：アロカ襲FMT－3B型フリオリメータ  

（4）調査結果  

①雨水  ：全ベータ放射能は定量限界以下であった．  
⑧牛乳申の1う1Ⅰ：131Ⅰは定量限界以下であった．  

③核種分析  

137csの測定結果は次の通りであった．  

（a）降下物  

（b）土壌   

（c）海底土  

（d）食品   

（e）その他  

⑧空間放射線皇率  

⑤ウラン濃度  

：12試料申4試料から検出された．  

：0～5cm及び5～20cm層の濃度は18Bq／kg乾土及び15Bq／kg乾土で   

あった．  

：3．4Bq／kg乾土であった．  

：9試料中日常食，魚（あじ），米（精白米）の6試料から検出   
された．  

：全て不検出であった．  
：52～56nGy／hの範囲であった．  

：河川水は0．2～1．3〝g／1，海水は2．3～3．3Jlg／1，土犠は0．2～  

1．1mg／kg乾土，河底土は0．4～2．Omg／kg乾土，海底土は1．0～  
1．2mg／kg乾土，海産物は0．01～0．03mg／kg生であった．  

3．結福 本年度の各試料申の放射能濃度は昨年度と同様のレベルであり，チェルノブイ  

リ原子力発電所事故の影響はほとんど検出されなくなり事故以前のレベルに戻っ  

た．ウラン濃度については河川水，河底土，土壌等はいずれも天熱こ存在する  

レベルであった．  
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Ⅰ 定時降水試料中の全ベータ放射能榊査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水生による降下物  
採取  

降水量  
年月  月間降下量  

（■t）  （【Bq／k12）   （MBq／k■2）  

1991年 4月  181．8   8  ND   ND   ND  

5月  41．4   5   〝   〝  

6月  159．8   9   〝  

7月  111．2  11   〝  

8月  229．9  14   

9月  587．2  10   〝   〝  

10月  578．0  11   〝   〝  

11月  138．0   5   〝  

12月  33．8   5   〝  

1992年 1月  58，8   6   〝  

2月  70．6   4   〝   〝  

3月  232．8  15   〝   ／J   

年 Ⅶ 債  2400．7  103   〝   〝   〝  

前年度までの過去3年間の儒  ND   ND   ND   ND   

m 牛乳中のt∋1Ⅰ分析結乗  

採 取 場 所  ■沢市  ＃沢市  ＃沢市  ■択市  靡沢市  ■沢市  前年度まで過去3年Ⅶの債   

採 取 年 月 日  91．5．22  91．7．31  91．9．25  91．11．13  92．1，21  92．3．25  丑低値  し ニ ！二   

放射能濃度（8q／1）   ND   MD   MD   HD   ND   ND   ND   ND   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出掛こよる機種分析測定所査結果  

採  前年度まで過去  
1＝cs  3年間の値  その他の検出された  

試 料 名   採取場所   取  人工放射性核種   単 位  

月   

大気浮遊じん  横浜市  4′｝3  ロ  ND  ND  田  ND  mBq／mう   

降 下 物  毎月    ND  0．11    0．32  【Bq／kれ2   

睦  
mBq／1  

水   蛇口水  横浜市  ロ    ロ   

Bq／kg乾土  
土  8  

540  1300   MBq／km2  

頑   15  16 24 Bq／kg乾土 

5～20cm  ロ   
1700  1900  MBq／km2   

精  米  0．051  ND  ND  8q／kg精米   

野  ロ  
8q／kg生  

菜   ロ  ND  

牛   乳   横浜市  8，3  田  ロ   ト0  ロ   0．04  Bq／1   

平塚市  7，12  0．14  
日 常 食  bq／人・日  

田   

清   水   横須賀市    ロ  ND  ND  MD  Bq／1   

i舞 底 土  3．4  3．3  4．5  Bq／kg乾土   

鴻  0．2  0．35  
塵  

生  8q／kg生  

物   
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Ⅳ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月   ウラン濃度  過去の値   単 位   

河 川 水  横須賀市  91／8，92／2   0．2 ′－1．3  ＜0．1～1．8   
〃g／1   

海  水   〝   92／1，2   2．3・～ 3．3  1．7 ′〉 3．3   

土  壌   91／7，92／3   0．2 ～1．1  0．1′・・■1，5   

河 鹿 土   91／5，8，11，92／2   爪g／kg乾土  

海 底 土   〝   92／1，2   1．0 ～1．2  0．3 ～1．4   

海産生物   〝   92／1，2   0．01～ 0．03  0．01～・0．03  ■g／kg生   

Y 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月日  
横 浜 市   横 須 賀 市   

1991年 4月   53   53   

5月   50   54   

6月   52   53   

7月   52   55   

8月   50   53   

9月   53   53   

10月   51   52   

11月   52   56   

12月   53   53   

1992年 1月   51   52   

2月   55   55   

3月   50   53   

詔■■■闇   1主   50～55   52～56   

5．9～8．1（〝R／h）  5．8～8．4（〝R／h）  

前年度までの過去3年間の憾  

48～57（nGy／h）  50～59（nGy／h）   
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Ⅴ－15  新潟県Iこおlナる環境放射肯巨竜喝査  

新潟県衛生公賓研究所  

渡辺 直子、諏訪 成雄、原 武彦、殿内 孟秋、鈴木 斉  

大高 敏裕、米田 和広、上村 桂   

1 緒   言   

前年度に引き続き、平成3年度に実施した科学技術庁委託の環犠放射能水準調査及び放射線監視交付金   

による柏崎刈羽原子力発電所周辺の環境劇射線監視調査の概要を報告する。  

2 諷壬研究の概要  

（1）調 査 対 象  

科学技術庁委託の環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜  

牛乳、淡水産生物、日常食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対蒙とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、  

土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。  

（2）測 定 方 法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

調査委託実施計画書（平成3年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画  

書（平成3年度）」に基づいて行った。  

（3）測 定 機器  

ア 全ベータ   自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－153  

放射能  低バックグラウンド自動測定装置：アロカ社製LBC【481  

イ 核種分析   ゲルマニウムガンマ線分光分析装置（相対効率 的20％）：キャンベラ社製HP－Ge  

検出器－シリーズ85  

低バックグラウンド液休シンチレーションカウンター：アロカ社製LSC－LBl  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ社製LBC【481  

アルファ線エネルギーー分析装置：セイコーEG＆G社製HC178（粕  

り 空間線量率  低線量率測定器：DIうM方式2”¢×2”Nal（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 M∧R－11  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－121C  

エ 楕節線最   松下花器産業社製TLt）素T UD 200S  

（4）調 査 結 果  

ア 全ベータ放射能  

環礁試料の全ベータ放射能調査結果を表lに、定時降水の全べ一夕放射能訴査結果を蓑2に示す。  

いずれも、過去3年間の値と同程度であった。  

イ 核種分析  

90sr、ユH、21亨ト◆2一」 Puの放射化学分析結果は、表3のとおり過去3年間の値と同程度であった。  

ゲルマニウム半導休検出器を用いた核種分析括果は、衰4のとおりであり、蛇口水等からt37csが  

微量検出された。  

り 空間線量率  

原子力発電所周辺監視調査における空間線量率測定結果は蓑5、環礁放射能水準調査及びサーベ  

イメータによる空間線量率測定結果は表6のとおりであり、いずれも過去3年間の値と同程度であ  

った。  

エ 精算繊属  

原子力発電所周辺監視調査における積算綾里測定結果は菱7のとおりであり、遇去3年間の債と  

同程度であった。  

3 結   語   

平成3年度の調査結果からは、一部の試料から過去の核実験等の影響によるt37cs等の人工放射性核種   

が検出されたが、これらはいずれも棲めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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表1環境試料中の全ベータ放射能調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

放射能濃度（含K）   前年度まて3年間の値  
単位  

最  最高値  最低値  最高値  

34   120  
mBq／ゼ  柏崎市・刈羽村 西山町  H3．6，9，12 H4．3 H3．6，12 ‾   52   150  

【 24   Bq／k生  

114・1   48  Bq／β   

試料名 寧  採取場所  採取年月  検体敢                古可               忘㌃  12 2 3  45  150       柏崎市 柏崎市・刈羽村 西山町    63  140          30  31    35  原 乳  柏崎市  忘嘉i石－ 1  8  41  47  i41      松 葉  柏崎市    ロ  

前面海域  
放水口付近  8   25   51   89   

（注）＊は検出限界以下  

麦2  定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（環壌放射能水準調査）  

採取年月  降水量  月間降下量  
（m工）       （M8q／撼）    測定散  最低値  最高値  

50．71  8   ＊   0．74   6．6   

5月   68．54  8   ＊   1．9   6．6   

6月   ！茶．27  ＊   ＊   ＊   

7月  222．64  19   ＊   0．55   27   

8月  135．50  13   ＊   ＊   ＊   

9月   69．95  ＊   2．0   6．1   

10月  127．36  16   ＊   0．58   22   

1．6   64   

1．4   33   

1．4   100   11月  125．55  13  ＊      12月  158．47  10  ＊      l14年1月  172．85  17  ＊      2月  188．25  18  ＊   1．l   62   

3月  116．78  ＊   3．3   30   

年 間 値  1，530．87  158   ＊   3．3   360   

前年度まで¢  
過去3年間  47．00～   5 ～   ＊   ＊～   ＊～   

の値   278．69  17  2．5   120   

（江）＊は検出限界以下  

表3－1放射化学分析結果（90Sr）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検休数  最 低 値  最 高 せ  過去3年の傭  単  位   

柏崎市・刈羽村  0．013～   

精 米   西山町   H3．10   3   0．014  0．019  0，017  Bq／厄生   

大根（根）  刈羽村   H3．11   2   0．19   0．22  0．078 ～0．21  8q／他生   

H3．4，7．10  0．021～   

原 乳  柏崎市  H4．1   4   0．028  0．034  0．040  Bq／β   

貝類（パイ）  西山町   H3．5   ＊   ＊   ＊   Bq／厄生   

海産生物  
（東ソダワラ）  放水口付近  113．5．10   4   0．076  0．098  0．079～0．16  8q／転生   

（注）＊は検出限界以下  
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表3－2 放射化学分析結果（1H）（原子力発電所周辺監視凛査）  

試 科 名   採 取 場 所  採取年月  検体敷  最 低 値  最 高 せ  遇去3年の債  単  位  

柏崎市・刈羽村 西山町  H3．6．g，12 H4．3   12   ＊   1．6   ＊   

Bq／β   

水  河川水  柏崎市   H3．6，12   2   0．駅）   1．4   ＊～1．2   

海 水     H3．5，10   8  ＊′－－0．92  Bq／g   

（注）＊は検出限界以F  

表33 放射化学分析結果（2＝◆Z＝ pu）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の儀  単  位   

浮遊じん  刈羽村   H3．7，H4．1  2   ＊   ＊   ＊   Bq／d   

降 下 物  刈羽村   H3．7，†t4．1  2   ＊   ＊   ＊～皿040  Bq／d   

海 底 土  放水口付近  H3．5，10   0．14   0．25  0．12～0．22  

（注）＊は検出限界以下   

麦4－1 ゲルマニウム半尋体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視綱査）  

カレイ  柏崎市   H3．5   0．072  0．072  ＊  0．12  Bq／短生  

マタイ  柏崎市   H3．7   0．19  0．19  ＊  0．28  Bq／kg生  

海  
ヒラメ  柏崎市   ＝3．9   0．21  0．21  ＊  0．23  Bq／厄生  

産  
バイ  柏崎市  ‖3．5  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／相生  

生  
柏崎市                  ワカメ  H3，5  ＊   ＊   ＊   ＊  8q／厄生  

物  
テンゲサ  柏崎市   H3．6  ＊   ＊   ＊   ＊  8q／厄生  

ホンダワラ  放水口付近  
柏崎市   H4．3  12  ＊   ＊   ＊  8q／k生   

（注）1 ＊は検出限界以下  
2 ＋ は検出されなかったことを示す  
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表4－－2 ゲルマニウム半専体検出器による核種分析測定調査巌果（環境放射能水準調査）  

前年度王で過去  
検  i37cs  

試 料 名   採 取 場 所  採収年月   休  
3年間の錯  

た人工放  
赦  

大気浮遊仁ん   新凋市   毎月   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ポ   

降 下 物   新潟市   毎月   12  ＊   ＊   ＊  0．39  Bq／d   

陸l蛇口水   新凋市   H3．6，12  2  ＊   ＊   ＊   ＊  

水 淡 水   新潟市   H3．11   ＊   
Bq／g  

＊  ＊  8．5E－4  

土  9．5  9．5  ＊   16  
0～5  H3．7   

Bq／短乾  

Cm  630  uBq／撼  

25   7．2  
壌5～20  H3．7  

Bq／k乾  

Cm  5600  5600  ＊  1800  uBq／撼   

2  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／転生   

大根（根）   新潟市   H3．11   ＊   ＊   ＊  0．031  Bq／kg生   

ホウレン草   新潟市   楕 米・   巻町・新潟市  H3．10  H3，6   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／転生   

4  ＊  0．20  ＊  Bq／g   牛  原乳   西川町  H3．5，8，11 H4．2  ＊   

淡水産生物  
（フナ）  H3．11   0．18  0．柑  0，16  0．30  Bq／厄生  

日常食  Bq／他生  

海 水l   新潟港沖   

H3．7   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ゼ   

H3．7   ＊   ＊   ＊  53  Bq／短乾   

海  H3．11   ＊   ＊  0．11  0．16  Rq／短生   

生  ＝3．5   ＊   ＊   ＊  

物   
Bq／他生  

ワカメ  両津市   海底土】   新潟港沖  H3．5  ＊   ＊  ＊  Bq／k生  

（江）1 ＊は検出限界以下  
2 － は検出されなかったことを示す  

表5 低線量率測定器による空間線量畢  
（原子力発電所周辺監視講査）  

（単位：nGy／h）  

測定地点  平均個  最高儀  最低値   

柏崎市街局  42  耶  36   

荒 浜 局  38  81  31   

下高町 局  40  101  30   

刈 羽 局  35  9g  26   

勝 山 局  36  湘  ど7   

宮 川 局  ：娼  糾  30   

西 山 局  42  92  32   

前年度王て¢  
過去3年間  34～  87～  18～   
の観   123  ：犯   
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表6  空間放射線量率測定結果（環境放射能水準調査）  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（cps）    サーベイメータ  
那定年月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

H3年4月   14，8   29．9   16．0   55   

5月   14．6   22．0   15．7   55   

6月   14．6   23．0   15．8   53   

7月   14．2   24．6   15．8   51   

8月   14．6   19．2   15．7   52   

9月   14．8   20．8   15．8   50   

10月   14．8   22．8   16．0   53   

11月   14．6   29．8   16，3   55   

12月   14．6   2g．0   16．3   52   

H4年1月   14．3   30．4   16．2   55   

2月   13．5   25．0   15．9   55   

3月   14．6   22．8   15．8   53   

年 間 値  13．5   30．4   15．9   53   

過去3年間  15．6～  

の値   12．4   27．8  17．0   44～58  

（江）測定場所は新潟市  

表7 精算線塵（原子力発電所周辺監視調査）  
（単位：鵬y／91日）  

四半期  第l  第Ⅱ  第Ⅲ  第Ⅳ  年間  遇去3年間の   
測定地点  四半期  四半期  四半期  四半期  横井線量  年間♯募集土のせ   

監視調査地域  0．12  0．12  0．13  0，13  0，49  0．49へ刀．51   

対照地点  0．13  0．13  0．14  0．14  0．55  0，53′・－㊤．56   

（注）1年間積算線量の単位は、鵬y／385日  
2 測定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16  富L山県～こ おをゴー る放貞寸命ヒ調査  

高山県公害センター  

久 田 俊 之   

1．緒言  

前年度に引き続き、平成3年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果   
について報告する。   

2．調査の概要  
（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、  
野菜（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食（都市部、農村部）、  
空間線量率   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各放射能測定法シリーズ  
及び『平成3年度放射能測定調査委託実施計画書』に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  
GM計数装置：アロカ製 JD C－163  

イ 核種分析  
G e半導体核種分析装置：検出器 E G＆G ORTE C G EM－20180  

波高分析器 セイコー E G＆G MCA7800  
ウ 空間線量率  
シンチレーンロンサーベイメータ：アロカ製 T C S－131  
モニタリングポスト   ：アロカ製 MAR－11   

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射信巨の測定結果を示す。  
表2に環境試料の核種分析結果を示す。  
表3に空間線塁率の測定結果を示す。   

3．結語  

いずれの試料についても、前年度とはぼ同様の結果であり、異常は認められなかった。  
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表－1  降水（定時降水）拭料中の全ベータ放射能調査椿果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採 取  

降水量  放射能濃度（Bq／り  月間降下且  
年 月  （冊q／Ⅰ■2）  

ぐ■■）                      測定数  最低値  最高値   

平成 3 年 4月  104．3   8   H．D   H．D   N．D   

5月   7l，5   9   N．D   N．D   N．D   

6月  37l．l   15   H．D   H．D   H．口   

7月  325．7   17   N．D   N．D   N．D   

8月  185．4   H．D   H．口   N．D   

9月  172．8   N．D   H．D   H．口   

10月  198．4   13   N．D   N．D   N．D   

11月  215．6   12   N．D   2，3   67   

12月  180．3   12   N．D   2．2   6．8   

平成 4 年 1月  201．9   13   H．D   4．5   25   

2月  200．7   17   N．D   H．D   H．D   

3月  182．5   14   N．D   N．D   軋D   

年  間  値  2405．2  152   N．D   4．5   98．9   

前年度までの過去3年間の値   435   N．D   4．1  32．1－155   

表－2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  1〇Tcs  過去の値  その他の検出きれた  
試 料 名   採職場所  採取年 月   体  人口放射性核種  単 位  

数  
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   小杉町  毎 月   4  N．D  N．D  ■Bq／■3   

月間降下物  小杉町  毎 月  12  N．D   0．1Z  N．D   0．48  ㈹q川t2   

陸水（蛇口水）   小杉附J  3．6 3．12  2  H．D  N．D  ■Bq／1   

15   14   19  
土  3．7   

Bq川g乾土  

1100  968  1500  MBq川■2  

3．0  2．3  3．9  Bq川g乾土  
焼   3．7   

490  410  710  MBq川■之   

精米  小杉町   3．10   N．D  H．D  Bq川g精米   

野  3．1l   0．O14  N．D   0．O14  Bq川g生  

菜   3．10   H．D  N．D   0．065  Bq／板生   

牛乳  砺波市  3．8 4．2  2  0．075  0．10  N．D   0．18  Bq／l   

臼  
常  0．12  8q／人・日  
食   
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表－3   空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 3 年  4月   16   22   17．0   61   

5月   16   22   16．9   61   

6月   16   25   17．3   62   

7月   16   26   17．0   61   

8月   16   23   17．0   60   

9月   16   22   17．1   62   

10月   16   24   17．2   62   

11月   16   28   17．5   61   

12月   15   30   17．7   60   

平成 4 年 1月   13   31   17．2   61   

2月   14   24   17，3   61   

3月   15   24   17．2   64   

年  間  値  13   31   17．2  60 ′・・－ 64   

過   去   の   値  皿   36   17．3  55 ′・・－ 65   
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Ⅴ－17  石ノIl県‡こおをナる放身寸禽巨調査  

石川県衛生公害研究所  

内田賀吾、翫 幹夫、牛島 茂、中谷 光  
四月朔日富士子、酒井通則、矢輔満雄  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成3年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について報   

告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、水産生物、空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。   

（釘 測定装置  

全ベータ放射能  低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製LBC－452U型  

核種分析  Ge半導体検出＃：PGT製  
波高分析装置：東芝製Eシリーズシステム  

モニタリングポスト  Nal（Tl）シンチレーシpン式モニタリング小   アロカ製机R－11  

サーベイメーター  Na［（Tl）シンチレーシロン式サーベイメーター：アロカ製TCS－121C   

（4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料敷は75回であり、放射能   
レベルはN．D～109M8q／k■2と平常値の範囲内である。   

牛乳申のヨウ素－131については、全試料（6検体）検出限界以下である。  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果については、セシウムー137が検出されたのは   

土壌、牛乳、日常食、サザエ、フクラギであったが、例年と同レベルの低い濃度であった。．  

空間線量率は、例年とほぼ同程度のレベルを示しており異常値は舐められない。  

3．措 譜  

各種試料から異常値は観測されず前年同様低いレベルである。  
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1 定時降水試料中の全β放射能測定調査結果  

＋1  放 射 能 洩 度（Bq／1）  

採 取 年 月  降水量  月間降下量  

（M■）  （MBq／k血2）  

測定数   最低値   最高値   

平成3年  4月   127．0   N．D   1．4   8．3   

5月   90．0   2   N．D   2．2   108．9   

6月   353．0   10   N．D  N，D   

7月   296．0   N．D   1．5   34．6   

8月   176．5   N．D  N．D   

9月   153．0   2   N．D  N．D   

10月   263．5   N．D   1．2   9．9   

11月   272．0   9   N．D  N．D   

12月   153．0   N．D  N．D   

平成4年 1月   323．0   N．D   5．5   16．5   

2月   187．0   7   N．D  N．D   

3月   184．0   3   N．D  N．D   

年 間 値   2578′0   75   N．D   5．5   178．2   

前年度までの過去3年間の値  N．D   18．5   N．D 一〉1628  

★1）降下物採取期間の降水量。  

2 牛乳中の1うlI分析括果  

採取場所   羽咋那押水町  過去3年間の値   

採取年月 日  H3．5．28  H3．7．22  H3．9．5  H3．11．5  H4．1．9  H4．3．16  最低値  最高値   

放射能測度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  
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3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  1日cs  平成2年度の値   人工  

試料名  採取場所   採取年月   体  単位  

数         核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

降下物  金沢市三馬   毎月  四  N．D  0．06  N．D  0．17  なし  MBq／km2   

陸  金沢市三馬   H3．6  N．D  なし  Bq／1   

水   H3．12   

9．10  なし  Bq／kg乾土  

土  H3．7  

266  1480  なし  HBq／km2  

壌   6．66  32  なし  Bq／kg乾土  

5－20cm  金沢市末町   H3．7  

991  4700  なし  MBq／km2   

精 米  金沢市三馬   ‖3．10    N．D  N．D  なし  Bq／kg精米   

野  ‖3．11   N．D  N．D  なし   

Bq／kg生  

粟   H3．11   N．D  N，D  なし   

牛 乳  羽咋那押水町  H3．8  

H4．2   

金沢市及び  H3．6  

日 常 食    野々市町、  H3．12  ロ  N．D  0，15  0．03  0．09  なし  Bq／人・日   

石川郡吉野谷村  

水  N．D  なし   

産  

生  N．D  Bq／kg生  

物   
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4 空間放射線測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成3年  4月   15．5   22．5   17．0   70   

5月   15．0   22．0   16．9   69   

6月   15．0   22．5   17．1   79   

7月   15．0   23．5   16．7   69   

8月   15．0   22．0   16．9   69   

9月   15．0   20．0   16．8   72   

10月   15．0   24．0   17．0   74   

11月   15．0   26．5   17．4   77   

12月   15．5   25．5   17．4   76   

平成4年 1月   14．5   34．0   17．7   79   

2月   14．5   24．5  17．5   78   

23．0   17．3   69   

年  間  値   14．5   34．0   17．1   69・～ 79   

前年度までの過去3年間の値   13．0   39．0   17．3   66 一－ 78   
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Ⅴ－18  福井県らこおらナる放男寸再転鋼査  

福 井 県 衛 生 研 究 所   
吉田囁美 長嶋純一 冨山 猛ホ  

1． 緒言   
前年にひき続き、福井県が平成3年度に実施した科学技術庁委託の「放射能測定調査」   
の結果について、その概要を報告する。   

2． 調査の概要   
（1）調査対象  

定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線景率   
（2）測定方法  

放射能調査委能美施計画書（平成3年度）によった。   
（3）測定装置  

① 全β放射能調査；アロカ TDC－501  
② 核種分析調査；HP Ge検出器（相対効率  
⑧ 空間線量率調査；サーベイメータ（アロカ  

モニタリングポスト（ア  
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（4）調査結果  

平成3年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、珊査結果の詳細に  
ついては、別添の表を参照されたい。  
① 定時降水  
平成3年度は、95試料について全β放射能を測定したが、前年と同様に  
大気中での核実験はなく、全てBGレベルであった。  

② 牛乳中の＝‖Ⅰ分析の結果  

前年と同様に大気中での核実験はなく、】3＝Ⅰは検出されなかった。  
⑧ 核種分析調査  
（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット拭料を測定したが、放射能は検出されなかった。  
（b）降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾固した拭料を測定したが、放射能は検出さ  
れなかった。  

（C）陸水  

陸水については、蛇口水と淡水（各々100β）を蒸発乾固した拭料を測定  
したが、淡水中に137csがわずかに検出された。  

（d）土壌  

0～5cm及び5～20cmの2層から採取した拭料について測定を行った結果、  
いずれも＝7csがわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、・精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、  
日常食、海産生物について測定を行った結果、牛乳、淡水産生物、日常食、  
海産生物等から】37csがわずかに検出された。  

④ 空間線量率  
空間線豊率の調査結果はモニタリングポスト及びサーベイメータとも従来と  
同程度であった。  

3． 結語  
全β放射能及び空間線量率については、従来と同程度であり、核種分析の結果も  
陸水、土壌及び食品の一部から137csがわずかに検出されたのみであった。  

＊現在；福井県福祉保健部健康増進課  
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Ⅰ． 定時l野水さ式料中の全β放男寸個ヒ網査邦吉果  

月間降下景  
採取年月  降水宴  （MBq／kd）  

（¶）           測定歎  最低値  最高値   

平成 3年 4月   122   N．D  N．D   N．D   

3年 5月   72   4  N．D  N．D   N．D   

3年 6月   276   N．D  N．D   N．D   

3年 7月   309  12  N．D  N．D   N．D   

3年 8月   150   6  N．D  N．D   N．D   

3年 9月   200   N．D  N．D   N．D   

3年10月   N．D   H．D   

3年11月  211  四    N，D  N．D  3年12月  203  田  N．D   N．D   N．D  4年 1月  164  皿  N．D   N．D   N．D  4年 2月  170  皿  N．D   N．D   N．D  4年 3月  231  田  N．D  N．D  N．D  年  間  値  2．192  95  N．D  N．D  N．D  前年度までの過去3年間の値   300  N．D  ‖  4．3  H．D～39   
Ⅱ． 牛字L中の1＝31Ⅰ分析布吉果  

嶋                                                   葡     値    能濃度  
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Ⅲ・ケ、ルマニウム半司事体検出器による核種分析測定調査希書＝策  

換   
拭 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  単 位  

赦   

大気浮遊じん   衛生研究所展上  3．4～4．3  ロ  N．D  N．D  N．D   N．D  MBq／d  

降下物  ′′   3．4～4．3    N．D  N．D  N．D   N．D  【Bq／kd  

陸  3．6，12    N．D  N．D  N．D   N．D  
mBq／g  

水   2．4  2．6   4．1  

5．2  6．6   8．6  Bq／kg竜乞土  

0～5cm  衛生研究所敷地  3．7   
230   380  MBq／kd  

1．4  2．3   4．0  
0～20cIれ   〝   3．7   

Bq／kg乾土  

128   100   590  MBq／kd  

米   福井市   3．11      N．D  N．D   N．D  8q∧g精米i   

野  2．11      N．D  N．D   N．D  

菜   
Bq／kg生  

2．11      N．D  N．D   N．D  

牛 乳  福井市，勝山市  3．5～4．3  6  N．D  0．03  N．D   0．14  Bq／g   

淡水産生物   三方町 三方湖  3．12  口    0．22  0．28   0．39  Bq∧g生   

福井市   3．7，3．12  2  0．050  0．075  0．024   0．17  Bq／人・日  

0．044  Bq／kg生   日 常 食                       軟質市  3．7，3．11    0．069  0．171  0．029        海産生物   三国町  3．12  口    0．16  0．12   0．19  Bq／kg生   

ⅠⅤ． 空間放舅寸線圭率測定希書果  

モニタ．リングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最 低 値  最 高 値  平 均 値  （nGy／h）   

平成 3年 4月   14．5  23．5  16．4   

3年 5月   15．0  22．0  16．1   

3年 6月   15．0  23．5  16．4   61   

3年 7月   15．0  27．0  16．4   

3年 8月   15，0  23．0  16．4   61   

3年 9月   15．0  22．0  16．7   70   

3年10月   15．0  23．0  16．8   64   

3年11月   15．0  25．5  17．1   

3年12月   15．0  26．0  17．2   

4年1月   13．0  33．4  16．8   

4年 2月   15．0  25．0  17．3   63   

4年 3月   15．0  24．0  16．2   60   

年   間   怯   13．0  33．4  16．7  60～70   

前年度甘沖過去3年間の値  11．0  31．0  16．1  46～67   
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Ⅴ一19 山菜墨県乙こヨゴく・ナる放身寸台巨富伺査  

山梨県衛生公害研究所  

小林規矩夫 内田裕之   

戸嶋弥生  堤 充紀  

1 緒言  

平成3年度に山梨県で実施した科学ほ術庁委託の環境放射部調査結果について、その概要  

を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土鳩、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、  
日常食及び空間放射線塁審  

（2）測定方法  
試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（1976）」  

「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全局縞「放射能測定調  

査委託実施計画書（平成3年度）」により行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Alo ka TDC－501型  
イ 核種分析  

Ce半導体核種分析装置：SEIlくO EC＆C  
ウ 空間線量率  
シンナレンョン町へ“イメータ：Aloka TCS－131型  
モニタリングポスト：Aloka．1ⅥAR－11型  

（4）調査結果  

定時降水の全ベータ放射能の測定結果を表1に、Ge半導体核種分析装置による  
各種試料の分析結果を表2に、空間放射線塁審の測定結果を蓑3に示した。  

3 結語  

いずれの調査項目においても昨年度とほほ同レベルにあり、異常な値は認められなかった。  
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衰1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 採 取）  
降水量  

採取年月  放 身寸 能 濃 度 （Bq／l）    月間降下量  
（mm）  

（卜tBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成 3年 4月   85．5   9   N．D   N．D   N．D   

5月   30．5   4   N．D   N．D   N．D   

6月   139．0   12   N．D   H．D   N．D   

7月   77．5   12   N．D   N．D   N．D   

8月   329．0   12   N．D   N．D   N．D   

9月   279．0   10   N．D   N．D   N．D   

10月   332．0   13   N．D   N．D   N．D   

11月   GO．0   3   N．D   N．D   N．D   

12月   37．5   3   N．D   N．D   N．D   

平成 4年1月   19．0   2   N．D   N．D   N．D   

2月   25．0   2   ト！．D   N．D   N．D   

3月   149．0   13   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1，563．0   95   N．D   N．D   N．D～N．D   

前年度までの過去3年間の値   234   N．D   3．6   N．D～14．0   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測   定   年   月  
最低値   最高値   平均値   （nCy／h）  

平成 2年  4月   15．0   20．5   16．4   56   

5月   15．5   19．0   16．4   56   

6月   15．5   19．0   16．4   59   

7月   15．5   21．0   16．4   57   

8月   15．5   21．0   16．3   57   

9月   15．5   19．0   16．4   57   

10月   15．0   20．5   16．4   5リ   

11月   15．5   19．0   16．6   57  

12月   15．5   24．5   16．9   62   

平成 3年 1月   15．0   21．0   16．6   59   

2月   15．5   22．0   16．5   65   

3月   15．5   22，0   16．7   58   

年  間  値   15．0   24．5   16．5   56～65   

前年度までの過去3年間の値   14．5   24．0   16．4   54～75   
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Ⅴ－20  長野県における放射  能
 
 

長野県衛生公音研究所  

原田 勉  赤岡 輝  

小山和恵  水庫英音  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成う年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調査の枯異について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、蛇口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定。  

（2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁絹「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1990）」、及び「放射  

能調査委託実施計画書（平成う年度）」により行った。  

（う）測定装置  

G嶋十数装置： ALOKA TDC－103  

Ge半導体検出器： ⅣAIGIGC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ ： ALOXA TCS－121C  

モニタリングポスト：ALOXA HAR－15  

（4）調査措果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに、Ge半導体検出器による核  

種分析結果を表Ⅱに、また空間放射線量率の測定結果を表Ⅲに示した。   

3．枯 請  

平成3年度の長野県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間  

放射線量率ともに平常時のレベルにあり異常値は組められなかった。  
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降 水 の 定 時 採 取  （定時降水）  

採取  

降水量  放 射 能 濃 度   （恥ノ／1）  月間降下量  

年月  （吼／／血～）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成 う年4月   8う．6   N．D   軋D   軋D   

う月   1う．4   N．D   N．D   軋D   

6月   127．6   軋D   軋D   札D   

7月   150．う   軋D   軋D   N．D   

8月   99．1   軋D   札D   軋D   

9月   14う．5   札D   N．D   札D   

10月   21う．0   N．D   札D   軋D   

11月   4う．2   札D   札D   軋D   

12月   5．も   N．D   N．D   軋D   

平成 4年1月   47．2   9   N．D   4．11   26．9   

2月   20．7   軋D   2．04   8．51   

う月   85．4   軋D   6．も7   

年 間 値   1040．8   N．D   6．67   札D、■109   

前年度までの過去う年周の値  軋D   4．2   軋D・－－6う   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出苫引こよる核種分析瀾定訳査結果  

枚  

l＝Cs  前年度まで過去う年彫）砥   その他検出さ  

試 料 名    採取場所  採取年月   体  九た人工放射  

性核種   

数  

大気浮遊じん    長野市  う．4－1．う  4  軋D   N．D   N．D   札D  l必レ血）   

降下物  長野市  う．4、1．う    札D   札D   札D   0．11  仙2   

上水 源 水   長野市  う．6，う．12  ロ  N．D   札D   N．D   軋D  

陸  

蛇口水   長野市  う．ら．ち．11    N．D   札D   N．D   札D  山九／l  

水  

淡  水   諏訪湖  う．12   札D  札D   Ⅳ．D  

4う   79  輌乾土  

0－ うcll   長野市  う．8   

土  440  780   柑00  軌～  

壌  ド．D  う．1   6．7  輌艶土  

5－20c■   長野市  う．8   

ド．D  140   軌2   

精米  垢町  う．9   N．D  札D   N．D  l九九g精米   

野  佐久市  ，．11   0．015  N．D   N．D  

輌生  

某   N．D  札D   0．10  

牛乳  長野市  う．8．4．2    軋D   軋D   N．D   N．D  払1／1   

淡水産生物（ワオサギ）    紡湖  う，12   0．15  0．1う   0．1ら  輌生   

都市部  長野市  う．6，う．11    0．028   0．28   札D   0．う8  

日＃食  

農村部  暮田町他  う．6．う．12  ロ  0．04う   0．048   乱D   軋D  

漁産生物（イワシ）    長野市  4．2   札D  N．D   0．1う  恥／短生   
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Ⅲ空間放射線1率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイ メータ  

測 定 年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成  う 年  4 月  

5 月  

6 月  

7 月  

8 月  

9 月  58   

10 月  

11月  る0   

12 月  る2   

平成 4 年 1月  

2 月  

う 月   12．4   19．0   14．う   

年  間  値   （12．4）   （19．0）   （14．う）   57 ′－ 65   

前年度までの過去う年間の睦  58 へ一 70   
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Ⅴ－21岐阜県iこお古ナる放射青巨調査  

嘩昆県公害研究所  

兵平 文雄  形見 武男  

加藤 邦夫  

1．緒言   

平成3年度に岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果に  

ついて報告する。   

2．蹄査の概要   

（1）紳査対象  

蜂水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、軽水ぐ輯□水）、土壌、精米、野菜  

（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地二）、日常食及び空間線量軋  

r21測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁綿「食べ一夕放射今巨測定法（昭和51任度）」  

「ゲルマニュム半導体韓出器ガンマ線スペクトロメトリー（平成2年変改訂）t  

及び「平成3年専放射能郵薙調査委詑実施計画書」に捜じて行った。  

（3）測定装寄  

l．食べータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製 LBC－452型  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

シンチレーションサーベイメーター：アロカ襲 TCS－151  

モニタリングポスト：アロカ製 MAP－ユ5  

（4）翻査結果  

表1に降水一存時嘩水1の全ベータ放射能の測定穏異を示す。  

蓑2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間線量率の刹亮結果を示す。   

3．結語   

いずれの試料についても、前年度と同様、異常は総められなかった。  
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英一1 降水（定時降水）試料申の全ベータ放射能測定結果  
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表－3 空間線量率郭定結果  

E弓  モニタリングボス㍉（■叩S）  

最低埴 最高埴 正均鳩   

任4月  L6．2   ？1．：う   17．1   
う月  16．1   21．ご   17．2   

声月  i6．り   ？1．！さ   17．J   

了月  1さ．9  23．j   i7．コ   

8月  16．り   19．7  t7．1   

9月  t6．1   21．1）  17．4   
川．弓  16．3  22．5   1て．5   

11月  15．9  2n．3   17．4   
12月  16．2  28．（う   i7．9   
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Ⅴ－22 静岡県‘こお－ナる放貞寸肯巨雷同査  

静岡県東壌放射線監視セ ンタ ー  

植松甲之介、長谷川進彦、宮野敬治  
息 明雄、尾洋義昭、渡辺保和、水野弘之  

1 祐 音   
静間県では、昭和36年度より科学技術庁委託放射能調査を、また、昭和47年度から浜   
岡原子力発電所周辺環境放射能調査を実施しているが、今回は、平成3年度における嗣査の   
概要及び結果を報告する。   

2 嗣査の概要  
（1）調査の対象  

丁 科学技術庁委託環壌放射能水準調査  
定時降水、浮遊塵、空間線i率、陸水、上水、農畜産物、海産生物等。  

イ 浜岡原子力発電所周辺環壌放射能調査  
積算線i、空間線i申、降下物、浮遊塵、陸水、海水、農畜産物、海産生物等。  

（2）測定方法  

ア 積算組i……熱蛍光線量計を用いて、約3ケ月間の積算線iを測定した。  
イ 空間線i率‥・シンチレーションサーヘーイトタによる定期測定（科学技術庁方式）、モ＝タルクーホ○スト  

（科学技術庁仕様）及びモニタルターステーねンによる連続測定を行った。  
り 全ベータ放射能…委託の定時雨水、原発周辺環境試料の測定を行った。  
エ 核種分析  
①：がン7一線スヘ○クトロメトリーにより54Mn、59Fe、60C o、95Z r、95N b、13＜Cs、  
1ヨTCs、144C e及び131Ⅰの測定を行った。  
② 化学分析により90S rの分析測定を行った。  
③ 液体シンチレーシゴン測定法によりうHの測定を行った。  

（3）測定装置  

ア・積算線量・・・ナショ1A，TLD素子、UD－512読取装置  

イ 空間線量率‥・アロカ（株）TCS－121C．NaI式科学技術庁仕様モニタリンクーホ○スト  
アロカ（株）空間線i測定装置  

り 全ベータ放射能・‥アロカ（株）JDC－151R型GM測定装せ  
エ 核種分析  
① ガンマー線核種…オルテック7800型波高分析装贋及びHP－Go検出券  
② 90S r…アロカ（株）LBC－453型低バックグランド測定装置  
③ 3H…アロカ（株）LSC－LB2型低バックグランド液体シンチレーション測定装置  

（4）萌査結果  

委託環境放射能水準調査結果は、別紙のとおりである。  
一方、原子力発屯所周辺環境放射能調査結果のうち空間線量は、積算線to．51～0．70nGy   
／365日、線i率66～70nGy／hであった。全ベータ放射能は、浮遊塵で■～1．01Bq／㌔∴陸水   

で●～200■Bgパ，海水は検出されす、海底土で610～870Bq／板乾土、よ畜産物で30～1408q   

／Kg生、海産生物で56～280Bq／Kg生であった．核種分析結果は浮立嵐降下物、上水、井水、海   
底土及び海岸砂で検出されずで、1門Csは、海水で●～4．7■Bqパ、土壌で3．0～14恥／Kg乾   

土、農畜産物で●～0．17Bq／kg生、松兼で●～0．075Bq／kg生，海産生物で●～0．24Bq／Kg生で   
あり、54Krt、59Fe、60co、95Z r、95Nb、154Cs、144Ce及び151Ⅰは検出されなかった。  
90Srは農畜産物で●～0．36Bq／侮生、海産生物で検出されすであった．3Hは、検出され  
なかった。  

（●印は、「検出されす」である。）   

3 結 諦   
今回の胴査結果では、特異な傾向は見られなかった。一審の環壌試料から過去の核爆発実   
験等の影書と思われる放射能が検出きれているが、減少傾向にある。  
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Ⅰ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 水 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採  取  

降水土  放射能濃度（Bq／2）  月間降下土  

年  月  （≠Bq／Et2）   川もq／Rt2）  

（l■）  測定数   最低値   最高値   

平成 3年4月  210．0   8   Ⅳ．D   J．D  

5 月  148．5   6   Ⅳ．D   J．D  

6 月  288．0   9   Ⅳ．D   〝．D  

7 月  219．0   10   N．D   ガ．D  

8 月  176．0   9   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

9 月  577．0   8   N．D   ポ．D  

10 月  426．0   9   N．D   軋D  

11月  125．0   8   Ⅳ．D   〃．D  

12 月  62．0   5   Ⅳ．D   N．D  

平成 4年1月  61．5   5   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

2 月   45．5   4   ガ．D   軋D  

3 月  210．5   16   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

年 間 億  2549．0   97   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

前年度までの過去3年間の億  Ⅳ．D   Ⅳ．D  
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Ⅰ 牛乳中の1う1Ⅰ分析結果  

採取場所   浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  衝丑骨市  前年度まで過去3年間の儲   

採取年月日   3．4．9  3．4．9  a．7．10  3．7．10  3．10．7  3．10．7  4．1．8  4．1．8  最 低 せ  最 高 値   

放射能濃農（8q／鐙）  Ⅳ．p  〃．D  軋D  Ⅳ．D  翳．D  Ⅳ．D  軋D  J．D   ∬．D   ∬．D   

Ⅲ 空間放射線土中測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低倭  最高値  平均倭   （nGy／h）   

平成 3年 4 月   11．5   15．1   12．4   64   

5 月   11．4   15．2   12．4   57   

6 月   11．5   15．8   12．5   65   

7 月   11．5   17．2   13，0   71   

8 月   11．3   15．0   12．3   77   

9 月   11．4   16．2   12．4   65   

10 月   11．8   15．7   12．6   71   

11月   11．1   15．0   12．6   67   

12 月   11．8   20．0   12．9   64   

平成 4年1月   11．7   16．6   12．8   62   

2 月   11．6   21．5   12．8   66   

3 月   11．5   17．5   12，9   61   

年   間   菅   11．3   21．5   12．6   57 － 77   

前年度までの過去3年間の饅  11．2   29．3   12．7   53 － 69   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器によか腋薇分析測定■査結果  

肇  
157c5  

前年度まで遇去  

拭 科 名  採取場所  3年間のt  
月   

数  

大気浮適じん  浜岡町  4回／年  4  Ⅳ．D  Ⅳ．p  y．p  0．013  ■馳／1う   

降 下 物  静岡市  毎月   12  〝．D  ガ．D  ガ．D  0．2さ  恥／kt2   

上水 汲水  
睡  

蛇口水  静岡市  6．12   2  Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．D  y．D  ■恥／史  

水  
淡水  

14  14  15  Bq／kg乾土  
0－5c■   御殿場市  了   

土  了00    460  580  1馳／kt2  

壌  5．0    7．0  9．3  8Vkg乾土  
5－20et   御殿場市  7   

870    950  1500  一助／k■2   

神 米  静岡市   0．04＄    Ⅳ．D  0．047  8Vkg柑米   

野  御殿場市  0．047    0．043  0．22  
大 根  

浜松市   Ⅳ．D  Bq／kg生  

菜  0．17    0．074  0，19  

♯田市   5   0．070  
茶 業  

0．59  
8Vkg生  

修善寺町  5  

牛 乳  静岡市  8，2   2  1．D  F．D  Ⅳ．D  0．089  

淡水産生物  

日 常 食  
静岡市  6．11   2  0．037  0．040  0．069  0．56  

浜岡町  9．2   2  0．062  0．08き  0．049  0．054  

海 水  

海底 土  

海産生物（あじ）   静岡市   0．22    0．14  0．25  8q／kg生   

沼津市  6．9．12．3  4  0．12  0．32  
松 葉  8Vk一生  
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Ⅴ－23  愛矢口県乙こおらナる放身寸台巨亀岡査  

愛知県衛生研究所   

大沼章子 佐藤克彦 山田直樹  

青山 幹  富田伴一   茶谷邦男  

1緒言  
愛知県は科学技術庁の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウト   

調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等の周辺県として「環境放射能水   

準調査」を実施することになった。ここでほ平成3年度の放射能調査結果について報告す   

る。  
2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米）  

野菜、牛乳、日常食、婚水、梅底土、涌産生物、空間放射線重率等、合計162件と1  
連続測定。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書」による科学技術庁の指  

示に従った。全β放射能測定は科学技術庁描「全ベータ放射能測定法（1976））」  

放射化学分析は同措「放射性セシウム分析法（1976）」、同措「放射性ストロンチ  

ウム分析法（1983）」、核種分析は同締「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器  

分析法（1979）」、固定式連続モニタによる空間放射線圭率の測定は同措「連続モ  

ニタによる環境γ線測定法（1982）」に従った。  
（3）測定装置  

GM自動測定装置  ：ALOIくA製 TDC－501、SC－702、  
CM－2503B  

ALOKA製 LBC－451  
CANBERRA製  

低バックグラウンド自動測定装置  

ゲルマニウム半導体核種分析装置  
GC2520－7915－30、  

MCAシリーズ35プラス  

： ALOKA製 TCS－121C  
： ALOKA製 MAR－15、ND－106  

シンチレーションサーベイメーター  

モニタリングポスト  

（4）調査結果   

1）全β放射能  

測定結果を表Ⅰミご示した。定時降水中の全β放射能は96回の測定において検出き  

れたのは1回のみで、年間降下圭は33．3M8q／km2であった。  

2）放射化学分析  

測定結果を表Ⅲに示した。このうち降下物によるg¢sr、137csの年間降下圭は  

0．37M8q／km2、0．27M8q／km2であった。  

3）ゲルマニウム半＃休検出器による核種分析  
測定結果を蓑Ⅲに示した。137csは土鳩（0－5cm）、日常食、海底土、海産  
生物（きす）に検出されたが、その他の人工放射性核種はいずれの試料にも検出きれ  

なかった。  

4）空間射線真率  

名古屋市内の定点（北区辻町愛知衛研）で測定した結果を表Ⅳに示した。なお、月  
1国別定を行っているシンチレーションサーベイメーターによる空間放射線量率の平  

均値は83．9nGy／h、変動係数は5．7‡であった。  

3 結語  
いずれの調査項目においても、特に異常は認められなかった。  
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褒Ⅰ定時幡水試料中の全β放射摘囲i結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 降 水）  

採取  
放  射  能  測 度 （8q／り    月間＝降下量  

年月   （…）  

（M8q／kn～）    測 定 赦  最 低 値  り■■じ■■廿   

3年 4月  125．0   9   H．D．   N．D．   H．D．   

5月  10g．5   8   H．D．   H．D．   H．D，   

6月  285，2   13   H．D．   H．D．   H．D．   

7月  282．4   H．D．   H．D．   H．D．   

8月  】87．2   8   H．D．   H．D．   H．D．   

9月  370．8   9   H．D．   H．D．   H．D．   

10月  196．2   9   H．D．   H．0．   H．D．   

1い月  122，5   H．D．   N．D．   H．D．   

12月  70．4   5   H．D．   H．D．   H．D．   

q年】月  40．9   6   H．D．   H．D．   H．D．   

2月  20．8   〃．D．   H．D．   H．D．   

3月  179．4   H．0．   4．3   33．3   

年  間  岨  1990．3   96   H．D．   4，3   33．3   

前年度までの過去3年間の鳩   273   H．D．   6．6   H．D．－13．2   

表口 放州ヒ竿分析結果  

検  …sr  t3Tcs  

拭 科 名  】某取年月   休  舘  億  

敢                 最低値  最高値  過 去 の 値  羅眠旭  造詣旭  過 去 の 鰭   

祓 下 物  3．4・－4．3  12  H．D．  0．11  H．D．一－ 0．22  H．D．  0．2了  H．D．・－0．30  M8q／kn‡   

陸水（上水）  3．6，12    l．7  2．l  0．69 － 2．q  H．D．  2．7  H．D．・－ 0．8l  ■8q／ク   

牛  乳  3．8．4．2  2  H．D．  0．05q  0，022一－ 0．046  H．D．  H．D．  H．D．・－0．053  8q／タ   

過去の憾は、前年度までの過去3ケ年間の鰻．  
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衰Ⅲ ゲルマニウム半＃体検出器による核積分折損定鰐査結果  

検  n tl▼b  れた   
試  料  名   ‡扁 取 場 所  採取年月   休  前年度まで 過去3年間の鰻   芙望援宗控鮎   単 位  

数                      最低位  最高嶋  最低鰭  最高蟻   

大気浮遊 じん   名古屋市北区  3．4～4．3    H．D：   H．0．  H．D．   H．D．  用8q／11   

降  下  物   名古屋市北区  3．4～4．3  12  H．D．   H．D．  H．D．   0．18  【8q／k扉   

陸  H．D．  N．D．   N．D．  

J8q／史  
水   蛇口水  名古屋市北区  3．6．12  2  H．D．   N．D．  H．D．   0．54  

4．2  3．1   4．8  軸／k8柁土  
土  

220  210   338  【8q／h？  

H．D，  H．D．   3．2  Bq／座托土  
疫   

H．D．  H．D．  750  H8q／k■？   

精  米   名古屋市北区  3．12   H．D．  H．D．   H．D．  8q／kg精米   

封  H．D．  H．D．   H．D．  

8q／kg生  
菜   H．D．  H，D．   N．D．  

牛  乳   名古屋市北区  3．8，4．2  2  H．D．   H．D．  H．D．   H．D．  8q／史   

名古屋市   3．6．11  2  H．D．   0．055  H．D．   0．094  
日  常  食  

0．075  H．D．‡2  H．D．竃2  
8q／人・日  

瞥指摘来町  3．6，11  2  H，D．  

沌  水   伊勢席小錦谷沖  3．7   H．D．  H．D．   H．D．  hBq／ク   

沌  底  土   伊勢賄小錦谷沖  3．7   4．7  1．6   5．2  恥／短柁土   

沌   0．091  0．079  0．12  産  
あ き り  知多都南知多町  3．6   H．D．  H．D．雫3  H．D．靂3  軸／kg生  

田   
竃1検体鞍がユの試料については最低嬉の一郎こ測定岨記載．  

‡2 平成2年6月以降の測定値について妃載．  
‡3 大あさりのデータで示す．  

表Ⅳ 空間放射線量率測定持果  

モニタリングポスト（cp＄）    サーベイメーター  

測  定  年  月  
最低憾  l 二t；  平均値  （鵬y／h）   

平成 3年 4月   15．6   20．2   16．2   83．1   

5月   15．5   18．7   16．2   9l．2   

6月   15．4   20．8   15．9   84．6   

7月   15．6   21．1   16．4   91．8   

8月   15．8   18．2   16．3  

9月   15．7   19．5   16．7   88．1‡2   

10月   16．0   19．8   16．9   79．4   

11月   16．0   18．9   1T．0   80．5   

12月   15．9   24．6   17．3   77．9   

4年 】月   15．7   22．6   16．9   85．3   

2月   15．7   23．4   16．7   81．1   

3月   15．8   21．0   16．8   79．6   

年   間   蟻   15．4   24，6   16．6   77．9 ～  91．8   

前年度までの過去3年間の鰭  15，4 11  19．8 ‡1  16．4 ‡1  78．3・－ 1（臥8   

引 平成3年2月からのデータ．  
12 2回の測定の平均鰻．  
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Ⅴ－24 三二∃宝県レこおlナる放射骨巨諸岡査  

二兎県酢生研究所  

信連俊之 同森聴了・ 橋爪 消  

1 緒言  

三重県では，昭和63年度より科学技術けの委託による環境放射能調査を行な  

っている．今剛ま平成3年度に実施した調査についての概要を報告する．  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

降水の全β放射能，大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水（上水），牛乳，精米，  

野菜類（大根，ほうれん革），日常食及び茶の核種分析．サーベイメータ及び  

モニタリングポストによる空間線量率の測定．   

（2）測定方法  

試料採取，前処理，全β放射能，γ線接穂分析及び空間線量率の測定は，科学  

技術庁編「環境試料採取拭（S58）」，「全ベータ放射能測定法（S51）」及び平成3  

年度放射能測定調査委託実施計画書に従った．   

（3）測定装置  

GM計数装置：アロカGM自動測定装置Tt）C－511，SC－756B  

G e半導体検出舞：NAIG－EシリーズMC＾，S LD－4  

N aIシンチレーションサーベイメータ：アロカTC S－131  

モニタリングポスト：アロカMAR－1L   

（4）調査結果  

全β放射能測定結果は表Ⅲに，γ線核種分析結果は表Ⅴに，垂間線量串の珊定  

楷果は表Ⅶに示した．  

3 結頚  

木調査は4年度目になるが，前年度とはば同程度の値を示し，特に異常な俄は  

托められなかった．  

－2r）0－   



［ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料巾の全β放射能調査結果  

採取  

降水量  放射倒  

年J】  （m）   測定徴   

平成3年 4月   218   

5月   206   

6月   297   

7月   Z44   

8月   158   

9月   300   

10月  

11月   131  

12月  61   

平成4年 1月   

2月   

3月   163   8      7      円 円          9      田     四    9    6     6     田  6    田  巴 四  
2069  

年 間 値      前年度まで過去3年間の債   2川   

Ⅶ 空間放射線量率測定結果  

グポスト（cps）  サーベイメータ   

平均値   （nGy／h）  

‖．4  51．4  

14．4   53．8   最高値                20．】  14．5   52．7   

17．7   14．4   49．7   

16．5   11．2   54．2   

16．8   14．5   54．6   

18．0   14．7   54．1   

17．7   14．7   54．2   

23．7   14．9   56．3   

21．9   14．6   55．8   

23．4   14．6   53．3   

18．9   14．6   52．6  

14．5   49．7 ～ 56．3   

23．1   14．4   34．9 ～ 53．9   

モニタ  

講凹 定 年 月  
最低値  

平成 3年  4月   13．2   

5月   13．2   

6月   13．2   

7月   13．2  

8月   13．2  

9月   13．2  

10月   13．5  

11月   13．Z  

12月   13．8  

平成 4年  1月   13．5   

13．2   2月  

3月   13．5   

年  間  憶   13．2   

前年度まで過去3年間の値  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出肯による核種分析珊定調査結果  

採  前年度まで  その他の  

試料名   採取場所  敢  過去3年間のせ    検出された  

年  人工放射  

月   最低億   核種   

H3．4  
気浮遊じ   津市 桜橋  N．D   N．D   N．D  N．D  ⅦBq／ポ   

～H4．3   

H3．4  
降下物   津市 桜橋  N．D   0．16±0．02  N．D  0．20  MBq／krげ  

～H4．3   

水原水  

l†3．6  

蛇［1  N．D   N．D  N．D  h8q／月  

H3．12   

淡水   6  N．D  
1．32±0．34  2．96  Bq／也乾土  

0－5（九  津市 栄町  H3．7  口  
114±29  N．D  MBq／kポ  

N．D  N．D   Bq／k範士  

口  
N．D  N．D  N．D  MBq／krイ   

精  米   松阪市  H3．9  口   N．D  N．D  N．D  8q／k精米   

大 根   多気那明和町  ＝3．11  口   N．D  N．D  0．019  

8q／他生  

、ウレン  三重那楠町  H3．12  口   N．D  N．D  0．030   

大台町  
茶  0．13±0．03  0．38±0．05   0．18  2．75  Bq／k乾物   

亀山市   

H3．8  
牛乳   会耶大内山村  N．D   N．D   N．D  N．D  Bq／丘   

H4．2   

淡水産生物  Bq／也生   

津市  
日常食  0．054±0．009  N．D  0．121  8q／人・日   

尾梵市   

海水  ■Bq／虎   

海底上  Bq／k乾土  

8q／k生  
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Ⅴ－25 頭蓋賀 県 に お もナ る 放身寸 矧巨 富間査  

滋来県衛生環境センター  

畑中   稔  井上 朋宏  

勝見 紀子  松井 由廣  
藤田 敏江  

1．緒 言  

前年にひき続き、滋賀県が平成3年度に実施した科学技術庁委託の環境放射   

能水準調査の結果について、その概要を報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、降下物、大気浮遊じん、陸水（上水・蛇口水）、よ畜産物（柑  

米、大根 ホウレン草、原乳）、日常食（都市部、農村部）、土壌、空間榛  

主宰を対象と した。  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全ベータ測定、核種分析および空間線量率の測定は、  

科学技術庁のマニュアルおよび平成3年度放射能測定調査委託実施計画書  

より行なった。  

（3）測定装置  

G M計数装置（ALOKA製 JDC－163）  

G e半導体接種分析装置（ORTEC GEM－15180，SEIKO7800）  

サーベイメータ（AL（川A製 TCS－151）  

モニタリ ングポスト（ALOKA製 HAR－15）  

（4）調査結果  

表－1に定時降水の全ベータ、表－2にゲルマニウム半導体検出＃にまる核種  

分析測定調査結果を示した。表一3に大津市における空間放射線主宰測定結果  

を示した。  

3．桔 話  

全ベータ放射能、空間放射線主宰については異常値は経められす、γ線核種   

分析において日常食および土壌から1＝C sがわすかに検出されたが、特に異   

常値は托められなかった。  
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表一1 定時挿水試料中の全β放射能調査結果  

件水の定時採取（定     時挿水）  大型水盤による拝下物  
採取  

放射能濃度（8q／1）      月間降下量 月間枠下士  
年月   （■■）  

（M8q川中2） （M8q／K■2）  

平成3年4月  202．7   MD   ND   

5月  71．8   ND   ND  ND   

6月  363．2   9   ND   ND  

7月  315．7   ND   ND  

8月   8．4   ND   

9月  121．3   ND   

10月  245．4   6．8  55．5   

11月  88．0   ND   ND  ND   

12月  19．7   ND   ND  ND   

平成4年1月  29．6   5   ND   ND  ND   

2月  50．6   ND   ND  ND   

3月  175．ロ   12   ND  ND   

年 間 値  16gl．4   83   ND   6．6  ND－55．5   

前年度までの過去3年間 の伯＊   四   3．8  ND～10．8   

＊平成元年10月一平成3年3月までの値  

義一2  ゲルマニウム半導体検出掛こよる接種分析湘定調査結果  

検  ＊  

137cs  
その他の検出  

試 料 名    採取場所  採取年月   体  首相編の侶      された人工放  単位  

数              射性根欄        最低値  最高値  最低値  七高値   

大気浮遊じん    大津市  lt3．4～H4．3    ND  ND  ■8q／■き   

降下物  大津市  It3．4一肌．3  12  ND    ND  ND  M8q川■2   

上水 辞水  陸  
蛇口水   大津市  113．6．It3．12  6  ㈹  目口  HD  HD  水  ■8q／1  

溌 水  

1l．5  2．0  10．2  
土  

8q川g範士  

69丁．0  126．8  609．4  MBq川■モ  

鳩   1Z．7  2．6  2．8  
5－20c■   野洲町  113．7   

8q川g睾乞土  

1855．6  416．5  418．5  H8q／K■2   

和光  志賀町  I13．10   ND  HD  8q川g精米   

If  安■川町  l】3．11   ND  MD  
・－・・－…－・り・・・・………－＝  

菜   HD  N  

8q川g生  

牛乳  日野町  II3．8，H4．2  6   HD  冊  8q／l   

新市部  大津市  1I3．8川3．12  ロ  0．D7  0．07  0．05  0．12  
日 常食  8q／人・日  

＊平成元年10月一平成3年3月までの値   
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表－3  空間放射線暮率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  

測 定 年 月 日  
最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）   

平成3年 4月   13．0   17．9   13．8   61．8   

5月   13．0   18．1   13．8   61．1   

8月   12．9   24．0   13．g   84．3   

7月   12．9   16．9   13．7   64．2   

8月   12．9   16．1   13．5   67．3   

9月   12．g   17．3   13．7   67．2   

10月   13．0   17．4   13．9   64．5   

11月   13．0   16．7   14．0   67．2   

12月   13．2   22．6   14．5   71．3   

平成4年1月   13．3   18．4   14．3   69．7   

2月   13．4   18．4   14．3   70．1   

3月   13．3   17．9   14．3   61．4   

年  間  値   12．9   24．0   14．0   61．1～71．3   

前年度までの過去の偵＊   11．2   26．g   13．9   58．1～67．5   

＊モニ州ンク■ホ●ストは、平成元年10月～平成3年3月までの借   

サーヾイメータは、平成元年12月～平成3年3月までの偵  
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Ⅴ－28  京都府iこお手ナる放射青垣腑査  

京都府衛生公書研究所  

藤波遭人・汝逢哲也・都築英明・江坂忍  

1 雑 音   

京都府では、前年度に引き続き科学技術庁嚢托による環境放射能水準研査及び放射線監視交付金  

による高浜発亀所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告する。  

2 所査の概要  

（1）研査対ホ  

（7）環境放射能水準珊査   

空間線量率、浮遊じん、陣下物（建時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、淡水、農  

畜水産物（茶、米、大横、ほうれん革、牛乳、ふな、きば）、土壌、計帯食  

（イ）高浜発屯所周辺の環墳放射能研査   

空間織虐串、積算線雇、浮遊じん、降下物、陸水（清水及び河川水）、陸士、農畜産物（米、大  

根、ほうれん革、高菜、みかん、牛乳）、指標植物（松葉、よもぎ）、海産生物（めばる、さざえ  

なまこ、わかめ、ほんだわら）、海底沈積物、海水  

（2）測定方法   

試料の鯛製及び測定方法は、科学技術庁摘『全ベータ放射能測定儀』、『ゲルマニウム半導体検  

出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』、『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都  

府環境放射能測定法（改訂Ⅱ）』によった。   

（3）測定装置   

測定機撥は、表1のとおりである。  

（4）調査結果   

表l～Ⅴに憫査椿兼を示す。  

（7）環境放射能水準紳査   

降水を除く環境試料は、昭和63年虔からゲルマニウム半導体検出器による核種分析甜査を行って  

いる。日常食、茶及びさばに従来の測定値と同程度の137csが伍められた。  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能研査  

前年度には松葉に検出した、ソ連チェルノブイル原子力発電所事故に由来したものと考えられ  

る13－csを本年度は検出しなむった。その他検出された核種欄、3H及び長半減期の＝7cs，08srであ  

った。  

3 椅 締   

前年度には検出したソ連チェルノブイル原子力発竜所事故由来の核種も、本年度は検出しなく  

なり事故以前のレベルに戻りつつあると思われる。  
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表1 郵定機器  

モニ舛ンク‾ホ●スト：DBM方式NaI（Tl）シンルーシヨン検出棺  
空間線量率  

放射能水準調査：NaI（Tl）シンルーシヨントヘ“イメータ   

空間積算終点  熱蛍光線量計 TLD素子（CaSO4：Tm）   

がンマ縁故出核種  ケ‾ルマニウム半導体検出器   

トリチウム   液体シソチトション計数装置   

全へ“一夕放射能   
甜計数装置  

フ●ラスチ，クシンルーシユン検出器   

全アルファ放射能  
モニ州ンク●牒●スト  

ZnS（Ag）シンルーシヨン検出器   

ストロンチウム  低ハ‾ヮけ’ラウント‾放射能測定装置   

Ⅰ建時採水試料申の全ベータ放射能訴査結果  

Ⅱ 放射化学分析結果  

試料名  位  採煎地点  取年月日  Sr－90  濃度  去  単 位   
3年間の侶  

よもぎ  粟   大 山  3．5．21  380 ±  23  
50  2800   
43  
54   1900  

Ⅲ 牛乳申のⅠ－131分析結果  

京都市  舞甘市  過去3年間の侶（8q／L）   
．3．5．27  h．3．10．25  H．3．7．16  H．4．1．10  最低偲  最高値   
N．D．   N．D．   N．D．   M．D．  N．D．  M．D．   
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Ⅴ－27 大阪斤守一こおⅠナる放舅寸甘ヒ討可査  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村 幸子  渡辺 功  

市浦 雅子  

大阪府における平成3年度放射能調査結果について報告する。調査は、  

定時降水について全ベータ放射能測定、その他の試料については、ゲルマ  

ニウム半導体検出器による1＝Ⅰ、137C s及び＝Kの測定を行った。また  

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメーターによる空間操  

士卒測定を行った。なお、分析確紘事業の測定（標準試料：寒天・牛乳・  

模擬土壌、分割試料：土壌・牛乳・ダイコン）も行った。  

1 緒 言  

2 調査の概要   

（1）調査対象  大気浮遊じん、降水（定時）、降下物、上水（原水・蛇口水）、  

土壌、精米、野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、  

牛乳（原乳・市販乳）、日常食、渇水、海底土、海産生物（サバ）の各種  

拭科及び空間線量率測定（モニタリングポスト：1地点、シンチレーショ  

ンサーベイメーター：5地点）である．測定件数、合計544件。  

（2）測定方法  放射能測定調査委託実施計蘭書に準じて行った。  

（3）測定装置  GM計数装置：アロカ製TDC－501型  

ゲルマニウム半導体検出器：ナイーグ；IGC－1619S型  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－11型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TC S－151型  

（4）調査結果  定時降水の全ベータ放射能測定結果（6時間値）を表皿に示す。  

異常値は組められなかった．t3，Ⅰ、t＝C s及び＝Kの測定結果を表Ⅴ  

に示す．平成3年8月及び平成4年2月採取の原水及び平成3年10月  

採取の蛇口水に131Ⅰを検出した（0．5一－4．9■Bq／L）。その他の試料に異  

常値は沈められなかった。モニタリングポスト及びシンチレーションサ  

ーベイメーターによる空間榛豊中測定結果を表Ⅶに示す．異常儀は托め  

られなかった。  

大阪府における放射能調査結果は、昨年度とほぼ同様の結果であり、異  

常値は揉められなかった。昨年度に続き今年度も原水（淀川）及び蛇口  

水（淀川水系）中に若干の131Ⅰを検出したが、いずれも儀ほ低く、飲  

料水の摂取制限に関する指標の約1／105 のレベルであった．  

3 枯 詩  
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口 走時降水中の全β 放射能調査枯果  

降 水 の 定 時 採 取  （定時降水）  
採取  

降水1  放射能濃度（Bq／1）  月間  
年月  降下1  

（■「）  測定赦  戸 臼 二二   ー・こ 二三   （HBq／k■2）  

平成 3 年 4 月   17う   8   ND   〃D   ドD   

同  5 月   98   ND   ポD   ⅣD   

岡  6 月   285   ND   1．1   1．う   

同  7 月   174   ND   ポD   ⅣD   

同  8月   42   ⅣD   ボD   〃D   

同  9 月   10う   ND   ボD   ND   

同 10 月   ううう   ボD   1．4   う．9   

同 11月   111   ボD   ND   ⅣD   

同 12 月   ND   1．2   う．2   

平成 4 年1月   う8   ND   ND   ND   

同  2 月   ⅣD   ボD   ND   

同  3 月   17う   ボD   ND   ND   

年  間  鏡   1（126   92   ⅣD   1．4   ND 一－ う．2   

前年度までの過去う 年間の債  274   ND   1．5   〃D、・19   
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Ⅴ ゲ／レマニュウム半導体欄出器による核種分析測定押壬蟻果  

檎  
13Tcs  前年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  遇去3年間のせ■    襖出された  単位  
人工放射性核種  

数                    ■・！■‘三  i・二，‘三  ．・！■「二  最高せ   

大気浮遊じん   大飯市  ∋．4へ・・4．う    ⅣD   汁D   ⅣD   m）  k8q／■3   

降下物  大阪市  う．4へ・・4．∋    椚）   0．041  ドD   0．09う  H軸／kポ  

上水・原水  守口市  う．4′－4．2  も  ⅣD   ⅣD   ⅣD   0．う2  ‖tt：軋8．4．9   

蛇口水  大飯市  う．る，う．12    】Ⅷ  【D   m）   血B軋／1  

m  ⅣD  131Ⅰ：0．5  

う．5   5．8  ■BVkg乾土  

240  280  H払1／′kポ  

0－5c■  
う，0  う．う  も．8  舶扉kg乾土  

うー20c■   
6帥  940  陥レ山戸   

ⅣD   0，076  Bv′kg柵米   

0．0う8  

BVkg生  
FD  

ND  

＋ト十｛十  

BVl   

B小人・日  キャ′くツ  
B小人・日   

海水  大阪港  う．8   ロ   ⅣD  ⅣD  1Bq／1   

相場土  大阪港  う．8   4．9  BVkg乾土   

†穐サバ  大阪市  5．11   680           精米   大阪市  う．11  ロ  ⅣD           大 横   大阪市  1．1l  ロ  ドD   m）        l   ホウレン草   大阪市  う．11 3．7  ロ ロ  ⅣD 仰   仰 m）      菜 タマネギ   熊取町              熊取町  4．1  ロ ロ  ND   仰  ND 仰    【牛 原 乳   能勢町  う．5一、4．1   ⅣD  N♪  m）  l乳 市販乳   大阪市  う．8， 4．1  巴  仰  0．16  仰  ND    堅日柏   寝屋州市 大阪市  う．6． 4．12  巴 巴  0，072  0．075  H ト 0．045  0．104         5．6， 4．12   ト0■0ち5  10・099  0．0うぅ  0．0う9      毒            m）   7．6             l  ‖       4．6             ロ  0．21   り，18  0．2う    8正也生  生                       】  
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Ⅶ 空間放射線t串測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  
最低鐘  最高債  平均慮  当所中庭   大阪城公園  熊取町3地点   

平成∋年 4月   12．9   17．う   1う．7   99．7  66．6   

同   5月   12．8   17．0   1う．8   105．う  67．8   

同   6月   1う．0   18．う   1う．8   102．2  6う．4   

同   7月   1う．0   16．7   1う．7   97．0  も4．5  5（l．7′－71．6   

同   8月   12．8   15．う   1う．6   10う．9  も7．5   

同   9月   12．7   1う．ち   1う．7   97．0  も4．2   

同 10月   12．9   1（〉．9   1う．9   102．う  62．4   

同 11月   1う．0   1う．2   14．0   104．7  もう一う   

同 12月   1う．1   22．6   14．1   9う．う  も4．1   

平成4年1月   1う．0   18．う   14．1   100．ち  るう．7  5う．9一－もう．9   

同   2月   1う．0   17．0   14．0   91．2  ら7．0   

同   3月   1う．0   17．ち   14．2   92．7  う9．ち   

年 間 せ   12．7   22．6   1ち．9  91．2′－105．9  59．5一－も7．8   ちう．9′－71．6   

前年度までの  
過去∋年間のせ  12．5   2う．9   14．0  90．9へ■106  59．2・－69．8   う0．う一－77．6   
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Ⅴ一28 兵ノ車県♭こお（ナる忍謝台巨吉岡査  

兵庫県立衛生研究所  

磯村公郎 寺西 清  

1．緒言   

前年にひき続き．平成3年虔に兵庫県が実施した科学㈹による放   

射能測定詭査結果について報告する．   

2．調査の初更   

（1）調査対象  

定時採取した放水．大型水盤による降下物，大榊垂，上水（蛇口水）  

土壌，日常食．牛乳（生産地），野菜（生産地）．米（生産地，消抽  

海産生物（いかなご．生藍地），細事   

（紬諦査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定および細分析は．主として科学技  

術宇のマニュアルに従って行った．   

（8）汎恵椒  

アロカ LBC452  
古土t気 NHS710  

日太取手力事業 高搬ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置  

アロカMAR－15  

3．調査結果  

表1に示すように，定時採取による陣水の全ベータ放射能は平成2年とほ  

ぼ変わらす特に異常値は認められない．ゲルマニウム半導佑γ卿  

装置を用いた191Ⅰ，1yJc暮，00K蘭を衷2に示す．全ての試料につ  

いて151Ⅰは検出されなかった．1釘cIについては，土軋海産生物．日常  

食で検出されたが平成2年鹿と比ぺて差は詠められなかった．さらに全て  

の試料について■領は前年度と比較して特に靴は認められなかった．垂  

間組本については衷3に示すように過去3年間の飽が大きくぼらついた  

机これは平成元年に厚さ1皿の鉛吸収佐を交換したことが原因であり，  

交換後の空間繚■＊と平成3年の空間線1串の差は艶められなかった．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水1   降水の定時採取（定時降水）  

年月   （mm）  放射椛濾度（βq／L）  月間降下1（H8q／km2）  

測定敷  最低値   最高値   

1991．04   159．g   しTD  LTD   

1ggl．05   97．4   LTD  LTD   
1ggl．06   172．1   12   LTD  LTD   

1991．07   138．8   LTD  4書式料は測定器故障のため測定せす  
19gl．08   24．6   LTD  LTD   
1991．09   88．7   LTD  7．2   
柑gl．10   134．1   LTD  LTD   

1991．11   75，5   しTD  LTD   

1991．12   16．6   しTD  †．1   1．7  

1992．01   25．4   LTD  O．8   8．9   

1g92．02   26．2   LTD  LTD   1試料は測定器故障のため測定せす   

1gg2．03   130．4   しTD  しTD   

表2 ゲルマニウム半導体樟出器による核種分析測定調査結果  

拭科名  採取場所 採取年月   検体   137cs  過去3年の価   その他検出された  単位  

勤  最低値 最高値 最低個 最高僑  人工放射性核種   

大気浮遊鹿 神戸市  gl誹－92．03    LTD  LTD  LTD   LTD  m8q／H3   
豊岡市   gl．04－92．03    LTD  LTD  LTD   LTD  m8q川3   

降下物  神戸市  91．04－92．03    しTD  O．042 LTD   O．13  H8q／km2   
蛇口水  神戸市  gl．06．gl．12    しTD  LTD  しTD   しTD  m8q／】   

土瑚ト5cm加西市91．08  32 3235 了4  馳／kg蛇土  

1．5 1．51．63．0  GBq／km2  
土i貴5－20cm加西市gl．08  4．9 4．93．513  8q／kg蛇土  

0．460．480．32 1．8  G8q／km2  
生産地米加西市gl．11   しTD LTD  LTD  8q／kg精米   

消♯地米   神戸市   gl．11   LTD  LTD  LTD  βq／kg精米   

大根  加西市  91．05   LTD  LTD  LTD   LTD  8q／kg生   

綿レン草  加西市   91．11   LTD  LTD  LTD   LTD  
牛乳  三原町   91．08，g2．02    LTD  LTD  LTD   O．09  
日常食  加古川市91．05－12   31 57 28 67  8q／kg生  

浜坂町  

海産生物 明石市 91．05   91 g172130  

表3．  空間放射線1翠測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（cps）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   

柑91．04   16，0   20．5   16．7   

1ggl．05   16．0   2l．2   16．8   

1g91．06   16．0   23．5   16．8   

1ggl．0丁   15．8  19．3   16．6   

1g91．08   16．1  1g．3   16．7   

1ggl．09   16．0  1g．7   16．8   
1ggl．10   16．2   20．1   16．9   
19gl．11   16．4  19．2  17．†   

1991，12   16．4   23．5   17．2   
1gg2．01   16．2   23．5   17．1   

19g2．02   16．7  1g．g  17．1   
1992．03   16．6   21．2   17．1   

年闇値   15．8   23．5  16．g   94－102   
前年度までの過去3年の偉  15．9   21．8   16．6   64－102   
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Ⅴ－29  奈良少謁iこおi：ナる放射骨巨細査  

奈良県衛生研死所  

岡田 作，中山 義博  

1．緒  書  

的年度に引続き、奈良県において平成3年度に実施した科学技術庁委託による環境  

放射能水準調査の結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能。大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水，牛乳，精米，野菜類   

日常食及び茶の核種分析。空Ⅷ放射線盈率  

（2）測定方班  

凱料の桐処礼金β放射再朋＝払核椰分析及び繰具申測走は、科学技柵庁の「放射  

硝朋一追納査賽胱実施針両許」「企β放射硝測定弧」「G（）半導体故山狩を用いた機鼎  

分析方法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

全β放射能 全βGM自動測定装置（アロカJDC163型）  

γ核種分析 Ge半場休核種分析装置（東芝N＾IGIGC1619S型）  

空間線量率 Mal（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ【AR－15型）   

（4）調査結果  

薙時降水の全β放射能を表1に示す。異常値は舐められなかった。  

γ核種分析による137cs分析結果を表2に示す。土壌，茶，日常食で   

137csが検出された。  

空間放射線真率は表3に示す。異常値は組められなかった。  

3．結  締  

いずれの調査項目においても前年度とほぼ同程度の偶を示し、特に異常な偶は踏  

められなかった。  
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表1  定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  
採  取  

降水量  放射濃度（Bq／1）  月間降下量  

年  月  （MBq／血2）  

（m）                測定数  最低値  最高値   

平成 3年 4 月   191．9   7   Nt）   ND   

5 月   111．1   8   ND   ND   ND   

6 月   344．9   Nt）   ND   ND   

7 月   209．0   Nt）   ND   ND   

56．0   ND   ND   8 月  

9 月   144．9   7   ND   ND   NU   

10 月   34（】．5   9   ND   ND   ND   

11月   158．2   6   ND   ND   ND   

12 月   39．1   5   ND   4．3   39   

平成 4年 1月   81．5   ND   ND   ND   

2 月   68．8   5   ND   ND   ND   

3 月   177．4   ND   ND   ND   

年  間  値   1929．3   92   ND   4．3   ND ′〉 39   

前年度までの過去2年間の値  121   ND   ND   ND ′〉 ND   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析馳走調査桔累  

換  
13Tcs  前年度までの  

試 料 名   採敢場所  採取年月   体  過去2年間の侶  

人工放射性  

敬   最低値」最高憫  

大気浮遊じん   奈良市  3．4～4．3  ロ  ND   ND   ND   MD  mBq／m？   

降下物  〃   Nt）   ND   0．11  【Bq／h2   

陸水（蛇口水）   奈良市  3．6，1Z   Nt）   mBq／1  

4．4  5．4  5．4  Bq／反乾土  

0－5Ⅷl  3．7   

35Z  280  383  MDq／b2  

4．1  5．1  5．4  Bq／厄乾土  

5－ZQcm   3．7  

5（）2  599  710  MIlq／h2  

米   檀原持  3．10  目口   ND  Bq／k相米  

野  根  檀臆印   3．12   1 ND ND   
Bq／k生  

粟   3．12  Nt）  ND   ND  

茶  奈良市   3．5   1．99  0．31  0．87  Bq／k乾物   

牛乳  大宇陀町  3．8，4．2  田  MD   ND   ND  Bq／1   

檀原叩  3．6，】．1   0．047  0．053   
日常食  0．023  0．084    Bq／人・日  

3．6，11  
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表3  空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

最低値   最高値  平均値   （llGy／Il）   

jlり戊 3咋  4 月   17．8  21．5  18．4   49   

5 月   17．8   21．8   18．5   

6 月   17．5   24．9   18．5   55   

7 月   17．7   22．6   18．4   55   

8 月   17．7   20．8   18．4   62   

9 月   17．7   19．9   18．5   56   

10 月   17．8   21．5   18．5   58   

11月   17．8   20．8   18．7   64   

12 月   17．9   26．0   18．8   55   

平成 4年 1月   17．8  23．5  18．6  57  

2 月  17．8  22．5  18．5  57   

3 月   17．7   22．5   18．6   59   

年  間  偶   17．7   26．0   18．5   49 ～ 64   

前年度までの過去2年間の個   17．2   28．4   18．4   56 ～ 67   
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Ⅴ－30 手口歌山県乙こおらナろ放鼻寸台巨調査  

和歌山県衛生公害研究センター  

内田勝三 有本光点 畠中哲也   
前島 徽 角田町代 言本邦彦  

1． 緒  言  

前年度に引き続き、平成3年産科学才支術庁委託によろ放射能測定結果について報告すろ。   

2． 調 査 の 概 要  

（1）調査対象  

降水（全β測定）、大貫浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土鳩、各種食品（牛乳、ハクサイ、大  
根、アシ、米）の核種分析、および空間線量率測定を行った。  

（2）測定方法  

試料の調製およひ測定方法は昭和58年専科学技術庁娼「モ買境試料採取法」、昭和51年度改訂  
「全β放射能測定法」、昭和5二1年度「G e半導体検出器を用いた横器分析法」に従った。   

（3）測定装置  

G e半導体検出器（米国キ十ンベラ社製 PLUS－：〕5シリーズ聖）  
低パッククランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LEiC－452し丁聖）  
？・韻シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－131 型）  
モニタリングポスト（アロカ社製 トIAR→11型）  

（4）調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射畠引則定結果を示した。その結果定時降水の全β放射能測定値ほ前   

年度と同程度て異常値は検出されなかった。また蓑2に環境試料中の核種分析について．ゲルマニウ   
ム半ヰ体検出器により測定した結果、降下物．陸水．土増．日常食．魚詣で137C sか検出されたが、   

平成2年度の全国平均値（福鳩落人ら，第33回環境放射能調査研究成果論文P35～P38）と比較すろ   
と降下物、陸水、日常食，魚は同程度で、士風ま、平均値より以下であった。空間報重要測定結果につい  

ては．表3に示したとおり33・2～56．5nG）′／Ilであり前年度と同程度であった。   

3． 結 語  

今年度の調査結果は全て異常値は検出きれなかった。  
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衰1定時降水王式村中の全β放射拍動定結果   

l   降水の定時採取（定時托水）  

紋射能濃度（8qノり   降下量  

事 採取年月        u   降水量     t      馴…り轟か腑（M8刷）  

188．9  ロ  N U   HD  HD  

t51．1i7lND lI  H D  

228．6  円  N D  H D  
0．63  

7 い65・0   1  6  N D  H  

97．0   4  蔓 HD  ヾい  

189．8  7  ！ N U  N D   N D  

14．4   155，5  12lHD   l2．4 n  
皿  岳  2  N U  N D  
12i14．5】4    N D  H D  

2：ラ．5  ロ  N D  H D  

4．0  つ ‡ND   N【】  HD  

3  l  6‡ND  N D   H D  

＿ j    lHU  0．25   2．09  

n ‾！   H【】  川．5  u l㈹←2qO  
l   

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

その他の検出  
l？TCs  された人工放  

放射性核種  単 位  
最 低 値  最 高 値  

和歌山市  n  3ケ月毎  ロ   HD   H【）  

〝  山 】毎月  12   NO M   0．02  MBq／KM2  

新宮市  917922  2     lNDIHD  
1 

土  H D   4．7  

HD  8q八g托土  
壊  

l   

〝   199111！1     0・03 t O・09  Bq／Kg生   

野  】  
的／Kg生  

莱   HD L ND  

8q／l  

8q／人・日  

和歌山市 古座町  呂：言…：‡‡壷…    u 3二3…i3：‡芋  川  

新宮市  19911l  ロ  H 0・02【0・08  8q／Kg生   

ー221－   



表3 空間放射技量率測定結果  

モニタリングポスト  （cps）    トへ－ィメータ  

測定年月  

最低値  最高値  平均値  （nGy／hr）   

平成3年 4月  13．5   20．0   1q．8   40．8   

5   14．0   22．5   14．9   56．5   

6   13．5   2l．5   14．9   35．2   

7   Ⅰ3．5   19．0   14．6   40．3   

8   14．0   19．0   14．7   39．G   

9  川．0   
17．0  14．8   33．2   

10   13．0   
1  

18．0   14．8   40．2   

13．5   17．5   川．8   4G．5   

12   13．5   25．0   14．9   45．0   

平成4年 1月  13．0   22．0   lq．6   52．3   

2   13．0   19．0   川．6   53．3   

3   

13．0  輸  20．0  14．8  44．7  年 間 値  】3．5    ‖  20．Ol廿8  
1I  t20・－ 6：≧   

去3年間の値   
l  ‡  
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Ⅴ－31．鳥 取 県iこ おiナ る 放 射 骨巨 謝 査   
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l定時降水試料申の全β放射能加査結果  

棒 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採 取  

降水量  放射能濃虐  （Bq／1）  月間降下量  

年 月  （m爪）  （M8q／血2）  

測定数   最低個   最高値   

平成 3年 4月   179．0   10   ND   ND   ND   

5月   75．6   11   ND   ND   ND   

6月   181．5   14   ND   ND   ND   

7月   223．4   16   ND   ND   ND   

8月   73．5   15   ND   ND   ND   

9月   57．2   9   ND   ND   ND   

10月   142．9   8   ND   ND   ND   

11月   123．5   11   ND   1．9   16．8   

12月   202．5   10   ND   4．0   139．6   

平成 4年 1月   120．5   13   ND   2．4   110．2   

2月   177．6   15   ND   3．8   32．2   

3月   170．0   17   ND   ND   ND   

年 間価   1，727．2  149   ND   4．0   NDへ′139．6   

前年度までの過去3年間の価  367   ND   15．5   ND～344．1   

Ⅲ 牛乳申の131Ⅰ分析結果  

採 取 葛 所  米子 市  米子 市  米子 市  米子市  米子市  米子 市  前年度まで過去3年間の偶   

採 取 年 月 日  3．6．26  3．10．9  3．11．5  3．12．13  4．1．21  3．3．2  最低値  最高値   

放射能濃度（軸／り  ND   ND   ND  ND   ND   ND   ND   ND   
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m Ge一半導体検出軌こよる核種分析鵡査結果  

137cs   前年度まで  

過去3年間の値  
試料名  採取場所  採取年月  件体数  単 位  

最低値  最高債  最低億  最高値  

大気浮遊じん   鳥取市  平3．10， 4．2    ND  ND  ND  ND  nBq／d   

降下物  鳥敬市  平3．10，11，12  
4．1，2，3    ND  0．230  ND  0．161  【Bq／血ヱ   

陸  
上水銘口水  鳥破市   平 3．6，12    ND  ND  ND  ND  且Bq／夏   

水  

2．95  2．48  Bq／k範士  
土  

252  180  MBq／h2  

2．80  2．57  Bq／転乾土  

壌   
583  405  【8q／血2   

精 米  鳥取市   平 2．12   ND  ND  8q／kg生   

野  岩美耶国府町  平 2．12   ND  MD  Bq／鹿生  

薬   申 2．11   0．091  0．柑2  Bq／k生   

平3．6，8，10  

牛 乳  米子市  11，12，  田  MD  十、＋⊥  

4．1，2，3  l  

【  

鳥取市   平 3．6，12    0，034  －0．Og2  0．111  8q／人・日  

日常食  
福部村   3．6，12    0．041  0．043  0．046  Bq／人・日   

海  境港市   平 3．12   0’180  0．148  Bq／他生   

産  

生  
物   
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Ⅳ 空間放射線豊年償走結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 連 年 月 日  

最低値  最高値   平均偵   （nGy／h）   

平成 3 年 4 月   13．8  23．4  15．9   82   

5 月   13．7  19．7  16．1   100   

6 月   14．1  25．6  15．8   96   

7 月   13．4  21．6  15．6   97   

8 月   13．5  19．1  15．6   99   

9 月   13．7  18．6  15．5   96   

10月   13．7  25．7  15．3   86   

11月   13．5  27．4  15．7   97   

12月   12．5  25．6  15．4   97   

平成4 年 1月   13．7  26．8  15．8   99   

2 月   12．3  22．7  15．5   86   

3 月   13，4  20．7  15．5   93   

年  間  他   12．3  27．4  15．4   82～100   

前年度までの過去3年間の債   9．0  33．3  15．7   76′、・98   
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Ⅴ一32  島根県iこ おl、ナ る方欠身寸台官吉岡査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、寺井邦雄、江角周一、吉岡勝広  

山本春海、五l胴田章  

1．緒 言  

平成3年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．網査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、泊水魚、空間緑農率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線量、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、池水、河  

川水）、梅水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん草、キャベツ、茶、  

牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わかめ、  

ほんだわら頸、岩のり）、陸土、海底土  

（2）測定方法  

測定は、 r平成3年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成3年度島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び科学技術庁編各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測 定  区 分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2花ガスフロー計数装置   

核  ‖s r  

種  3ト1  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

析  

空  線  モニタリング  ‡原発監視：DBM回路付き 3”¢球形Nal：Tl検出器   

問  委託調査：1”¢×1”NaI：Tl検出器  

縛  

量   

＊：末次、大芦は、2”×2”¢Nal：Tl検出器  

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定は、前年度と比較して濃度・降下量ともわずかな上昇  

が見られた。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、ほとんどの環境試料から核実験によるものと思われる‖T c sが  

検出された。また、一部の試料については‥s r及びトリチウムの分析も行ったが、  

梅水から発電所に由来すると思われるトリチウムが検出された他は、前年度と同程度  

のレベルであった。131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。  

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下で 0．477～1．015 mG yであり、平均は 0．657mG yであっ  

た。モニタリングポスト及びサーベイメータによる緑最率の測定結果も合わせて前年  

度と同程度であった。   

3．結 語  

平成3年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは以前の核実  

験の影響が見受けられたが、全体としては前年度と同等のレベルであり、特異な傾向  

は認められなかった。  
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l．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水量  放 射 能 濃 度（Bqパ）    月間降下量  

年  月  （m巾）                     （MBq／届）    測 定 赦  最 低 値  最 高 値   

平 成 3 年  4 月   118．7   0．48   15．18   

5 月   90．3   15  0．73   4，49   

6 月   274．7   15  0．34   0，85   

7 月   289．4   17  0．85   1．19   

8 月   62．4   10  

9 月   143．4   4  

10 月   62．5   

11月   88．1   8  1．86   47．16   

12 月   153．2   18  2．29   97．92   

平 成 4  年 1月   123．5   18  3．10   65．96   

2 月   125．9   17  2．01   60．91   

3 月   115．3   17  1．99   35．54   

年  間  値   1647．4   151  3．10   一 ～ 97．92   

前年度までの過去3年間の値  5．54 豪  ー ～  22．23   

ー：検出限界値未満を表す  ＊：2日間分の値  

9月27日～10月21日は雨水採取装置の故障のため欠測。  

□．放射化学分析結果  

‖s r  
試  料  名   採 取 年 月  体 敷  単  位  

降   下   物   91．4～●92．  12  0．08   一 ～  0．139   Bq／ポ   

土  2．8  1．1～13．0   Bq／kg風乾土  

囁  0～ 5m   ’91．7   175  50～379   Bq／ポ   

植物（松葉〉  ’91．7   2   0．53   8．9   0．72 ～10．2   Bq／kg生   

穀類（精米）  ’91．10   0．02  0．02 ～0．04   

野   菜   類   ’91．7，12  7   0．03   3．68   0．08 ～1．01   

茶  ’91．5   0．75  0．84 ～1．15   

海  水   ’91．4，10  3   2．8   3．4   1．3 ～6．2   mBq／£   

か  さ  ご  ’91．4   － ～0．044   

海  2  0，015～0．030  

産  2   ー ～0，089  さざえ（筋肉）  ■91．4，7           さぎえ（内臓）  ■9l．4，7    0．034  0．050  Bq／kg生  

生  0．098  － ～0．098  

物  2  0．054   ー ～0．092  

－：検出限界値未満を表す  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

トリチウム  
試  料  名  採 取 年 月  検 体 敷  

最 低 値  最 高 値  過 去 の 値   
単  位  

月  間 降 水  91．4－’92．  12   0．33   0．97   0．11－1．36   Bq／kg   

河   川   水  91．6－’92．  12   0．43   1．17   0．47 －1．35   

表 層 海 水  ’91．4，10  9   0．10   6．66   0．13 ～ 0．61   

池  水  ’91．6，12  2   0．86   0，92   0．41－1．12   ／／   

水 道 清 水  ’91．6，12  4   0．33   1．04   0．70 －1．94   ／′   

水 道 管 末 水  ’91、9   0．58  〃   
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Ⅳ．ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  ＝＝cs  前年度までの過去  

試 料 名  採取場所  体  3年間の値  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 塵   松江市1  

鹿島町2   0．040  mBq／汀ア   

降   下   物   松江市1   ロ  0．067  0．618  MBq／k［i月   

陸  

浜田市1   1．33  

蛇口水  松江市1   ．12  5 3    0．5Z  0．70  mBq／kg  

水   淡 水  鹿島町1  ’91．6  l  

0～  5cm  鹿島町3  2．90   63．09   1．63  3（「．60  Bq／kg・嵐乾土  

土  三瓶町1  ’91．7，  【Bq／届  

頓  0．55  15．29   8．48    9．66  Bq／kg・嵐乾  

／／  MBq／届   

精  米  松江市1  

鹿島町1   0．19  Bq／kg・I米   

大  根（根）  鹿島町2  

野  三瓶町1   0．04  0．20  

ほ う れ ん 草  鹿島町 2  ●91．12  2  0．13  0．15  Bq／kg・生  

キ ャ ベ ツ  鹿島町2  

三瓶町1   0．36  1．44  

茶  鹿島町1  ’91．5  ロ   0．08  0．13  0．67  Bq／kg・圭   

鹿島町2  

松  葉    松江市1  

三瓶山1  3．50  6．87  Bq／kg・乍   

隠岐1   

牛  乳   斐川町1  

鹿島町l   0．10  0．02  0．10  Bq／kg・生   

日  常  食   松江市1  

＝、山川1   Bq／人目   

梅  水   原発沖3  i   

原発放水口2   mBq／e   

海  底  土   原発沖 4  ’91，4，1  5  0．32  2．44  2．63  Bq／kg・見乾土   

か  さ  ご  原発沿岸2  

浜［日市1  ’91．4，6  3  0．19   

海  0   0．11  

0．06  0．07  
さざえ（筋肉）  原発沿岸1  ’91．4  
／′ （内臓）   －92．1   0．10  0．11F  

産  ／／   4          むらさきいがい    ’91．7  
Bq／kg・生  

生  －91．8  5      u  0．08     岩  の  リ    1’92 
わ  か  め  原発沿岸 2  ’91．4  3  
あ   ら  め  原発沿岸 2  ’91．6  

物  ．2  ロ  
＊：数字は地点数を表す  －：検出限界値未満を表す   
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V．牛乳中の1‥Ⅰ分析結果  

斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  鹿 鳥 町  前年度までの過  
採 取 場 所  

坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  北 浦 武  去3年間の値   

採 取 年 月 日  91．5．2  91．7．3  91．8．21  91．10．2  ’91．11．15  92．2．26  ’91．4．9－－92．1．2  最低値  最高値   

放射能凛度（Bq／i）  

－：検出限界値未満を表す  

Ⅵ．空間放射線量率測定結果  

8．水準調査  

モ ニ タリ ン グポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成3年  4月   11．2   18．1   12．3   71．9   

5月   10．9   16．7   12．1   65．2   

6月   10．8   19．6   12．3   61．9   

7月   11．1   19．5   12．1   66．8   

8月   11．1   17．0   12．1   66．4   

9月   11．6   16．9   12．5   69．3   

10月   11．4   19．9   12．6   61．9   

11月   11．4   20．4   12．8   69．5   

12月   11．3   22．4   13．2   71．6   

平成4年  1月   11．4   23．2   12．9   70．7   

2月   11．4   20．5   12．7   61．2   

3月   11．3   17．6   12．5   59．9   

年  間  値   10．8   23．2   12．5   59．9 ～ 71．9   

前年度までの過去3年間の値  10．8   28．5   12．6   63．4 ～ 85．6   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／h  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

西 浜 佐 陀   45．9   98．5   54．1   

御  津   38．5   79．3   41．6   

吉  浦   35．5   70．6   38．9   

片  句   40．8   77．8   43．5   

北  講  武   32．9   66．8   36．7   

佐 陀 本 郷   25．5   67．1   28．7   

末  次   33．1   68．8   36．7   

大  声   32．1   72．6   37．3   

Ⅶ．空間放射線積算線量  単位：mGy／90日  陽Gy／365日  

地  域  地点教  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年 間 線 量   

平 均 値  0．161   0．159   0．163   0．165   0．657  

県下全域  39                  最 低 値  0．113   0．114   0．122   0．121   0．477  

最 高 値  0．248   0．250   0．245   0．257   1．015   
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Ⅴ－33  岡山県【＝おじナる放貞寸青巨富周査  

岡山県環境保健センター  

清水光郎 杉山広和 這鹿家秀  

片岡敏夫 柏木英二  

1．緒  言   

岡山県において平成3年度に実施した、科学技術庁委託による放射能調査の結果について   
報告する。またゲルマニウム半導体検出器の導入による核種分析調査ならびに、モニタリン   
グポストによる空間放射線量宰の連続監視も開始した。  
2．調査の概要  
く1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、降水（定時降水）、陸水（上水）、土壌、精米、野菜類（大根   
ホウレン草）、牛乳、日常食、海産生物（海水魚）等の放射能濃度測定、空間放射線量宰   
測定及び河川水中ウラン洩度測定の調査を行なった。  

（2）測定方法  

全ベータ放射能測定、131Ⅰ測定、空間線量畢測定及び核種分析の測定は、科学技術庁   
縛「放射音巨測定調査委託実施計画書」（平成3年度）、「全ベータ放射能測定法」（昭和   
51年度）、「放射性ヨウ素分析法」（昭和52年度）、「ゲルマニウム半導体検出暑引こよる   
ガンマ線スペクトロメトリー」（平成2年度）に従った。ウラン分析は科学技術庁絹「ウ   
ラン分析法」（昭和57年度）に基づいて行なった。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定：GMカウンター（富士電機製NSH－2001聖・NGMA12Dl－1  
及びアロカ製TDC－501・GM－5004）  

131工 判定‥3”≠×3”NaI（Tl）シンチレーション検出器及び512chPHA  
（キャンベラ社製 シリーズ35）  

空間放射線量宰測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製TCS121C）  
モニタリングポスト（アロカ社製トMAR－15）  

核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ社製GC－1520）  
ウラン分析：分光吸光光度計（島津製UV－200S）  

（4）測定結果  

（イ） 全ベータ放射能調査結果を蓑Ⅰ、I】に示す。大気浮遊じん、陸水（  
品は、過去の値と比べて平常値の範韓内であった。大型水盤による  

食
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横
物
 
 

土
下
 
 

）
降
 
水
問
 
 

上
月
 
 

時降水は、全て検出限界値以下であり異常値は認められなかった。  
（ロ）牛乳中の131Ⅰ分析結果を表口】に示す。全試料とも検出下限値以下であった。  
（ハ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表Ⅳに示す。大気浮遊じん、降下  

物とも ⊥コ7csは検出されなかった。  

（ニ）ウラン分析結果を表Vに示す。動燃事業所周辺及び吉井川流域の河川水中ウラン濾  
度は、全地点とも検出下限値未満であり従来同様低い偵であった。  

（ホ）空間放射線量宰測定結果を蓑Ⅵに示す。サーベイメータによる線量要は、過去の測  
定値と同程度であった。モニタリングポストによる線量要は、全国の測定値（第32  

回環境射能調査研究成果論文抄録集）と比べてほぼ同レベルの値であった。  
3．結  語   

岡山県における放射能調査結果は、退去の調査結果とほぼ同程度のレベルで異常値は認め   
られなかった。また、新たに開始したゲルマニウム半導体検出器による調査結果及びモニタ  
リングポストによる調査結果については、他県と比べて特に異常値は認められなかった。  
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】全ベータ放射能調査轄具  

放打線胤匿（含R）   前年度H・遇圭3年間帽 

試 料 名   採取場所  探敬年月  検体敲  単 位  

最低傭  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 じ ん   岡山市  H3．5～H3．11  ロ   49，2   gO．3   37．7  218．1  ■Bq／mチ   

降 下 物  岡山市  H3．5・一肌．4  12   N．D   N．D   N．D   N．D  MBq佃電 

土水  上水 蛇口水  岡山市  H3．6～H3．12  N．D   N．D   N．D   N．D  融 Bq／1已   

土  o．7g  0．7g   0．57   0．60  

36500       29500   

堵   此  0．61  0．61   0・58   0．64  

74600  

捕   米  瀬戸町  Hコ．12   ・03   0．03   0．02   0．03  Bq／g語‡   

野  0．04   D．04  0．04   ロ．05  

菜   

牛   乳  岡山市  H3．9．H4．2   ロ  i42・6   4も．3   43．1   47．4   Bq／1   

日 常 食  岡山市  H3．6．H3．11  66．g   73．1   55．0   75．3   Bqル日  

上斎原村  H3．6，H3．11  ロ   47．0  51．6   52．1   53．0   

海産生物   牛窓町  Hコ．11   0．11   0．11   0．10   0．11  8q／g 王   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「！（．D」とした。  

ⅠⅠ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射舌畠調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物、  

採取   降水量  放負絹巨浪度（Bq／1）  月間降下1   

年  月   （Ⅷ帽）  検体数  最低値  最高憎  （M8q／k円2）   月 間降下土  
平成3年 4 月  181．7  8   N．D   N．D   N．D   N．D   

5 月  川1．9  】11  】 軋D  】N・D   N．D   N．D   

6 月  197．9   N．D   N．D   N．D  N．D   

7 月  167．9   N．D   N．D   N．D  N・D   

8 月   61．9   N．D   N．D   軋D   
ド．D  【   

9 月   86．9   N．D   N．D   N．D   N．D   

10月   19．8   N．D   ド．D   N．D   N．D   

11月   49．7   N．D   N．D   N．D   バ．D   

12月   54．0   N．D   N．D   N．D   N．D   

平成4年 1月   30．0   5   N．D   N．D   N．D   N．D   

2 月   1g．0   N．D   N．D   N．D   N．D   

3 月  201．6   N．D   N．D   N．D   N．D   

年 間 惜   1172．3   N．D   N．D  N，D・－ N．D  N．D・－ N．D   

前年度王川過去3年間の値  275   N．D   N．D  N．D・－ N．D   N．D ・－   N．D   

※計掛直が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  
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皿牛乳中の＝1Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  前年度‡て・過去3年間冊値   

採 取 年 月 日  H3．5．2T  H3．7．24  H3．9．24  H3．11．21  H4．1．24  H4．3．16  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  N．D   N．D   N．D   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  

Ⅳゲルマニウム半導体検出器による接種分析測定調査結果  

前年度汗  

試 料 名  採取場所  採取年月  体数  1”cs  過去3年間の値   その他の検出された  

人工放射性枝種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 じ ん   岡山市  4．1－H4．3  口   N．D  N．D  強出ざれす■   ℡Bq／m，   

降 下 物  岡山市  4．3・－H4．4  ロ   N．D  N．D  ク   【Bq／Km2   

上水  上水 蛇口水  ⅦBq／1   

‖ l  

土  
l  

M8q／Km2  

！．．＿－－－＿．】．＿…＿－＿．，  
堵   

】  
Bq／kg乾1‡                lHBq仙2 

．   

精   米  8q／kg㍍j   

／r  ！  lBq／kgl  
牛   乳  】  Bq／1   

日 常 食  ，／  」 ‖  n  Bq′人・ヨ  

海 産生 物  
】 n  

Bq／kg 壬   

（注）ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析調査開始：平成4年3月  

※ 計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  

V ウラン分析結果  

試料名  採取場所  採取年月日  ウラン浪度  過去の値  阜 位   

H3．5．29  

河川水  粥／1   

（几－24）   H3．12．4   

※：過去の値は前年度までの過去3年間の値  
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Ⅵ空間放射線王事測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又批PS）    サーベイメータ  

湘 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 3 年 4 月  6g．2   

5 月  71．3   

6 月  70．9   

7 月  69．8   

8 月  71．9   

9 月  69．2   

10月  66．2   

11月  66．3   

66．5   

平成 4年 1月   71．9   

2 月  68．4   

3 月   17．9   24．3   19．5   66．5  

年 間 値 円  _j_ 66．2・－71．9   

年度王憫去3年間の値  57．5一－77，4   

（注）モニタリングポストによる調査開始：平成4年3月  
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Ⅴ－34 ．広島県己こおらナる放身寸台巨富何査  

広島県保健環境センター  
穂下誠彦 信宗正男  

1．緒言  
平成3年度に実施した科学技術庁委託による各種環境試料中の放射能調査結果   
の概要を報告する．  
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T帆‘－511型  

コーE（二；＆Gオルテ、ソク社製 椛卜115180r）型  
fメータ：アロカ製 T（‾：S－151型  

（－1）調査結果  
定時採水試料中の全ベータ放射能の測定値は表lに．又．ゲルてニウム半導  
体検出器による核種分析測定結果を表＝に．更に．空間放射線重要を表川に  
示した．   

3．結語  
平成：i年度に行った総ての調査碩は＝こついて平・常時のしベルにあり．特に異常な   
値は認められなかった．  

ー235－   



l定時陀水試料中の全β放射白巨調査結果  

降水量 （mnl）  放射能濃度（含h．臥】／り    南扇行宮1 （卜帽（1／km2）    測定数  

平成3年4月  191．0  9  

5月  101．5  10  最高値 四         四 4．95  
13   四  2． 

392．3  ND   ND   

8月  48．6   5   ND   

9月  64．1   5   

10月  55．1   5   ND   

11月  40．7   4   ND   ND   

12月  45．9   7   HD   

平成4年1月  56．3   6   HD   1．14   14．2   

2月  30．7   5   

3月  196．4  13   HD   ND   ND   

年間値   1464．4  94   2．25  ND－14．2   

前年度までの過去  2．69  ND－71．3   

3年間の値  

ー236－   



llゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試 料 名   採取場所  採取年月  検  137cs  前年度までの過  
休  
数  

去3年間の値  
た人工放  
射性核種   

大気浮遊塵   広島市  毎月   ND  mBq／m3   

降下物  〝   毎月   12  ND  MB（】／km2   
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＝ 放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（G〉ノh）    サーベイメータ  

測定年月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成3年4月  136   

5月  139   

6月  146   

7月  168   

8月  166   

9月  129   

10月  134   

11月  129   

12月  133   

平成4年1月  136   

2月  141   

3月  130   

年 間 値  129－168   

前年度までの過去3年間の値  89．6－162   
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Ⅴ一35  山口県iこおiナる放射骨巨調査  

山口県衛生公害研究センター  

松尾 博美，上利 洋，宗藤 智次  

1．緒 言  

平成3年度に実施した、科学技術庁委託「環境放射能水準謝査」の調査結果について   

その概要を報告する。   

2．柵査の概要   

（1）諦査対象   

①全β放射能測定試料  
定時降水   

⑧1＝cs，181Ⅰ及び▲OK等の核種分析  
大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  

牛乳（市乳）、日常食、海水、海底土及び海産生物（メバル）。   
③空間γ線々真率湘査  
シンテレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト。   

（2）測定方法。   
①全β放射能測定  
科学技術庁縮「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定翻査委託実施  
計画書（平成3年度）に準じて行なった。   
②18Tcs，181Ⅰ及び▲OK等の核種分析  
科学技術庁締「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年）  
及び放射能測定謝査委託実施計画書（平成3年度）に準じて行なった。  

③空間γ線々真率調査  

放射能測定調査委託実施計画書（平成3年度）に準じて行なった。  

（3）測定装置   

①低バックグラウンド放射能自動測定装置  

（診Ge半導体検出欝   

③モニタリングポスト   
④ シンチレーションサーベイメータ  

アロカ  LBC－472－Q  
NAIG Eシリーズ  
アロカ  MAR－11  
アロカ  TCS－131  

（4）調査結果  

定時降水試料申の全β放射能調査結果、空間放射線真率測定結果及び、ゲルマニ  
ウム半導体検出器による核種分析の精巣をそれぞれ表Ⅰ，Ⅱ及びⅢに示す。   

3．措請  

この謝査期間中においては、大気鹿内核実験や核事故等もなく、調査したいずれの試   
料も前年同様平常値であった。  
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Ⅰ定時降水試料申の全β放射能調査結束  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  
年月  

月間降下量  
（【Bq／krげ）  

（m）  制定歎   最低値   最高値   

平成3年 4月   200．0   ND   1．1   29   

5月   163．5   7   ND   ND   

6月   224．5   7   ND   MD   ND   

7月   414．5   7   ND   ND   

8月   150．0   ND   ND   MD  

9月  259．0   ND   MD   

”  
8．0   ND   ND   

11月   65．5   0．65   0．65   

12月   46．5   MD   ND   

平成4年 1月   84．5   ND   1．9   

2月   75．5   3   1．0   

3月   266．5   9   0．54   2．4   

年 間 価   1g58．0   53   ND   1．9   ND～2g   

前年度までの過去3年間の偶  171   MD   16（2／12）   ND～88   

Ⅲ 空間放射線豊率測定結果  

モニ タリ ン グポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均偶   （nGy／h）   

平成3年 4月   16   25   17．g   96   

5月   16   26   17．9   95   

6月   18   18．1   gO   

7月   16   25   18．0   93   

8月   16   27   17．8   95   

9月   16   23   18．0   91   

10月   16   17．9   94   

11月   17   25   18．4   91   

12月   16   26   18．6   95   

平成4年 1月   16   25   18．3   8g   

2月   16   29   18．1   94   

3月   15   26   17．4   94   

年 間 価   15   29   18．1   89′〉96   

前年度までの過去3年間の価   15（2／2）   33（2／1）   18．1   90～121（2／1）   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定蘭査結果  

採  検  

淑  lもTcs  前年度まで  その他の検出され  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値    た人工放射性核種  単位  

月  
数                   最低値  最高値  最低価  点高価   

H．3．4～  

大気浮遊じん   山口市   H．4．3    ND   ND   nBq／れa   

陣下物  山口市   0．045  ND   0．085  MBq／kn†  

H．3．8  

蛇 口水   宇部市   H．3．12    ND   ND   MD  れBq／1  

2．1   8．1   8．8  Bq／k乾  
0－ 5（刃  萩 市  H．3．9  

13131 529   541  【Bq／kId  

6．1   5．7   8．9  Bq／也乾  
5－20（Ⅶ  蔵 市  H．3．9  

1374  1485  1992  【Bq／kn†  

精米   山口市  H．3．11  0．098  ND   Bq／k精米   

野  油谷町  H．3．12  ND   ND   

Bq／厄生  

菜   0．02g  ND   MD  

H．3．8  

牛乳  山口市   H．4．2    ND   MD   0．058  Bq／1   

山口市  H．3．6，12    0．073  0．Og3  0．083  0．22  

日 常食  

阿知須町  H．3．6，12    0．059  0．0（；3  ND   0．097   Bq／人・日  

湖上水  阿知須町  H．3．8  ND   ND   MD  Bq／1   

海底土  阿和男町  H．3．8  3．5   ND   3．0  Bq／也乾   

鴻産生物（メハ、、ル）   山口市  H．4．Z  0．13  0．13  0．20  Bq／転生   
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Ⅴ－36  徳 島 県iこ おlナ る 放 射 令旨 調 査  

徳島県保健環境センター  

今淑 亘、北村寿朗  

1． 緒 言  

平成3年虔に徳島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について報告する。  

2． 調査の概要   

（1）締査対象  

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日  

常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モニタリングポストにより空間放射線重層を測定した。  

（2）測定方法  

試料の採取、的処理及び削薙は、「平成3年度放射能測定調査委託計画書」、科学技術庁相「環境試料採  

取法（昭和58年）」、同庁棺「ゲルマニウム半導体出精を用いた機幕分析法（昭和54年改訂）」、同庁  

絹「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂）」により実施した。   

（3）利達装置  

イ．全ベータ線の計測：全ベータ線測定装置（アロカ製JDC－163）  

ロ． γ線核種分析：Ge半導体核種分析装置（NAIG襲IGC1619S）  

ハ．空間放射線豊率：NaI（T．e）シンチレーションサーベイメータ（アロカ襲TCR－151）  

モニタリングポスト（アロカ製MAR－15）  

（4）加査結果  

表Iに建喝降水の全ベータ放射能糾定結果を示す。  

蓑nに陸水・土壌・日常食・精米・野菜等のγ核種分析結果を示す。  

轟Ⅲにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線皇率の測建結果を示す。  

3． 桔 緒  

平成3年度における徳島県の環境放射能レベルについて、特に異常は眩められなかった。  
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表Ⅰ定時降水申の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  

降水量  放射能濃度（Bq／L）    月間降下量  

年  月  

（mm）           （MBq／Kポ）    測定数  最低値  最高値   

l   

平成3年 4月   229．5   9  N．D  N．D   N．D   

5月   124．0  10  N．D  N．D   N．D   

6月  ‡17。．5  N●D…  N．D   

7月 103・0  M．D   M．D   

】‾】川 
卯  

M．D   8月∋52．0  き   ∃5トD    N．D 】  
9月   Z79．5 】  「㌻  N．D   N．D   N．D   

N．D  N．D   N．D   

10月  】186．5  ト   N．D  N．D   N．D   

12月   29．0   M．D  N．D   N．D   

平成4年 1月   38．5   ロ  ‡M．。  M．D   

2月   9．0   N．D  N．D   N．D   

3月   143．0  N．D  N．D   N・D   

E   

昨年度4～3月の価  年 間 J1475．5    u 【94∃＝  ！78   
】  

N・D】＝   
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衷Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定所査結果  

j試料名  単  位  

i最高値  

大気浮遊じん   名西耶石井町  4半期毎   N．D   mBq／m3   

降下物  ， 

N．D   MBq／Km2   

陸水（蛇口水）   徳島市   

N．D  N・D  mBq／ノど  

H3．6．17 H4．1．14  田 【  い・D H 川  
r  6．1   Bq／Kg乾土  

0・～5cm  MBq／Km2  

H  

米   名西郡石井町  
】 

N，D  5～20cm  Bq  

N．D  
‖】 生  

N．D   N．D   

N．D   N．D  B。／ゼ  

0．053  M．D  0．074   Bq／人・日  一＋－  H3・10・8」  1 Ⅶ     大根  名西耶石井町  H3．12．18  N．D   l   ヨ  】  
岬」   
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蓑Ⅲ 空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

（nGy／h）   最低値  最高値  平均値   

平成3年 4月   14．4   18．6   15．1  

5月   14．3   21．l   15．2  56  

6月   14．4   18．7   15．2   55   

】    7月   

14．4   17．9   15．1   56   

14．3   16・5   14．9  56  

9月  

14・217・7  15．1   

10月   ］三  l18．3   15．2   61   

11月   15．2   58   

12月   14．4   18．7   15．3   60   

平成4年 1月   14．5   19．0   15．3   59   

2月   19．3   15．2   60   

3月  14．3 n   19．2   15．4   62   

年  間  偲   14．2  21．1  15．2   55 ～ 82   

昨年度4～3月  9．。   20．1   14．5   50 ～ 82   

までの値   
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Ⅴ－37  番ハl鼎乙こゴ写り－る放身」舟拉即可養  

香川県頂鳩研究センター  

三好 柚白  潮戸 轟久  

西原 幸一  冠野 摘男  

1．柑 青  

田学技術庁委托による平成3年度環鳩放射柁測定調査の概要について柑告する。   

2．調査の概要  

（l）調査対象  

確時陀水の全ベータ放射梢・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土鳩・精米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳・日常食・拍産生物（カレイ）の核惟分析及U空間放射線慶特について、調査を  

行ったものである。  

（2）潮覆方法  

椚斗の前処理及U測定は、「放射能測定調査委託実施計画育」「全べ一夕放射能測定法（昭和旧1   

年己k打版）J「ゲルマニウム半導体検出器を用いた概器分析法（昭和54年改打順）」により行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射服 …－……  アロカ糾．JDC163  

核種分析  －＝－………－  オルテックCEM－15180  

空間放射線量率 一…‥－‥－ アロカTCS－131（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカM八R－11（モニタリングポスト）  

（4）調査結果  

1）定時膵水の全ベータ放射服は、Uのとおりである。  

2）各種拭田の核種分析は、Ⅴのとおりである。  

3）空間放射線塵潔は、Ⅶのとおりである．   

3．桔 諾  

いずれの調査項目も、他県の過去の柑皆値と同程度であった。  
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Ⅲ 大型水∃馴こよる月間降下物試料及び定時降水試料亘1の全β放射能納査結果  

綺水の定時採取（定時掩水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水最  放射能濃度（8q／史）  月間降下果  月間降下最  
（MBq／km2）  （Mbq／km2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成3年  4月  190．0   9   N．D   N．D   

5月  117．0   7   N．D   N．D  

6月  151．5   N．D   N．D  

7月  166．0   N．D   1．2   5．0  

8月  50．0   5   N．D  N．D  

9月  53．0   5  N．D  N．D  

108．5  9   N．D   3，6   25   

11月  42．n   N．D   N．D  

12月  41．0   N．D   2．7   

早成4年  1月  24．0   N．D   1．5   

2月  28．5   6   N．D   2．5   43  

1．0   

3．8  ー′・・■43  

4．7  ー～58  3月  141．5  田  N．D  
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V ゲルマニウム半洲本検出捌こよる核欄分析測薙納喪柿来  

「【▼「‖‾ 一▼【＋  

別 封 名   所
 
場
 
 

取
 
 

採
 
 
 

月
 
 

取
 
 

採
 
 

その他の検出きれ  

た人工放射性核種   

大気浮遊じん  

降 下 物  

高松市  

高松苗  

4半期毎   

毎月  

1二十こ 源木  

lt3．6．Z4  

1t3．】Z．10  蛇「］水  

淡水  

0～5cm  

高松帝  

l13．8．8 ‖4．Z．18  牛  乳   

淡水稚生物  

Dq／戚   

8q／k民生  

lt3．6．24  

‖3．12．9  11常 食   

滴  水   

滴 成 上  

高松市等   

両
種
生
物
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Ⅶ 空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又は匝砂    サーベイメータ   

最低梱   最高値   平均偶   （nGy／h）   

ZO．2   16．3   65   

15．Z   20．7   16．Z   69   

ZO．4   16．4   66   15．2                15．2        14．9  20．1  16．3   
65   

15．0   18．3   16．1  64   

15．2   18．7   16．3   67   

15．0   19．5   16．4   74   

14．9   19．3   16．4   76   

15．2   Z3．3   16．5   71   

15．Z   20．3   16．4   75   

15．0   19．3   1（；．1   74   

14．7   21．5   16．3   74   

14．7   23．3   16．3   64 ～ 76  

13．0   25．8  16．3   55～68   
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Ⅴ－38  愛媛県Ⅰこおlナる放射肯巨調査  

愛媛県公害技術センター  

三谷美嶺雄・山本 英夫・篠崎 由紀  

篠原 広充・安永 章二・渡邁 郁雄   

1 緒言   

平成3年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において行った原子力発電所周辺環   

境調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底土、海産  

生物、空間放射線量率、空間積算線量   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能調査委託  

計画書（平成3年度）」に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－471  

イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：オルテック GMX－30200他  
低バックグラウンド液休シンチレーションカウンタ：ア冊ほC－LB¶  

NaI（Tl）シンチレーーション検出器：バイクロン 3M3／3  

ウ 空間放射線量率  NaI（Tりシンチレ¶ション検出器：アロカ ND－471V  

高圧電離箱検出器：アロカ MAR－R 53  
NaI（Ti）シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

エ 空間積算線量  TLD：ナショナル UD－200S   

（4）調査結果  

ア 環境試料の全ベータ放射能  
環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果は表2に  

示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。  

イ 環埴試料の核種分析  
帥S rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルである。  

NaI（Tりシンチレーション検出器を用いたl：11Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり  

全訳料とも検出されていない。また、3Ilの分析結果についても表5に示すとおり同レベル  

である。  

Ge半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、フォールアウト核種は  

137Csが微量検出されている。  

り 空間線量  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線皇  

率画促結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地点）にお11る空間  

積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の値と同レベルである。  

3 結語  

平成3年度の環境放射能のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであり、異常は   

認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過去における核爆発実験   

等の影響と考えられる。  
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表 1 全ベータ放射能調査結果  

検  扁年よまで】‖3＝‖月  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   体  単 位  

敷   

郎軌用畑  3／4．7．10，4／1   4  30   40   
大気浮遊 じ ん  mBq／mn  

故 山 市  3／4．7．10，4／1   4 51 210   65   310   

≡こ  ，＿二  月1回   12   16   4   46   
降  下  物  【Bq／km2月  

松 山 市  月1回   12   3   30   4   29   

陸 水  河 川 水  伊柵九相川  3／4．7．10，4／1   4  ND   29   ND   32  mBq／l   

土 壌  0～15clれ  鋸町肌紬  3／4．7．10，4／1  12  0．20   0．38   0．15   0．44  陶／glL   

頼ん（可摘）  伊 方 町l  3／11   10  0．031   0．044   0．026   0．047   
農産  

一柑んほ慮）  伊 方 町l  3／11   0．060   0．085   0．041   叫／g生  

食品  
野   菜  伊 方 町  3／12．4／1   9  0．11   0．22   0．098   0，24   

植  0．089  0．076   0．10   

物   8  0．064   0．095   0．056   
的／g生  

0．13   

海  水   伊方町†裏  3／5．7．9．11   4 27 45   ND   34  mBq／l   

海  底  土   伊方町†遇  3／5．7．9．11   8  0．21   0．33   0．19   0．36  的／gt土   

魚類（可用）  鋸町九用汁  3／4．8．10．11，4／2  8  0．096   0．13   0．090   0．13   
海  
産  0．074   0．057   0．081  
生  

8  0．028   
叫／g生  

物  0．08a   0．025   0．078  

月■だ一  指  裾町肌脚  3／4．7．10．4／2   6  0．13   0．50   0．26   0．49   

江） 未知試調の放射能 N土△Nにおいて、N≦3△Ⅳのとき NDと表示した。海水の測定値は、10Kを除いている。  

表2 大型水盤による月間降下物試料中の全β放射能調査結果  

伊方町九町越公園   松  山  市  
採 取 年 月  

降水量  月間降下丘  降水土  月間降下土  
（れ■）  （【8q／u）  （■■）  （MBq／kl）   

3年 4月  176．0   16  136．5   18   

5   153．5   136．5   15   

6   33a．5   13  270．5   30   

7   211．0   9  242．5   8   

8   64．5   2  39．0   3   

9   110．5   94．5   9   

10   70，5   33．5   9   

d8．5   9  54．5   7   

12   62．5   73．0   12   

4年 1   47．0   14  54．5   21   

2   23．5   71．5   15   

3   271．5   16  233．0   30   

年  間  値  1577．5  2～ 16  1439．5  3 ′～  30   

i年lまでの鮎3酬  4 ～ 46    4 ～  29   

江） 年間値は、12カ月分の合計値である．  
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表 3 放射化学分析結果  

検  00Sr  ㌢＝巨＝‖＝3＝＝用  
試 料 名   採取場所  採取年月   体  単 位  

数                最 低 値  最 高 値  最 低 値  最 高 値   

郎仙川闇  3／4．10   2  ND   0．074   ND   0．063   
降  下  物  H軸／k和之・月  

松 山 市  3／4．10   2   N工）  ND   

陸 水  河 川 水  打‖用川  3／10   0．83  0．81   1．6  m的／l   

土 壌  0～15cl【  鋸町加納  3／7   1．2   9．6  恥／kglt   

貞慶食品  野   菜  伊 方 町  4／1   0．47  0．18   0．27  軸／kg生   

海   水  伊方町干さ  3／5．7．9．11   4  ND   3．3   2．9   3．7  m恥／l   

海  底  土   伊方町干薯  3／5．7．9．11   8  ND   0．47   ND   0．45  軸／kgl上   

海  ND  ND  

産  ND  ND   0．039  

生  N工）  ND  
軸／kg生  

物   0．048   0．13   

注）未知試料の放射能 N±△Nにおいて、〟＜3△Nのとき NDと表示した。  

表 41〇－Ⅰ分析結果  

試  料  名    採取場所  採取年月  仰l  ■11Ⅰの離艦量  削よまで遇去3絹¢傭  単 位   

鋤ん（可用）   伊 方 町  3／11   3   ND   ND   
農産  

一柑ん（細）   伊 方 町  3／11   3   N工）   ND  
食品  

野   菜   伊 方 町  3／12，4／l  ．9   ND   N工）   

ND   
軸／晦l  

松   葉   伊 方 町  3／8   ND  
植 物  

杉   葉   伊 方 町  ひ／5．〃．1l 1／之  4   ND   ND   

iよ生l  ‖I  全休  郎軌町如  3／4   ND   ND   

注）未知試料の放射能 N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき NDと表示した。  

表 5 311分析結果  

aH濃度  糾lまでl去粥帥l  

試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

郎粕川畑  月1回   12   ND  1．2   けD  1．9   

陸  
瞼 一山 ホ  月1回   12   HD  0．99   HD  2．0  

水   
ND  1．7   

恥／l  

南川★  l柵九町州  3／4．7．10．4／1   4   ND  1．1  

海  水   t＝l‖1  3／5．7．9．11   4   ND  ND   

注）未知試料の放射能 N±△Nにおいて、如く3△Nのとき 冊と表示した。  
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表 6  ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

検  137Cs  打‖＝1貞夫3年間のせ   そのlの  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   体  I出された  数          人珪l腫掴   

郎軌用用  3／4．7．10，4／1  ロ   N D  N D  なし 
大気浮遊 じ ん  mRq／m－  

松 山 市  3／4．7．1〇，4／1  ロ   N D  N D  

附町九町靂公胃  月1伺    ND   0．078   ND   0．20   
降  下  物  MBq／km2月  

松 山 市  月1画  12   N D  ND   U．11   

陸  N D  N D  
mBq／l  

水   2   N D  N D  

土  50   4．4   67   れ   
恥／kgt上  

壌   2．3   15   34   れ   

穀 類（精米）   松 山 市  3／10   N D  N l〕  軋  軸／kg緒‡   

農  10  ⅣD   0．046   ND   0．044  軋   

産  10  ND   0．050   ND   0．085  軋  

食  伊 方 町  3／12，4／1   9  ND   0．088   〃D   

的／kg生  

0．085  
野   菜  

ロ ロロ   松 山 市 島  3／11   2   N D  ND   0．058  

植  0．13  0．037   1．1   

物   0．081   M）   
勒／kg生  

0．22   町   

牛  乳   松 山 市  3／8．4／2   N D  ND   0．11   恥ハ   

松 山 市  3／6．11   0．035   0．036   0．031   0．15   
日  常  食  

れ   

伊 方 町  3／6．11   0．016   
軸／人・日  

0，025   0．018   0．021  

海  水   伊方町†さ  3／5，7．9．11   2．8   3．9   ND   4．5   なし  mBq／t   

海  底  土   伊方町干暮  3／5．7．9．11   8  0．69   2．2   0．62   2．6   恥／kgl土   

す方町肌削  3／4．7．8．10，4／2  8  0．11   0．26   0．083   0．34   
海  

松 山 市 汁  3／8   0．18  0．22   
産  

0．23   

魚類（叫糾）  伊方町肌削  3／4．7．8．10．4／2  8  0．070   0．19   ND   0．35   
生  

軸／kg生  

無脊椎動物  郎仙町削  3／4．7．10，4／2  8  ND   0．081   ND   
物   

0．070  軋  

海 藻 類  伊方町仙削  3／4．7．10，4／2  田  ND   0．11   ND   0．19   

往） 未知試料の放射能 N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき NDと表示した。  
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表 7 空間放射線主事測定結果  
（単位：nGy／h）  

モニタリングステーション  モ ニ タ サ ン ダ ポ スト  サ ー ベ イ メ ー タ  
測定地点  

伊柵九帽畑  伊方町糾  伊方町肌  松 山 市  伊方町鳥6亀点   

測定器  Ⅳal（Tりシンナトション  三 ■」：  轟圧tl霜  NaI（Tり  NaI（Tり   

区  分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

3年 4月  13  48  16  46  64  48  48  75  52   82  35～71   
5   13  44  16  46  62  48  49  72  85  34～73   
6   13  79  17  45  76  48  46  89  51   85  34～74   
7   13  41  15  45  61  47  47  68  50   87  35～73   
8   36  16  46  58  48  49  66  50   85  35～73   
9   13  31  16  46  56  48  48  60  50   83  34～71   
10   14  36  15  47  58  49  49  66  50   80  34～71   

36  15  46  62  48  48  71  50   79  35～69   
12   13  55  16  47  71  49  48  82  80  38～70   
4年 1月  13  31  15  47  63  49  49  66  51   81  33～67   

2   13  34    47  65  49  49  66  86  35～72   
3   13  43  17  47  65  50  49  76  53   84  35～69   

年 間 値  13  79  16  45  76  48  46  89  51  79～86  33～74   

荊霞まで遇去3年間班  13  67  16  44  83  48  45  94  53  75～92  33～75   

往）モニ州ン邦スト（伊柵畑）について軋和元年3月の耶矧に削≠膵の拉郎珊させたたれl定蜘若干射している。  

表 8 空間積算線量測定結果 （TLD）  
（単位：〝Gy／91日）  

測 定 地 点  弗1四半期  第2四半期  第3日半期  節4四半期  扁年よまで遇去3年伽鳩   

伊方町他30蝿点  84～127   83～128   83～135   85～137   84～148   

松山市 1地 点   200   205   217   205   185～225   
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Ⅴ－3g lF忘失Il少たiこJ二言り‾ る放身書付ヒ誌喝三在  

高柳県裾生研究所  

福井節子 宅け口約維 ′1●1■杯生夫  

1 経 書  

平成3年度に、高知県が実施した杵－‖点描パ＝重犯による「環境放射青ヒ水準調一   

意」の紹異について、その椙要を和書するr  
■  

2 調査の椙要  

（1）調査対象  

降水，降下物，陸水（蛇口水），1二項，精米，野菜（大根，ほうれん革）1  

牛乳（原乳，市乳），日常食，満座生物（かつお），空間放射線量率（モL  

ニタリングポスト，サーベイメータ）   

（2）測薙方法  

試料の採取、調製および測定は「放射旅利権調査委託実施糾画音（科学技  

術庁平成3年度）」、科学技術庁帽「全ベータ放射台ヒ測定法（1976）」およ  

び「ゲルマニウム半導体検山指によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2  

年改訂）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

Gh′1言I数管  

引散華置  

シンルーシコントへ、、ィトタ  

モニ州ンク’、ホ■スト  

Ge半噂休検出器  

アロカ（抹）G†卜2503D  

アロカ（抹）TL）〔・10′l型  

日本無線医呼学研死所 TCS－】ZIC型  

アロカ（株）ト1川－11型  

（搾）東芝1GCIG】9S型  

3
 
 

り）調査結果   

①大型水盤による月間降下物試料及び降水試料中の全β放射能調査結果をuに  

示した。   

′雪ゲルマニウム半導体検出君による核種分析測産調査結果をl7に示した。   

③空間放射線最率測定相異を1¶に示した。  

純 綿   

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の個を示し、持に異常は  

紙められなかった。  
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u 大型水盤による月間降下物試料及び薙喝降水試料小の全β放射能鯛査相異  
‾‾‾‾‾」 

「‾義 視 ‖ 】年 月   l 陣水量  酪有司「有軒硬扇て衰帝簡水）     万雷京面1ご 
▼‾ （■■）   軋定数  最低値  車高櫨  （Mbq／klJ）  （【D／kIポ）   

珊了牢4月   10   汗D  下面   ND  
二   
匹   ND  5月  堕 404   

7月  260   10   ND  MD   
10   ND  両  

ND   

9月  垂  田  雨 
8月  19g  

柑   
11月   88．9   ‾   MD  

MD   

し    12月  116   r－ 】  Nす 

2月   Z81   
36.9 8  雨「    ND    「申蔵‾1牢一i一月  ‾‾‾「訂．4  7  ‾  ‾〝1沌  皿      －’          5  ‾「摘  田  皿    3月    凹  両  函  HD    l年  Ⅶ  値  2，590  117  堕    ND    1前年度まで過  3年面一打肩    函  0．′16  ドD ～ 2．6  

17ゲルマニウム半導体検出毒馴こよる核種分析測定鯛査結果  

単 位   
「完 封 名 柑   採取場所  採取年月  検体歎               最低†虐  最高値   最 低 値  最 高 値  

降下物   高知市丸ノ内  3．4～ 4．3  四  ND     45．2  179  
陸水丁上水蛇u水   ▼高知市丸ノ内  3．6 3．12  国  Nけ  MD  NU   事  

0・5cIl  高知市丸ノ内  ロ  3Z．4   一11．3  
高知公園  

1，530  Z，170  

すべり山   3．8   Bq／kき乾土  11．5   10．8  
1［）GO  1，600  MBq／krrf  

高知市新屋敷  3．1Z  0．0995  MD   MD   Bq／kヱ精米  

ND   

ホウレン草  高岡那窪Jll町  3．1Z   ロ  田  

庶乳   ND   

q／ゼ  

晶餉 ”  高知市   
0．0472   

土蔭市宇佐沖  3．5   大根  高岡那窪川町  3：i2  凹  田     両                田  0．2：）4  当‘・乳    高知市円行者  3．5 3．8 3．114．2  ロ  ND  ND    田  n   市乳  高知市桜井町  3．8 4．2  山  MD  同  ND  田        3．6 3．11  凶  0．0－1Z7  0．0838  0．0451  0．0648      幡多耶佐賀町  3．6 3．11  田  0．0595  0．0667    0．0511         u  0∴i：9   0．480   8q／kg生   
Ⅴ血  生間放射線真申測定結果  

モ ー タリ ング訂スト（CPS）    サ ー ベ イ メ ー タ  
刑  定  年  月  最低値   最高値   平均伯   （nGy／h）   

平成 3年 4月   7．7  壁   g．2   
5月   7．6   18   10   

6月   7．ラ  18   9．6   
7月   7．   9．4   50   

8月   
7．6  16   9．3   43   

9月   7．4  「  9．4   

10月   7．5   9．3   48   

11月   7．5   9．5   46   

12月   7．7   40   9．8   44   

平成 4年1月   7．8  四   9．6   
2月   8．0   13   9．6   48   

3月   7．g   17   

年  間  値   7．2  匝   9．6   43 ～ 50   

前年度ま で過去3年間の憾   5．3   g．1   44 ～ 54   
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Ⅴ－40 福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

楢崎幸範・森田邦正・竹中重幸・深町和美  

木本行堆・ほ井利彦・小河 章  

1．緒言   

平成3年月別こ福岡県が実施した科学技術庁委託業朔「環境放射能水準調査」の結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

7 全ベータ放射能：降水（定時降水）】21件  

イ 放射化学分析：陸水（海水1阻 蛇口水1件），牛乳（原乳2件．消費乳1件）  

り 牛乳中の■3■Ⅰ：牛乳（原乳6件）   

エ 核種分析   ：月間降下物（大型水盤）12件．陸水（源水2件．蛇口水2件）．土壌（地表から  

0－5cml件．5－20cml件），精米（消費地1件，生産地1件），野菜（大根1件，  

ホウレン草1件）．牛乳（原乳4件．消費乳2件）．日常食（都市部2件，漁村部  

2件）．海水1件，海底土1件．海産生物（窮）1件の合計35件  

オ 空間放射線呈率：Nalシンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）による常時測定  

及びNaIシンチレーション式サーベイメータによる毎月1回の定地点（福岡市早良区  

脇山）測定   

（2）測定方法  

試料の採取，前処理及び測定は「平成3年度放射能測定調査委託実施計画害」及び科学技術庁編の各放  

射能測定法シリーズに準じて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能：GM計数装置（アロカ製TDC601）  

イ 放射化学分析 ：低バックグラウンドベータ線測定装置（アロカ製LBC152U）  

り 牛乳中の川lI：ⅣaIシンチレーション計数装置（東芝製 波高分析装置付）  

エ 核種分析   ：ゲルマニウム半導体核種分析装置（東芝製 Eシリーズ）  

オ 空間放射線量率：Nalシンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製I仙R－15）．Nalシンチレー  

ション式サーベイメータ（アロカ製TCS－121）  

（4）調査結果   

7 全ベータ放射能：定時降水の全ベータ放射能測定結果を表Ⅰに示す。定時降水の測定回数は121回で．  

このうち118回はND（検出されず）であった。検出された放射能襟度の最高値は  

36Bq／βであった。  

イ 放射化学分析：分析結果を表Ⅱに示す。陸水の90Srは，過去3ヶ年間の値とはぼ同じであった。  

陸水のL37Cs及び牛乳の90sr．Ⅰ37csは過去の値に比べ低下した。  

り 牛乳中の13■1：分析結果を表Ⅲに示す。いずれの試料からも検出されなかった。  

エ 核種分析   ：分析結果を表Ⅳに示す。Ia7csが降下物．土軋 大根．日常食．海底土及び海産  

生物（銅）から検出されたが，その他の人工放射性核種はいずれの試料からも検出  

されなかった。  

オ 空間放射線呈率：測定結果を表Ⅴに示す。モニタリングポスト．サーベイメータの測定結果とも過去  

3ヶ年の値と同程度であった。  

3．結語  

いずれの調査項目においても．特に異常値は認められなかった。  
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表 一   元三日寺降水茹式料中の全ベータ放勇寸何巨訂司蚕糸吉果  

降水の定時採取 （定時降7k）  

採 取  
降水罰  放射能凛度（Bq／1）  月間降下毘  

年 月  （HBq／km】）  

（爪印）  測定数   最低値   最高値   

3年   4月   179．7   ND   ND   ND   

5月   220．5   HD   ND   ND   

6月   422．7   HD   ND   

7月   638．7   ND   ND   

8月   14T．6   HD   Nl）   ND   

9月   135，9   ND   NI）   ND   

10月   75．5   ND   

11月   76．0   ND   ND   

12月   28．T   ND   

4年  1月   102．6   ND   1．9   17．8   

2月   5Z．9   ND   3．6   63．4   

3月   317．3   HD   ND   

年間値   23g8．1   ND   3．6   ND 一－ 63．4   

前年度までの過去3年間の値   100 ～129   ND   11．7   ND・〉 24T．9   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）  

表工Ⅰ  放男寸イヒ学分析糸善果  

採取  ＝s r  l＝cs  

試料名  検体敷  即 位  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

陸7k 上7k  3．12   2．2   2．4   1．4 － 3．2  0．15   0．27  0．30・－ 0。65  両Bq／1   

隼孔   3．11．4．2  0．018  0．030  0．030－0．080  0．022  0．054  0，037～0．130  Bq／1   

過去の値は．前年度までの過去 3ケ年間の値．  
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表Ⅲ  牛字L中の＝1工 分析結果  

採 取 場 所  夜須町  夜碩町  夜碩町  夜碩町  夜頒町  夜碩町  前年度まで過去 3年間の埴   

採取年月 日  3．5．16  3．8．6  3．g．18  3．11．7  3．12．8  4．Z．4  最低値   最高値   

放射能襟度（Bq／l）  ND  ND  ND  ND  ND  ND   ND   0．65   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）  

表工Ⅴ  ゲ’ルマニ ウ ム半≠＃体検出器iこよ る核種分析i見IJ定訂司査孝吉果  

検  ＝＝cs  前年度まで  その他の検出さ  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    れた人工放射性  

数  核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

降下物  太宰府市  3．4 －l．3  四  ND   0．11   ND  0．098   なし   HBq／km’   

陸  Nl）   ND   ND   なし   

mBq／1  

水   蛇口水  福岡市  3．6．3．12  ロ  ND   ND   ND   ND   なし   

なし   Bq／kg章乞土  

土  

480   480   1200   なし   HBq／kmJ  

0．6   0．6   3．0   8．1   なし   Bq／kg乾土  

壌   

500   g20   なし   HBq／kM’   

精  米  春日市  ND   ND   ND   なし   Bq／kg精米   

筑紫野市   

野  0．023   なし   

Bq／kg生  

菜   ND   ND   ND   なし   

牛  乳  夜碩町  Nl）   0．100   なし   Bq／1   

筑紫野市   

日 常食  福田市  なし   Bq／人・日   

太宰府市   

海  水   北九州市  3．7   1 ND ND   ND   Nl）   なし   爪Bq／1   

海 底土   北九州市   3．7   1．3   1．3   3．2   5．8   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（蛸）   福岡市  3．7   0．21   0．21   0．23  0．23   なし   Bq／kg生   

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査は平成1年10月より開始した．  

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）  
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表Ⅴ  空l子月放勇寸根室隆率わlり実巨寿善果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  叔高値  平均偶   （nGy／h）   

平成 3年  り］   13．7   18．8   14．5   机．1   

5月   13．5   21．9   14．6   70．9   

6月   13．3   21．5   14．3   76．7   

7月   13．3   1g．0   14．0   81．8   

8月   13．5   18．9   14．1   72．4   

9月   1さ．5   21．ち   14．3   71．1   

10月   13．6   17．0   14．5   75．2   

11月   14．0   Z7．8   14．8   71．4   

12月   13．7   23．2   14．7   69．0   

4年  1月   13．7   20．5   14．7   56．3   

2月   13．7   20．0   14．5   65．6   

3月   13．6   19．5   14．8   64．4   

年間値   13．3   27．8   14．5   56．3 － 81．8   

訓咋度までの過去 3年間の値  13．0   27．8   14．8   65．4 ～ 82．6   
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Ⅴ－41  佐賀県lこおiナる放射骨巨式周≡査  

佐賀県環境センター  

川原田 優  中島 英男  

青田 政敏  岩崎 ゆかり  

1緒 吾  
平成 3年度に佐賀県が実施した、科学技術庁委託による「平成 3年度環境放射能水準価憎」の概   

要を報告する。  
なお、佐賀県では上記の委託調査のほかに、原子力発電所周辺の項墳放射能紳査を実施しているが、   
その調査措異については、平成4年7月に公表した「玄海原子力発電所の退転状況及び周辺環境放射能   

調査結果（年報）」に記載している。   

2 納査の概要  

（1）荊査対象  

平成 2年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について紳査を行った。  

空間放射朋は佐賀市の1ケ所で、連続糾建及び毎月1回のサーベイメータによる測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出詩を用いた核種分析を実施した。  
荊査対象試料敷は、降水 95の全β放射能測定、陣下物12，大気浮遊じん 4，上水 2，土壌   
2，農産物 2，精米1，牛乳 2，日常食 4，水産生物1試料の核種分析と牛乳 6試料申のヨウ   
素－131を判定した。  

（2）測定方法  

空間放射欄瀾定及び環境試料申の放射憶測雇は、科学技術庁縞の各種放射能測定法シリーズ及び   
「放射能測定紳査委託実施計画書（平成3年虔）」に基づいて行った。  

（3）那走装置  

全β放射能  

核種分析 －→  

牛乳中のlヨlI  

空間放射線  

Alo k a ：LBC451低バックグランド放射能測定装置  

東 芝   ：PGT Ge検出欝、Eシリーズ4096ch MCA  

BICRON：3′ ×4′ NaI（T£）検出肴、Eシリーズ1024ch MCA  
Alo k a ：1′ ×1′ NaI（T£）tこ州ンク“さ’スト、TCS・121Cトヘ“イト，  

（4）加査結果  

所査結束は次表のとおり。  

Ⅱ に定時降水試料中の全β放射能所査結果を示す。  
Ⅳ に牛乳申の131Ⅰの分析結集を示す。  

Ⅴ に各種環境試料中の核種分析測定所査括兼を示す。  
Ⅶ に空間放射欄の計数申達椀測定及び織豊層の測定結果を示す。   

3 措 相  

中成 3年度の所査では、定時降水申の全β放射能、環墳試料申の核種カ所及び空間放射線の斬定鰯   

兼は、前年度までの鋼査結果と同程度のレベルであり、異常は捉められなかった。  
また、環境試料申の核種分析で検出されている137csは、過去の核実♯等の影事によるものと思わ   

れるが、その濃度は極めて低濃度であり特に問題となるものではない。  
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l 全ベータ版射純調嚢措果  

分析対象試料なし  

出 走時純水試料申の全β放射柁椚査括果  

陣 水 の 建 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

搾取  
降水量  放射能濃度 （Bq／£）  月Ⅷ降下量  月 間 時 下 景  

年月  （【Bq／krイ）   （けBq／kr正）  

（mm）                                          封建敷   最低値   最高佃   

9   N．1〕   1．1   26  

12   N．D l  1．3   140  

14   N．D   0．57   2 6  

15   0．98  140  

11月  28．1   平成 3年 4月  148．1            5月 6月  257．7 503．4    ‾▼▼                     7月  435．7    N．1〕        8月  202．5  7 6  N．D  1．2  19 12    9月  121．Z   N．D  11．4     10月  4．2  2  0．63  0．96  7．6        5  N．D  1．5  「‾27  
12月  18．8   7  0．50   1．4   5 5  

平成 3年1月  11．8   6  0．67  2．4   98  

2月  29．4   3   N．D   3．0   34  

3月  84・7   15   N．D  2．0  180  

年  間  侶  2041．4   101   N．D  3．0  7．8～180  

前年度までの過去3年間の侶   95 ～ 101  N．D   19   6．1～ 300  

（注）N．D・・・建具限界東南を示す。 －・・ ・那定せず。  

Ⅲ 放射化ず分析結集  
分析対象試料なし  

Ⅳ 牛乳中の131I分析結束  

採   取   場   所  前年度まで過去3年間の偶   

H．4年  

採 取  年  月  日   t低偵  最高偲   

放射能濃眉（Bq／£）  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   

（捜） N．D・・・定量限界末瀾を示す  
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V ゲニマニウム半導体検出肴による核種分析測定爛査結束  

採  前年度まで  

取  過去2年間の償   その他の検出  

試 料 名  採取場所    年  きれた人工放  

月   射性機種   

大気浮遊じん   佐賀市   
3．4  

4∵3   
N．D  N．D  N．D  N．D   なし   九Bq／爪う   

挿下物  佐賀市   3・J  
4．3   

【Bq／血2   

上水 蛇口水   佐賀市   3．8 3．12  田  N．D  N．D  N．D  N．D   〝   nBq／£   

4．1  2．1  3．2   8q／kg乾土  

土  3．8  

150  110  210   lBq／h2  

3．8  2．る  3．5   Bq／kg乾土  

薫   3．8  

470  370  570   MBq／h2   

糟米  佐賀市   3．11  N．D  N．D  N．D   〝   Bq／kg糟米   

野  佐賀市   3．11  N．D  N．D  N．D   
8q／kg生  

菜   3，11  N．D  N．D  0．059   

牛乳  佐賀郡   3．6 3．10  6  N．D  N．D  N．D  N．D   〝   Bq／£   

日常食  
佐賀市  3．8  〝   
玄清町周辺   3．11   

Bq／人・日   

藩  佐賀郡   3．8 、  0．12  0．12  0．14   〝   Bq／kg生   

産  

生  

物   

（注） N．D・・・定量限界兼瀧を示す。  

Ⅵ ウラン分析結集  

分析対象試料なし  
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Ⅶ 空間放射線豊率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメーター  

脚  定  年  月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成 3年   4 月   12．4   22．0   13．7   62   

5 月   12．4  20．7   13．7   61   

6 月   11．8   23．9   13．4   64   

7 月  12．1   20．9   13．3   62   

8 月   11．9   20．8   13．4   64   

9 月   12．2   24．8   13．5   71   

10 月   13．2   14．7   13．8   63   

11月   12．3   19．3   13．8   72   

12 月   12・O 19・5  13．9   73   

平成 4年  1 月   12．3   20．1   13．8   60   

2 月   12．1   22．9  13．8  59   

3 月   12．0   19. 333 14．1   66   

年  間  値   11．8   24．8   13．7   59   ～   73   

前年度までの過去3年間の価   11．7   26．2   13．7   61  ～  79   
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Ⅴ－42 長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

小林幸廣 仁位敏明 農村敬郎  

1 緒言   

科学技術庁の委託業務として、平成3年度に長崎県で実施した放射能調査結果について報告す   

る。   

2 調査の概要   

（1）調査対象  

①全β放射能調査  

②核種分析調査  

定時降水  

大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、   

はうれん草）、牛乳（原乳、市販乳）、日常食及び海産生物（あさり、   

あまだい、わかめ）  

モニタリングポスト、シンチレーションサーベイメータ  ③空間放射線重率  

（2）削定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技術庁、平成3   

年度）」及び科学技術庁絹の各種放射能測定シリーズにもとづいて行った0   

（3）測定装置  

①全β放射能調査  

GM計数装置：アロカ製GM自動則定装置JDC－163  

②γ繰核種分析  

ゲルマニウム半導体検出器：東芝製1GC1619S  

③空間放射線圭率調査  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TSC－121C型  

モニタリングポスト：アロカ製佃郎ト15   

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能調査結果を表Ⅲに示した。  

②牛乳（生産地）中の131Ⅰ分析結果を表Ⅳに示した。  

③ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表Ⅴに示した。  

④空間放射線圭率の測定結果を表Ⅶに示した。   

3 結 語  

平成3年度に長崎県で実施した環境及び食品中等の放射能調査結果は、前年度と同程度のレ  

ベル内にあり、特に異常値は認められなかった。  
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E 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  
採取年月   降水圭  

放射能濃度（8q／月）    月間降下量  
（¶）  

（MBq／k一首）   （HBq／kJ）  

平成3年 4月  155．1   ND   ND   対ロ  

5月  259．0   ND  0．25   5．99  

6月  471．6   ND   ND   ND  

7月  324．5   ND   ND   ND  

8月  141．1   ND   ND   ND  

9月  213．g   ND   ND   ND  

10月   13．0   2  ND  ND   ND  

11月   77．g   ND   ND   ND  

12月  118．0   ロ   ND   ND   ND  

1月   58．5   ロ   】ND  ND   ND  

2月   91．5   ND  0．69   4．91  

3月  308，2   ND   ND   ND  

年  間  値  2．232．3  100   ND  0．69  ND－ 5．99  

前年度までの過去3年間の値   皿   ND  2．1  ND・・－ 88．8   ND・〉18．8   

Ⅳ 牛乳中の131t分析結果  

採  取  場  所  諌 早 市  諌 早市  諌 早 市  諌 早 市  諌 早 市  諌 早 市  前年度までの過去3年間の値   

採 取 年 月 日  3．5．24  3．7．19  3．9．2  3．11．19  4．1．14  4．3．3  最 低値   最 高値   

放射能凛度（Bq／ゼ）  NI）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定詞杏結果  

野  大  根  長崎 市  3 年 7 月  l   
NI）   N【）  

Bq／kg生   
菜  ホウレン草  長 崎 市  3 年 7 月  ロ   N【）   Nl）   

牛  乳  長 崎 市  3年8月  Nl）   ND  Bq／kg ゼ   

4年2月   

長崎市  NI）  Nl）  

日 常 食  Bq／人目   
松浦市   Nl）  

海  高 来 町  3 年 5 月  ロ   Nl）   

産  
生  ND  0．18  Bq／kg生  

物   島原市  4 年 2 月  l   NI）   ND   

Ⅶ 空間放射操重率測定結果  

モ ニ タリ ン グポ スト（CPS）    サーベイメータ  

測定年月  
最低値  最高値  平均値   （nG／h）  

平成3年4月  56．4   

5月  5l．2   

6月  51．9   

7月  5Z．1   

8月  55．3   

9月  52．8   

10月  54．8   

11月  ∬．5   

l2月  51．8   

平成4年1月  56．2   

2月   11．7   18．8   12．l   54．1   

3月   11．7   17．5   12．9   51．7   

年 間 値   1l．7   18．8   12．6  5l．Z 一－ 58．4   

前年度までの  46．5・－ 65．l   

過去3年間の値  
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Ⅴ－43  貝唇 本 県 レこ お 古ナ る 放 易寸 ㈲法 官周 査  

熊本県術生公害研究所  

塘岡 璃  今村 修  

柏木 琳  

1．緒 宮  

前年度に引き続き、平成3年鹿に実施した科学技術庁委託の環境放射  

能水準調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、  

米、野菜（大根及びホウ レ ン草）、茶、牛乳、日常食及び空間放射線最  

率  

（2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁絹の各種放射能測定法シリ  

ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成3年度）」に基づいて  

行っ た。  

（3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能  

G M式β繰測定装置：アロカ JDC－163  

イ ガンマ線核種分析  

G e半導体検出器：EG＆G ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置：セイ コー・イージーア ンドジー  MCA7800  

ウ 空間放射線丘串  

モニタリ ングポスト：アロカ  M人R－15  

シンチ レーシ ョ ン式サーベイ メータ：ア ロ カ  TCS－151  

（4） 調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに、ゲルマニウム半導体  

検出器による核種分析結果を表Ⅲに、及び空間放射線農事測定結果を表  

Ⅲに示し た。  

3．結 語  

平成3年度の熊本県における網査結果は、環境拭料中の放射能及び空  

間放射線真率と もに前年度と同程度のレベル内にあり、特に異常値は詑  

められなかっ た。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水拭料中の全β放射能粥査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  

採 取  

降水土  放射能濃度（Bq／且）  月間降下土  

年 月  （MBq／km3）   （MBq／kmユ）  

（mm）  測定敷   最低値   最高値   

平成3年 4月  138．2   N．D   N．D   N．D  

5月  240．7   12   N．D   N．D   N．D  

6月  700．6   N．D   N．D   N．D  

7月  269．0   14   N．D   N．D   N．D  

8月  128．1   N．D   N．D   N．D  

9月  153．2   N．D   N．D   軋D  

10月   21．0   N．D   N．D   N．D  

11月   94．5   N．D   2．7   

12月   57．9   軋D   N．D   N．D  

平成4年1月   50．1   7   N．D   N．D   N．D  

2月   85．3   4   N．D   3．5   32  

3月  291．7   14   N．D   N．D   N．D  

年  間  値  2230．3   107   N．D   3．5   N．D～32   ～   

前年度までの過去3年間の借   137   N．D   3．7   N．D～10   ～   

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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Ⅰ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  
取  1”cs  前年度まで  その他の検出された  

拭 料 名   採取場所    年  過去3年間の価    人工放射性核種   単 位  
月   
数                    最低値  最高価  最低値  丑高価   

大気浮遊じん   熊本市  3年4月 ～4年3月  4  N．D  N．D  N．D  N．D  pBq／m8   

降下物  熊本市  3年4月 ～4年3月  12  N．D  0．36  N．D  0．098  MBq／kmク   

上水 源 水  
睦  

蛇口水  熊本市   3年6月  2  N．D  N．D  N．D  
水  

nBq／且  

淡 水  

78   96  Bq／kg乾土  

0 －－ 5c11  西原村  3年7月   
土  1500  2000  Z300  MBq／kが  

壌  16   20  Bq／kg乾土  

5 －20cm  西原村  3年7月   
1300  1100  1390  M8q／kn2   

精米  合志町  3年10月  口  札D   軋D  N．D  Bq／kg精米   

軒  合志町  3年11月  軋D   N．D  N．D  
Bq／kg生  

菜   N．D   N．D  N．D   

茶  御船町 上村  3年5月   
2  0．22  0．41  0．Z7  1．37  Bq／kg乾物   

牛乳  合志町  3年8月 4年2月   
2  N．D  N．D   N．D  軋D  Bq／且   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  熊本市 阿蘇町  3年6月 3年12月  与  0．037  0．14  0．041  0．12  Bq／人・日   

海水  m8q／且   

海底土  Bq／kg乾土   

梅  

産  
Bq／kg生  

生  

物  

（注）職査開始：平成元年10月  
N．D  ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  

ー270－   



Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成3年 4月   11．6   16．9   12．6   

5月   11．6   20．5   12．7   

6月   11．4   20．1   12．6   43   

7月   11．5   18．1   12．1   39   

8月   11．5   16．9   12．2   37   

9月   11．7   15．1   12．6   

10月   11．7   15．3   12．8   39   

11月   11．9   18．4   13．0   

12月   11．6   20．4   13．2   42   

平成4年 1月   11．8   16．6   12．9   44   

2月   11．6   17．2   12．7   

3月   11．7   18．6   13．1   

年  間  値  11．4   20．5   12．7   37～45   

前年度までの過去3年間の値  11．4   21．1   12．7   37 ～ 44   

（注）調査開始：平成元年10月  

一271－   



Ⅴ－44  大分県‡こ お 8ナ る放男寸宵巨即司査  

大分県価生環境研究センター  

上田 精一郎  森崎 澄江  

池辺 清士  

l 緒 言  

本県では昭和62年12月1日から科学技術庁の委託を受け、環墳放射能測定硝査を実  

施している。平成3年度に実施した調査結果の概要を報色する。  

2 珊査の概要  

（1） 調査対象  

降水、降下物、陸水（上水蛇口水）、大気浮遊じん、日常食、牛乳（原軋）、  

土壌、米（精米）、野菜（ほうれんそう、大根）、空間放射線上率  

（2） 測定方法  

科学技術庁絹 r全ベータ放射能測定法J、rゲルマニウム半導休検出鰐を用いた   

機器分析法J、r環境拭料採取法」及び放射能桐査委託実施劇画書に基づいて測定   

した。  

（3） 測定装置  

ア 全｝（－ク 放射能 ∧loka 製  G M自動測定装置  JD C－16 3  

イ  T 線核種分析 CANBERRA製 M C∧  シリーズ3 5P L U S  

ウ 空間放射線最率 Aloka 製  NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

T C S－131  

エ 空間放射線丘率 Aloka 製  モニタリ ングポスト M A R－11  

（4） 網査結果  

表1に定時降水中の全ベータ放射能測定枯果、義2にゲルマエウム半導休挽出特   

により測定した牛乳中の ＝1Ⅰの測定結果、去3にゲルマエウム半導休検出辞によ   

り測定した大気浮遊じん、降下物等環墳拭料中の核種分析測定頼果及び表4に空間   

放射線1率測定枯果をそれぞれ示した。  

3 枯 括  

平成3年度の大分県における放射能測定鯛真の結果は、空間放射線量率及び環境試  

料中の放射能ともに従来と同程度のレベルであり、異常億は艶められなかった。  
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表1定時降水試料中の全ベータ放射能鋼査結果  

放射能濃度（Bq／ゼ）  
採取年月  降水量  月間降下毘  

（mm）  最低値   最高値   （MBq／届）  

平成3年4月   181．0   N．D   1．4   83．3   

5月   234．2   N．D   1．3   37．3   

6月   424．2   N．D   1．0   3．7   

7月   213．3   N．D   1．0   31．0   

8月   332．8   N．D   1．1   4．1   

9月   296．3   N．D   1．4   16．0   

10月   20．6   N．D   N．D   N．D   

11月   58．9   N．D   2．5   31．7   

12月   32． N．D   3．4   53．5   

平成4年1月   45．3   7   N．D   2．1   21．2   

2月   37．8   N．D   N．D   N．D   

3月   311．8   N．D   1．5   

年 闇 値   2188．7   N．D   3．4   N．D～141   

前年度まで過去3年間の値  258   N．D   5．9   N．D～128   

（備考1） N．D：検出されず（測定値が計数鰐差の3倍未満）  

表2 牛乳中の1，lI分析結果  

採 取 場 所   大分市   久住町  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  3．9．19   4．2．26   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／ゼ）   N．D   N．D   N．D   N．D   

（備考1） N．D：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 ゲルマエウム半導休検出番による枚種分析測定鋼査枯果  

採取  前年度まで   
試 料 名   採取場所  検体致   l＝Cs  過去8年間の値   その他の検出された  

年月  人工放射性接種   単 位  
最低値  最高僧  最低値  最高値   

大気浮遊じん   大分市  毎 月  ロ  N．D  N．D  亜q／d   

降  下  物   大分市  毎 月  田  N．D   H．D   0．32  腫q／届   

陸水（蛇口水）   大分市  3．6  N．D  N．D  亜q／‘   

3．12   

Bq／k乾土  
土  

1500  1400   1500  惟q／届  

Bq／kg乾土  

壌   
600   岨q／届   

精   米   宇佐市  3．10   N．D  N．D  Bq／k精米   

野  N．D  N．D  

菜   

牛   乳   大分市  N．口   0．18   N．口  0．24   8q／‘   

久住町   

大分市  3．6  N．D   0．063   0．22  
3．11   

日 常 食  Bq／人・目  

（備考1）N．D：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満） （備2） ●：平成2年定  
考 度測開始  

蓑4 空間放射線1率測定結果  

モニタリングポスト（cps）大分市    サーベイメータ  
測 定 年 月  （nGy／h）  

佐賀関町   最低値  最高値  平均値   

平成3年4月   

5月   

8月   

7月   23   

8月   

9月   

10月   

11月   20   

12月   

平成4年1月   

2月   

3月   

年   間   値   68・－73   

前年度まで過去3年間の値   65・－85   
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Ⅴ一45  宮l崎県iこ おiナ る 放射 骨巨調 査  

官崎県衛生環境研究所  

野崎 祐司 平田 泰久  

前田 武  

1 緒 宮  

前年度に引続き、宮崎県で実施した平成3年度の環境放射能水準調査  
について、その調査結果の概要を報告する。  

査の概要  
綿査対斜   

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、  

壌、精米、野菜（大根及びホウレン草）、  
射線豊率  

土
放
 
 

間
 
 

）
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水
び
 
 

口
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常
 
 

水
日
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茶
 
 

、
 
 

物
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下
 
 

（2）測定方法   
試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（平  
成3年度）」に基づいて行なった。   

（3）測定装置   
全ベータ放射能  ：GM式β線測連装置（7ロカJDC－163）   
ガンマ線放出核種分析：G e半導体核種分析法置（SEIKO EG＆G MODEI」  

7800）   
空間放射線真率  ：モニタリンク、、ホ●スト（アロカ MAR－11）及びシンルーシヨン式  

サーヘ‥ィメータ（アロカ TCS－151）  
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 を表Ⅱに示した。降下物、土壌、  

日常食から計数娯差の3倍以上の137C  

度の調査結果と同程度であった。その他の  

134c sを検出した。  
ト及びサーベイメータによる空間放射線真率の調  

モニタリングポストによる空間放射線皇率が年度  

サーベイメータが年間偶 34～44 nGy／hであり、い  臥
査
 
 

結
 
 

果と同程度のレベルであった。  

3 結 語  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、その他各種試料、並  

びに空間放射線真申の調査結束は、いずれも前年度と同程度のレベルで  

あり異常憎は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全β放射能請査結果  

E ゲルマニウム半導体検出おによる核種分析測定所査結果   

昭和63年7月納査閲船  

山空間放射線皇帝那走結果  

（N．D：検出されず）   

昭和63年7月銅査閲始  
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Ⅴ－46 鹿り己韻らこおらナる放身寸青ヒ書周「査  

鹿児島県環境センター  

藤崎学，四反田昭二今村和泉福田大三郎   

1緒 言  
平成3年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能 準網査結果に  

ついて報告する。  

なお，本県では上記委託調査のはかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監  

視網査を実施しているが，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境  

放射線調査結果報告書（平成3年度 年報）」で既に報告している。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射能降下軌陸水（蛇口水），土壌∴精米，  

野菜（大楓 ホウレン草），茶牛乳 日常食∴海水魚の核種分析及び空間放射  

線量率  

（2）測定方法  

試料の採取前処理，書髄及び測定は．科学技術庁絹の各種放射能測定法シリ  

ーズ及び「放射胎I帳搬藷毛菊鹿十青書（平成3年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能粥査  

GM計数装置：アロカ・GM一肌  

イ 核種分析調査  

Ge半導休検出器：EG＆G ORTEC・GMX淵トS  
波高分析装置；NAIG・E一弘凱  

り 空間放射線量率調査  

1”4×1’’LNaI（TA）シンチレーション検出器；アロカ・MAR－11  
1”¢×1”LNal（T戚）シンチレーション式サーベイメータ；アロカ  

TCS－121C  

（4）調査結果  

大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能綿査結果  

を真一1に示す。また，空間放射線豊率鍋査結果を義一Ⅲに示す。いずれも，こ  

れまでの網査結果と同程度のレベルであり，異常は紐められなかった。  

核種分析調査結果を真一Ⅲに示す。核種分析調査については，昭和揖年度から  

実施してきているが，これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線鯛腫結 果及び  

，環境放射能水準調査結果と比較して特に異常は組められなかった。   

3 結 語  

平成3年度の調査結果は，空間放射線量，環境試料の放射能とも，これまで房  

調査結果と比較して同程度のレベルであり，異常は弦められなかった。  
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I大型水盤による月間降下物試料及び定時陣水洗科申の全β放射能桝査結束  

降水の定時採敢（薙喝陣水）  大型水♯による挿下物  
採 取  

降水量           放射鴨濃度（Bq／1）  月Ⅶ祷下皇   月間降下量  
年 月                      （mm）  （【8q／kn2）   （MBq／k■2）  

測定歓  最低儒  最＃債   

平成3年 4月  117．7   ND   ND   MD  

5月  283．9   ND   MD   MD  

6月  463．4   1g   ND   ND   ND  

7月  210．2   MD   ND   ND  

8月  258．5   10   MD   7．25   22．4  

9月  230．4   7   ㈹   MD   Nb  

10月  58．0   MD   MD   ND  

11月  42．5   5   ND   2．95   5．95  

12月  83．8   7   ND   5．88   42．5  

平成4年 1月  106．3   6   MD   4．74   247．1  

2月  45．2   ND   2．02   18．8  

3月  335．1   15   ND   ND   ND  

年 Ⅶ 価  Z212．8  115   MD   7．3  ND・－ 247．1  

前年度までの過去3年間の値  ND   13．3  ND～145．4   MD  

（注）－  は，測定していないことを示す。  （測建場所：鹿児島市）  

Ⅱゲルマニウム半導体検出馴こよる核種分析測定所査結果  

検  前年度まで  
試 科 名   採取場所  採取年月   体  1日cs    過去3年間の償  

敷  
最低憾  最高憾  最低値  最高値   

大気淳錮じん  t8q／■！   

時 下 物  鹿児島市  3．4 ′｝4．3    ND  ND  ND  0．1   ND   【的／lt2   

上水 清 水  
陸  

蛇口水  鹿児島市  3．8，12   ND  MD  MD  MD   MD  t8q／1  
水  

洪 水  

0．91  0．91  0．85  8，03   M）   的／t！範士  

土  0一 説川  開聞町   3．8   
47，5  47．5  22．3  487   ND   棉q／h㌔  

1．17  1．17  †Ⅷ  8．卵   MD   8q几！範士  

5 －20cれ  開聞町   3．8   
130  130  MO  7gl   MD   【8q／t■2   

糟米  鹿児島市   3．11   0．23  0．23    0．105   MD   恥旬爛慄   
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野  

8q／k‘生  

薫                        ホウレン草   開聞町   3．12   0．23  0．23  0．11  1．25   ND   

知覚町   3．8   2．91  2．91  1．01  1．73   冊   8q／k乾物  
茶  

宮之城町   3．8   0．84  0．84  0．74  1．23   ND   Bq／k艶物   

生産地  加治木町  3．5，8，114．2    0．019  0．050  MD  0．082   ND   8q／1  
牛 乳  
消費地  鹿児島市  3．8 4．2    0．043  0．105  MD  0．046   ND   8q／1   

大口市   3．勘1】   0．034  0．044  0．038  0．081   MD   8q／人・日  

日常食  

川内市   3．6，11   0．038  0．058  0．065  0．071   8q／人・日   

瀬水  加世田市   3．8   ND  ND  ND  MD   MD   ■Bq／1   

海底土  加世田市   3．8   ND  ND  MD  ND   MD   8q／kg範士   

清産  3．12   0．232  0．23Z  0．188  0．204   ND   8q／k‘生  

生物  

（注）  一  は，測定していないことを示す。  

Ⅲ 空Ⅶ放射線玉串泄走結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  

測 走 年 月  

最低値  最高憾  平均値  （nGy／h）   

平成3年 4月   10．5  15．5  11．4   49．7   

5月   10．2  18．0  11．5   48．2   

6月   10．4  13．3  11．3   47．5   

7月   10．2  18．5  11．2   50．1   

8月   10．2  15．5  11．3   49．1   

9月   10．0  14．4  11．5   49．4   

10月   10．3  15．5  11．8   47．1   

11月   10．1  14．3  11．8   48．8   

12月   10．0  19．4  11．8   50．0   

平成4年 1月   10．2  17．0  11．7   47．0   

2月   10．2  17．9  11．7   4g．0   

3月   10．3  18．3  12．1   47．9   

年   Ⅶ   値   10．0  19．4  11．6  47．0′、ノ50．1   

前年までの過去3年間の債  10．0  21．5  11．8  44．4 ～53．3   

（利恵場所：鹿児島市）  
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Ⅴ－47 き中 寿喝 県 乙こ お らナ る 放身寸 台巨 調 査  

沖縄県公害衛生研究所  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結果  

放射能涜度 （合K）   前年度まで過去3年間の惜  
吉武 科 名   採職場所  採取昨月  検体微  埋．位  

最低値  最高値  最低値   最高値   

降 下 物  MBq／km2   

陣  75．3   79．1  
m8り／l  

水   蛇lコ水  那 覇 市  l】3．6，l拍．2  2   32．0   53．6   H．D   86．2   

0．968   0．931   0．963  Bq／g柁ニヒ  

土  0－ 5cM  l  こ・‖  ＝3．6．   
71．8   56．l   60．8  GRq／km2  

1．01   0，901   8q／g陀土  

嬬  0－20c汀l  那 覇 市  lt3．6．   
187   198   206  G8q／kM2   

22．4   25．0   28．8  Rq／kg精米   

7ト4   78．0   89．2   
帥／k書生   

菜  ホウレン草  与那城村  lt3．1l．   125   217   221   

牛   乳  46．0   47．1   42．2   46．7  βq／l   

日 常 食  47．8   67．8   46．9   66．0  Bq／人・日   

滴   水  53．7   74．8   18．3   80．4  Mnq／l   

滴 咤 土  0．162   0．844   0．090   0．915  Rq／只柁」二  

119   124   143   

タカサゴ   
精   米   与那城村  】14．3．  ロ            野 大   根   与那城村  lt3．11．  口                    l                与那城村  H3．7，l13．12  2                 那覇市・他  ‖3．6，桐．1  ロ                  県内5地点  ＝3．7，l川．1  円                 県内5地点  l13．7，胴．1  皿                与那城村  113．】2．  ロ  8q／kg生  
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】l定時陀水試料申の全β放射能調喬結果  

（MBq／Km2）  

H．D．   23．3   27．9   N．D．   

N．D．   11．1   20．4   8．69   ほ取 年月    降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水悠による時下物    放 射 能 測 度（8q／l）    月間降下景 （MBq／Km2）  月間降下喪     測定赦  最低値  最高値  平成3年 4月  13（；．0  】∩          5月  21，0  7          6月  41．0  3  H．D．  1．13  3．48  4．72   
7月  316．5   7   H．D．   2．58   13．4   254   

8月  89．5   6   N．D．   N．D．   H．D．   5．92   

N．D．   4．76   6．58   N．D，   

H．D．   ！）月  332．5  n          10月  8日．5  10  2．34   23．5   N．D．   

11月  48．0   R   H．D．   13．4   12．9   10．9   

12月  19．0   2   2．20   4．05   9．07   22．5   

平成4年 】月  】22．0   卜  8   H．n．   0，65   6．85   N．n．   

N．D．   0．78   3．14   H．D．   2月  233．0  13          3月  ユ93．5  川   H．D．   N．D．   H．D．   N．D．   

間  値  1641．0  99   H．D・－27，9  H．D．一－ 254   N．D   23．3  

年                   前年度までの過去3年間の憫   313   

H．D   】6．7   N．D一－7日．4  H．D．～ 81．9   
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m 牛乳の＝＝l分析結果  

与・郡城村  前年度まで過去3年間の伯   

‖3．12．  最低値   最高値   

H．n．  N．D．   H．n．   

膵 職  場 所  与・那城村  

J采 取 年 月 日  

放射能椚度（Bqハ）  

Ⅳ ゲルマニウム半彊休検出器による核種分析測定調査結果  
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V 空間放射線堅率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 3 年 4月   7．5   】1．2   9．4   55．4   

5月   6．3   】3．4   8．5   60．4   

6月   8．3   10．6   9．2   63．3   

7月   7．9   9．4   8．5   60．7   

8月   7．5   11．0   9．0   58．0   

9月   7．1   11．4   8．8   56．7   

10月   7．5   13．4   9．2   49．2   

11月   8．3   12．6   9．2   58．2   

12月   7．5   12．2   8．8   54．7   

平成 4 年1月   7．5   14．2   9．4   62．0   

2月   8．4   14．6   9．8   55．2   

3月   7．9   11．8   9．0   54．0   

年  間  伯   6．3   】4．6   9．1   49．2 一－ 63．3   

前年度までの過去3年間の悼  5．9   17．7   9．0  52．5へ・65．3   
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